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は じ め に

ジュニアスタデイ ー ツア ー は、 海外及び日本本土の沖縄県系人子弟を本県に招待し、 地元の

中・高校生 と一緒に沖縄の歴史、 文化、 自然等を学んでもらい、 沖縄との絆を深め、 次世代の

ウチナ ー ネットワ ー クの担い手を育成 する事を趣旨とする事業です。

平成15年度は、 平成15年 7月21日から7月28日の1週間の日程で実施致しました。 今回のツ

ア ー には、 海外 8 カ国13の沖縄県人会から参加者19名と引率者 9名、 兵庫県の県人会から 2名、

愛知県の県人会から1名、 そして沖縄県内の中学・高校生22名が参加して、 県内各地で様々な

体験学習を行い、 充実した日程を無事修了しました。

ツア ー 期間中、 参加者は首里城を見学して沖縄県が琉球王国だった頃の歴史を学ぶとともに、

紅型や三線等の体験学習をとおして琉球王朝時代に育まれた沖縄の伝統文化に触れました。 ま

た、 古の沖縄のみならず、 国際通りの散策、 県庁見学等を通して現在の沖縄も学習しました。

さらに糸満市摩文仁の平和祈念公園では平和の礎や平和祈念資料館を見学することにより、 戦

争の悲惨さと平和の尊さを学びました。 山原での自然学習では、 参加者同士が協力しながら比

地大滝に登り、 海洋博記念公園の美ら海水族館、 本島西海岸のリゾ ー トビ ーチを楽しみ、 沖縄

の自然も十二分に満喫したと思います。

海外からの参加者については、 その殆どが初めて沖縄を訪問したと伺っています。 このツアー

をとおして、 彼らのル ー ツとしての沖縄に対する認識を深めるとともに、 参加者との友情を育

み、 数々の思い出を胸に帰国したことと思います。 県外、 県内からの参加者については、 沖縄

の良さを再認識するとともに、 海外参加者との交流をとおして世界中に広がるウチナ ー ンチュ

ネットワ ー クを実感することができたと思います。

この報告書は、 ツア ー の全日程や写真とともに参加者や引率者の感想をまとめたものです。

この冊子が生涯に渡る記念になるとともに、 参加者がこのツア ー の経験を糧に国際的に活躍す

る人材へと成長し、 将来のウチナ ー ネットワ ー クを担う 一員として活躍することを期待してい

ます。

終わりに、 平成15年度ジュニアスタデイ ー ツア ー の実施に御協力を頂いた多くの関係者の皆

様に感謝の意を表し、 発刊のあいさつといたします。

平成15年10月

沖縄県文化環境部部長 屋嘉部 長市
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| 平成15年度事｀二；｀ディ ー ツア ー | 

1. 趣旨

海外県系人子弟を沖縄県に招待し、 県内外の生徒とともに、 沖縄の歴史、 文化、 自然などの体験学

習をとおして、 母県 ・ 沖縄との絆を深めることにより、 県系人社会の発展とウチナー ネットワ ークを

担う次世代の人材育成に貢献する。

2. 事業内容

実施時期 平成15年7月21日（月） ～7月28日（月）

参 加 者

学習プログラム

(1)自然学習

海外参加者 中高校生 19名（海外沖縄県人会の推薦）

ブラジル ・ アルゼンチン ・ ペル ー ・ ボリビア ・ アメリカ

カナダ ・ キュ ー バ ・ フィリピン ・ グアム

県内参加者

県外参加者

// 

// 

22名（県内全域より）

3名（県外沖縄県人会の推薦）

世界有数の美しい海と山原の自然、 生物にふれあいながらその大切さを学ぶ。

(2)歴史学習

首里城をはじめ、 ユネスコ世界遺産に登録された琉球のグスクを巡りながら、 沖縄の歴史と

ロマンに触れる。

(3)文化学習

三線、 エ イサ ー 、 伝統芸能、 空手等の体験学習をする。

(4)平和学習

南部戦跡、 平和祈念資料館、 平和の礎等を見学しながら、 平和の意味を考える。

(5)沖縄の社会学習

県庁訪問、 米軍基地、 沖縄の産業等を学ぶ。
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700 1 

8 00 1 

goo I 海外来沖日

1000 I 

11 oo I 

7 月 21 日（月）

10:15 ANK432 
石垣 1 名

10:30 JAL493 
名古屋 1 名

| 11 :00 JAL801 
兵庫 1 名

11:00 
県内参加者集合

| （財）沖縄県国際交流・人
材育成財団

12.00 I 23:00 JTA059 I昼食
キューバ2名

1300 I | 集合（財）沖縄県国際交
流・人材育成財団

1400 I 
7月 18 日

16:05 フィリピン430

115 00 フィリビン3 名
16:10 ANA1735 

グアム2名

1600 ハワイ3名

l?OO I 18:00ANA489 I 
ニューヨーク2名

1 8 00 1 

1900 I 
21:20JTA189 

オリエンテーション

宿泊先へ移動

交流プログラム

ウェルカムパーティー

・船員会館研修室にて

| 7 月 22 日（火）

| 起床
朝食

社会学習
・県庁内見学

・県庁表敬
県民ホール
記念写真

国際通り散策

昼食

平和学習
•平和祈念資料館
•平和の礎
•平和祈念堂

| 
| 

夕食
•宿泊先で

2000 ペルー3名
22 00 ANA 1739 

北米2名

21 oo I ワシントン 1 名

偽

交流プログラム

カルガリー 1 名
22:30 ANA 131 

2200 I ブラジル4名 i就寝
アルゼンチン2名

ポリビア3名

宿泊先 I ホームステイ
（親戚知人宅） 船員会館那覇市前島

I就寝

船員会館那覇市前島

7 月 23 日（水）

起床
朝食

歴史学習
・首里城

嘉手納基地通過

昼食

伝統工芸体験
0紅型

伝統芸能体験
0
〇三舞

線踊
］ 1つ

0空手

| 
| 

夕食
•宿泊先で

I就寝

ペンション
「キャロライナ」

7 月 24 日（木） 7月 25 日（金） 7月26 日（土） I 7 月 27 日（日） | 7 月 28 日（月）

起床 起床 起床
朝食 朝食 朝食

8:40 JAL900 
出発 出発 出発 キューバ2名

9:15アシアナ171
ニューヨーク2名

自然学習 2 （海）
自然学習 1 （山） 1

11.10 ANA1734 
・ゃんばるエコツアー 海洋博記念公園 ホームステイの家族へ引 カルガリー 1 名

比地大滝 ・美ら海水族館 き渡し（恩納村）
2班に分かれて 11:45 ANA124 

同じコ ースを体験 ホームステイの家族へ引 ブラジル4名
ゃんばる野生生物 き渡し（北谷町） アルゼンチン2名
保護センター ポリビア3名

昼食 ホームステイの家族へ引 12·15 ANK435 
き渡し（那覇） 石垣 1 名

13:05フィリビン427
昼食 フィリピン3 名

・ビーチレクリエーション 13:45 JAL896 

国
ペルー3名
北米2名

ワシントン 1 名
13:50 JAL804 

兵庫 1 名
15:30 ANA1736 

社会学習 グアム2名
・万国津梁館

バスで宿泊先へ

| 1宿舎着 I 1
17:00 JAL498 

名古屋 1 名

| 
夕食バーベキュー

I キャンプファイヤー

夕食 Iさよならパーティー

・宿泊先で ・沖縄都ホテル

ィ

I就寝 I就寝

ペンション ペンション ホームステイ ホームステイ
「キャロライナ」 「キャロライナ」 （親戚知人宅） （親戚知人宅）
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18~20/July 

7 00 

8 00 

9 oo I 

11 oo I 

12 oo I 

13 oo I 

1400 I 
18-Jul 

16:05 15 00 Philippine430 
Philippines 

16 oo I 16:10 ANA 1735 
Guam 
Hawaii 

17 oo I 

1aoo I 18:00 ANA489 
New York 

ヘ

19 oo I 
21:20 JTA189 

20.00 Peru 
22:00 ANA 1739 

Los Angels 

21 oo I Washington 
Calgary 

22:30 ANA 1 31 

2200 I Brazil 
Argentina 

Bolivia 

Lod I Overnight stay g1ng at host family's 

21/July (Mon.) 22/ July (Tue.) 23/July (Wed.) 

Wake-up time Wake-up time 
Breakfast Breakfast 

Visit the Okinawa • ShurUo Castle 

Prefectural Government 

Naha city Tour 

Lunch 

13 00 Meeting place 
Okinawa International Exchange Lunch I& Human Resources Culture & Performing Development Foundation 
(OIHF) arts class 
Orientati"on 

OSanshin 
OBuyo (Ryukyu dance) 

• Peace Prayer and OKarate 
Arrive at the hotel Memorial Park 

• E1sa dance show 
· Cornerstone of Peace 

Interchange program Traditional arts class 
· Peace Prayer and 
Memorial Hall 

Welcome Party Dinner at the hotel Dinner at the hotel 

巖-ヽ ． Recreation 

!Bed time I Bed time !Bed time 

Hotel Senin Kaikan Hotel Senin Kaikan Pension Carolina 

24/July (Thurs.) 25/July (Fri) 26/ July (Sat.) 27 /July (Sun.) I 28/July (Mon.) 

Wake-up t,me Wake-up t,me Wake-up t,me 
Breakfast Breakfast Breakfast 

Cuba 
9:15アシアナ171
| New York 

Meet host families at the 11:10 ANA1734 

·Yanbaru Ecology Tour Ocean Expo Park lodge(First group) Calgary 
•Aquarium Hawaii 

11:45 ANA124 
Meet host families Brazil 
(Second group) Argentine 

Bolivia 
Lunch 13 05Philippine427 

Philippines 
• Recreation at beach 13:45 JAL896 

Leave Yanbaru Meet host families at Peru 
OIHF (Last group) Los Angels 

· Bankokushinryokan 
1
15.30 ANA1736 

ィ
Guam 

ホ

且っ臼

Return to the lodge 

I
F匹ewell Party 

with host fam,l,es 
Dinner Dinner (B B Q) 

I Campfire 

I Bed t,me !Bed time 

Pension Carolina Pension Carolina Overnight stay at host Overnight stay at host 
family's family's 
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18~20/Juho 21/Julio(Lunes) 22/Julio(Martes) 23/Julio凶ercoles) 24/Julio (Jueves) 25/Julio 0/iernes) 26/Julio (Sabado) I 27/Julio(Domingo) I 28/Julio(Lunes) 

7:00 

8:00 

9·00 I Llegada a 
Okinawa 

!0001� 

11:00 I 

12:00 I 23:00 JTA059 
I 
13:00 Lugar de reunion: 

Cuba Fuunndd aaccii66n n I Inter nacio nal de 

13:00 I 

14:00 I 

I 
15:00 16:05 

Philippine430 
Philippines 

16=00 16:10 ANA1735 
Guam 
Hawaii 

17 00 

1s:oo 18:00 ANA489 
New York 

Interc ambio y Desarr oll o 

I 
Recursos Huma nos de 
Olunawa (OIHF) 
Orientaci6n 

Llegada al hotel 

Programa de 
intercambio 

Levantarse 
Desayuno 

Visita Oficial al 
Gobernador de 
Okinawa(Kencho) 

Paseo por la ciudad 
de Naha 

Almuerzo 

Parque 
Conmemorativo de la 
Paz 
· Lap1da de la Paz 

·Templo 

Levantarse Levantarse Levantarse Levantarse 
Desayuno Desayuno Desayuno Desayuno 

Visita: 
• Castillo de Shuri Encuentro con los 

fam1liares de Okinawa 
• Ecoturismo por Ocean Expo Park (primer grupo) 
Yanbaru ·Acuario 

Rec1b1miento(segundo 
印'upo)

Almuerzo 
Almuerzo 

• Recreaci6n en la 
Clase de artesania playa Recibimiento(ultimo 
tradicional grupo) : OIHF en 

Naha 
Practica de artes Salida de Yanbaru 
tradicionales 

荏ィ
OSanshin 
OBuyo (Baile Ryukyu) • Bankokusmryokan OKarate 

Show de Eisa 

IL!egada a la Pension 

19 oo I Fiesta de Bienvenida Cena en el hotel Cena en el hotel Cena en el hotel Cena (Barbacoa) ごW !Fiesta de despedida 

21:20JTA189 
20·00 Peru 

22:00 ANA 1739 
Los Angels 

21:00 I Washington 
Calgary 

22:30 ANA 1 31 
22·00 I Brazil 

Argentina 
Bolivia 

息 Fogata 
Recreaci6n 

I Hora de acostarse I Hora de acostarse I Hora de acostarse I Hora de acostarse I Hora de acostarse 

Esta山a con la I I I I I I I Aloja
― | familia de Hotel Sen-m Kaikan Hotel Sen-m Kaikan p ens16n Carolina Pens16n Carolma Pens16n Carolma Estadia con la familia Estadia con la fam1lia 

m1ento Okinawa (Norte de Okmawa) (Norte de Okmawa) (Norte de Okmawa) de Okinawa de Okinawa 

一

Cuba 
9:15アシアナ171
I New York 

11:10 ANA1734 
Calgary 
Hawaii 

11:45 ANA124 
Brazil 

Argentine 
Bolivia 

13.05Philippine427 
Philippines 

13:45 JAL896 
Peru 

Los Angels 
Washington 

115:30 ANA 1736 
Guam 

[

_
 18/Julio 
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1 8-20/Julho 

7 ·00 I 

s :oo I 

9·00 I 

1 0  oo I 

1 1  oo I 

1 3  oo I 

1 4  00 

1 8/Julho 

1 5  00 1 6  05 
Phil ippine430 

Phl | ipp Ines 

J G :oo 1 6. 1 0  ANA1 735 
Guam 
Hawaii 

1 7 -00 I 

2 1 /J ulho (2a) 

Funcla<;ao de I ntercambio 
Internacional e 
Desenvolvimiento de 

I Recursos I -I um a nos de 
Okinawa(OIHF) 

Reunii!o de orientavi!o 

Chegada ao aloJamento 

Programa de 
intercamb10 

1 8  00 I 1 8:00 ANA489 
I New York 

rn oo I 

21 :20 JTA1 89 

20 00 Peru 
22:00 ANA1 739 

Los Angels 

2 1  oo I Washington 
Ca lgary 

22:30 ANA 1 3 1  

2 2  o o  I Brazil 
Argentina 

Bol ivia 

A!□J am ―
| Estada na casa 

ento anfitna 

Festa de Boas-vindas 

I Hora de clorm,r 

Hotel Semn l<aikan 

22/J ulho (3a) 23/J ulho (4a) 
Acordar Acordar 

Cafe da manha Cafe da manha 

Visits oficial ao Castelo de Shuri 
Governador de 
Okinawa 

City Tour em Naha 

Almo90 

Almo90 Aulas de Cultura e 
Artes Tradicionais 

OSanslun 
OBuyo (Danya de 

Okinawa) 
Museu Memorial da OKarate 
Paz E1sa 

Lap1de da Paz AulaB de Li¢6eB de 
Artesanato de Ok江1awa

Pav1lhao da Paz 

Jantar Jantar 

Recrea�ii.o 

I Hora de dorm1r I Hora de clorm1r 

Hotel Senm Ka1kan Pension Carolma 

24/Julho (5a) 25/Julho (Ga) 26/Julho (Sabado) 27/Julho (Dommgo) I 28/J ulho (2a) 
Acordar Acordar Acordar 

Cafe da manhil Cafe da manha Cafe da manhii I Retorno ao 
pa1s 

| 8:40 JAL900 
Cuba 

9:1 5 アシアナ1 71
| New York 

1 1 : 1 0  ANA1 734 
Ecoturismo em Ocean Expo Park Encontro com as Calgary 
Yanbaru · Acuano famihas de Okinawa Hawa11 

para homestay(na 1 1 :45 ANA1 24 
Praia) 

ホi i 
Brazil 

Argentine 
Bol ivia 

Almo�o Almo¢o 1 3:05Philippine427 
Encontro Ph1l rppmes 

Recrea�il.o na praia 1 3:45 JAL896 
Saida Y anbaru Encontro ( na OIHF) ム な Peru 

ス E幼
Los Angels 

Bankokushinryokan 祠ィ 1 1 5:30 ANA 1 736 
Guam 

Chegada ao aloiamento 
ホ
l �) 

七

ム ¢,Jantar Jantar (Churrasco) I Festa de Despedida 

ス EFogue1ra ー 。
ァぶ

I Hora de dorm,r ! Hora de dorn1 1r  

Pens10n Carolina Pens1011 Carolina 
Estada na casa Estada na casa 

anfitr1il anfitni\ 
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［ 海 外 参 加 者 出 迎 え |

ス ケ ジ ュ ー ル

7 月 1 6 日 キ ュ ー バ
7 月 1 8 日 フ ィ リ ピ ン

グ ア ム
ハ ワ イ
ア メ リ カ
ペ ル ー

カ ナ ダ
ブ ラ ジ ル
ア ル ゼ ン チ ン
ボ リ ビ ア

＂隣畠 ジュニアスタテ ィ ーツアー

Junior Study Tour 2003 
〇 沖 鍵 集

平閾15年農 ジ ュ ニ アス タテ
l ̀ ‘` ： ^  - C ↓ -- .J ＿- m ^ ー・

ユ .:: y 人 ツ ア

Junior Study Tour ZO 
〇 沖 綱 県

- ュ .::. )' 人 ツ ア
JUnior Study Tour 9 

e 沖 綱 貞
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平 成 1 5 年 7 月 2 1 日 （ 月 ）

シ ュ ニアス
ior S因y_Tour 200 

i i or Study Tour 2003 
〇 沌

ス ケ ジ ュ ー ル
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
交流 プ ロ グ ラ ム
ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー

ジ ュ ニアス
or Stud 
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［ 平 成 1 5 年 7 月 2 2 日 （ 火 ） I ス ケ ジ ュ ー ル

県庁表敬

国 際通 り 散策

平和学習 ・ 平和祈念公 園

交流 プ ロ グ ラ ム
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［ 平 成 1 5 年 7 月 23 日 （水） I 
ス ケ ジ ュ ー ル

歴史学習
・ 首里城

伝統工芸体験
・ 紅型作 り

伝統芸能体験
・ 三線 、 空手 、 琉球舞踊
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［ 平 成 1 5 年 7 月 2 4 日 （ 木 ）
ア

4

ス ケ ジ ュ ー ル

自 然学習 1
社会学習

（ 山 ） ・ ゃ ん ば る エ コ ツ ア ー

・ 万 国 津梁館 ・ 名 護 パ イ ナ ッ プル パ ー ク
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平 成 1 5 年 7 月 2 5 日 （金）
ァ

4 自 然学習 2 （海）

ス ケ ジ ュ ー ル

• 海洋博記念公 園
・ ビ ー チ レ ク リ エ ー シ ョ ン

バ ー ペ キ ュ ー

キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー
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平 成 1 5 年 7 月 2 7 日 （ 日 ） ス ケ ジ ュ ー ル

さ よ な ら パ ー テ ィ ー ・ 沖縄都 ホ テ ル に て
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新城 真 由 美

Monica Mayumi Arashiro 
1 7 歳 3 世

ブ ラ ジル Brazil 

ブ ラ ジル沖縄県人会

ま だ一度も訪れた こ と のなかっ た沖縄へ 「帰省」
でき た経験について こ こ でお話出来る こ と は本当 に
嬉 しいこ と です。 ジュニア ・ ス タ ディ ・ ツ アー を通
じて、 今ま で想像 も でき なかっ た よ う な一生の体験
ができ ま した。 那覇に着いた と き 、 何も かも知っ て
いる も の と は違っ ていま したが、 馴染みやすい も の
に感 じま した。 私のおばぁ 、 母方 と 父方双方の叔父
叔母に も会えま した。 叔父叔母 ら はお互い面識がな
かっ たそ う ですが、 こ の交流のおかげで親族の縁が
深ま っ た よ う です。

同年齢の参加者 と 知 り 合っ た時、 私は驚き ま した。
何故な ら 、 全然違 う 国の若者た ちではあ り ま したが、
ま る で兄弟の よ う 口感 じたか ら です。 沖縄県庁、 た
く さ んの シーサー 、 ゴーヤか ら作 られた色々 な食品
な どが あ る 国際通 り 、 圧巻の建築物であ る 首里城、
沖縄県が大事に し、 保護に力 を入れてい る た め に、
自 然環境が豊かで魅力溢れる 山原地方、 そ してあ ら
ゆ る種類のカ ラ フルな魚が観 られた海洋博公園 を訪
ねま した。

ツアー中、 二度、 唄 と 三味線で 「安里屋ユ ン タ 」
を発表 しま した。 多 く の参加者が一緒に唄っ て く れ、
手拍子であわせて く れた人 も いたので、 感激 しま し
た。 また、 他の参加者も舞台にあが っ て唄っ て も ら
い、 ま た踊 る よ う 誘いま した。 ホーム ス テイ 中、 叔
父のテルオお じ さ んか ら プ レゼン ト に三味線を頂き
ま した。 彼が長年愛用 していた物で したが、 その三
疇で、 私の趣味であ る こ の楽器に よ り 一層励むた
めの大き な刺激になっ ています。

ま た、 キ ャ ンプフ ァ イ ヤー も あ り 、 チーム 同士の
ゲームや、 日 本のポ ッ プ音楽の踊 り も 習いま した。
私た ち も 、 プラ ジル音楽の踊 り を教えま した。 信 じ
られない よ う な連帯感が出来ま した。

一番印象深かっ たのは、 平和祈念公園で した。 防
空壕を再現 した洞窟があ り ま した。 逃げ込んだ家族
は恐怖 と 飢えに駆 られ、 ア メ リ カ の戦車の音が近づ
いて来 る の を聞いていたのです。 身の毛 も よ だつ体
験です。 私達が今 こ こ にいる こ と が出来る のは、 私
たちの祖先が多 く の苦労を し 、 戦い抜いて き たか ら
です。 だか ら 、 私た ち は彼 ら のその戦いを残すべき
だ と 思 ヽま した。

さ よ な らパーテ ィ ーは、 これでみんな と 一緒にい
られる のは最後だ と 解っ ていたので、 と て も感動的
で した。 私た ちの多 く は二度 と 逢えないかも しれな
い、 あ る いは再会でき た と して も かな り 時間がかか
る こ と で し ょ う 。 それ と 同時に、 私た ちの運命はは
っ き り と 道 し る べが立て られている こ と 、 そ して一

緒に体験 した こ と を二度 と 忘れる こ と はない と い う
こ と を解っ ていま した。

ウ チナー ンチュ であ る こ と は私の誇 り です。 私の
ルーツ に対する誇 り は益々 強ま っ ています。 こ の体
験のおかげで、 目 標が よ り 明確にな り 、 世界や人々
に対する視野が広が り ま した。

神様、 こ の機会を与えて下 さ っ た責任者の皆 さ ま 、
稲嶺恵一知事、 沖縄県、 主催者の皆 さ ま 、 ブラ ジル
沖縄県人会、 そ していつ も私を支援 して く れた家族
の皆様、 あ り が と う ご ざいま した。

"E com grande felicidade em meu co虚ao que estou aqui 
para contar a minha volta a Okinawa, mesmo nunca tendo 
ido la anteriormente. Atraves do Junior Study Tour 2003, 
tive uma experiencia unica que j ainais pude imaginar 
viver. Ao chegar em Naha, tudo era diferente para mim e 
ao mesmo tempo familiar. Encontrei minha Oba e meus 
tios da parte da minha mae e meus tios da parte do meu 
pai que nao se conheciatn, mas que gra⑮ ao inter⑱nbio 
os la<;os de familia se solidificaram. 
Q匹do conheci os outros participantes da minha idade 
fiquei impressionada. Pois mesmo sendo jovens de outros 
paises tao diferentes, senti como se 約ssemos irmaos. 
Conhecemos a Prefeitura de Okinawa, a A venida Kokusai, 
onde encontramos muitos shis函 e todo tipo de alimento 
feito a base de "Goya", o Castelo de Shuri do qua! a 
arquitetura se im匹， Yanbaru que possui uma fauna rica e 
encantadora pois e muito valorizada por Okinawa e 
portanto fortemente preservada, e no Ocean Expo Park 
vimos peixes coloridos e de todo tipo. 
Duas vezes durante o interc紺nbio me apresentei cantando 
e tocando "sh叩ssen" com a musica Assadoya Yun阻
Muitos puderam cantar comigo ou simplesmente 
acompanhat· com palmas o que me deixou mui to 
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emocionada. Em wna dessas apresenta96⇔ convidei 
outras participantes para cantarem comigo no palco e 
tam民m dan⇔. Ow-ante o Homestay meu tio Teruo me 
deu wn presente. Era wn "shamissen". E que pertencia a 
ele ha anos e que agora, esほ sendo para 面m wn grande 
incentivo para me dedicar mais a esse instrwnento que e 
meu hobby. 
Houve wn dia que fizeram wna fogueira, tivemos wn 
jogo entre equipes, em que aprendemos a dan9ar musicas 
pop japonesas enquanto que os outros participantes 
tam民m aprenderam a dan⑮• musicas brasileiras. 0 
entrosamento foi incrivel. 
0 lugar que rnais me marcou foi o Parque Memorial da 
Paz. Recordo-me de wna gruta que simulava wn 
esconderijo de familia utinanchu, que, com medo e com 
fome, ouviam o som de wn tanque de guerra americano se 
aproximando cada vez mais. Da arrepio e lembramos que 
nossos antepassados sofreram e batalharam muito para 
estarmos aqui hoje, portanto devemos preservar todos 
esses valores. 

A festa de despedida foi emocionante, pois sabiamos que 
provavelmente seria o ultimo dia de todos n6s estannos 
juntos. Alguns d e nos nunca ma,s IIiamos nos encontrar 
ou demoraria a nos ver novamente. Mas ao mesmo tempo, 
sabiamos tam民m que nossos destinos foram tra匹OS e 
que jamais iriamos nos esquecer daquilo que vivemos. 
Sou muito privilegiada de ser utinanchu, e cada vez mais 
tenho mais orgulho das minhas origens. Depois dessa 
experiencia estou com minhas metas mais claras tendo 
uma vi函o mais ampla do mundo e das pessoas. 
Obrigada a Deus, a todos respo函veis por essa 
oportunidade, ao govemador Kenichi lnamine, a 
Prefeitura de Okinawa, a todos os organizadores e 
autoridades, a Associa<;:ao Okinawa Kenjin do Brasil e a 
minha familia que sempre me apoiou tanto. 
Ate a proximal 
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仲村 カ ロ リ ー ナ み ど り

Carolina Midori Nakamura 
1 8 歳 2 世
フ

ヽ ー 、 、 、フ ンル Brazil 
ブ ラ ジル沖縄県人会

今回、 2003 年度の ジュ ニア ・ ス タ デ ィ ・ ツ アー に
参加 さ せて頂き ま した。 ジ ュ ニ ア ・ ス タ デ ィ ・ ツ ア
ーは、 私の記憶に鮮烈な印象を与えま した。 こ こ ブ
ラ ジルか ら 出発する 時には、 日 本語は基礎 しか話せ
ず、 英語は全 く 解 ら なかっ たので不安が あ り ま した
が、 交流を始め る 時にはス タ ッ フ の方々 が 出来 る だ
けア ッ ト ホーム な雰囲気を作る よ う に して く れま し
た。 沖縄には I O 日 間滞在 し ま した （7 月 1 8 日 ～28
日 ） 。

ホー ム ス テイ 中、 写真で しか知 ら なかっ た親戚の
家に滞在 し ま した。 ツ アーの 5 日 間、 那覇市内の観
光、 県庁訪問、 第二次世界大戦の犠牲者を追悼 した
平和祈念資料館、 そ して琉球王国の官邸だっ た首里
城を訪ね、 玉泉洞では沖縄の舞踊について学びま し
た。 山原には沖縄最大の滝であ る 比地大滝が あ り 、
海洋博公園 にはイ ルカ シ ョ ーや、 水族館や海岸が あ
り ま した。

その期間中、 本場の沖縄そばか ら 日 本のバーベキ
ュ ー ま で味わいま した。 パーテ ィ やゲームやキ ャ ン
プフ ァ イ ア に も 参加 し ま した。

最終 日 には送別会を して頂き 、 ジュ ニア ス タ デ ィ
ツ アーの修了証を も ら いま した。 そ の あ と は、 みん
なで歌っ て、 疲れて、 そ して泣いて、 と て も 楽 しみ
ま した。

沖縄では色々 な言葉や文化を も つ人た ち と 出合い、
彼 ら と 共存する こ と を覚えま した。 何よ り も 、 沖縄
の文化について学びま した。 ほ と ん どプ ラ ジルで教
え られた通 り で したが、 それを保持 してい る 人が少
ない こ と が解 り ま した。

日 本噂吾も少 し上達する こ と が 出来ま した。 親戚の
人た ち に も逢 う こ と ができ 、 ブラ ジルの こ と を教え
ま した。 ま た、 現在 も連絡を取 り 合っ てい る 多 く の
友達を作る こ と ができ 、 両親の故郷を訪ね る と い う
夢が叶え られま した。 そ して私は必ず、 こ の素晴 ら
しい ウ チナー ンチュ の精神を私の子孫達に伝え、 継
承 さ せて い き ます。 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ アーの主催
者の皆 さ ま に御礼を 申 し上げます。 私の今の幸福は、
皆 さ んのおかげです。

"Sou Carolina Midori Nakamura, tenho 1 8  anos, no 
momento sou estudante, e participei do Junior Study Tour 
2003. 0 Junior Study Tour deixou uma forte lembran9a 
em minha mente. Eu embarquei daqui do Brasil com uma 
certa inseguran9a, pois sei falar o b邸ico da lingua 
japonesa e nada sei do ingles, mas quando reunimos 
para come9ar o interc細bio, o pessoal da organizayao fez 
o possivel para que nos sentissemos em casa. Ficamos em 
Okinawa por dez dias ( 1 8  a 28 de julho). 
Durante o Homestay fiquei na casa da familia que s6 
conhecia por fotografia. Nos cinco dias do interc細bio
passeamos por Naha, visitamos o govemador, Museu 
Memorial da Paz onde o Govemo de Okinawa fez uma 
bela homenagem para aqueles que faleceram na Segunda 
Guerra Mundial, o castelo de Shurijo foi a residencia 
oficial dos Reis do Reino Ryukyu, no Gyokusend6 
aprendemos um pouco sobre o buy6 (dan9a de Okinawa), 
em Yanbaru tem o Hiji Ohtaki que e a  maior cachoeira de 
Okinawa, no Ocean Expo Park tinha show de golfinhos, 
aq画o e praia. D田皿te todo este tempo comemos desde 
o verdadeiro Okinawa soba ate um tradicional churrasco, 
participamos de festas, games e fogueiras. 
No ultimo dia fizeram uma festa de despedi血 onde
ganhamos um certificado por ter participado do Junior 
Study Tour e cantamos, cansamos, choramos e nos 
divertimos. 
Em Okinawa conheci pessoas de linguas e culturas 
diferentes e aprendi a conviver com todas elas, aprendi 
mais ainda sobre a cultura okinawa que nao e tao diferente 
quanto ao que me ensinaram aqui no Brasil, mas poucos 
preseivam isso, evolui um pouco da minha lingua 
japonesa, conheci parentes, mostrei como realmente e o 
Brasil, fiz v紅ios amigos que ate hoje mantenho em 
contato e realizei um sonho meu que era ir para a terra 
natal de meus pais algum dia. E com certe四 algum dia 
passarei este magnifico espirito ut血nchu para meus 
herdeiros. Gostaria de agradecer a todos os organizadores 
do Junior Study Tour, toda esta minha felicidade eu devo 
a eles." 

- 17 -

Jr · • 



新里 チエ ミ ア ンネ

Anne Thiemy Suzuki Shinzato 
1 7 歳 3 世

ブラ ジル Brazil 
カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県人会

ジュ ニアス タディ ーツアーに参加する こ と ができ 、
沖縄の習慣 と 文化を心得て と て も感動 しま した。 初め
て父の家族を知 る チ ャ ンスができ 、 と て も楽 しみで し
た。 沖縄の空港に着いた時、 びっ く り しま した、 皆 さ
ん と て も 暖か く 迎えて く れま した。

初めの二 日 間はおばの家にお世話にな り 、 そ こ では、
沖縄の島の こ と を少 し知 る こ と ができ ま した。

グループでは、 よ い行動ができ 、 いろいろ な友達が
でき ま した。 みんなで楽 し く 観光 しま した。 沖縄県庁
内 を見学する こ と ができ 、 その上、 記者がた く さ んい
たのでびっ く り しま した。

ま たは、 国際 どお り と い う と お り には、 いろんな文
化がふ く まれている様に見えま した。

どの料理も きれいに飾 られていて、 と て もおい しか
っ たです。

世界遺産で も あ る 首里城に も行き ま した。 たて物は
かん ど う て き で、 城にあ る絵は 私た ち に何か伝えて
いる よ う で した。 それか ら 、 り ゅ う き ゅ う む ら へ行き 、
そ こ では、 空手、 二味線、 舞踊を習いま した。

私た ちは森の 中 も散歩 しま した。 あま り 運動 しない
ので、 死にそ う で した。 滝にやっ と ついた と き は疲れ
も忘れ、 ずっ と その う つ く し さ を眺めま した。 それか
ら 、 私た ちは、 動物保護セ ンタ ーヘ行き ま した。 そ こ
では、 動物や植物を守る こ と を よ く 学びま した。

水族館では、 も のすごい海の生き 物の数に驚き ま し
たb そ して、 も のすごい さ め ！ 始めて見たのでその大
き さ にお どろ き ま した。

沖縄の海は世界で も 一番透明 な う つ く しい海だ と い
われています。 すば ら しい海に も ぐっ た り 、 日 に焼け
た り 、 みんな と 楽 しみま した。 こ の 日 は最後の 日 で し
たので、 後で、 パーテ ィ ーを し ま した。 写真を撮っ た
り 、 遊んだ り 、 サ ンバ も教えま した。 おばの家で も ホ

ーム ス テイ を し ま した。
さ よ う な らパーテ ィ ーでは 修了証を も ら い、 遅 く

ま で話 しま した。
一週間だけで したが、 一生の友達ができ ま した。 ニ

度 と 忘れない楽 しい毎 日 を あ り が と う ！ ジュ ニアス タ
ディ ーツアーには大変お世話にな り ま した。 私に と っ
て忘れる こ と ができ ない経験を く だ さ っ て あ り が と う
ご ざいます。 心か ら感謝 しています。

"Meu nome e Anne Thiemy Suzuki Shinzato, sou 
brasileira e fui uma das participantes do Junior 
Study Thur. Foi uma emoc;ao saber que alem de 
conhecer a cultura e costumes okinawanos, eu iria, 
finalmente, conhecer os descendentes de minha av6, 
nascida em Nag6. 0 dia que cheguei em Okinawa, 
foi uma surpresa, pois a receptividade das pessoas 
incluso dos organizadores da viagem, foi 6tima. 

Nos dois primeiros dias dormi na casa de minha 
tia, que acabara de conhecer. Neste intervalo de 
tempo, pude conhecer um pouco da ilha de Okinawa. 
No primeiro dia com o grupo de jovens, conseguimos 
nos interagir o suficiente para surgir um lac;o de 
am立ade entre n6s. A partir desse dia, passamos a 
visitar os pontos turisticos locais. Na govemadoria 
de Okinawa, pude perceber a impo叫ncia que eles 
deram a nossa visita permitindo a entrada em 
determinados departamentos que nao sao abertos 
ao publico. Alem disso, pude notar a imensa 
quantidade de cameras e rep6rteres ao nosso redor 
querendo transmitir tal acontecimento a populac;ao 
local. Outro lugar que achei interessante foi a 
principal rua de Okinawa: Kokusai Doori. Ao andar 
naquele lugar percebi a grande diversidade cultural 
que existe la. A culin紅ia, por exemplo, e muito rica 
em detalhes e sabores. Nao pudemos de皿ar de 
conhecer o castelo de Shuri, que e um verdadeiro 
tesouro a nivel mundial. Sua arquitetura 
impressionant e, nos revela 曲erentes significados. 
Os desenhos, as esculturas do castelo nao eram 
feitos a tona, eles tinham o objetivo de nos 
transmitir algo. Ap6s esse passeio, fomos ao Ryukyu 
Mura onde tive algumas aulas de kara託， chamisen
e Buy6. A託 tive a chance de fazer "bingata" e 
descobri que nao levo nenhum jeito para pinturas 
em tecido. No sexto dia em Okinawa, fizemos um 
passeio no meio de uma floresta, ou seja, essa 
caminhada exigiu muito do meu fisico. Quase morri 
de tanto andar, mas quando chegamos na cachoeira, 
que era o nosso objetivo, simplesmente fiquei 
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apreciando tamanha beleza e acabei esquecendo do 
cansac;o. Depois da caminhada fomos a um centro 
de tratamento de animais feridos e aprendemos a 
preservar a flora e a  fauna okinawana. Depois de 

ter descansado bastante na pensiio onde ficamos, 
fomos visitar o aqu年o. Fiquei impressionada pelo 
tamanho dos tanques de agua e mais maravilhada 
com a enorme variedade de vida marinha que esses 
tanques continham. 0 tubariio bale ia foi a atrac;iio 
principal do aquario depois dos shows dos golfinhos, 
que foi muito divertido. Em seguida fomos as praias, 
que siio conhecidas intemacionalmente pela beleza 
das suas aguas limpidas. Foi maravilhoso 
mergu1har naquelas aguas azuis. Adorei tomar sol, 
apesar de ter me queimado demais. Como esse foi o 
ultimo dia de passeio junto com o grupo, fizemos 
uma festa, de noite, na pensiio. Todos estavam 
animados, tirando fotos uns dos outros. Depois da 
janta, fizemos v紅ias brincadeiras e a託 tentei
ensinar a eles danc;ar samba. 

No dia seguinte, nossos familiares nos 
buscarampara fazermos "home stay". Na festa de 
despedida(sayonara party) recebemos nossos 
certificados e ficamos reunidos a託 tarde.
Infelizmente, tinha chegado o ultimo dia em 
Okinawa. Nos reencontramos no aeroporto e 
tiramos mais fotos. Ao nos despedirmos, todos 
choraram, pois em tao pouco tempo conseguimos 
constrwr uma amizade s6lida e forte. Queram que 
saibam que foi 6timo ter feito esse passeios com 
voces. 0 Junior Study Thur foi uma 6tima 
experiencia pela qual passei. Gostaria de 
agradece-los pela oportunidade de conhecer um 
pouco mais da minha cultura e por oferecer tal 
chance a essa gera9ao de jovens descendentes de 
okinawanos."  
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井 ロ セ シ リ ア ミ ド リ

Iguchi Cecilia Midori 
1 7 歳 3 世

--

ア ルゼ ン チ ン Argentina 
在亜沖縄県人連合会

『いち ゃ り ば ち ょ ーで一』
7 月 18 日 金曜 22 時 30 分、 飛行機が那覇空港に着陸
した時、 期待 と 不安 と う れ し さ の入 り 混 じっ た感動が
こ み上げて来ま した。 飛行機の ドアが開いた瞬間 頭
の中でた く さ んの疑間が交差 しま した。 あま り に感激
が大き かっ たので、 長旅の疲れも ほ と ん ど感 じません
で した。 ふ と 見る と 目 の前に長い旗が広げ られていて、
大勢の 中からす ぐに叔父 と 叔母を見つけ る こ と ができ
ま した。 心臓の鼓動が早 く な り 、 ドア を通っ た時、 実
感 したのです。 皆が私に さ ま ざま な こ と を話 して く れ
ていた地、 そ して私が想像の 中で何回 も訪れた こ と の
あ る 地についに到着 したのだ、 と 言 う こ と を。 と う と
う やっ て来たのです。 空港を後に しなが ら 、 私は 「 こ
れか ら の数 日 間に何が起る のかな」 と 考えていま した。
今では答えが分かっ ています。 「あんなに短い間にあん
なにた く さ んの こ と が起っ た」 と 言 う 答えです。
親戚 と 過 ご した最初の週末は、 すば ら しい も ので した。
それま では写真で しか見た こ と のない大勢の親戚 と 、
幸いに会 う こ と ができ ま した。 皆の暖かいお も て な し
を受けて、 着いてす ぐ に く つろいだ気分にな り ま した。
祖父がいつ も親戚の人たち の話 し をする たびに伝わっ
て き た幸せな気持ちが、 その人た ち と 実際にいっ し ょ
に過 ご した間に よ く 分か り ま した。
あ っ と 言 う 間に月 曜 日 にな り ま した。 気がつ く と 私は
生徒でいっ ぱいの教室に座っ て、 回 り を見回 しなが ら
どんな人たちだろ う と 考えていま した。 少 し不安で し
たが、 同時に これか ら の一週間が どんな風だろ う と 言
う 期待でいつ ばいで した。 こ の 「オ リ エ ンテーシ ョ ン」
で、 初めて グループの生徒達 と 会いま したが、 ま だそ
の時は こ んなにすば ら しいグ）い—プができ る と は想像
していませんで した。 その夜は歓迎会が開かれ、 踊っ
た り さ ま ざま なゲーム を した り 、 こ の 日 のために準備
された余興を楽 しんだ り し ま した。 始めは少 し恥ずか
しかっ たのですが、 皆 と 話 したい と 思いま した。 最初
の う ちはち ょ っ と 努力が要 り ま したが、 す ぐ に暖かさ
と 親 しい雰囲気を感 じま した。 言葉、 年齢、 文化の違
い も気にせず、 皆が近寄っ て き て話 しかけ る のです。
ツアーの間、 一度 も他の生徒達 と の間に壁を感 じた こ
と はあ り ませんで した。 意吉 さ えあれは違いがな く な
る と 言 う こ と を発見 し ま した。 私はポル ト ガル語やタ

ガロ グ語の言葉を習い、 ペルーやキュ ーバやボ リ ビア
のア ク セ ン ト でスペイ ン語を話すよ う になっ て、 アル
ゼンチンに帰っ たのです。
その後の数 日 間は気がつかない間に過ぎて しまいま し
た。 楽 しすぎて、 1 時間が 1 分に思え る ほ どで した。
毎朝早 く 起き て あ ち こ ち観光 しま した。 短い間にいろ
いろな所を見て回 り ま した。 知事にお会い し、 那覇の
街を訪ね、 平和公園 を見学 しま した。 こ の公園では、
私 自 身も 平和が現在 どんなに必要で重要かをはっ き り
と 実感する こ と ができ ま した。 こ の ツ アーは、 各 自 が
家に帰っ て こ の平和のメ ッセ ー ジを伝え る ために と て
も有益だっ た と 思います。
首里城を見学 した時は、 私も重要人物になっ た よ う な
気が し ま した。 城は と て も 印象的で した。 靴を脱いで、
城に入る と 、 「過去に戻る」 感 じが しま した。 午後には
琉球村を訪れ、 工芸講座 と サンシン、 舞踊、 空手のい
ずれかを選択する伝統芸能構座を受けま した。 私はサ
ンシンを選択 しま した。 器用でない私には難 しかっ た
のですが、 と て も 面 白 かっ たです。
やんばる でエ コ ツアーを した時は、 自 分に冒険心があ
る こ と を発見 しま した。 大き な ク モの横を通る と か、
動 く 橋を渡る な ど、 以前には想像も しなかっ た こ と を
したのですか ら。 急な上 り 、 蒸 し暑 さ 、 疲れも 、 滝を
見た と き には報われま した。 その美 し さ は、 本当 に努
カのかいが あ り ま した。 遠足を終わった後 も 、 私の足
はま だ 1 人でに歩き続け よ う と しま した。 遠足の後、
髪はぼ う ぼ う 、 服は汗まみれのま ま 、 万国津梁館を見
学に行き ま した。 自 分達のだ ら しないかっ こ う が気に
な る ほ ど、 き れいな所で した。
最後に金曜 日 に海洋博公園を見学 しま した。 あま り の
すば ら し さ にびっ く り しま した。 すて き なイ ルカ の シ
ョ ーが 2 回あ り ま した。 それか ら も ち ろ ん海岸へ行き
ま した。 楽園の よ う で した。 太陽が さ ん さ ん と輝く 中
で、 泳いだ り アイ ス ク リ ーム を食べた り しま した。 完
璧なすば ら しい午後で した。 夜はバーベキュ ーで した
が、 始ま る 前か ら その夜は何が持別な空気が流れてい
る よ う で した。 皆で夕食を分け合 う 楽 し さ と 、 別れの
悲 し さ が入 り 混 じ っ ていたか ら です。 その 日 は感激に
満ちた 日 で した。 夕食の後キ ャ ンプフ ァ イ ヤーが あ り 、
笑っ た り サ ンバ を踊っ た り 歓迎パーテ ィ の歌を歌っ た
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り 、 い ろいろなゲーム を した り しま した。 それぞれの
グループが集ま っ て、 最後に グル一フ�競争のゲーム を
しま した。 結果は、 私た ち グループは最後か ら 2 番 目
で したが、 お互いの間に競争意識がな く 、 と て も楽 し
く 過 ご しま した。 皆最大限に楽 し も う と している のが
分か り ま した。 その夜はなぜか皆 と の関係が前よ り 「親
し く 」 な っ た と 感 じま した。 ずっ と 以前か ら の友達の
よ う に思え、 遅 く ま でお しゃべ り しま した。 こ の 日 が
いつまでも終わ ら な ければ良い と 思いま した。 すべて
があま り に も 早 く 過ぎ去っ て行き ま した。
27 日 、 日 曜 日 、 ホテルの玄関で車か ら 降 り なが ら 、 ま
だその時がやっ て来た こ と が実感でき ませんで した。
も う さ よ な らパーテ ィ の 日 になっ たのです。 本当 にす
ばら しいパーテ ィ で した。 夢の よ う で、 いつ終わった
かも気がつかないほ どで した。 気がついてみる と 、 砦
お互いに抱き合い、 泣き なが ら 、 こ のすば ら しい経験
を分かち合えた幸福 と 同時に、 翌 日 はそれぞれの家に
帰 ら な ければな ら い と 言 う 悲 し さ を感 じていま した。
お しゃべ り 笑い、 一緒に過 ご した時間に感謝 します。
心にいつまでも残る思い出いつ ばいの 1 週間に感謝 し
ます。 ス タ ッ フ と 仲間の皆 さ ん、 私が砦 さ んを大切な
友達と 思っ てい る こ と を忘れないで く だ さ い。 ま た出
会 う 日 ま で （手紙で も メ ールで も 、 ま た本当 に会え る
日 ま で…．） お元気で。

" ICHARIBA CHODE" 
(que significa: "luego de! primer encuentro, todos somos 

hermanos") 
Eran las 22:30 hrs del viernes 18 de julio. Una 
mezcla de ansiedad, felicidad y temor surgi6 en 血
al aterrizar en el aeropuerto de Naha. Numerosas 
preguntas cruzaban mi mente, mientras las puertas 
del avi6n se abrian, dandome la bienvenida a 
0血awa. La emoci6n de encontrarme alli era tan 
grande que el cansancio del largo viaje apenas se 
sentia. De pronto, al levantar la vista, una larga 
bandera se extendi6 frente a m認 ojos. Entre la 
multitud reconoci a mis tios. Mi coraz6n comenz6 a 
latir rapidamente. Fue entonces, al cruzar la 
puerta, cuando finalmente me di cuenta. Habia 
llegado a la tierra de la cual tanto me habian 
hablado, al lugar al cual viaje incontables veces con 
mi imaginaci6n… jYa estaba alli! Mientras dejaba 
atras el aeropuerto, me pregun託： 悶Que pasara en 
estos dias?'’ 

Ahora puedo decir: "iPasaron tantas cosas en tan 
poco tiempo!" 
El primer fin de semana con mis parientes fue 
maravilloso. Afortunadamente, tuve la posibilidad 

de conocer a muchos de ellos, a quienes s6lo conocia 
a traves de fot-0s. Sin embargo, t-Odos me trataron 
muy bien, haciendome sentir de inmediat-0 muy 
c6moda, sin importar lo reciente de mi llegada… 

Ademas, al compartir moment-Os con ellos pude 
sentir la alegria que me transmite mi abuelo cada 
vez que me habla de ellos… 
El lunes lleg6 en un abrir y cerrar de ojos. De 
repente me encontre en un aula llena de gente, 
mirando a t-Odos lados, pregunt紐dome como seria 
cada persona que se encontraba alli. Estaba muy 
nerviosa, pero a la vez muy ansiosa por la 
inolvidable semana que se venia venir. Fue en esta 
"reunion de orientaci6n" cuando por primera vez 
conocia al grupo, sin saber que terminariamos 
formando un hermoso grupo. . .  Esa noche tuvimos la 
fiesta de bienvenida, donde bailamos, jugamos a 
diferentes juegos y compartimos los act-Os que 
algunos de nosotros habian preparado para ese dia. 
Tengo que admitir que al principio sentia un poco de 
vergiienza, queria hablar con t-Odos, aunque me 
costaba un poco hacerlo. Sin embargo, enseguida 
senti un clima de incre和le calidez y confianza, ya 
que 切dos se acercaban a hablar, sin importar la 
diferencia de idioma, edad, cultura… A decir verdad, 
a lo largo del t-Our nunca senti que existieran 
ba汀eras entre nosotros, porque descubri que 
cuando hay voluntad no hay diferencia que valga. 
揺s mas, yo volv:i a Argentina conociendo palabras 
en portugues y tagalog, con acent-0 peruano -
cubano -boliviano! ! !  
Los dias siguientes se pasaron sin que pudiera 
darme cuenta. jLa pase tan bien que las horas se 
sucedieron como si fueran minut-Os! Thdos los dias 
nos levanほbamos temprano y saliamos de 
excursion; 和amos de un lado a otro… jconoci 
muchisimos lugares en poquit-0 tiempo! Fuimos a 
visitar al gobernador, paseamos por la ciudad de 
N aha, estuvimos en el Parque Conmemorativo de la 
Paz… Personalmente, luego de haber estado alli 
pude ver con mayor claridad lo necesaria e 
importante que es la paz en est-Os dias. . .  Creo que 
esta excursion nos sirvi6 a t-Odos para transmitir 
este mensaje de paz en nuestros hogares. 
Un lugar en el cual me senti "importante" fue en el 
castillo de Shuri. jEs impresionante! Una vez que 
entras y te sacas los zapat-Os, sentis ''volver el 
tiempo atras”

… . Ademas, pasamos una tarde en 
Ryukyu Mura, donde nos ofrecieron una clase de 
artesania y otra de arte tradicional, a elegir: 
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sanshin, buyo o karate. Por mi parte, elegi la 
primera opci6n. Sin embargo… j jNo esほ dentro de 
m記 habilidades! ! Aunque tengo que admitir que 
me diverti un mont6n… 
El dia que fuimos a hacer ecoturismo a Yanbaru 
me hicieron descubrir mi esp:iritu aventurero, ya 
que hice cosas que nunca pense que haria, como 
pasar al lado de aranas grandes, o cruzar un 
puente que se movia. Pero la recompensa a todas 
las subidas, al sofocante calor y al cansancio fue la 

no nos <limos cuenta cuando termin6… De pronto 
nos encontramos abraz紐donos y llorando, 
sintiendo felicidad por haber tenido esta hermosa 
experiencia, pero a la vez, tristeza de saber que al 
dia siguiente cada uno retornaria a su hogar… 
Quiero agradecerles por todas las charlas, risas y 
momentos compartidos. Gracias por una semana 
llena de momentos que voy a guardar por siempre 
en mi coraz6n. Nunca olviden que los quiero 
mucho! ! ! .  Y… jNos estamos encontrando!( ya sea en 

cascada. jEra tan hermosa que todo el esfuerzo una carta, . en un mail o… ;,por que no? 
realizado valia la pena! Sin embargo, cuando personalmente…) 
terminamos esta excursion… jmis piernas se 
movian solas! Para finalizar la jornada, una vez 
que mi cabello esねba completamente desordenado 
y mi ropa enteramente h血eda, nos llevaron a 
Bankokusimyokan. jNo pude evitar sentirme algo 
desalifiada en un lugar tan lindo! 
Por ultimo, el viernes fuimos al Ocean Expo Park. 
jEs incomparable! Me quede realmente 
sorprendida. . .  Presenciamos dos shows de delfines, 
los cuales estuvieron muy lindos. Ademas, como 
no podia £altar… jFuimos a la playa! jMe senti en el 
paraiso! Thmamos mucho sol, disfrutamos del agua, 
tomamos helado… jFue una tarde perfecta! Y la 
cena de ese dia fue barbacoa. . .  Sin embargo, ya 
desde el comienzo, en esa noche se respiraba un aire 
especial. La alegria de compartir esa comida juntas 
se confundia con la tristeza de saber que pronto nos 
tendriamos que separar…La verdad es que ese dia 
estuvo repleto de emociones, ya que luego de cenar 
tuvimos una fogata en la cual nos reimos, bailamos 
samba y canciones de la fiesta de bienvenida, 
compartimos diferentes juegos… Por ultima vez nos 
juntamos con nuestros grupos para competir juntas 
en los juegos. Mi equipo sali6 anteultimo, pero fue 
muy lindo porque no se sentia nin如 tipo de 
competencia entre nosotros. Se notaba que todos 
estabamos alli con la intenci6n de divertirnos y 
pasarla bien. No se por que, pero esa noche senti 
que todos esほbamos "mas cerca''. La pasamos tan 
bien como si nos conocieramos de siempre. . .  Nos 
quedamos charlando hasta tarde. . .  j No queria que 
ese dia llegara a su fin! Todo se habia pasado tan 
函pido…
Recuerdo que el domingo 27, al bajar del auto en la 
puerta del hotel, seguia sin entender como 
habiamos llegado a ese momenta. jYa es叫bamos en 
la fiesta de despedida! Para mi, fue la fiesta perfecta. 
Tan perfecta que parecia un suefio, tan perfecta que 
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諸喜 田 マ リ ネ

Shokida Marine 
1 6歳 3 世
ア ルゼ ン チ ン Argentina 
在亜沖縄県人連合会

今回、 ジュニアスタディーツアー に参加する機会を与
えていただき、 この上ない経験となりました。

この機会を通して沖縄の文化や歴史に触れ、 学ぶ事が
できました。

一番嬉しかった事は世界各国のウチナンチュー の子
弟と交流し、 それぞれの習慣を知った事でした。 なかで
も 同じスペイン語を話す参加者と特に仲良くなりましたが、
国によって表現や言い回しの違い に気づき驚きました。
言葉のハードルはお互い理解しあいたいという強い思い
と あとは身振り、 手振り、想像力で補いました。

歓迎パーティーでのゲームはとてもいいアイディアだ
ったと思います。 ここで皆、 知り合ったばかり のころの、 決
まり悪さや引っ込み思案なところが消え、 楽しむ事ができ
ました。

沖縄の古くから伝わる芸術や武術を、 短い時間でした
が見るだけでなく 、 学び、 体験できた事は祖父母のころの
日 常的な習慣を垣間見たような気がします。
琉球村や首里城では、 その時代の変わった建築物を典
味深く思いました)

めったに体験したことのない猛暑でしたが、 私の国とはま
ったく違う、 美しい沖縄の海を楽しみました。 きれいな透き
通った水、 波はほとんどなく、 穏やかな 暖かい海でした。
唯一欲を言えば、もう少し、 自 由時間がほしかったと思い
ます。 なぜかと言いますともっ と話をしたり、 知り合いた
かった人がたくさんいたからです。

あと、 驚いたのが沖縄の人の温かさです。 まるで、 同じ
家族で、 ただ違う家にすんでいるような、 そんな気持が し
ました。

最後に、 沖縄県知事、 スタッフの方々 、 ボランティアの皆
さんに心から感謝の気持を伝えたいと思います． このよう
な貴重な体験をさせていただき、ありがとうございました。
このプログラムがずっと続き、 毎年多く の世界中の若者に
も経験できるよう、願っています。

Este 函o tuve la oportunidad de participar en el 
Junior Study Thur y considero que fue una 
experiencia muy enriquecedora para mi crecimient.o 
personal. 

Durante este recorrido pude conocer muchos 
lugares historicos de Okinawa y aprender sobre su 
cultura e hist.oria. 

Lo que mas me gusto fue el haber podido conocer 
y relacionarme con descendientes de Okinawenses 
de t.odas partes del mundo y aprender sobre sus 
distintas costumbres. 

Al darse la comunicaci6n de una manera m邸
simple, fluida y espon函nea con los que hablan el 
mismo idioma, ellos fueron los primeros con quienes 
logre establecer una conversaci6n. Ademas fue muy 
divertido ver cuant.os dif erentes usos y dist.orsiones 
de las palabras existen en los diversos paises. 

A pesar de las barreras presentadas por los 
diferentes idiomas, con mucha voluntad de las dos 
partes t.odo se puede lograr. A veces me veia en la 
dificultad de no poder decir en palabras algunas 
cosas, pero con el deseo de querer comunicarme, 
trataba de expresarme a traves de sen.as, y con un 
poco de voluntad e imaginaci6n de las dem細
personas podiamos conversar. 

Me pareci6 muy buena la idea de realizar los 
juegos de la fiesta de bienvenida, ya que a part江 de
ellos uno vence la vergiienza que generalmente se 
tiene al principio, al no conocer a nadie. 

Fue muy entretenido practicar las artes 
tradicionales de la isla, a pesar del poco tiempo que 
le pudimos dedicar, logramos no solo ver, sino 
aprender y poner en practica una actividad que 
formaba parte de la vida cotidiana de nuestros 
abuelos. 

Me resulto muy entretenido pasear por Ryukyu 
Mura y el castillo de Shuri, pues gracias a eso pude 
darme cuenta de lo diferente que eran las 
estructuras de las viviendas. 

A pesar del calor que tenia al no estar 
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acostumbrada a esas altas temperaturas, disfru託
mucho el conocer una playa tan hermosa como la de 
Okinawa que, a diferencia de la mia, tiene agua 
cristalina, casi sin olas, es decir, mas calma y c紐da.

Una cosa que me hubiese gustado es haber podido 
tener un dia mas, pero libre, porque al no haber 
dispuesto de mucho tiempo hubo personas con las 
que no pude hablar de la forma en que me hubiese 
gustado. 

Lo que me impresion6 mucho fue la amabilidad 
de la gente de Okinawa, es como si todos formasen 
parte de una misma familia, con la 血ca diferencia 
de que viven en diferentes casas. 

Finalmente, quisiera agradecer profundamente a 
la Prefectura de Okinawa, a la gente del Staff y a  
los voluntarios por haber hecho posible esta 
enriquecedora experiencia y deseo que esto se siga 
realizando todos los afios para que mas j6venes 
puedan disfrutar de esta hermosa vivencia. 
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私 に と っ て こ の 沖縄 で の 体験 を 言葉 で 言 い 表 す
こ と は難 し い です。 メ ンバ ー と し て 選 ばれ る 前か
ら 沖縄へ行 く こ と が夢で し た 、 そ れ が 実現 さ れ て
と っ て も 幸せです。

旅立つ前は嬉 し さ と 緊 張感でい っ ぱい で し た。 で
も 引 率者 の 安 座 間 さ ん か ら 沖 縄 に 関 し て の 歴 史
や文化や習慣、 そ し て マ ナ ー を少 しずつ教 え て い
た だ い た お 陰 で ツ ア ー の 時 に役立 ち ま し た。
沖縄ま で の 旅 は長 く て少 し き つ か っ た け ど 、 私 と
同 様 テ ス ト を 受 け て 選 ばれ な か っ た 子 達 を 思 う
と わ が ま ま は言 え ま せん。 た だ感謝の気持 ち でい
つ ば い です。

那覇空港へ着 い た 時、 親戚や JST の ス タ ッ フ の 皆
様が 出 迎 え に 来て い ま し た。 こ ん な に歓迎 さ れた
の は 生 ま れ て 始 め て です。 ウ チナ ー ン チ ュ は情熱
的 で親 し く 、 好感豊 かな楽 し い 人達だな あ と 思い
ま し た。

沖縄県庁へ訪問 し た 時 は 、 渡慶次ガブリエー ラ （ マ
ー ビ） と 二人で県知事 に御挨拶 を し ま し た 、 で も
外 国 か ら の 参 加者 を 代 表す る と は 思 っ て い ま せ
ん で し た。 も し 知 ら さ れ て い た ら 緊張 し て 言葉が
出 な か っ た と 思い ま す。 次 に 国 際通 り や那覇市内
を 見学 し ま し た 、 こ こ で なぜ ウ チナ ー ン チ ュ は シ
ー サ ー を 大切 に し て 一 番 目 立 つ 所 に 飾 っ て い る
か を 知 り ま し た （魔除）。 こ の 日 最後 に 平和祈念公
園 へ行 き ま し た。 沖縄戦 は ど ん な に残酷で無惨な
戦争で あ っ た か ビデオや写真 を 見 て 、 解説 を 聞
い て 分か り ま し た。 お婆ち ゃ ん か ら 色 々 と お話 を
聞 い た こ と が あ り ま す が 資 料館 に あ る 大 き な 本
に 書 い て あ っ た 生 存者達の 言葉 を 安座 間 さ ん の
通 訳 で 聞 き 、 なぜ人 は戦 わ な ければな ら な い の か 、
なぜ き れい に話 し合い が で き な い の か 、 そ れ が わ
か ら な い の で 胸 に 込 み 上 げ る 怒 り と 悲 し み が 抑
え き れず に 涙が 出 ま し た。
水 曜 日 は 首 里城 を 見 な が ら 日 本 の 文 化 と 中 国 の
文 化 の 影響 が 加 え ら れ て い る 事 に 関 心 を 持 ち ま
し た。 其 の 次 に 琉球村へ行 っ て 紅型や空手、 舞踊 、

そ し て 私 の 大好 き な 三味線 を 習 い ま し た。
木 曜 日 は ヤ ン バ ルヘ 云 っ て エ コ ツ ア ー を し な が
ら そ こ に 住 ん で い る 動 物 た ち や植物 を 見 な
が ら 比 地川 に 沿 っ て 急 な 階段 を 上 っ た り 下 っ た
り し な が ら 沖 縄 で 一 番 大 き い 綺麗 な 比 地 大 滝 に
た ど り 着 き ま し た 、 道 の り は大変ハ ー ド で し た が
最面 に よ か っ た です。 最後 に 万 国津梁館 を 見学 し
ま し た。
金曜 日 は海洋博記念公 園 で 、 イルカ の ショ ー を見て、
そして水族館を見学しました。 その後海水浴 に行きま
した。 沖縄の海はペル ー と違っ て砂 は 白 く 、 波 が あ
り ません。 まる で塩水の入った大きなプールの 中 にい
る よ う な感じが しま した。 次 にパインア ップルパ ー ク
へ行き ました、 パインから色んな食べ物や飲 み 物 が
できる と言う 事 に興味を感じ又びっ く り しました。
ペ ンショ ン に帰 り 、 バ ー ベキュ ー を食べた後 、 キ ャ ン
プフ ァイヤ ー に 火 を 灯 し 、 色 ん な 競 技 に 参 加 し遊ん
で 、 夜遅く まではしゃ いだり 、 笑っ た り して凄 く 楽しい
ひとときを過ごしました。

ホ ー ムステイの 日 は と っ ても 楽 しかっ たです。 お じ
い ち ゃ ん 、 お ば あ ち ゃ んやお父 さ ん が 住 ん だ沖縄
に行 く 事が夢でした。 親戚のおもてなしに圧倒 され
て何だかまだペルー から離れていないよう な気も しま
した。 又 、 沖縄のまだ見ていない所をあちこち 連れて
も らいました、 沖縄そ ばは大好きです。

私 に と っ て 沖縄 は 一番素晴 ら し い 思い 出 です。 い
つ か ウ チナ ー ンチ ュ の 地へ行 っ て 、 心 の 中 に い る
JST の 友達皆 と 再会す る 日 を祈 っ て い ま す。
私は沖縄 JST を 一 生忘れ ま せ ん だ か ら み ん な も
忘れ な い でね。

沖縄県 、 稲嶺県知事様、 ペルー 沖縄県人会 の 皆様、
尚 学裔校 の ボ ラ ン テ ィ ア の 皆様、 JST 担 当 者並び
に ス タ ッ フ の 皆様、 御世話 に な り ま し た 引 率者の
方 々 （特によ っ ち ゃ ん） そ し て 沖縄で友達 に な っ
た 皆 、 本 当 に 、 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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E l  mejor recuerdo de Okinawa 
Es dificil expres ar con palabras lo que esta experi encia 
signific a para mi .  Antes de formar parte del Junior 
Study To ur, para mi conocer Okinawa era un suefio y 
ahora me siento m uy feliz ya que se  hizo realidad. 
Antes de viaj ar me sentia a l a  vez de emocion ada y 
contenta m uy nerviosa, pero s abia que ibamos muy 
bien preparadas graci as a que niss an Yochan Azama 
nos fue  ensefiando poco a poco l a  histori a, cultura y 
tradiciones uchinanchu. Esto me sirvi6 de mucho alla 
ya que podia entender mejor las explic aciones que nos 
hacian durante l as visitas .  

El ti empo q ue tuvimos que estar en el avi6n fue muy 
l argo p ero ayud6 a darme cuenta que no todos tienen 
l a  oportunidad de vi aj ar a un p ais que esta a miles de 
kil6metros lejos de c as a  y me s entia agradecida al 
haber sido escogida entre los chicos que, al igual q ue 
yo, se  h abian presentado a l a  entrevista  y que tambien 
se merecian ganar esta b ec a. 

En el aeropuerto nos esperaban n uestros famil iares y 
un grupo del staff q ue s e  encargaba del Junior Study 
To ur. Nos recibieron de una manera que n unc a 
imagine y all i  pude s entir l a  c alidez, alegria, simpatia, 
generosidad y sencillez de  l a  gente okinawense. 

El s eg undo dia visitamos al Gobernador de Okinaw a. 
Alli G abriel a  Tokeshi y yo dimos un discurso (no nos 
habian dicho la importancia de este hasta despues de 
decirlo porque sino estoy s eg ura que me ponia muy 
nerviosa) .  L uego p aseamos por Kokus ai Dori y por l a  
ciudad de Nah a. Aprendi sobre l o  q ue representan los 
shisa  p ara los okinawenses (los shisa  son p uestos en 
l as p uertas de  l as c as as p ara proteger a l as familias de  
lo s  m alos espiritus) .  Finalmente fuimos al P arque 
Conmemorativo de l a  Paz. D espues de ver el video y 
visitar el museo pude comprender mejor lo que los 
okinawenses sienten con respecto a la guerra y me di 
cuenta de porque tratan de conservar la p az mundi al .  
En ese momento me  senti muy m al, porque no solo 
recordab a  lo que mi obaachan me contab a  sino que 
est aban escritos algunos testimonios de p ersonas que 
tambien h abian sobrevivido y me Ilene de indignaci6n 
y tristez a  ya  que me ponia a p ensar en todo el 
sufrimiento que l a  guerra trae y no puedo entender por 
que hasta ahora l as p ersonas buscan discutir en vez d e  
tratar d e  l legar a acuerdos para evitar todo esto. 
El miercoles visitamos el C astillo de  Shuri donde 
pudimos ver, plasmad a  en una gran muestra 

arq uitect6nic a, la mezcla de culturas uchinanch u, 
j aponesa  y china. En Ryukyu M ura, dimos un paseo y 
l uego tuvimos la  oportunidad de realizar un trabajo 
artesanal :  pintamos nuestro bingata. Despues nos 
dividi eron en grupos para practic ar S anshin, B uyo o 
Karate. 
El j ueves fuimos a Yambaru, donde visitamos un 
museo y pudimos observ ar en un video y de manera 
dinamic a  algunas especies de flora y fauna tfpic as de 
Okinawa que estan en peligro de extinci6n. D espues 
de eso hicimos un a c aminata y al final l legamos a l a  
c ascada  de Hij iotaki, l a  mas grande en Okinawa. F ue 
m uy c ans ado l legar hasta alla pero l a  vista fue muy 
bonita. Al finalizar 
B ankokusinryokan. 

el dfa visitamos 

El viemes fuimos al Ocean Expo P ark, donde vimos 
espectac ulos de  delfines y p aseamos por el acuario . 
D espues fuimos a l a  playa. Esta  es muy diferente a l a  
de  Peru y a  q ue l a  arena es blanca y no h ay olas, a mi 
me dab a  la impresi6n de estar n adando en una piscina 
con agua s al ada! ! ! L uego fuimos al Pineapple P ark, y 
yo me sorprendf mucho al ver los distintos productos 
q ue s e  hacfan de pifia. Finalmente regres amos a l a  
pension donde, desp ues de  comer b arb aco a, tuvimos 
una fogata  y p articip amos de j uegos m uy divertidos y 
nos refmos mucho. 

Los dias de Homestay fueron dem asiado lindos.  
S iempre habia tenido la i lusi6n de conocer el l ugar 
donde vivieron mis oj iichan, obaachan y mi p apa. Mis 
famili ares de  Okinaw a  me trataron tan bien que s entia 
que n unca habia  dej ado por completo a mi famil ia  en 
P eru. Ellos me p as earon por varios sitios de  Okinaw a  
que n o  habia  conocido y ademas me l lev aron a comer 
los p latos tipicos como el Okinawa Sob a  q ue es muy 
nco. 

Quiero agradecer a TO DOS: a · la prefectura de  
Okinaw a, a l a  AOP, a los chicos voluntarios del 
colegio de Nah a, al grupo que formaban p arte del staff, 
a todos los que organizaron este Tour, a c ada  uno de 
los  tutores que fueron acompafiandonos (en especial a 
Yochan), a todos los amigos que hice en Okinaw a… 
Ahora que estoy de vuelta en mi p ais tengo el mejor 
recuerdo de Okinaw a  y espero volver a la tierra 
uchinanchu y encontrarme con todos los chicos que ya  
forman p arte de  mi  coraz6n… n unca los  voy a poder 
olvidar!  ! ! Espero volver a verlos pronto y espero que, 
al igual que yo, nunca olviden este JUNIOR STUDY 
TOUR! ! ! ! ! !  
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私が JST のメンバ ー として選 ばれた時は 、 信じられな
い気持ちで一杯でした。
皆が褒めてくれて大変嬉しかっ たです。

最初 に私のイメ ー ジしていた沖縄はペルー と はぜん
ぜん違う 所だと思い 、 沖縄の風習 や 習 慣 、 マ ナ ー そ
して言葉を少しでも 覚 えなければならないと思っ てい
ました。

ツア ー が 始ま り 、 沖縄へ着く とすぐ に嬉しい事ばかり
でした。 前から話で 聞 い て い た お じ さ ん や 従 兄 弟 達
に会えたことです。 皆 が と っ ても親切で凄く かわいが
ってく れました。 何だかずっ と昔から一 緒に暮らして
いた様な気 がしました。 また、 お ばあちゃんの姉妹に
も逢いました 、 とっても嬉しがっ て私を抱きなが ら泣い
ていました。 そ の 時沖縄とペル ー の 親戚 の 絆 が どん
な に深いかを知 り ました、 私も嬉しく て泣きました。

2 1 日 月 曜 日 予定通 り にツア ー が 開 始されました。 十
カ 国から集まっ た5 1 人の参加者は言葉や習慣は違う
け ど 、 皆 同 じ理 由 で沖縄へ来た事は確かでした。 そ
れは一 人一 人の先祖が沖縄出身という事と 、 このツア
ー に参加することでした。
その 日 はゲ ームをしたり 、 それぞれの特技を披謡した
り してとっ ても 楽しい始まり でした。

次の 日 は 県庁へ表敬 に行き仲本カオリ ち ゃ ん と 一 緒
に参加者を代表して挨拶をしました。 そ の 後 、 国 際通
り や平和通を歩きました。 色 々 な物がたく さんあり 、 買
いたいも の があちこち にあ り ました。 次 に平和祈念公
園 へ行きました。 そこは私にとつ でソア ー で一番 印 象
的 な所でした。 なぜ沖縄はそんな 目 に遭わなき ゃ な
らなかっ た の か 、 戦争 に巻き込まれ、 アメリ カ の 占 領
地 に な っ た。 でも 私が誇り に思っ たの は 、 そんなどん
底から起き 上 が り 今 日 の 沖縄を建 て 直 した ウ チ ナ ー

ンチュです。

翌 日 は 首里城 に行きました。 素 晴 ら し い い い い ！ 美
しいいいい ！ そ の 後 、 琉球村へと 向 かいました。 芸
能体験で、 私 は 三線を選び 「 島 唄」 を習 い 、 そ の 後 に

皆の前で演奏しました。

次 の 日 はヤンバルヘ行きま した。 自 然の 中 に住んで
いる野生動物や植物を見学しな が ら 比 地 大 滝 に 辿 り
着 き ま した。 大変ハ ー ドで 、 本 当 に疲れま した。 そ の
上 、 高 い所へ登る の はあ ま り 好 き じゃ な い の で ・ ・ ・ で
も 楽 しかっ たです。 最後 にパインアップルパ ー クヘ行
きました。 沖縄のパインはとっても 美 味しい ！

ツ ア ー 最後 の 日 は水族館へ行き ま した。 そ こ に は 色
んな動物や魚を見学しました。 一番好きだっ た の はイ
ルカ の ショ ー でした 、 とっ ても頭が 良 く て 、 かわいかっ
たです。
そ し て 、 皆 が 待 ち か ね てい た海へ海水 浴 に 行 き ま し
た 、 砂 は 白 く 、 海 の 色 は 3 色 以 上 に 見 え ました。 泳
いだ人か ら 、 水 は 暖かく 、 岸 辺 に は 小 魚 が 泳 い でる
のが見えたそう です。

金曜の夜はキャンプファイヤ ー と色 々 なゲームで盛り
上 が り ました。 しかし、 ツアーももう 終わる ということで、
みんな どこか寂しい感じでした。 私 達 は 、 こ の 素敵な
旅 の 思い 出 を少 しでも 多く 自 国へ持ち 帰る ため に 、 ノ
ー ト にメッセージを交換しあっ たり しました。
士曜 、 日 曜 日 は親戚 と過ごすこ とができました。 みん
な、 とても親切でした。
日 曜 の 夜 に は 、 お 別 れパ ー ティ ー が あ り 、 一 人 一 人
に修 了 証が渡され、 そ の 後 に は い く つか余興が行わ
れました。 私とカオリ はまた、 ピアノを披露しました。 最
後 に は 、 それぞれに別れを告 げ 、 泣く 人も いて、 それ
は と ても 悲 しい 瞬 間 でした。 みんな、 帰 り たく な い 、 こ
の 素 晴 ら し い ツア ー をも っ と続 け た い と 思 っ て い ま し
た。
次の 日 もまた、 とても 悲 しい 日 となり ました。 私 にとても
良 く してく れた親 戚 、 ツ ア ー の み ん な 、 そ して こ の 素
晴 ら しい 体 験 を 与 え て く れた美 し い 島 沖 縄 と の 別 れ
です。
本 当 に楽しいツア ー で した。 たく さ ん の 事を学び、 今
まで知 らなかっ た色 々 な場所や物を見ることが 出 来ま
した。 も う 少 し 、 ツア ー の みんなや親戚 と過ごす時間
が欲しかったです。
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私がこ の ツア ー をこんなに楽し め たのも 、 家族の 支 え
があっ た お 陰 です。 引 率 の 安 座 間 ”よ っ ち ゃ ん II さ
ん は 、 私達に沖縄の歴史や文化 、 風習 につ いて教え
て下さ り 、 そ し でソア ー 中 はいつも 通訳をして下さ り ま
した。 ペルー 沖縄県人会(AOP) の お 陰 で 、 ジュニアス
タ ディ ー ツ ア ー に 参 加 する こ と が 出 来 、 世界各 国 の
若者と 知 り 合 えた 、 こ の 貴 重な機会を私達 に 与 え て
下さいました。
また 、 この度の お 陰で 、 今まで私の 父親でさ え会った
こ と の なかった親戚とも 会 う こ と が 出 来ました。 彼 ら の
家を訪 ね 、 私 の 両親とも 電話で話をし 、 も う 今 で は つ
ながり が 出 来ました。
沖 縄 は と っ ても 大好き です。 きっ と 、 また訪れよう と 考
えています。 こ の 一 週 間 は私 の 人 生 の 中 でも 最も 素
晴らしい思い 出 です。 絶対に忘れません。
私の感謝の気持 ち と して 、 次 の ジュニアスタディ ー ツ
ア ー に参加する ペル ー 沖縄県人会の子達の準備 を
手伝 い た い です。 も ち ろ ん 、 県 人 会 が 必 要 とす れ ば
出来る限り 、 手伝っ ていきたい と思います。

Toda esta linda experiencia comenz6 cuando 
me anunciaron que me habia ganado la beca, 
ese momenta hasta ahora lo recuerdo, estaba 
super emocionada y ni siquiera me lo podia 
creer, todos me felicitaron y estaban muy 
orgullosos de mi. 
La primera imagen que tenia de toda esta 
aventura, era que Okinawa es un lugar 
totalmente diferente a Peru y que tenia que 
aprender sus costumbres,  coma comportarme 
y lo mas importante que era el idioma. 
El tour comenz6. Cuando apenas llegamos 
cada uno de nosotros fue a la casa de la 
familia en Okinawa, que fue alga muy lindo 
porque conoci a tios, primos que no conocia y 
cuando estaba con ellos me trataban con 
mucho cariiio y parecia que los conociera 
desde siempre; incluso tuve la oportunidad 
de conocer a mis tias abuelas de parte de mi 
papa y de mi mama, nos emocionamos mucho 
e incluso mi tia abuela de parte de papa 
comenz6 a llorar, en ese momento me di 
cuenta el vinculo que habia entre las dos y 
sentia como escalofrfos en mi cuerpo de la 
felicidad al poder verlas . 
El lunes 2 1  comenz6 el programa con todos 
los chicos de los diez paises, en total eramos 
51 personas ,  todos de diferentes paises, 
costumbres, idiomas, etc, pero todos 

estabamos juntos por la misma raz6n : de 
tener raices okinawenses y de participar en 
el Junior Study Tour. Este dia hicimos juegos, 
actuamos muchas personas y fue muy 
divertido ! ! 
En los siguientes dias, visitamos al Kencho y 
lei.mos nuestro discurso Kaori y yo 
representando a todos los participantes de los 
paises excepto Nihon; paseamos por Kokusai 
Dori, que era enorme y habia muchas cosas 
lindas, de todas las variedades y de todo , ahi 
encontrabamos todo lo que queriamos. 
Tambien fuimos al Museo Conmemorativo de 
la Paz, fue el lugar en el que mas me 
enriqueci, me di cuenta de todo lo que tuvo 
que pasar la poblaci6n de Okinawa en la 
epoca de la segunda guerra mundial, c6mo 
los norteamericanos se habian apoderado de 
Okinawa; pero, sabre todo esto, Okinawa se 
ha sabido levantar y ahora esta muy bien y la 
verdad que todo esto yo admiro. 
Visitamos el Shurijo ,  eso si me encant6 ! ! es 
precioso ! ! !  Y despues de esto fuimos a hacer 
los talleres que era en Ryu Kyu Mura . Yo 
elegi sanshin, estuvo muy entretenido, 
aprendimos Shima uta; y, despues de eso, 
todos demostramos lo que habiamos 
aprendido . 
Tuvimos la oportunidad de conocer la fauna y 
flora de Okinawa en Yanbaru, ahi me canse,  j 

je ,  j e  j ; y, ademas me da miedo las alturas, 
pero igual me pareci6 muy interesante, al 
final llegabamos a una catarata en la que 
todos fuimos y algunos se bafiaron. Despues 
de eso fuimos a la tienda de pifia, las pin.as de 
Okinawa son riquisimas ! .  

E l  ultimo dia del tour fuimos al Acuario, 
era enorme y habia una gran cantidad y tipos 
de animales ;  lo que mas me gusto fueron las 
dos presentaciones de los delfines en las que 
demostraron que son muy inteligentes. Y por 
ultimo nos fuimos a la playa, que creo que era 
el lugar mas esperado para ir, la arena era 
blanca y el mar tenia como tres tonos 
diferentes, lo que si me contaron fue que el 
agua estaba caliente y a los pececitos los 
veias nadar. 

En la noche de ese dia viernes, al pie de la 
fogata disfrutamos de una reunion con todos 
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e hicimos juegos divertidos;  luego, todos 
estabamos con nostalgia y algo tristes porque 
el tour ya estaba terminando, aprovechamos 
para firmar nuestros "books" y para llevarnos 
un recuerdo mas de este lindo tourl 
Despues, el sabado y domingo fue para estar 
con la familia, en mi caso conoc:i a mas 
familiares ,  todos muy amables.  
El domingo en la noche era la fiesta de 
despedida, nombraron a todos y nos dieron 
un diploma, despues algunos hicimos un 
pequeno numero, en el caso m:io y de Kaori 
volvimos a tocar piano, pero esta vez 3 
melod:ias, una de ellas a cuatro manos .  
Tambien se hizo la presentaci6n de los 
voluntarios,  acompanantes y los 
participantes ; por ultimo todos nos 
despedimos de todos , algunos lloraron y fue 
un momento muy triste , nadie se quer:ia 
regresar a su pa:is, todos quer:ian seguir en 
este lindo tourl 
lgualmente, el d:ia siguiente fue muy triste, 
estaba dejando a mi familia que me hab:ia 
atendido muy pero muy bien, a todos los 
chicos y demas participantes del Junior 
Study Tour … y  al lindo lugar en donde pas6 
esta linda experiencia Okinawa. 
El tour fue muy divertido y lo aproveche al 
maximo, aprendi:i un mont6n, descubr:i 
bastantes lugares y cosas que no conoc:ia de 
Okinawa; a pesar de ello , me hubiera gustado 
tener mas tiempo para estar con todas las 
personas del Junior Study Tour, con mi 
familia, para poder comprar y conocer m邸
Okinawa. 
Yo creo que me gusto y disfrute tanto este 
viaje gracias al apoyo que he tenido siempre 
de mi familia; de nuestro tutor Sr. Yochan 
Azama que desde el principio nos ayud6 , 
ense節 cosas de la historia, cultura y 
costumbres de Okinawa y nos gui6 siempre, 
es mas, durante el tour nos traduc:ia todo ; el 
taller de la Asociaci6n Okinawense del Peru 
(AOP) que nos prepar6, culturiz6 y ense節 un
poco cada ano, tambien el curso de liderazgo 
AOP, que creo que a mi me ayud6 mucho para 
este evento; y tambien a la misma lnstituci6n 
que permiti6 la entrega de las 2 becas y nos 
dio esta linda, valiosa y unica oportunidad de 
ir a Okinawa para participar en el Junior 

Study Tour y conocer a muchos j 6venes 
nikkei de diferentes partes del mundo . 
Tambien gracias a este viaje pude cふocer a 
mis familiares que nunca antes los habia 
conocido y mis propios papas tampoco, recien 
cuando fui a sus casas hubo esa conexi6n y 
mis papas hablaban por telefono con ellos y 
ahora ya hay un poco mas de confianza. 
jOkinawa me encant6 y pienso regresar alla. 
Esa semana y media fue la mejor que he 
tenido en toda mi vida, fue unica y jamas la 
olvidare ! .  
Como una forma de agradecer la oportunidad 
que me han dado, voy a apoyar a otros chicos 
del AOP para que se preparen para 
participar en el siguiente Junior Study Tour; 
y por supuesto, voy a ayudar al AOP en todo 
lo que sea necesario y todo lo que pueda. 
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ボ リ ビア Bolivia 
ボ リ ビ ア 沖縄県人会

今年、 幸運に も 沖縄を訪れる こ と ができ ま した。 沖
縄へ行け る と 決ま っ た と き 、 と て も わ く わ く しま した。
父の故郷を訪ねる こ と が出来る のです。 そ して、 沖縄
にい る親戚に も会いに行けます。 ご先祖様について多
少は知 っ てお き たい と 思っ ていま した し、 これは絶好
の機会ではないか と 思いま した。
私は少 しの 日 本語を覚えてか ら 日 本語学校に通い始め、
一 ヶ 月 で、 親戚の人達と 会話でき る よ う に出来る 限 り
日 本證裕升習得 し よ う と 努力 しま した。 しか し、 一ヶ 月
経ち、 私が話すこ と が出来たのは挨拶 と 簡単な 自 己紹
介 と い っ た、 ち ょ っ と した事で した。 7 月 1 6 日 に出
発する こ と を知 ら さ れた と き 、 「ま だ先の こ と だなあ」
と 思っ ていま したが、 す ぐにその 日 がやっ て来ま した。
車で空港へ向かい、 今か ら 日 本に出発する なんて と て
も信 じ られませんで した。 空港で も う 一人のボ リ ビア
か ら の代表であ る 比嘉ウー ゴ、 そ して引率を して く れ
る 比嘉次雄 さ んに会いま した。

サ ンパ ウ ロ か ら ロ ス ア ンゼルスヘの 1 1 時間の フ ラ
イ ト で何を した ら いいのかさ っ ぱ り 解 り ませんで した。
結局寝て しまい、 一時間ほ どたっ てなん と な く 落ち着
けず、 目 が覚めま した。 それか ら飛行機の中で上映 さ
れていた映画を観た り 、 持参 した本を読んだ り 音楽を
聴いた り アルゼ ンチンの女の子達 と お喋 り を した り し
て過 ご しま した。

ロ サ ンゼルス に着いて、 飛行機の清掃 と 燃料の補給、
メ ンテナンス のため、 一時間だけ待機 しま した。 ロ サ
ンゼルス か ら 日 本に向か う 道の り は も っ と ひ どい も の
で した。 持っ て き た雑誌は全部読んで しまい、 する こ
と が無 く な っ て しま っ たので、 ひたす ら眠っ ていま し
た。 東京成 田 国際空港について、 お金を ドルか ら 円 に
換金 しま した。 一時間ほ どバス に乗 り 、 国内線羽 田空
港へ。 そ して沖縄に到着 しま した。 そ こ で親戚の人達
が私を見つけて く れる のを待たな ければいけない こ と
に気がつ き ま した。 なぜな ら私は彼 ら に会っ た事が無
いのですか ら ！ ボ リ ビアの旗 と 二人のボ リ ビア代表 と
私の撮影を終え、 やっ と 親戚に会 う こ と が出来ま した。
が、 そ こ には言葉の壁があ り ま した。 私は 日 本語をほ
んの少 し しか話せませんで した し、 彼 ら は全 く と 言っ
ていいほ どスペイ ン語が解 り ませんで した。 話をする
のは難 しかったのですが、 成田で会っ た私の兄、 あき

が渡 して く れた 日 本語 ・ 英語の小 さ い本が役に立ち ま
した。

親戚 と 一緒に、 父、 祖母、 祖父の生家を見に行き ま
した。 全ての親戚に会い、 みんな私を歓迎 して く れま
した。

ツ アーに参加 してい る 間言語の問題はあ り ませんで
した。 ペルーの引率の よ っ ち ゃ んが、 出来る 限 り 通訳
を して く れたか ら です。 私が 出会っ た、 沖縄、 ペルー、
キ ュ ーバ、 アルゼ ンチン、 ブラ ジル、 グア ム、 ア メ リ
カ 、 カ ナダ、 ハ ワ イ 、 フ ィ リ ピンか ら 参加 していた十
代のみんなは と て も感 じが良かっ たです。 一人一人 と
本当 に良い関係を築 く こ と が出来ま した。

私達の共通点は、 みんな 日 本人の子弟だ と い う こ と
で した。 日 本人の文化や人々 の振る舞いを見る こ と が
出来、 そ してその一週間だけ私 も 日 本人になれる こ と
を と て も楽 しみに していま した。

空手を習 っ た り 、 首里城見学、 知事表敬、 平和記念
公園や、 やんばる の散策、 ビーチ ・ ・ ・ 沢山の楽 しい
ア ク テ イ ビテ ィ が あ り ま した。 日 本の人々 の 日 常を体
験でき て、 と て も楽 しかっ たです。 なかで も食事です。
見た 目 はち ょ っ と 変わっ ていま したが、 食べてみる と
美味 しかっ たです。

お別れパーテ ィ ー を した最後の夜、 一週間 と い う の
は こ んな に も 早 く 過ぎる も のなのか と 驚き ま した。 ず
っ と みんな と 一緒に行動 し、 私はみんなの こ と を本当
に大好き になっ ていま した。

最初に泣き 出 して しま っ たのは私だっ た と 思います。
こ のま まみんな と 別れて、 も う 一生会えないかも しれ
ない と い う 事が、 ただただ信 じ られませんで した。 こ
の最高の思い出は、 こ の先 どんな旅を して も こ の思い
出 を越え る こ と は出来ないで し ょ う 。 こ の よ う な機会
を与えて く だ さ っ た こ と に深 く 感謝致 します。 出来れ
ばみんな と も う 一度再会 したいです。 みんなに会えな
く て寂 し く 思っ ています。 私達はた く さ ん冗談を言い
合い、 素晴 ら しい時間を共有 しま した。 ま た こ んな機
会があればいいのに ！ みんな と 再会でき る 日 が待ち切
れません。

と て も楽 しい体験を させていただき ま した。 き っ と
私の 中で忘如られない事 と して残っ てい く で し ょ う 。
ボ リ ビア に来る前の父の生活を知 り 、 親戚の皆 さ んに
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もお会いする こ と が出来ま した。 彼 ら の習慣や文化に
も少 し触れる こ と が出来ま した。 そ して世界中からや
っ て き た沢山の人達 と 友達になれま した。

私は最高の体験をする こ と が出来ま した。 いつかま
た親戚や、 こ の ジュ ニア ス タ ディ ー ツアーで出会っ た
友人達に会いに沖縄を訪れたい と 思っ ています ！

Hi! My name is Naomi Kamiya and I am fourteen years 
old. I am from Santa Cruz, Bolivia, and this year, I had the 

privilege to go visit Okinawa. I was very excited when I 
heard that I had won a trip to Okinawa. I was going to be 

able to actually be in the place where my father was born, 
and meet my family that live in Okinawa. I wanted to know 
a little more about my ancestors and I thought this might be 
my big opportunity. 

Since I knew little Japanese, I went to a Japanese school for 
one month and learn all I could possibly learn to be able to 
communicate with my family members. But since it was 
only a month, I learned a little bit, only how to say hello, 
how to introduce myself and some other things. 

When they told me I was going to leave July 1 6th, I though, 
、 、That is so far away from now!" But when the day finally 
arrived, when I realized that I was in my car headed to the 
airport, I could not believe I was actually going to Japan! At 
the airport, I met Hugo Higa, the other representative from 
Bolivia, and Higa Tsugio, the chaperone that was going 
representing Bolivia. 
I didn't know what to do on the eleven-hour flight from Sao 

Paulo to Los Angeles ! When I could finally fall asleep, I 
could only sleep for one hour because I would get 
uncomfortable. I got distracted with the movies the plane 
showed us, I read some magazines I had brought with me, 
listened to music, and talked to the girls from Argentina. 

When we got to Los Angeles, we only waited for an hour, 
because they had to clean up the airplane, put more gasoline, 
mostly j ust to maintenance. 

On he trip from Los Angeles to Japan was even worst 
Since I had already read most of my magazines, I had 
nothing to do. So most of the time what I did was sleep. 

When we arrived to the Narita, the international airport of 
Japan in Tokyo, I changed my money that I had in US 
dollars into Yens. So then we took a one-hour bus drive to 
Haneda, the national airport. When we arrived to Okinawa, I 
realized that I had to wait until my relatives recognizro me 
because I had never seen them! 

They took a picture of the other two representatives of 
Bolivia and I with the Bolivian flag. Finally, when my 
relatives found me, we already started having 
communication problems. Since I knew j ust a little bit of 
Japanese, and they knew a血ost NO Spanish, we could 

hardly talk to each other. Something that helped a little was a 
small book that my brother Aki had given me when I met 
him at Narita, a Japanese-English book. 

With my family, I got to see the house in which my father 
and my grandmother and grandfather had been born. I met 
all of my relatives I have in Okinawa and they treated me 
very kindly. 

But when I was at the tour the whole week, I had no 
problems communicating because Yochan, the chaperon 
from Peru, translated every血ng he could.
The other teenagers that I met were really nice people from 

Okinawa, Peru, Cuba, Argentina, Brazil, Guam, USA, 
Canada, Hawaii and from Philippines. I got along great with 
each and every one of them. 

What we all had in common was that we are all 
descendants from Japanese people. And I was really looking 
forward to seeing how their culture was, how they acted 
around people, and j ust become them for a week. 

We learned karate, we visited the Shuri Castle, we visited 
the governor, visited the Peace temple, we went hiking to 
Yanbaru, went to the beach and did m皿y fun activities. I 
really enjoyed doing all of the things Japanese people would 
usually do. Especially eating their foods. Even though some 
foods looked weird, they all tasted delicious. 
When it was finally the night of the good-bye party, I could 

not believe how incredibly fast the week had gone by. I 
really got attached to all of the people. I really liked them a 
lot. 

I was the first one I think to start crying at the party. I 
simply j ust couldn't believe that I would probably never see 
them again! It was truly one of the best memories I will have 
of ANY trip, and I am very thankful I got this huge 
opportunity. I hope I can see all of them again, because even 
though a month or so has gone by since we all left, I miss 
them. I remember all of the great moments we had together, 
all of the jokes we shared, and I hope something like this will 
happen again! I j ust can't wait to see all of them again! 

I really enjoyed this experience. It is going to be one of 
those experiences you NEVER forget. Because first of all, I 
got to know how my father lived before he came here to 
Bolivia, I got to meet all of my family members, and learned 
all of their customs and about their culture. I met a bunch of 
really great friends from all over the world, which I became 
really attached to, and I got to see many sights people would 
die to see. 
In conclusion, it has been the BEST experience I have ever 

had, and I hope that someday in the future, I will visit my 
relatives in Okinawa and see all of my friends 
(TOMODACHI) I made in this year's Junior Study Tour! 
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ボ リ ビア 沖縄県人会

まず初めに、 ジュ ニア ス タ ディ ーツ アーのス タ ッ フ
の皆 さ んに深 く 感謝申 し上げます。 ま た、 こ の美 しい
沖縄県へ訪れる機会を与えて下 さ っ た皆様に心か ら感
謝を 申 し上げます。

ジュ ニアス タディ ーツ アーに参加 した こ と に よ っ て、
僕の祖父、 両親が育っ た沖縄県の色々 な場所を知 る こ
と ができ ま した。 思い出深い旅 と な り ま した。

ま た、 色々 な国の人々 と 友達にな り 、 みんな と 一週
間生活を共に して、 と て も 楽 し く 過 ごす こ と ができ ま
した。

首里城訪問では 初めて見る お城に感激 しま した。
そ して琉球村では、 沖縄県の人々 の住居や三味線、 空
手、 舞踊な どの伝統芸能を知 る こ と ができ ま した。

ェ コ ツアーは大変疲れま した。 しか し、 目 的地へ
の長い道の り も 苦痛には思えませんで した。 なぜな ら
ば、 そ こ には美 しい滝 と 沖縄の 自 然が僕た ち を待っ て
いたか ら です。

も う ひ と つ気に入っ た場所は、 水族館で した。 ボ リ
ビア には、 水族館がないため、 と て も 印象的で した。
初めてみる た く さ んの種類の魚が泳いでいま した。 イ
ルカ の シ ョ ー も すば ら しい も ので した。

海水浴を楽 しむ時間 も あ り 、 ツ アー参加者全員でバ
レーの試合も しま した。 皆で楽 し く 笑い、 すば ら しい
時間 を過 ご しま した。

その 日 の晩は、 日 本式のバーベキュ ーパーテ ィ ーが
開かれ、 皆で料理の準備を した り 、 食べた り しなが ら 、
参加者全員そ してボラ ンテ ィ アの皆 さ ん と も親睦の和
を広げま した。 私たちが沖縄に着いた時や、 お別れパ
ーテ ィ ーの時に も 、 ボラ ンテ ィ アの皆 さ んには大変お
世話にな り ま した。 心か ら感謝 します。

お別れパーテ ィ ーでは、 ジュニアス タディ ーツ アー

参加者一人一人に修了証が渡 さ れ、 おい しい料理 と 、
参加者の 中 か ら 歌や楽器の発表が あ り ま した。

沖縄県への旅を実現させて下 さ っ た皆 さ ん と 、 お世
話になっ たス タ ッ フ の皆 さ んに も う 一度お礼の言葉を
申 し上げます。

Pr抑erarnente quisiera dar un agradecimiento muy grande a 
los organizadores de este tour y a todas las personas que 
hicieron posible que pueda conocer la hemosa ciudad de 

Okinawa. 
Fue un viaje inolvidable en el que pude conocer distintos 
lugares de Okinawa, el lugar donde se criaron mis abuelos, 
mis padres. 
Conoci muchas personas de diferentes paises con los que 
tuve la oportunidad de convivir durante toda una semana en 
la que hice varios amigos y que estuvo llena de diversion. 
En este viaje tuve la oportunidad de conocer el Castillo de 
Shuri, en el que me sorprendi bastante porque fue la primera 
vez que pude apreciar un castillo. 
Tambien visitamos RYUKYUMURA donde conocimos las 
raices okinawenses como ser las viviendas y algunas artes 
tradicionales. (Sanshin, Karate, Buyo) 
Estuve en un ecoturismo bastante cansado pero vali6 la pena 
la larga carninata que tuve que hacer porque pude ir a una 
catarata bella e impresionante en la que pude apreciar la  
naturaleza de Okinawa, jugar con los dem邸 miembros de! 
tour y disfi:utar de un paisaje hermoso. 
Otro lugar que me gusto fue el acuario porque en Bolivia no 
hay nin蜘 acuario y pude apreciar las especies marinas que 
nunca habia podido apreciar antes, luego pude ver el show 
de los delfines, fue un especはculo fonomenal. 
En la playa tuvimos tiempo para nadar y para disfi:utar de un 
partido de voleibol en la que participamos casi todos, 
siempre riendo y divirti如donos.
Esa noche tuvimos una barbacoa al estilo j apones en la que 
todos compartimos unos momentos divertidos cocinando, 
comiendo especialmente confratem匹do con los 
voluntarios que les doy mis agradecirnientos por habemos 
entretenido cuando llegamos a la ciudad de Okinawa y 
tambien para nuestra ultima noche en la que estuvimos todos 
los integrantes de! tour. 
En la fiesta de despedida hubo una entrega de diploma a 
cada participante de Junior Study Tour, una cena deliciosa y 
algunos integrantes hicieron algunas presentaciones de canto 
y tocaron algunos instrumentos. 

Reiterando mis m邸 grandes agradecirnientos a todas las 
personas que hicieron posible mi viaje a Okinawa y a todo el 
staff que nos acogi6 en esa ciudad. 
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キュ ーバ沖縄県人会

Quiero agradecer al Gobiemo de Okinawa, en 
especial al senor Keiichi lnamine, Gobemador de la 
Prefectura de Okinawa y a  todos los organizadores 
de la gira Juvenil de Estudios delA函 2003.

Para mi fue una gran experiencia haber ido a 
Okinawa, el lugar de mis antepasados. 

Me ha gustado mucho la ciudad y sus habitantes, 
tiene bellos lugares como el Castillo de Shuri y el 
Parque Conmemorativo de la Paz, que muestra en 
parte el pasado de Okinawa y la belleza natural que 
posee. 

Estoy muy contento de haber practicado las 
costumbres japonesas y artes tradicionales como el 
Karate, baile y artesania. 

Ademas tuve la oportunidad de conocer a j6venes 
descendientes de Okinawa que viven en otros paises, 

まず、 沖縄県 と 稲嶺県知事、 そ してジュニアス タディ
ーツアーのス タ ッ フの皆 さ んに感謝を 申 し上げます。

祖先のふる さ と 沖縄へ行 く 事は、 私に と っ て大き な経
験にな り ま した。

沖縄の町や人々 を と て も気に入 り ま した。 首里城や平
和祈念公園の よ う な美 し く 、 沖縄の歴史を学べる場所
や、 ま た 自 然の美 し さ も 見る こ と が出来ます。

沖縄の習慣 空手や踊 り の よ う な伝統芸能、 伝統工芸
品を学ぶこ と が出来て、 う れ しかっ たです。

さ ら に色々 な国の沖縄子弟の参加者 と も知 り 合 う こ と
が出来、 そ して彼 ら と 沖縄か ら の参加者 と も交流する
こ と が出来ま した。

親戚 と も会 う こ と が出来、 彼 ら と 一緒に過 ごせて、 う
れ しかっ たです。

intercambiar ideas con ellos asi como con j6venes こ の貴重な経験は、 沖縄 と 他の国々 と の関係を結ぶた
okinawenses． めの刺激にな り ます。

Me siento feliz de haber conocido a mis familiares y 皆 さ ん本当 にあ り が と う ご ざいま した。
compartir con ellos. 

Esta valiosa experiencia es un verdadero estimulo 
para estrechar las relaciones de Okinawa con otras 
naciones. 

Muchas gracias a todos. 
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キ ャ サ レ ン ア ー ヌ 城間

Katharine Anne Shiroma 
1 5歳 4 世

ハ ワ イ Hawaii ,U.S .A. 
ハ ワ イ 沖縄連合会

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は 、 私 に と っ て 忘れ
る こ と の で き な い 素晴 ら し い経験 と な り ま し た。
なぜな ら 、 た だ 単 に旅行で歴史的 に価値の あ る 場
所 を 訪れ る だ け で は な く 、 多 く の友人達 を 作 る こ
と が 出 来 た か ら です。 最初 は 、 こ の ツ ア ー に参加
す る こ と に 対 し て と て も 神経質 に な っ て い ま し
た。 し か し 、 ツ ア ー を 終 え た今 で は 、 こ の ツ ア ー

に参加 し て 一 つ の後悔 も な い ばか り か、 こ の経験
が 私 の 記憶 の 中 に ず っ と 残 っ て 欲 し い と 思 い ま
す。

沖縄に到着す る と 、 ハ ワ イ 沖縄連合会 か ら 一緒
に 参加 し た タ イ と 私 は 親 戚 達 か ら の 出 迎 え を 受
け ま し た。 最初 は 、 言葉の壁 と 時差で何が何だか
わ か ら な い状態で し た が 、 次第に何 と か意志 の疎
通 が で き る よ う に な る と 同 時 に 時差 ボ ケ に も 慣
れて き ま し た。

沖 縄 に 到 着 し て 最初 の 2 日 間 は と て も き っ か
っ た です。 生 ま れて初 め て 全 く 違 う 文化や習慣 に
触れ、 そ れ に慣れ る 必要 が あ っ た か ら です。 沖縄
滞在 中 に は 、 い く つ か の親戚宅 に 泊 ま る こ と も で
き 、 そ れ と と も に仏壇 に 対 し て感謝の気持 ち を 表
せ る こ と も で き ま し た。

親戚宅 で の滞在二 日 目 に は 、 綱 引 き に 参加 し ま
し た。 こ の 綱 引 き は 、 大昔 に衝突 ばか り し て い た
部 族 の 長 が 綱 引 き で 問 題 を 解決 し よ う と し た の
が 始 ま り の も の と 言 われて い ま す。 こ の 綱 引 き で
は皆大 昔 の 衣装 を着 け て い た の で、 私 は タ イ ム ス
リ ッ プ し た よ う な気分 に な り ま し た。 こ の 綱 引 き
に 使 わ れ た 綱 は と て も 大 き く 人 が 乗 る こ と が で
き る 程大 き な 綱 で し た。 私 は こ の 綱 の 一部 を切 っ
て ハ ワ イ に 持 ち 帰 り 部屋 に飾 っ て い ま す。 親戚の
話 に よ る と 、 こ の 綱 引 き は 1 0 年 に 一度 に 開催 さ
れ る も の で、 私 は こ れ に参加す る こ と が で き て と
て も ラ ッ キ ー だ と 言われま し た。

来沖 3 日 目 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の 始 ま
り です。 オ リ エ ンテ ー シ ョ ン で他 の 参加者達 と 会
う こ と が で き ま し た。 オ リ エ ンテ ー シ ョ ンや ウ エ
ルカ ム パ ー テ ィ ー で は 、 ゲ ー ム 等 を と お し て 緊 張
を 和 ら げ る と と も に 、 一 人一人 と 会 う こ と が で き
ま し た。 み ん な と て も フ レ ン ド リ ー で笑いや笑顔

が 絶 え ま せん で し た。
ツ ア ー 2 日 目 に 、 私 達 は 沖縄 県 庁 に 行 き ま し

た。 県庁は那覇市で一番大 き く 、 そ の デザイ ン は
と て も 変 わ っ て い ま し た。 県庁 の 内外装 に は多 く
の 県産 芸 術 品 が 使 用 さ れ て い て そ れ ぞれ意 味 が
あ り ま し た。 私 は県民ホ ールの天井に飾 ら れ て い
る 各世代 を 意 味 し た蝶 々 に 目 を奪われま し た。 ま
た 、 県庁の 1 4 階か ら の 眺 め は 、 ま る で カ ラ フ ル
な郵便ハ ガ キ を み て い る よ う で し た。

県庁訪問 の 後 、 私達は那覇市内 で一番多 く の 人
で 賑 わ っ て い る と 言 わ れ る 国 際通 り を 散策 し ま
し た 。 国 際通 り は た く さ ん の 商 店 が ひ し め き 合
い 、 と て も 競争が激 し い の で は な い か と 思 い ま し
た。 こ の 散策 に も う 少 し 時間 が あれ ばシ ョ ッ ピ ン
グ を 楽 し む こ と が で き た の に と 思い ま し た。

平和祈念公園 で は 沖 縄 の 歴 史 に つ い て 学び ま
し た。 公園 内 の 資料館で展示 さ れて い る 悲惨 な 出
来事 を 知 る こ と は 、 私 に と っ て と て も た め に な り
ま し た。 戦争 に 関 す る ビデオ を 見 た 後 、 こ の様な
こ と が 二 度 と 起 こ ら な い よ う に 祈 り な が ら 視聴
室 を 出 た の を今 で も 思い 出 し ま す。 平和資料館の
展示 コ ー ナ ー を 出 た後 の 景色 は と て も き れ い で 、
ま さ に 私 が 望 ん で い た も の で し た。 波 が岩 に あ た
っ て砕 け る 光景 と そ の音 は と て も 清 々 し く 、 私 に
平和 の 意 味 を 与 え る と と も に 、 資料館 内 で見 た 悲
惨 な 光景 を 忘れ さ せ る の に十分な も の で し た。 資
料館 で の 悲 し い 展 示 物 と 資 料館 を 出 た 後 の 素 晴
ら し い 景色 の 対比 は 、 人 々 に戦争 と 平和 に つ い て
考 え さ せて く れ る も の で し た。 平和祈念堂の観音
像は私が今 ま で に 見 た 中 で 一番大 き か っ た です。
そ こ で私達は全員平和の鶴 を 折 っ て捧げま し た。

ツ ア ー 3 日 目 は首里城 に行 き ま し た。 そ こ で は
多 く の職員 が 昔 の琉装で働 い て い ま し た。 首里城
の 正 門 は と て も 素晴 ら し く 感激 し ま し た。 首里城
を 訪れ て い る と 琉 球 王 朝 に 触 れ る こ と が で き た
気 が し ま し た。 首里城 の 中 で一番典味 を 持 っ た の
が 、 複雑な模様 が施 さ れた 王座 で し た。

首里城 を 訪 問 し た 後 私達 は琉球村 に 行 き ま し
た。 琉球村で は私達は紅型 の 体験学習 を 受 け る こ
と が で き ま し た。 最初、 紅型 を制作す る 行程 は と
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て も 変 わ っ て い る と 思い ま し た が 、 完成す る と と
て も 素晴 ら し か っ た です。 そ の紅型 は私の部屋に
飾 っ て い る の です が 、 今 で も そ の紅型 を 見 る と あ
の 時の 思い 出 が よ み が え り ま す。

さ て 、 琉球村 に つ い た私達は空手、 三線、 琉球
舞踊 の 体験学習 を 選ぶ こ と が で き ま し た。 私 は全
部習 い た か っ た の ですが 、 一 つ だ け し か選ぶ こ と
が で き な か っ た の で 、 私 は琉舞 を選びま し た。 琉
舞教室 で は 、 私 と 新 し い友達は琉装 に 着替 え て と
て も 楽 し く 琉舞 を 教 え て も ら い ま し た。 ま た 、 教
え て く れ た お ば あ ち ゃ ん の 一 人 は 一 升瓶 を 頭 の
上 に乗せ な が ら 踊 っ て い ま し た。

4 日 目 は 山原 の 比地大滝 に 登 り ま し た。 こ れ は
肉 体的 に は き つ い 冒 険で し た。 何 と か滝壺 に た ど
り 着 い た ら 、 心地 よ い満足感 が 心 身 を 駆 け め ぐ っ
て い ま し た。 滝壺で は急い で昼食 を 取 り 、 冷 た い
水 に 足 を入れま し た。 そ の 後 は 、 万 国 津梁館 を 訪
れ ま し た。 そ の 頃私達は と て も 疲れて い た の です
が 、 万国津梁館か ら の 眺 め は と て も き れい で 、 そ
の 眺望 は 県 内 で 2 番 目 に 綺麗 と 言 わ れ て い る こ
と を 知 り ま し た。

5 日 目 は 、 海洋博記念公園 の美 ら 海水族館 に行
き ま し た。 そ こ で は 、 海 の 生 き 物 に触れ る こ と の
で き る コ ー ナー 等 あ り 、 今 ま で見 た こ と の な い海
洋生物が展示 さ れて い ま し た。 こ の水族館で と て
も 驚い た の は大 き な水槽で し た。 水槽の 中 に は大
き な マ ン タ や ジ ン ベイ ザ メ が 悠 々 と 泳 い で い ま
し た。 ま た 、 水槽 の 下 か ら 魚 た ち を 見 る こ と の で
き る 場所 も あ っ た の で 、 そ こ か ら 、 頭越 し に魚 た
ち が悠 々 と 泳 ぐ 姿 を 見 る こ と が 出 来 ま し た。

水族館 を 見学 し た 後 、 私達は ビー チ に行 き ま し
た。 そ の 日 は と て も 蒸 し 暑 か っ た の で 、 ビー チ で
泳 ぐ こ と は 、 全員 が 待 ち 望ん で い ま し た。 沖縄の
海 は ハ ワ イ と 違 い 温 か か っ た の で と て も 驚 き ま
し た。 そ の 日 の 夜 は 、 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー が あ っ
た り 、 踊 っ た り と 忘れ る こ と の で き な い夜 と な り
ま し た。

次 の 日 は 、 再び親戚宅 で の ホ ー ム ス テ イ と な り
ま し た。 親戚は私 に 小 さ な花笠 と 浴衣 を 買 っ て く
れま し た。 彼 ら に対す る お礼 は言葉で は言い表す
こ と は で き な い です。

さ よ な ら パー テ ィ ー は と て も 感動的 で し た。 こ
の 7 日 間 で ツ ア ー 参加 者 同 士 が こ れ ほ ど ま で に
仲 良 く なれ る の か と つ く づ く 思い ま し た。 何 と な
く 私達は兄弟や姉妹 に な っ た感 じ が し ま し た。 こ
の夜は た く さ ん の感動で満た さ れ て い ま し た。 私
は こ の ツ ア ー で多 く の 友達 を 作 る こ と が で き 、 今
で は メ ールでお互い の情報交換 を し て い ま す。

終 わ り に 、 ハ ワ イ 出発か ら 帰 国 ま で 引 率者 と し
て私達の面倒 を 見 て く れた ネ デ ィ • 島袋 さ ん に感

謝 申 し 上 げ ま す。 彼女が い た お か げで私達参加者
は ス ム ー ズに ツ ア ー を 終 え る こ と が で き ま し た。
ま た 、 ア カ ミ ネ ・ シ ズ コ さ ん と 私 の琴の 先 生 で あ
る バ ー ニ 一 宮城 さ ん に も 感謝 の 意 を 表 し た い と
思 い ま す。 ア カ ミ ネ さ ん は私に ツ ア ー ヘ の 参加 を
強 く 勧 め て く れ ま し た。 宮城 さ ん は私 の 親戚 と 連
絡 を 取 り 、 書類業務 を行っ て く れ る な ど色 々 な 手
配 を 行 っ て い た だ き ま し た。

こ の ツ ア ー は 私 に と っ て 日 本語 を 学ぶ こ と が
で き 、 さ ら に 世界か ら 全 く 違 う バ ッ ク グ ラ ウ ン ド
を持つ参加者達 と 友達 に な る こ と が で き ま し た。
私達は異 な る 言語や国 か ら 来て い た の です が 、 皆
と 交流 す る こ と が で き 彼 ら と は ま る で 昔 か ら 知
っ て い る よ う な感 じ で し た。 こ の ツ ア ー は私 に 自
信 を 与 え て く れた と 思い ま す。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は と て も 素 晴 ら し
い プ ロ グ ラ ム で あ る と 思い ま す。 こ の ツ ア ー で は
多 く の 参加者が行動 を 共 に し て 、 私達のルー ツ や
沖縄の歴史 的遺産 を 共有す る こ と が で き ま し た 。
こ の ツ ア ー を 企 画 し て い た だ い た 沖縄 県 に と て
も 感謝 し て い ま す。 ツ ア ー の 学習 プ ロ グ ラ ム は と
て も 楽 し か っ た です。 ツ ア ー に 参加 し て と て も 残
念 に 思 う こ と は 、 時 間 が あ っ と い う ま に過 ぎ去 っ
た こ と です。 私 は 多 く の 友人 を 作 る こ と が で き 、
こ れ か ら も 互 い に 連絡 を 取 り 合 っ て い き た い と
思い ま す。 マ ハ ロ 。

The Junior Study Tour proved to be a umque 
experience that I will never forget. Not only did I get 
to travel and see historical places, but I made plenty of 
new friends as well .  Going into this, I was very 
nervous as I had no idea what to expect. But now, not 
only do I not have a single regret about participating 
in this Junior Study Tour, but I just wish the whole 
experience lasted longer ! 

Upon arrival in Okinawa, my traveling companion, 
Ty from Honolulu, and I were greeted by our relatives. 
I had a hard time at first because of the language 
barrier and the time difference, but eventually my 
relatives and I communicated just fine and my body 
adjusted to the time difference. I would have to say 
that the first couple of days were the roughest. This 
was the first time I had to adjust to a whole new 
culture and I was not familiar with a lot of their 
customs. I was able to pay my respects to the family 
shrine and that meant a lot to me. I was also very 
fortunate that I was able to stay with different relatives 
on some nights of my trip . They were extremely kind 
an warm people. 
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On the second day with my relatives, I was taken to 

an event called "rope-pull ing" that evolved from the 

story of two emperors who were in conflict and they 

solved that conflict by having a rope-pulling contest. 

In was like stepping back in time because almost 

everyone who participated was dressed in full costume. 

The rope was so big that you could actually stand on 

it ! I even got to help pull the rope and I have _ a piece 

of that rope now hanging in my room. My relatives 

told me that an event as big as this only happens about 

once every ten years, so I was very lucky to arrive at 

just the right time. This "rope-pulling" was truly an 

amazing experience. 

On the next day, I finally got to meet the rest of the 

Study Tour group . We had an orientation where we 

played games that allowed people to loosen up and 

meet one another. Everyone I spoke to was very 

friendly and we communicated a lot with smiles and 

laughter. 

We went to the government building(kencho) the 

next day. The design of the building was unique and 

we were told that it was the biggest building in the city. 

A lot of the art and designs in the building had 

symbolic meanings and usually had a story behind it. 

My attention was especially caught by the butterflies 

hanging from the ceiling. I found out that they were a 

symbol for the generations. The view from the 1 4  th 

story of this building was like looking out at a huge 

postcard. 

After this, we went to kokusai dori, the busiest street 

in Naha. I thought that this market place was very 

interesting because there were so may shops and they 

were so close to each other ! The shops, I learned, were 

very competitive. I wish that we could have had a bit 

more time to go shopping but our itinerary was 

packed! 

I learned a bit of Okinawan history at the Peace 

Prayer Memorial. It was interesting to hear about the 

war and all the horrible things that happened during 

that time. I remember walking away after the lecture 

hoping that war like that never happens again. The 

view from the Cornerstone of Peace was beautiful and 

just what I needed. Looking out at the ocean in 

combination with the sound of the waves crashing on 

the rocks gave me a sense of peace and helped me 

forget about the tragedies of war that I had just heard. 

I truly felt as if the world came together here . 

Our next stop was at the Buddha. It was the biggest 

Buddha that I had ever seen and I will remember it 

always. It was magnificent ! I 'm happy that we were 

able to contribute to the offerings by making a paper 
crane. 

The next day we went to Shurijo  Castle. Much of the 

staff working there, to my surprise, were dressed in 

costume. The entrance gate itself was incredible ! 

Being at this castle gave me a feeling of the old days 

and it was like stepping back in time. I especially 

remember the throne on which the king sat looking so 

intricate . 

After Shurijo Castle, we went to the Ryukyu Mura 

which as a very interesting place. At Ryukyu Mura, 

we painted a picture, a style called bingata. I thought 

that this was a very odd style of painting, but our 

paintings turned out very well and I now have my 

painting I did hanging on the wall in my bedroom. 

Whenever I look at it, it brings happy memories. 

Prior to the trip to Ryukyu Mura, everyone was given 

a choice of either leaning karate, learning how to 

dance the Ryukyuan way(buyo), or learning how to 

play the sanshin. Even though I wanted to do all of 

them, we only got to choose one and I chose the dance. 

To my surprise, we were given costumes to wear for 

the dance and I had lots of fun dancing with my new 

friends. One of the ladies teaching us even put a sake 

bottle on top of her head and danced around with the 

bottle balanced perfectly on he head ! 

The next day we hiked in the forests of Yanbaru. This 

was a very physically challenging adventure. When 

we had finally arrived at Hij iotaki Waterfall, a feeling 

of relief washed over me. I rushed through lunch just 

to stick my legs in the water and it felt so good ! We 

visited the Bankokushinryokan after Yanbaru, and 

everyone was still very tired from the hike. The view 

from one of the ledges was very beautiful and was 

said to be the second most beautiful view in Okinawa. 

On Friday, we went to the aquarium where we got to 

touch some of the sea life and I saw species of fish I 

had never seen before.  I was stunned at the sight of the 

tank in the middle of the aquarium. The tank was 

immense and filled with huge manta rays and sharks . 

We actually got to go under part of the tank and the 

sea life would swim overhead. I had never 

experienced anything like that before from the 

aquarium, we walked to the beach and had time to 

swim. It was just what we all needed because it was 

hot and humid ! I was surprised at how warm the ocean 

water was…not at all like here in Hawaii .  I had lots of 

fun at the campfire that night. We all danced and 

played with fireworks. It was a night that I will long 

remember. 
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The next day we had home stay again. My relatives 

had bought me a mini-hanagasa and even a yukata ! I 
felt l ike I couldn't thank them enough. They truly 
made my stay in O kinawa a very special time. 

The farewell party for the Study Tour group was an 

emotional experi ence. It was amazing how closely we 

bonded in  such a short amount of  time. I t  was a very 

sad feeling leaving one another because  it felt l ike we 

had a l l  become brothers and sisters . This night was 
filled with memories very dear to me. I made many 

good fri ends and miss them very much already. I have 

been e-mailing a lot of them everyday and we really 
like to stay in touch with one another. 

I want to thank Mrs. Nadine Shimabukuro, our 
chaperone from Hawaii to Okinawa and back again. 
She made it smooth sailing for Ty and myself all the 
way. She was an excellent chaperone and we were 
very luc ky to have her. 

I also want to thank Mrs . Shizuko Akamine and Mrs. 
Bonnie Miyashiro, my koto instructors . Mrs . A kamine 
told me about the trip and encouraged me to go and 
Mrs. Miyashiro did a great deal of the initial 
paperwork and making contact with my relatives in 
Okinawa that I didn't  even know existed before this 
trip ! 

This trip enabled me to l earn more of the Japanese 
language and terms . I made friends with boys and girls 
from all over the world and even though we all came 
from very different bac kgrounds, it felt l ike we had 
known each other for a long time! Even though we  
spoke different languages and came from different 
cultures, we blended together very well .  Meeting all 
these  new people  gave me a s ense of self-confidence 
that I didn 't have before the trip. 

The Junior Study Tour is  an excellent program. It 
brings so many diverse people  together and we  
l earned as  a group abo ut o ur shared common heritage 
and roots. I especially thank the goverrunent of 
O kinawa for sponsoring the trip. The educational 
aspect was fascinating and yet we had fun at the same 
time. My only regret is that it j ust went by so fast. I 
feel I have made many lifelong friends and I know 
that we will stay in touch and I hope we  continue to 
share life experiences with one another. Mahalo. 
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タ イ ジ ン コ バ シガ ワ ‘‘ 

Ty Jin Kobashigawa 
1 5歳 4 世

ハ ワ イ Hawaii,U .S .A. 
ハ ワ イ 沖縄連合会

2 0 0 3 年 7 月 1 7 日 は 私 が 沖縄へ と 旅 だ っ
た 日 で 、 私 の 人 生 に と っ て新 し い 冒 険への始ま り
の 日 と し て記憶 に 残 っ て い ま す。

飛行機 に 乗 っ た時、 私 は と て も 興奮 し て い ま し
た。 なぜな ら 、 こ れが 初 め て の海外旅行で あ り 、
家族や友人達 と 離れ て 6 4 0 0 km も 離れ外 国へ
と 旅 だ っ た か ら です。 し か し 、 こ の 時 は 、 地球 を
半周 し た と こ ろ で新 し い 家族や と て も 大切 な 場
所 を 見 つ け る こ と に な る と は 知 る よ し も な い の
で し た。

沖縄で の 滞在 中 に 、 沖縄の 文化 に つ い て 多 く の
事 を 学び、 世界 中 に住 ん で い る 新 し い友達 を 作 る
こ と が で き ま し た。 ま た 、 私 は今 ま で写真で し か
見 た こ と の な い親戚 と も 会 う こ と が で き ま し た。
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は 、 ハ ワ イ の 普通 の 十
代 が 経験す る こ と の で き な い 素 晴 ら し い 体験 の
機会 を 与 え て く れ ま し た。

こ の ツ ア ー の 主 な 目 的 の 一 つ は 私 達 の 祖 先 の
文化 、 沖縄の 文化 を 学ぶ こ と で あ り 、 今 で は よ り
理解で き た と 私 は信 じ て い ま す。 首里城、 県庁 、
平和祈念公園 等 を 直接訪 問 し た こ と は 、 本や ビデ
オで勉強す る よ り も 役 に 立 ち ま し た。

こ れ ら の 訪 問 を と お し て 私 は 色 々 な こ と を 学
びま し た。 ま ず平和祈念資料館 で は 、 戦争が 、 美
し く 平 和 な 沖 縄 に も た ら し た 悲 惨 さ を 学び ま し
た。 資料館 で は 写真や ビデ オ を と お し て 戦争 に よ
る 被害者 の 光 景 を 見 ま し た。 私 は今 で も なぜ、 沖
縄 の 人 々 に 対 し て あ の よ う な 悲劇 が 起 こ っ た の
か を 考 え て し ま い ま す。 し か し 、 今 で は 沖縄は世
界 の 平 和 の シ ン ボ ル と し て そ の 役 目 を 担 っ て い
る と 思 い ま す。 なぜな ら 、 平和祈念公 園 を 訪れ る
人達は 、 私が感 じ た も の と 同 じ よ う に 平和 の意味
に つ い て 考 え さ せ ら れ る か ら です。

首 里城 は 沖 縄 の 文化 的 な 遺産 を 見せ て く れ る
と と も に 、 私達の祖先が ど の 様 に暮 ら し て い た か
を 見 る こ と の で き る 壮大 な 場所で し た。 私 に と っ
て 首里城 は と て も感動的で し た。 今 ま で に こ の様
な 大 き な 建 築様式 を ハ ワ イ で 見 た こ と が な か っ
た か ら です。 琉球王朝 に つ い て 学 ん だ の です が 、
そ の 王 国 が と て も 栄 え て い た こ と は 、 私 の 目 を 見

開 く も の が あ り ま し た。 そ の 一方で、 首里城が過
去 に 4 回 も 破壊 さ れ た こ と を 知 り と て も 残念 に
思 い ま し た。 し か し な が ら 、 そ の 度 に 、 首里城 は
復元 さ れ て い た こ と は 、 当 時 の琉球王朝 が 大 き な
力 を持 っ て い た証拠で あ る と 思い ま す。

琉球村 を 見 学 し た 際 に 私 は 空 手 を 習 う 機会 に
恵 ま れ ま し た。 そ れ ま で に 、 空手 を 習 っ た こ と が
な か っ た の で と て も 楽 し か っ た です。 最初 は 、 他
の 参加 者 の 前 で 演 舞 を 行 う と い う こ と で少 し 尻
込み し ま し た。 し か し 、 次第 に と て も 楽 し い と 感
じ る よ う に な り 夢 中 に な り ま し た。 私達が 習 っ た
の は難 し い型 で は な い と 思い ま すが 、 と て も 楽 し
い時間 を過 ごす こ と が で き ま し た。

こ の ツ ア ー の 良 い と こ ろ の 一つ は 、 今 ま で に 会
っ た こ と の な い 私 の 親 戚 に 会 う こ と が で き た こ
と です。 本 当 の こ と を い う と 、 空港で親戚 に 会 っ
た と き は少 し 緊 張 し ま し た。 し か し 、 彼 ら の 暖 か
い 出 迎 え で あ っ と 言 う 間 に 私 の 緊 張感 は 吹 き 飛
びま し た。 親戚 と 過 ご し た 時 間 は と て も 素晴 ら し
い経験 と な り ま し た。 なぜな ら 、 限 ら れた 時 間 し
か無 く 、 一 生懸命楽 し む こ と が で き た か ら です。
例 え ば、 親戚の 出身地で行われた綱 引 き や今帰仁
城跡 を 訪れた り 、 毎 日 、 多 く の イ ベ ン ト が あ り ま
し た。 彼 ら と 一緒に過 ごす 中 で 、 私達は本 当 の 家
族 に な る こ と が で き ま し た。 そ の た め 、 帰 国 の 日
に 、 さ よ な ら を 言 う こ と が と て も 辛 か っ た です。

私 は こ の ツ ア ー で 多 く の 楽 し い こ と を 経験 し
ま し た。 し か し 、 そ の 中 で と て も 良 か っ た こ と は 、
国 を 超 え て 多 く の 友 人 達 を 作 る こ と が で き た こ
と です。 ツ ア ー 参加前 に は 、 世界 中 に 友達を 作 る
こ と が で き る と は思 い ま せんで し た。 し か し 、 参
加 者 同 士 で 共 通 の 趣 味 が あ る こ と を 知 り そ れ を
基 に 次第 に友情 が 芽 生 え て 、 最終的 に 異 な る バ ッ
ク グ ラ ウ ン ド を 持 つ 参加 者 同 士 が 仲 良 く な れ た
こ と は と て も 驚 き で し た。

ツ ア ー後 半の 3 日 間 は 、 ペ ン シ ョ ン ・ キ ャ ロ ラ
イ ナ です ご し ま し た。 そ の期 間 中 は と て も ク レ イ
ジー で し た。 毎夜、 私達は遅 く ま で色 々 な こ と を
話 し合 っ た た め 、 平均睡眠時間 は ほ ん の 2 , 3 時
間 だ っ た と 思い ま す。 し か し 、 日 中 は 、 ア ド レナ
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リ ン が 私 達 の 体 を 元 気 づ け 全 て の ス ケ ジ ュ ー ル
を こ な し ま し た。 異 な る バ ッ ク グ ラ ウ ン ド を 持つ
人達 と 会話す る こ と は 、 彼 ら の住 ん で い る 国や社
会 を 学ぶ の に と て も 役 に 立 ち ま し た。 こ の ツ ア ー

の 目 的 は 沖縄文化 を 学習 す る こ と ですが 、 私 は他
の ツ ア ー 参 加 者 か ら 彼 ら の 母 国 に つ い て も 学習
す る こ と が で き た と 思 い ま す。 ツ ア ー期 間 は 一週
間 と 短い 間 で し た が 、 私達は色 々 な こ と を 共有 し
ま し た。 こ の こ と は私 の 人 生 に と っ て 忘れ る こ と
の で き な い 貴重 な 体験 と な り ま し た。

ハ ワ イ か ら 私 達 を 引 率 し て お 世 話 し て い た だ
いた ネ イ デ ィ • 島袋 さ んや こ の ツ ア ー を企画、 運
営 を 担 当 し た ス タ ッ フ の 素 晴 ら し い 仕事 の お か
げで、 こ の ツ ア ー は成功 し た と 思い ま す。 最後 に 、
沖縄県へ、 こ の ツ ア ー の 実施 を 行 っ て い る こ と に
対 し て感謝 申 し 上 げ ま す。 こ の ツ ア ー は本当 に価
値の あ る も の な の で 、 ど う ぞ こ れか ら も 続 け て い
っ て く だ さ い。

私 の 沖縄での経験 は 、 沖縄文化 に 対す る 考 え を
深め る だ け で は な く 、 参加者 同 士 の 共通 の 絆 を 持
つ こ と が で き た こ と です。 こ の ツ ア ー は私のルー

ツ に 対す る 感謝の 意 を持 たせ、 素晴 ら し い思 い 出
を 与 え て く れ ま し た。 ま た 、 参加者達は違 う 国や
文化の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド を持 っ て い る の です が 、
ツ ア ー を 終 え た 今 で は 、 私達に は沖縄 と い う 故郷
と 呼べ る 素晴 ら し い場所が あ る よ う に 思 え ま す。

July 17th 2003 will live on in my memories as 
the day that I embarked on a new adventure . 
This was the day that I left for Okinawa, not 
sure of what the world had in store for me. As 
I stepped on the plane I was filled with 
excitement and curiosity as this would be my 
first time in another country and 4000 miles 
away from my family and friends . However, I 
would soon be surprised to see that I had a 
place to call home and a family in a place half 
way around the world. 

Throughout the course of my stay in 
Okinawa I learned many things about the 
Okinawan culture, made new friendships that 
stretched across the world, and even met 
relatives that I previously only seen through 
pictures .  Having the opportunity to 
participate in this amazing trip allowed me to 
experience things that a typical Hawaii 
teenager would normally not have the chance 
to do. 

One of the primary goals of this trip was to 

learn about the culture of my ancestors, the 
Okinawan culture, and I believe I now have a 
greater understanding of it . Visits to the 
Shuri Castle, Kencho, Peace Prayer and 
Memorial Park, and many other sites allowed 
myself to gain a deeper understanding of 
Okinawa than that of any book of video would 
allow me too . 

Through these sites we were able to learn 
first hand of the horrors a war can bring to a 
peaceful country and devastate a beautiful 
island. At the Peace Memorial Museum the 
tragedies of war were shown through pictures 
and testimonies of the victims . Even now as I 
think about it, it's hard to imagine the suffering 
the people of Okinawa must've gone through. 
However, Okinawa truly serves as a symbol of 
peace all over the world, because anyone who 
visits here will come away with a new 
understanding of peace, just as I have . 

The Shuri Castle was also a magnificent site 
that allowed me to see the cultural heritage of 
Okinawa, and how my ancestors' world may 
have been. The site of the Shuri Castle was 
impressive, because I have never witnessed 
that type of architecture on such a massive 
scale in Hawaii . Learning about the Ryukyu 
kingdom was also an eye opener, because I 
never realized how vast the kingdom was at 
one time. On the other hand it was sad 
learning about how the castle was destroyed 
four times, but it also showed the resiliency of 
the country as it was rebuilt each time. 

We also had the chance to participate in one 
of the performing arts, and I choose to do 
karate. I had never before had the chance to 
do take part in this and it was a lot of fun. At 
first it was a little scary since we had to 
perform in front of an audience, but we soon 
were having so much fun we completely forgot 
about them, and we were in a world of our own. 
It may not have been the most graceful or 
difficult performance, but we had a great time. 

One of the benefits of going to Okinawa was 
the opportunity to see family I've never seen 
before, this really got me excited. I have to 
admit I was a bit scared when I first met them 
at the airport, but any worries that I had, were 
soon gone when I was greeted with open arms . 
It was quite an overwhelming experience, 
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because we were always doing something as a 
family trying to make the best of the few days 
we had with each other. From visiting their 
home towns giant tug of war to seeing the 
Nakij in Castle remains, each day was packed 
with things to do . With each passing day we 
really became family, and it was sad having to 
say goodbye to everyone. 

Although there were many things I enjoyed 
about this trip, the most surprising and best 
part was the new friends that I have made. 
Never in my wildest dreams did I expect that at 
the end of the tour I would come out with 
friends that expanded across the globe .  It was 
quite amazing how everyone was able to get 
along so well considering the different 
backgrounds we came from. However, we all 
found some common interest and from that we 
built our friendships .  

The last three days of  the tour and the 
Pension Carolina, were crazy to say the least. 
Each night we would share stories with one 
other, play some games, and have a few laughs 
in the process .  I think most of us only got a 
couple hours of sleep the last few days, but 
adrenalin kept us going. The great thing 
about meeting people from around the world 
was learning about cultures of the countries 
they live in. Although the focus of this trip 
was to learn about the Okinawan culture, I also 
had the opportunity to learn a little about other 
countries from the stories that each participant 
in the tour told me. Although we only shared 
one week together, I will never forget the good 
times we had together and remember them for 
the rest of my life. 

Finally, there are also a few people I 
would like to thank for making this the most 
memorable trip I ever had the opportunity to be 
a part of. First of all, my chaperone Nadine 
Shimabukuro, who was clearly an asset to the 
Junior Study Tour. She clearly demonstrated 
her know ledge and understanding of the 
Okinawan culture by sharing information with 
all the students. Being a travel agent, she 
also took care of any paperwork that customs 
would need. In my opinion she was the best 
chaperone anyone could have. Next, all of the 
staff members that organized the tour and 
made every second of the trip the best it could 

be. Without you none of this would have been 
possible and I appreciate all the hard work you 
put into planning this tour. Finally, I want to 
say thank you to the Okinawan Government for 
allowing the Junior Study Tour to take place. 
I hope you continue these tours in the future, 
because they are definitely worth it . 

My experiences in Okinawa have 
allowed me to gain a deeper understanding of 
not only the Okinawan culture, but also the 
common bond people from around the world 
share . This trip has taught me to appreciate 
my heritage and given me memories to last a 
lifetime. In the end, although we come from 
different places and cultures,  there will always 
be another place that we can cal our ancestral 
home . . .  Okinawa. 
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玉城 由 美

Tamashiro Yumi 
1 6 歳 2 世
ア メ リ カ U.S .A. 
北米沖縄県人会

『沖縄での経験』

こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 出 発す る 前 、
私 は ち ょ っ と 行 く の が 憂鬱だ っ た。 沖縄 は と て も
暑 く て 、 涅気 も す ごい はずだ し 、 ま っ た く 知 ら な
い 人 た ち と 沖 縄 を 回 る に は き っ と 居 心 地 が 悪 い
だ ろ う な と 思 っ た か ら だ。 し か し 沖縄に到着 し て
叔母 の ジ ュ デ ィ や他 の 県人会 の 人 た ち と 会 っ て 、
少 し こ の 旅行 を 楽 し も う と い う 気 に な っ て き た 。
沖 縄 の 気候 は 今 ま で経験 し た こ と の 無 い も の だ
っ た。 一 歩外に踏み 出 す と 、 ま る で 、 こ の 島全体
が サ ウ ナ に な っ て い る か の よ う に感 じ た。 最初 の
二 日 間 は叔 母 と ビ ー チ に 行 っ た り な ど し て 過 ご
し 、 二 日 目 の夜 に叔父 の 友人の娘、 ミ ナ と “ お祭
り ” に行 っ た。 こ ん な に 楽 し ん だの は久 し ぶ り だ
っ た。 す ぐ月 曜 日 が 来 て 、 こ れか ら 10 日 間 一緒
に旅 を す る メ ンバ ー と 対面す る 瞬間 が 来た。 自 分
が 想 像 し て い た よ り す ん な り 友 人 を 作 る こ と が
で き た。 そ の夜 は ツ ア ー で一緒 に な る 高校生 の 人
た ち が 企画 し て く れ た歓迎パ ー テ ィ ー が あ っ た。
私た ち は ゲー ム を し た り 歌 を 歌 っ た り し て 、 よ り
打 ち 解 け 、 お互い を 知 る こ と が で き た。 次 の 日 か
ら 5 日 間 は い ろ い ろ な 場所 を訪れた。 国 際通 り や
平和祈念 堂 、 平和記念 資料館 、 首里城 、 水族館 、
ゃん ば る 、 琉球村。 水族館は世界で二番 目 に 大 き
い と い われて い る も の で、 海 は と て も 美 し か っ た。
砂浜は真 っ 白 で 、 水 は透 き 通 っ た青色 だ っ た。 琉
球村で琉球舞踊 も 体験す る こ と が で き た。 ツ ア ー

が 終わ っ て 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 家 に 戻 り 、 ま た
一緒にす ごす こ と が で き た。 そ し て お別れパ ー テ
ィ ー の 日 を 迎 え た。 と っ て も 楽 し いパ ー テ ィ ー だ
っ た け れ ど も 、 同 時 に と て も 悲 し か っ た。 こ の 五
日 間 で と て も 仲 良 く な っ た 皆 に さ よ な ら を 言 わ
な けれ ばい け な い か ら だ。 私た ち は皆泣い た。 お
互 い の 写真 を撮 り 、 別れ を 告 げ、 そ し て 自 分 の 国
へ帰 っ た。 五 日 間 で こ ん な に 沢 山 の 人 と 親 し く な
れ る な ん て想像 も で き な か っ た。
こ の よ う な 素 晴 ら し い 人 た ち と 出 会 う こ と が で
き 、 叔母家族 と 四 日 間過 ごす こ と が で き た こ と を
と て も 幸運 に 思い ま し た。

Okinawa Experience 

Before I left for this Junior Study Tour, I was a 
bit hesitant to go because it would be so hot and 
humid, and plus the idea of traveling around 
Okinawa with complete strangers wasn't very 
comforting. But after I arrived and was greeted 
by my Aunt Judy and other Ken-jinnkai 
members I was a bit more confident about the 
trip . I have never experienced a weather like 
Okinawa's . As I stepped outside it felt like a 
never ending Sauna. I spent the first two days 
with my aunt at the beach and the second night 
I went to an Omatsuri with my Uncle's friend's 
daughter Mina. It was very exciting experience 
since I had not been to one in many years . Soon 
Monday had come along and was time for me to 
meet my fellow tour members that I would be 
traveling with for the next five days . It turned 
out that it was not as bad as I thought and 
made friends very quickly. That night we had a 
welcoming party hosted by a high school that 
would be participating with us on the tour. We 
played games and learned dances to get more 
comfortable and acquainted. Over the next five 
days I visited places such as the Kokusai road, 
Okinawa's prefectural government, the Peace 
prayer and memorial park, Shurijo Castle, the 
Aquarium, Yanbaru, and Ryukyu Village. The 
aquarium is supposedly one of the biggest 
aquariums built, and the ocean was beautiful. 
It had white sand and water was clear sky blue . 
I also learned how to dance Buyo at the Ryukyu 
Village . As our tour ended, we were driven back 
to our host families to spend more time with 
them and then the following night was our 
farewell party. The farewell party was so 
exciting and fun but at the same time it broke 
all of our hearts w because this day was the day 
that we would have to say farewell to the 
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people that we had gotten so close to over the 
past fie days . We all cried, took pictures with 
everyone, and finally said our goodbyes and left 
for home. I never would have thought that I 
would get so close to so many people in just five 
days . But I am so glad and thankful that I had 
been given this opportunity to meet such 
wonderful people and spend a wonderful five 
days with them and another 4days with my 
Aunt's family. 
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柳 田 コ リ ン タ ケ シ · ヽ→

Yanagida Colin Takeshi 
1 4 歳 2 世
ア メ リ カ U.S .A. 
ワ シ ン ト ン州 沖縄県人会

沖縄滞在 中 に 、 沖縄の 文化 、 そ し て歴史上起 こ
っ た 様 々 な 出 来 事 が 現在 の 文化 に 影 響 を 与 え て
い る こ と を学びま し た。 私た ち が最初 に訪れた と
こ ろ は那覇市で し た。 街 を 回 っ て み て 、 沖縄の街
や道 は ワ シ ン ト ン州 よ り 小 さ い の に 、 と て も 混雑
し て い る こ と に気付 き ま し た。 市 内 に は 、 昔使 わ
れて い た焼 き 物 を焼 く 古い カ マ も あ り ま し た。 そ
の カ マ は 昔 か ら 残 さ れ て い る カ マ の 一 つ で 特別
な焼 き 物 が 作 ら れた所です。
次 に 、 私た ち は第二次世界大戦 で の 出 来事 を 忘れ
な い 為 に つ く ら れ た 平和 祈念 公 園 に 出 か け ま し
た。 戦争 中 生 き 抜 く 為 に 人 々 は誰かの先祖 の お墓
に避難 し て い た 事 を 学びま し た。 ま た 、 傷 を 負 っ
た人達の写真 も た く さ ん あ り 、 人 々 は病で飢饉 に
お そ わ れ る だ け で な く 同 じ 日 本兵 に 殺 さ れ る こ
と さ え あ っ た の です。 生 き 残 っ た 人 々 の 体験 を 日
記 に 書 い た 話 も あ り ま し た。 戦争 中 、 沖縄の 人 々
は 日 本兵 と は 異 な っ た 方 言 を 話 し た だ け で殺 さ
れま し た。 沖縄人 は ア メ リ カ 兵 に殺 さ れた だ け で
な く 日 本兵 に 殺 さ れた の が 多か っ た の です。 ま た
そ こ で 、 戦死 し た 多 く の 人達の名 前が刻 ま れた 大
き な 石壁が ず ら っ と 並 ん で い る の を 見 ま し た。
翌 日 私 達 は 沖 縄 の 住 民 に よ っ て 築 かれ た 中 国 様
式の首里城 に 行 き ま し た。 そ こ に は保存す る 為 に
壁で囲 ま れた小 さ な所が あ り 、 そ こ は神聖な所で
人 々 はそ の 前で祈 る 為 にや っ て 来 る そ う です。
首里城の建物 はみん な 中 国様式です が 、 一 つ だ け
日 本様式の建物が あ り ま す。 首里城の殆 ど が 戦争
で破壊 さ れ、 最近復建 さ れ ま し た。 昔 か ら の建物
は殆 ど残 っ て い ま せん。 首里城 の 中 央 に は大 き な
庭が あ り 、 特別 な祝いや行事が行われ、 国 王 は部
屋 の 中 に あ る 王座 か ら 窓 を 通 し て 見 て い た そ う
です。 戦争 中 に 首里城の 殆 ど が 焼 かれ て し ま い 、
兵隊が襲撃 し 、 国 王 の 王冠が奪われま し た 。 政府
は誰が そ の 王冠 を 取 っ た か分かっ て い る が 、 そ の
人 と 接触す る こ と が 出 来ず、 王冠を 首里城 に 返 さ
せ る こ と が 出 来 な い そ う です。

首里城 を 去 り 、 次 に琉球村 を 見学 し ま し た。 そ
こ に は 沖 縄近海 の 色 々 な 種類 の 魚 が 描 かれ た 壁
や、 昔漁師が使 っ た 船 を 見 ま し た。 さ ら に 昔か ら

残 さ れ た と 思 われ る 小 さ な村が あ り 、 機械 を 一切
使 わ な い手作 り の 工芸 品 や 、 食物等 を 置 く お店 が
た く さ ん あ り ま し た。

そ の 後 、 空 手 の 実演 を 見 ま し た 。 空 手 に 使 う
色 々 な武器 を 見せて も ら い 、 使い方 も 説 明 し て く
れ ま し た。 実演 を見終わ っ て 、 私達 グルー プは実
際 に 空手 を 習 う こ と が 出 来 ま し た。 空手 の 型 の ひ
と つ を 習 い 、 ま た 、 も し襲われた場合 ど う すれ ば
よ い か も 教 え て く れ ま し た。 それぞれの グルー プ
の 練習 が 終わ る と 、 そ の練習 の成果 を発表 し ま し
た。

次 の 日 、 私達はやん ば る ヘエ コ ロ ジー ツ ア ー に
行 き ま し た 。 森 に 住 む め ず ら し い動物 に つ い て 学
び ま し た。 沖縄だ け に 生息す る 、 と て も 大 き く て 、
細 い 足 を 持 っ た蜘蛛 を 見つ け ま し た。 私 は今 ま で
こ ん な 大 き な 蜘蛛 を 見 た こ と が あ り ま せ ん で し
た。 私達は又、 植物 に つ い て も 学び ま し た。 大 き
な さ や豆み た い な植物 が あ り 、 そ の種 を 乾 か し て
ネ ッ ク レ ス や ブ レ ス レ ッ ト 等 が 作れ る そ う です。
森 の 中 を 歩 き 終 え 、 滝 に た ど り 着 き 、 そ こ で し ば
ら く 休む こ と に し ま し た。 下 か ら 眺 め た虹の かか
っ た滝 を 見 て 、 み ん な 写真 を 撮 っ た り し て い ま し
た。 休憩後 、 私達は名 護のパイ ナ ッ プルパ ー ク へ
行 き ま し た。 色 々 な種類のパイ ナ ッ プルやパイ ナ
ッ プル か ら 出 来 た ジ ュ ー ス や お 菓 子 な ど が た ＜
さ ん あ り ま し た。

最後 の 日 は 、 水族館へ行 き ま し た。 お も に 沖縄
に 生 息す る 様 々 な 種類 の 魚 が た く さ ん い ま し た 。
一 番 大 き な 水槽 に は 鯨 や マ ン タ や他 の 魚 が 一 緒
に ゆ う ゆ う と 泳 ぎ 回 っ て い ま し た 。

沖縄に行 く 前 に 、 私 は皆 さ ん か ら 沖縄 は と て も
暑 く 湿度 の 高 い所だ と は 聞 い て い ま し た が 、 着い
て み る と そ れ は猛烈 な暑 さ で し た。 ワ シ ン ト ン州
で は 夜 に は 少 な く と も 温度 が 十度 下 り ま す が 沖
縄 で は 温度 と 湿 度 が 夜 十 時 半 に な っ て も 下 り ま
せん。 外 は ま だ 3 0 ℃ く ら い で私 は ま る で湿気 に
囲 ま れて い る よ う に感 じ ま し た。 沖縄で 1 0 日 間
過 ご し て も 、 そ の 気候 に慣れ る と は思い ま せ ん で
し た 。 話 で 聞 い た 沖縄 は も っ と 小 さ な 町 が 多 く 、
高 層 ビル も 交 通 渋 滞 も 無 い 所 だ と 思 っ て い ま し
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た。 し か し 沖縄に到着 し て み る と 私 の 予想 と は反
対で、 空港の駐車場 を 出 る と 、 夜遅 く に も かかわ
ら ず道路は 車で混雑 し て い ま し た。 ワ シ ン ト ン州
も 混ん で い ま す が 沖縄 と は比較 出 来 ま せ ん。 私 は
道 の 狭 さ と 、 狭い 上地 に 多 く の建物 を 建て て い る
の に驚 き ま し た。

沖縄で の 滞在最後 に 至 っ て 、 多 く の 隣国 で は ア
メ リ カ の 風 習 や 生 活様式 を 取 り 入れ て い る よ う
ですが 、 沖縄は今で も 独 自 の 生活様式、 文化 を 守
っ て い る こ と が 分か り ま し た。 そ れ は本 当 に 素晴
ら し い こ と で 、 私 は誇 り に 思い ま し た。
お 世 話 を し て 下 さ っ た 皆 さ ん に 心 か ら 感謝 を 申
し 上 げ ま す。

During my stay in Okinawa I learned 
many things about the culture and how 
different events in Okinawa's history have 
affected its present day culture . One of the 
first places that we visited while in Okinawa 
was Naha city. When we started our tour 
through the city I noticed that even though 
Okinawa was a smaller place than Washington 
the streets and the cities were much smaller 
and much more crowded. While walking 
through Naha city we stopped at an old pottery 
kiln that was used long ago .  These kilns that 
we saw were some of the only ancient kilns that 
remained from ancient times and they were 
also used to create certain kinds of pottery. 

After we left N aha city we headed for 
the Peace Prayer and Memorial Park which 
was a huge memorial to remember the things 
that happened in World War II. While looking 
through the memorial I learned that during the 
war people had to take shelter in caves that 
usually had ashes from someone's ancestors in 
them just so that they could stay alive. There 
were also many pictures of injured people and 
what the people living in that time had to face, 
such as disease, famine, and even · being killed 
by their own kind. In the memorial there 
were stories that told of different events seen 
through the eyes of some of the survivors told 
through their diary entries . During World 
War II the Japanese would kill people fro!ll 
Okinawa just because they spoke in a different 
dialect from the soldiers; Okinawan people 
were killed not only by the Americans but more 
by the Japanese soldiers than anyone else .  

At the memorial we saw many smaller 
memorials composed of large rock formations 
honoring certain people from World War II, we 
also saw the names of many people that had 
died during the war on a large wall of stone 
which stretched across most of the memorial . 

The next day we headed for Shurijo 
Castle an ancient castle that was built by the 
Okinawan people but in a more Chinese style of 
architecture . On site of Shurijo there was a 
small area enclosed by walls to preserve it; that 
area was a sacred place and people would come 
and pray in front of it. In Shurijo there is only 
one building that is built in the Japanese style 
of architecture all the rest are built in a 
Chinese style . During World War II most of 
the buildings inside the castle were destroyed 
by bombings and have recently been restored. 
Most of the original architecture no longer 
exists there . The center of Shurijo was a large 
open area in which festivals and other special 
occasions would be held, and the emperor or 
king would sit on his throne and look through a 
window directly in front of the throne and 
observe the festivities from inside. When most 
of the castle was destroyed during World War II 
soldiers came in and raided the castle and one 
soldier ended up taking the king/emperor's 
crown, and even though the government knows 
who has the crown they haven't been able to 
contact him and make him return the crown to 
Shurijo .  

After leaving Shurijo we headed for the 
Ryukyuan Theatre where we took a tour 
around the area. On the tour the first thing 
we saw was a wall with all of the different 
species of fish known to exist in Okinawa, and 
after that was saw some of the boats that the 
Okinawan fisherman used in older times.  
Leaving the boats we came to a small village 
which was still standing from previous times 
and there were small shops setup where people 
would craft items and make food the old 
fashioned way by hand instead of using a 
machine. 

Upon the completion of our tour, we 
were given a demonstration of karate. The 
people that came to teach us karate showed us 
some different kinds of weapons and how to use 
them. Once their demonstration was complete, 
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my group began practicing karate with one of 
the students of the main teacher. He taught 
us one of the different kinds of karate that they 
had performed for us earlier and he also 
showed us what to do if someone tried to punch 
you or grab you. When each of our groups 
were finished practicing the "area" we chose 
the study group participated in a small 
performance 

The next day we headed to the Yanbaru 
rain forest to go on an ecology tour. We 
learned about a lot of the different animals that 
lived in the forest, one of them was a type of 
spider only native to Okinawa; that spider is 
much larger than anything I have ever seen but 
is skinnier legged than I would expect with 
such a large body. We also learned some 
things about the plant life, there is a plant 
there that looks like a giant pea pod and when 
it dries out some people use the seeds inside of 
the pod to create necklaces and other types of 
jewelry. At the end of our tour through the 
forest we came to a waterfall, where everyone 
decided to take a break and stay there for a 
while. A lot of people decided to take pictures 
of the waterfall because the view of the 
waterfall from the rocks below was incredible 
and there was a small rainbow that stretched 
across the bottom of it. After everyone had 
finished resting at the waterfall we headed to 
the Nago pineapple park. There we saw many 
different kinds of pineapples and also every 
kind of product that could possibly be made 
from pineapples , which included everything 
from juices to pastries. 

For our last tour day we headed to an 
aquarium that exhibited many different species 
of fish that were mainly native only to Okinawa. 
In one of the largest tanks in the aquarium 
there were two huge whale-sharks swimming 
slowly around the tank along with a few Manta 
rays and other fish. 

Before visiting Okinawa, I expected it to 
be hot and humid because everyone had 
warned me about the climate, but when I 
arrived there hot and humid was an 
understatement. In Washington the 
temperature would always drop at least 10  
degrees at  night, but in Okinawa both the 
temperature and humidity would barely budge. 

Even at 10 : 30pm it was about 85 degrees 
outside and felt like a mist was surrounding me 
the whole time. Even after staying there for 
10 days I still don't think I ever completely 
acclimated to the weather. I had also expected 
Okinawa to be covered in small cities without a 
lot of buildings and without a lot of traffic just 
from what I had heard. But when I arrived 
there it was the complete opposite, once we got 
out of the parking lot to the airport all I saw 
were crowded streets and a ton of cars 
considering it was late at night. Washington's 
cities are crowded but it is nowhere in 
comparison to the cities of Okinawa. I was 
amazed at how small the streets were and how 
closely they placed buildings in such small 
areas . 

In the end during my visit to Okinawa 
I found out that even though many of the 
neighboring countries are adopting American 
traditions and lifestyles , Okinawa has been 
able to retain and hold its own unique culture 
and lifestyle. I think that that is wonderful 
and it makes me very proud of my heritage . I 
would like to sincerely thank everyone who 
helped in the organization of this year's Junior 
Study Tour. 
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ア シ ュ リ ー フ リ ッ ク
Ashley Frick 
-：[1璽＿―-一三二□二：二：：二：二：二：：ロ

ア メ リ カ U.S .A. 
ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会

世界中 に友達ができ、 これまで会う機会のなかった家族
に出会うことができた、 沖縄での素晴しい体験を報告さ
せていただけることに感謝します。

沖縄では、 県庁を訪ね、 人と島文化の過去と現在を学び、
平和祈念公園で時間を過ごし、 私 自 身についてこれまで
知らなかった多くのことを発見しました。 そして、 本物の
友情、 誠実さ、 信頼関係を経験したほか、 ちょっとしたロ
マンスもありました。
私たちの生真面 目 な様子や可笑しな場面は、 2003年ジ
ュニア ・ スタディ ・ ツアーの全行程に密着していた撮影班
により 、 すべてカメラに収められました。

ツアー はもち ろん忘れられないも のでしたが 、 中でも 一

番の思い出は、 参加者がそれぞれ、 サンシン、 琉球舞踊、
空手の 中から一つを選んで2時間ほど練習した時間です。
私は 「空手」 を選びました ！ 私たちは、 皆が食事をしてい
る前で披露しなければな り ませんでした。 ほとんどの参
加者、 特に私は、 もうボロボロでしたが、 それが却ってい
い思い出になりました。

世界からの参加者のほとんどは、 木々 の少ない大都市に
慣れていますが、 沖縄は美しい 自 然のある緑広がる 島。
その美しい景色を見るため に、 私たち は比地大滝までエ
コツアーをし、 そこで 自 由 に飛び込み涼みました。 暑さが
厳しく 、 中には湿気に慣れない参加者もいましに 私もハ
イキング半ばで気を失い、 道にあった一番大きな岩につ
まづいて転んでしまいました。 ようやく滝に辿りついた私
は、 喜んで1 時間たっぷり と泳ぎまわりました。

その翌 日 はいよいよビーチ ！ 私はあまり に興奮していた
ので、 バスの 中で歌まで作ってしまいました。 その歌を、
友達になったコリン、 ケイティ、 タイ、 オリバー に歌ってあ
げると、 勘弁してくれと言われてしまいました ！ 私たち は
まず、 水族館とイルカ ・ ショーを見ました。 ビーチは綺麗
で太陽がとてもまぶしかった。 泳いだり 、 日 光浴をしたり、
砂でお城をつくって壊しあったり 、 ビーチバレーをするな
ど、 いろいろなことをして楽しめる場所でした。 私は、 泳
いで、 日 光浴をして、 ビーチバレーでは友達と衝突して
しまいました。 その夜、 宿泊先のペンション ・ カロライナで

は、 素敵な友達たちが、 よく 日 焼けした背中をしつかり と
叩くことを忘ぷしませんでした ！

最初から最後まで、 私は 自 分についてたく さんのことを
発見しました。 自 分がしっかり者で、 リ ーダータイプで、 物
事の善し悪しが判る年齢なんだということを知りましに 友
達は、 私が身も心もきれいな人間だと言ってくれ、 見返り
を求めないで与えていれば幸せになれると言ってくれま
した。
今回の旅でできた大勢の友達とは、 今でも連絡をとりあっ
ています。 この旅でたくさんの経験が得られたのは、 テイ
コさん、 ヒデコさん、 トモさん、 おばあちゃんのユキとおじ
いちゃんのロバート ・ ストケッタ、 そして、 この素晴しい旅
を準備してくれた母と父のお陰です。

このツアー は世界から多く の国々 を呼び寄せ、 この時だ
けは、 身のまわりの憎悪や戦争のことを忘れさせてくれま
した。 私は、 この感覚は誰もが皆、 経験するべきだと信じ
ます。 なぜなら、 この旅の平和に満ちた感覚は、 憎しみ
や怒りをはるかに超えるものだからです。 旅のあいだ中、
カメラでは捉えることのできない、 しかし記憶の 中 に生き
続ける 、 新しくできた友達との素晴しい瞬間がたく さんあ
りました。 あまり にも楽しかったので、 同じ友達たちと5年
後にまた沖縄を訪ねようと計画しています。 この先、 他の
人達もジュニア ・ スタディ ・ ツアーを体験できることを願っ
ています。

Thank you for the opportunity to tell you of my wonderful 

experience in Okinawa, where I made friends from all over 

the world and had the chance to meet family I never met 

before. 

In Okinawa I learned of the prefectual government, the past 

and present culture of the people and land, spent sometime in 

the Peace Prayer and Memorial Park, and found out things I 

never knew about myself I also experienced true friendships, 

loyalty, trust, and maybe even a crush. 

Through out the entire trip, the Junior Study Tour of 2003 

was followed closely by a fihn crew that captured every 
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serious and hilarious moment that the students may have 
encountered. 

Although the trip was unforgettable, to me, the number one 
memory was when the students had maybe two hours to 
learn either sanshin, the traditional Ryukyu dance, or karate. I 
chose K叩IE! We had to perform in front of an audience 

while they ate their meal. Even though most of the students, 
especially me, messed up it made the whole experience even 

better. 

Most of the students from other countries are used to big 
cities with scarce trees, but Okinawa is a vast green slate 
with beautiful nature. To see the beautiful scenery the 
students took an ecology tour to the Hijiotaki Waterfalls 
where we were allowed to jump in and cool off. The heat 
was intense and not everyone was used to the humidity. 
Halfway through the hike I ended up passing out and then 
tripped over the biggest rock in the pathway. When I finally 
reached the waterfall, I gladly swam around for a good hour. 

The very next day was the beach! I was so excited that I 
made a song up while we were on the bus ride. I sang it to 
my friends Colin, Katie, Ty and Oliver from the trip and they 
begged me to spare you! First we went to the aquarium and 
to a dolphin show. The beach was beautiful and very sunny 
out There was much you could do like swimming, tanning, 
knocking over each others sandcastles or playing volleyball. 
I swam, tanned, played volleyball and of course got hurt in a 
collision and had a very nice patch of sunburn. That night at 
the Pension Carolina my wonderful friends made sure I got a 
nice smack on the back! 

From beginning to end I found out a lot about myself I 
learned that I have a strong personality, I'm a leader, and that 
I'm old enough to know the difference between right and 
wrong. I learned from others that I am a beautiful person 
inside and out and can be happy giving and not receiving 
anything in return. 
On this trip I made many friends that I'm still in contact with 
today. On this trip I experienced so many things that I 
wouldn't have been able to experience if it wasn't for 
Teiko-san, Hideko-san, Tomoo-san, my Oba-chan and Ogi 
Yuki and Robert Stocketta, and my mother and father who 
prepared me for my great trip. 

This trip brought many countries from all over the world 
together and for once this year, we forgot about all the hatred 
and war going on around us. I believe that everyone should 
experience this feeling because all the peacefulness on this 
trip would smpass any hatred or anger. On this trip I had so 
many great moments with new friends that could never be 
captured by a picture or fihn, but could always be replayed 
in my mind. I had so much fun that I'm planning on going 
back to Okinawa again with the same friends in five years 
from now. I can only wish that others have a chance to 
experience the Junior Study Tour of years to come. 
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仲原 オ リ バー 竜 司
- -

Nakahara Oliver Ryoji - - - -- - - - - - - - - -

1 6歳 2 世
カ ナ ダ Canada 
カ ルガ リ ー 沖縄県人会

世代の架け橋、 ジュニアス タ ディ ー ツ アー

夏休みを間近に控え、 友達、 バ ン ド、 野球ク ラ ブ等で
毎 日 を過 ごす こ と を心特ち に していた矢先、 左肩を傷
め、 こ の夏一切のス ポーツ を禁 じ られて しま っ た。 「つ
ま ら ない夏休みにな る なあ 」 と 気落ち していた と き 、
ジュニアス タディ ーツ アー参加者推薦の連絡が入っ た
のだ。 最後に沖縄を訪れたのは 6 年前、 こ の旅が忘寸し
られない想い出になる と 確信 していた。 ただ沖縄の文
化を学ぶ と い う こ と だけでな く 、 他国か ら参加する沖
縄の子弟達 と も 出会え る か ら だ。

飛行機に足を踏み入れる前か ら長時間の飛行を覚悟 し
ていたが、 合計 1 5 時間の窮屈 さ は大いに報われた ！
なま温かい湿った空気が鼻を突き 上げて き た瞬間 幼
かっ た頃の記憶が甦っ て き た。 真夜中近 く だ と い う の
に、 暑 さ は相 当 に厳 しい ！ 身体中の水分が先を争っ て
湧き でて く る。 ジ ワ ジ ワ した も の を絶え間な く 肌に感
じなが ら 「ああ、 ふ る さ と だなあ ！ 」 と 心が安 ら いで
い く の を感 じた。

ツアーの初 日 、 私に と っ て最高に緊張 した 日 だ と いえ
る。 他国か ら参加 してい る 同年代の生徒達 と 顔を合わ
せる こ と はわかっ ていたが、 新 し く 友達をつ く る と い
う こ と は どんな時で も難 しい も のだ。 人いっ ぱいの部

屋に足を踏入れよ う と した時、 「何だ、 学校の始業式
と 変わ ら ない じゃ ないか」 と 少 しは気が楽になっ た。
ただ一つため ら っ たのは 「言葉の壁」 。 それで も しば
ら く する う ち に 「ま て よ 、 日 本語が全 く 話せないのは
自 分だけ じゃないぞ ！ 」 と 気がついたのだ 。 それか ら 、
恥を捨て、 まず米国か ら の参加者た ち と 話 し始め、 日
が経つに連れ、 日 本語を一言二言使いだせる よ う にな
っ たのだ。 最初の 2 , 3 日 を通 して、 地元の生徒達 と
ゲーム を した事で更に典味が湧いて き た。 彼 ら が教え
て く れた 「チュ ンチュ ン」 と い う 遊びが、 みんな と の
コ ミ ュ ニケーシ ョ ンを取る優れた道だ と は直 ぐ に気づ
かなかっ た。 こ の遊びで、 お互いに共通する も のが見
いだせただけでな く 、 楽 し く 時を過 ごせる こ と ができ
たのだ。 それを き っ かけに、 急激に親睦が深ま り 、 同

じ グループの仲間だけでな く 、 他の グループの生徒達
と も新 しい会話が広が っ ていっ た。

ホテルの部屋に落ち着き 、 夕食を終えたあ と 、 面 白い
ゲームや踊 り で和やかなひ と と き を過 ご

‘
しなが ら夜が

更けていっ た。 関係者の方々 、 地元の生徒達は、 と て
も親切で、 親 しみやす く 、 楽 しめないはずがなかっ た。
楽 しい夜のひ と と き に後ろ髪を引 かれる想いで部屋に
戻 り 、 こ の一 日 を振 り 反っ てみた。 初 日 か ら 、 非常に
興味深い場所を訪れ、 私は今迄、 沖縄に こ んなに興味
深い遺跡な どが存在する と は知 ら なかっ た。 全ての史
跡を訪問 した と はいえないが、 故郷であ る 沖縄の伝統
は非常に興味深く 、 予想 した以上に多 く の こ と を学ん
だ。

疇な こ と は、 自 分が 日 本語を充分に話すこ と が出来
ず、 聞いて理解する事 しか出来なかっ た こ と だ。 それ
で も 、 自 分な り に一所懸命、 よ り 多 く の言葉を習 う 努
力 を し、 幾度 も仲間達を相手に話すよ う に していた。
ま た、 私は地元の参加者に、 彼 ら が今迄学んでき た英
語を使用する影響を与えただけでな く 、 数々 の英会話
の秘訣を教え る 事 も でき たのだ。 参加 してい る 地元の
生徒達は、 こ のツ アーの為に英会話を習い始めたばか
り だっ た と い う ので、 どの よ う な反応を示すのか と て
も典味深かっ た。 だが、 す ぐに会話に不 自 由 しないこ
と が判 り 、 しかも こ ち ら が ゆっ く り と 説明すれば、 単
詞手や決ま り 文句の意味も理解出来た よ う だ。 彼 ら の、
英語を喋る のだ ！ と い う 意気込みは、 私 自 身に と っ て
も 、 ただ 日 本語を上達させる助けになっ ただけでな く 、
ため ら わず、 自信を持って、 日 本語で意恩表示を頻繁
にする こ と を促が して く れた。

一週間を通 して、 数々 の史跡を訪問 した。 G 8 サ ミ ッ
ト の開催場所、 海洋博公園、 世界最大の水族館、 首里

城、 そ してエ コ ツアー。 その 中で、 沖縄文化学習の一

っ と して訪れた、 沖縄県平和祈念資料館は最も私の興
味を引 いた。 昔、 沖縄住民が、 上地の権利獲得の為に
戦っ た戦争について充分に教え られた。 その戦いで辛
苦を乗 り 越えて来た沖縄住民の愛郷心 と 魂、 その伝統
を受け継 ぐ血を引 てい る こ と を更に誇 り に思っ た。 巨
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大な漆器彫 り の仏像は、 驚く 程の迫力だっ た。 仏像が
彫 られた悲 しい由来を知 り 、 そ して 「魂を打ち込めば
何事 も成せば成る ！ 」 と 教え られた。

数々 の活動に参加 した中で 「紅型染め」 は非常に興味
をそそ られた。 独創的な方法で、 昔か ら の製造過程を
しつ か り と 教え られ、 実際に、 自 分で作っ た紅型を持
ち帰る事が出来たのは と て も う れ しかっ た。
ェ コ ツアーで、 滝ま で歩いた事も素晴 ら しい体験だっ
た。 徒歩で上っ た り 、 下っ た り したのはかな り の運動
だっ たが、 自 然に囲まれた山道を一歩一歩踏み締め、
最後に辿 り ついて 目 に した滝は、 本当 に美 しかっ た。
多 く の植物が、 戦争中 に食料や薬 と して役立っ た事を
学ぶ事も でき た。

以前に も 沖縄を訪れた こ と はあ っ たが、 こ の旅が最も
心に残る旅だ と 正直に言え る。 最後に訪れた時は 9 歳
の頃、 ツ アーで出逢っ た仲間 と の新 し く 芽ばえた友情
を含め、 こ の旅 こ そ永久に私の記憶に残 る だろ う 。
様々 な場所での見学や体験を通 して得た数々 の知識を
身に締め 「私は、 沖縄出身だ」 と 誇 り 高 く 言える。 戦
場で最悪の状態であ り なが ら も郷土を守る為に戦い続
けた沖縄住民 敗戦 したに も かかわ らず、 誇 り を持っ
て戦っ た沖縄人の子孫であ る こ と の誇 り を湧き 上げて
く れた。

旅も終 り に近づき 、 最終 日 の 「 さ よ な らパーテイ ー」
では、 複雑な思いが、 一人一人の胸の 中 を め ぐ っ てい
ただろ う 。 短い期間だっ たが、 ツアー中 に芽生えた深
い絆は、 長年の友の よ う に感 じた。 笑顔の上に フ ラ ッ
シュ がキ ラ メ ク 中、 「 も しか して、 も う 二度 と 会えな
いかも ・ ・ ・ 」 と 淋 しい想いが胸の奥を埋めてい く の
がひ しひ し と 感 じ られた。

あれか ら一週間、 旅の想い出は、 ま だ乱の瞼の奥に刻
み込まれている。 旅の初 日 に出会っ た笑顔、 夜、 焚き
火を囲っ て踊っ た こ と 。 こ の旅で、 学び、 過 ご した全
てのひ と と き を決 して忘れる こ と はないだろ う 、 そ し
てまた、 これか ら も私の人や歴史に対する見方に大き
な影響を与え る こ と だろ う 。 2 0 0 3 年の ジュニアス
タディ ーツ アーに、 参加する機会を与えて く れた沖縄
の方々 に深 く 感謝 します。 私は、 こ の素晴 ら しい体験
を通 して得た知識を、 次の世代に伝えて行 く つ も り で
す。 ま た、 ツアーの間、 問題も 無 く 、 参加者が楽 し く
過 ごせる よ う に と 、 いろいろ と 手助け して下 さ っ たボ
ラ ンテ ィ アの方々 に も 、 感謝 します。 いつの 日 か、 心
引 かれる美 しい故郷沖縄に戻れる こ と を願っ て。

A couple months during school before the summer was to 

begin, I would have been looking forward to the same old 

summer. A summer filled with friends, my band and a 

baseball season to finish. But recent accidents in sport 

related injuries have led me to realize that I would not be 

able to be apart of those events during this summer. 

Depressed by the fact that I would not be doing anything this 

summer my mother received a call from the local Okinawa 

club in my city. Surprised by the fact that I have not been 

to Japan in 6years, I knew that this trip would be a memory 

that I would never forget. Not only because of the 

Okinawa culture would I learn, but the friends that I would 

make from all over the world. 

Before I had even set foot on the plane itself, I knew that it 

would be a long flight to my destination. But after the totaled 

1 5  hour flight I realized that the long hours had been worth it. 

、 The wann humid air that I first breathed in m叫e me feel like 

when I was a kid. Although it had been near night time, it 

had still been very hot. Even though the constant sweating 

and humid air, I felt as though I were in heaven it felt like my 

real home. 

The first day had been the most nerve racking for me, I knew 

that I would be meeting people my age from different 

countries but making new friends is always hard. As I 

stepped into the room filled with people, I realized that it 

would be no different than your first day at school. The 

only thing holding me back was the whole language barrier. 

Then I remembered that I would not be the only one that 

would not be speaking a lot of Japanese. I first began to 

talk to kids from America then as the day moved on I broke 

out from my shy shell and tried to strike a conversation in 

Japanese with the knowledge that I knew. . This to me 

had became interesting because, with the examples of 

playing games from the first few days with Okinawa 

students. It had not yet occurred to me that a game that the 

Japanese students taught to me "chun chun", was in fact a 

very good way of communicating to everyone else. Not 

only did it create us to have something else in common but 

also a way to have fun with each other. >From then on the 

friendships just kept developing, not only with the same kids 

every day but starting new conversations with others. 

As we settled into our hotel rooms and had dinner, the night 

was filled with fun games and dances to make us feel more 

welcome. All of the students and staff had been so friendly 

and helpful that is was difficult not to have fun. As the 

night fun had settled down and we headed back to our rooms, 

I sat in my bed thinking of the days I had ahead of me, and 
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what an experience it was going to be. From the first day 
on we had visited many extremely interesting sites; I never 

knew that a place like Okinawa would have so many 

interesting places to visit. Not to mention all of the 

historical sites that we had gone to visit. Leaming about 

my Okinawa heritage and my native land had been so 
interesting and I learned a lot more than I thought I would 
have. 

Sadly I had come to realize that I could not speak my native 
language very well, but only understand what was being said. 
But with that I tried my hardest to learn more of the language 
and used it often to my other friends. Not only that but I 
also influenced them to use the English that they have been 
learning, so that maybe I could throw in a few tips. All of 
the students had previously learned the English language 
prior to the tour, so I found it very interesting to see how they 
would do. I soon found out that all of them had spoken 
English very well and they could understand it if explained 
slowly. With their eagerness to speak more English it had 
encouraged me to speak my mind more often. Not only 
did it help me improve my Japanese but my self confidence 
to speak more often in my native tongue and use it as often 
as I could. 

Through out the week we had visited many sites such as 
where the G8 summit had been held, the giant aquarium 
expo, the Shuri Castle and the Nature hike. Out of all of the 
sites visited, I had felt that the cultural lessons learned at the 
Okinawa Prefectural Peace Memorial Museum had been the 
most interesting. It had taught me well about Okinawa's past 
and the war that was fought to obtain right over the land. 
Now knowing of the hardships that the Okinawa Citizens 
have been through that war, I am even more proud to be part 
of an Okinawa heritage. I had also thought that Bhudda 
that we had visited made of lacquered wood was very 
extraordinary. It beards a very sad story of a man who built 
it and why he did it. This had made me realize that if you 
put anything to your mind you can eventually achieve it. 

With the many activities that I had been involved in, I 
thought that the Bingata painting had been the most 
intriguing. It had taught me of the original ways that the 
creators had done it in the past. I was also lucky enough to 
take my piece of art home with me. Another activity such 
as the Nature hike to the water fall was another amazing 
experience. Trekking on and on up and down up and down 
was quite the work out. In the end the site of the waterfall 
had been beautiful along with the much natural vegetation 
that had been viewed on the way. I learned a lot about the 

plants that had helped many soldiers in the war for food and 

other uses. 

Although I had visited Okinawa before, I can honestly say 
that this is the one trip out of all of them that I will remember 
the most. For when I had visited long ago I had only been 
around 9 years old, this experience will last in my mind 
forever, with the many friends that I have met throughout 
this trip. Not only that but all of the sites that we had gone 
and visited, all of the information that I had taken in and how 
I realized to be more proud of where I am from. I found it 
most interesting that no matter how bad the circumstances 
were in the battle for Okinawa the Okinawa people still 
proceeded to fight for their land. Even though in the end 
they were defeated the thought that they fought and fought 
j ust for their pride, makes me proud to be who I am. 

As the tour was coming to an end with sayonara party, many 
thoughts and emotions had been going through eveiyone' s  
minds and hearts. During this trip eveiyone had created 
such a deep bonds with one another. Even though it had 
been such a short time to get to know each other, it had felt 
as though we had been friends for years. Not knowing 
much about them, I still had felt a strong bond between us all. 
Maybe it had been because we had so much in common 
together but we j ust did not know it. It had been a veiy sad 
moment realizing that I may never see the friends that I have 
met in Okinawa ever again, and I think that eveiyone else 
knew it as well as the cameras flashed to hold the memories. 

It has now been j ust about one week since I have got back 
from the junior study tour, but the memories in my mind are 
still there as if they j ust happened. I still remember the first 
day in which I had arrived to smiling faces, to the bonfire at 
night in which we all danced together. I will not forget one 
moment of this trip and it will always have an impact on my 
outlook of people and history itself Not only of the 
Okinawa heritage and culture but the lessons of life learned 
from its experiences. I would like to thank the Okinawa 
Government for allowing me to be involved with the Junior 
Study Tour of 2003 . It has been an amazing experience for 
me and I hope to fulfill my knowledge to the generations to 
come. I would also like to thank all of the volunteers on the 
tour; they had made it fun and a very comfortable learning 
environment. One day again I will return to my home land, 
the land ofbeauty and the land that I love. 
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フ ィ リ ヒ゜ ン Philippines ------------- --------

フ ィ リ ヒ゜ ン沖縄県人会 （ ［ 喜ニラh

フ ィ リ ピ ン を 代 表 し て こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ
ー ツ ア ー に 参加 で き た 事 を と て も 名 誉 に 、 そ し て
う れ し く 思 っ て い ま す。

出 発 す る 数 ヶ 月 前 ま で は ま っ た ＜ 興奮 し て い
な か っ た の です が 、 当 日 を 迎 え 、 あ と 数分で那覇
空 港 に 到 着す る と い う そ の 時 に な っ て こ れ は 夢
で は な い の だ と 気づ き ま し た。 き れい な海、 美 し
い 島 に 降 り 立 っ た と き 、 私の望みは 叶 っ た の だ と
思い ま し た。

フ ィ リ ピ ン の 国 旗 と ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア
ー の マ ー ク を 掲 げ て 、 ス タ ッ フ の 方 々 が満面の笑
顔で私た ち を 温か く 歓迎 し て く だ さ い ま し た。 親
戚 の 皆 さ ん ま で 空 港 に 迎 え に 来 て く れ る と は 思
っ て も い ま せん で し た。 彼 ら の 姿 を 一 目 見 た と き 、
感動 し て 心 が 震 え ま し た。 さ ま ざ ま な感情 が 入 り
混 じ っ て 、 祖母や、 真境名 ふみ こ さ ん 、 私が愛
す る 人 た ち の 記憶 を よ み が え ら せ て く れ ま し た。
真境名 さ ん 一家 は そ の夜 、 家族皆で私 の た め に歓
迎会 を 開 い て く れ ま し た。 そ の と き の 気持 ち は と
て も 言葉 で は表せ ま せ ん が 、 皆が集ま り 、 一 つ に
な り ま し た。

待 ち に待 っ た 日 が 来 ま し た。 午後 一 時 に 、 ツ ア
ー の 参加者が 沖縄県 国 際交流 ・ 人材育成財団 に集
合 し ま し た 。 そ の あ と 船員会館 に 向 か い ま し た。
そ こ は 、 私た ち が 二泊 す る 宿 で 、 あ ら か じ め 指定
さ れ た ル ー ム メ イ ト と も に 過 ごす こ と に な り ま
す。 七時か ら 交流 プ ロ グ ラ ム や ゲー ム を す る こ と
に な り ま し た。 ト リ シ ア と 私 は フ ィ リ ピ ン の フ ォ
ー ク ダ ン ス で ‘ レ ロ ン レ ロ ン シ ン タ ＇ と い う
ダ ン ス を披露 し ま し た。 皆 は と て も 感動 し 、 拍 手
を送 っ て く れ て 、 フ ィ リ ヒ° ン の 衣装で皆 と 写真 を
撮 っ た り し ま し た。 と っ て も 楽 し か っ た です。 そ
し て 10 時 に は就寝 し ま し た。
7 月 22 日 （火）

ス ケ ジ ュ ール通 り に 七 時 に 起床 し 、 そ の 三十分
後 に 朝食 を と り ま し た。 8 時半 に は 出発 し て 、 沖
縄県庁 を訪れま し た。 そ こ で簡 単 に 私 た ち の第二
の 故郷、 沖縄 に つ い て勉強 し ま し た。 そ の 後 、 国
際 どお り に 行 き ま し た。 安 く て ウ ィ ン ド ウ シ ョ ッ
ピ ン グ が で き る お店 が た く さ ん あ り ま し た。 午後

公 ， § ，

1 時か ら 午後 三時ま で昼食 を 取 り 、 平和記念資料
館 に 向 かい ま し た。 そ こ で職員 か ら 簡 単 に こ の施
設 に 関す る 説明 を 受 け 、 沖縄戦 の ビデオ を み ま し
た。 そ し て 、 平和 の礎 を 見 て 周 り 、 平和祈念 堂 に
行 っ て 折鶴 を 奉 げ ま し た。 ホ テ ル に戻 っ て 午後 七
時 に 夕 食 を と り 、 就寝時間 ま で に い く つ か の レ ク
リ エ ー シ ョ ン を し ま し た。
7/23 （水）

笑顔 で 始 ま る 一 日 は と っ て も い い で す ね ！ 今
日 はパ ト リ シ ア ・ レ ジー ナ の 誕生 日 な の です。 彼
女 の 誕生 日 を 歴 史 あ る 首 里城 で 迎 え る こ と が で
き 、 私た ち は と て も う れ し か っ た です。 首里城で
は 、 ず っ と 昔 に 存在 し た 琉球王朝 に つ い て 学びま
し た 。 そ の 後 は 、 琉球村 に行 き 、 沖縄の伝統工芸
に つ い て 勉 強 し ま し た 。 そ し て 、 三味線、 舞 踊 、
空手 の 三つ か ら 自 分が興味の あ る も の を選び、 そ
れ に つ い て 学び ま し た。 私は琉球舞踊 を選択 し ま
し た。 各 コ ー ス と も そ の 練習 の成果 を み ん な の 前
で披露 し ま し た。

今 日 は 昨 日 と は 違 う 場所ペ ン シ ョ ン キ ャ ロ ラ
イ ナ に宿泊 です。 こ こ で三 日 間 、 新 し く 割 り 当 て
ら れ た ル ー ム メ イ ト 達 と 過 ご し ま す。 夕 食 の 後 、
ト リ シ ア の誕生 日 の た め に 、 サ プ ラ イ ズパー テ ィ

ー が あ り ま し た。 こ れ に は本 当 に 驚 き （ サ プ ラ イ
ズ ！ ） で し た。 私 と ト リ シャ は本 当 に何 も 知 ら な
か っ た の です。 ト リ シ ア に と っ て は こ の 大切 な 日
を 家族 と 過 ごせ な か っ た け ど 、 と て も 嬉 し そ う で
し た。 み ん な に 祝 っ て も ら っ て 、 と っ て も い いパ

ー テ ィ ー で し た 。 本 当 に と て も 楽 し か っ た です。
7/24 （木曜 日 ）
さ あ 、 行 く ぞ ！ 最 も き っ そ う な 一 日 の 始ま り です。
朝 の 10 時 に ヤ ンバルエ コ ツ ア ー に 出発 し ま し た。
最初 に オ リ エ ンテ ー シ ョ ン を し 、 美 し い 比地大滝
を 見 る た め に長 い 、 長い道の り を 歩 き 続 け ま し た。
森 を 歩 い て 登 っ た の は 生 ま れ て 初 め て の 経 験 で
す ！
も う あ ん な に 歩 く こ と は 当 分無 理 だ と 感 じ ま し
た。 で も 、 と て も 楽 し か っ た です。 次 に G 8 サ ミ
ッ ト の 開催 さ れた 万 国 津梁館 を訪ねま し た。 そ こ
は と て も く つ ろ げ る 場所で、 夕 日 と 、 青緑色 の海
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と い う 調 和 の 取れた風景に 囲 ま れて い ま し た。 そ
し て ペ ン シ ョ ン に 戻 り 、 ひたす ら 休 ん で一 日 を 終
え ま し た。
7/25 （金）
と て も 疲れ て い る 朝 で し た。 だ け ど 、 私た ち は最
後 の ア ク テ イ ビ テ ィ を と て も 楽 し み に し て い ま
し た。 ま ず海洋博 に行 き 、 世界で二番 目 に 大 き い
水族館 を 見 に行 き ま し た。 ヒ ト デ に 実際 に触れた
り 、 私 た ち の 国 と は ま た違 う 沖縄 の海の生 き 物 を
勉強 し た り 、 イ ルカ シ ョ ー を 見 た り 、 と て も 興奮
し ま し た。 そ し て 、 ビー チ で レ ク リ エ ー シ ョ ン を
し て み ん な で楽 し い 時間 を す ご し ま し た。 ペ ン シ
ョ ン に 帰 る 前 に パ イ ナ ッ プル パ ー ク に も 立 ち 寄
り ま し た。 バ ーベ キ ュ ー形式の 夕 食 を 終 え て キ ャ
ン プ フ ァ イ ヤ ー が あ り 、 た く さ ん の ゲー ムや、 歌
っ た り 、 踊 っ た り し ま し た。 私 と ト リ シ ア は 、 感
謝 を 込 め て 参加者全員 に 記 念 の 品 を 渡 し ま し た 。
み ん な と 楽 し ん で 、 三 時 に 眠 り に つ き ま し た 。
7/26 （ 士）
今 日 は寝不足 で し た が 、 次 の 日 程の た め に 出発 し
て 、 そ し て み ん な と お別れです。 み ん な 「笑顔」
と 「悲 し み」 の 二つ の顔 を 浮 かべ て 、 ペ ン シ ョ ン
を 出 ま し た。 涙 が こ ぼれそ う で 、 ま た 同 時 に嬉 し
く も あ り ま し た。 ま だお別れパ ー テ ィ ー が あ る か
ら です。
7/27 ( 日 ）
息が詰 ま る よ う な気持 ち で 、 家族 と と も に お別れ
パ ー テ ィ ー の 会場へ行 き ま し た。 修 了 証書が手渡
さ れ ま し た。 私 た ち の経験 し た た く さ ん の こ と が
ビデオで上映 さ れ、 列席者 も 楽 し ん で観て く れて
い ま し た。 そ し て ト リ シ ア と 私 は も う 一度 “ レ ロ
ン ・ レ ロ ン ・ シ ン タ ” を 踊 り ま し た。 （歓迎パ ー

テ ィ ー で踊 っ た の と 同 じ です。 ） 皆 さ ん が 楽 し ん
で観賞 し て く れ て い ま し た。

悲 し い こ と は 考 え な い よ う に し て い た の で す
が 、 つ い に お別れ の と き が 来 て し ま い ま し た 。 皆
に ま た 会 え る と 信 じ て い ま す。 い つ 、 ど こ で再会
で き る か は わ か り ま せ ん が 、 い つ で も そ の 日 を 待
ち 望 ん で い ま す。 ほ と ん ど の 人 が 泣 き な が ら 、 み
ん な と 離れ る 寂 し さ を 隠 し き れ な い で い ま し た 。
で も い つ も の よ う に 「連絡 し て ね ！ 」 と い い ま し
た。 私 も ま た こ ら え き れず に 皆 に 言い ま し た。 「皆
に 会 え な く て 寂 し く な る ！ 」
7/28 （ 月 ）
最後 の 日 です。 フ ィ リ ヒ゜ ン に い る 本 当 の 家族 に 会
え る の だか ら 、 も っ と わ く わ く す る と 思 っ て い た
の に何が が 、 私 の 心 を 引 き 止 め て い る の を感 じ ま
し た。 「 も う 少 し 沖縄 に 滞在 し て も い い ？ 」 と 言
い た い気持 ち に駆 ら れ ま し た 。 沖縄がすで に 私 の

心 の 中 に根付い て い る の を感 じ ま し た。 私の 、 と
て も 大切 な 一 部 です。 こ の 素晴 ら し い 島 、 沖縄 を
私 は と て も 好 き に な り ま し た。

" A one of a kind Adven ture" 
Being one of the "chosen-fe w" for being a 

participan t of the Junior S tudy Tour 2003 is in fact  an 

honor and a great pleasure representing my country, 

having the privilege of vis i ting the homeland of my 

beloved grandmo ther, and experience one of a kind 
adventure. 

At firs t, honestly, i was never that exci ted a few 

months back before the real event. Until i t  was July 1 8 , 

the arrival date, a fe w  minutes before landing at the 
Naha Airport. Then i realized that i wasn' t dreaming. 
Seeing the wonderful ocean and fantastic island, and 
stepping for my firs t s tand at O kinawa was totally a 
fairy tale come true ! 

A heart-warming Philippine flag and a Junior 
S tudy Tour 2003 banner together wi th the s taffs 
welcomed us wi th their extreme smiles. I never 
expected that  my relatives wil l  also welcome me in 
the airport. I was so overwhelmed and touched when I 
saw them. It was actually a mixed emotion I felt, 
remembering back all of the loving memories of my 
Okinawan grandmother, F umiko Maj ikina. I don' t 
know if I was exci ted or I want to cry wi th that  event. 
They even prepared a welcome party for me wi th the 
whole Maj ikina family when the evening came. No 
exact words could express what I really felt  to mee t 
and gather them all for a night. 

J uly 2 1  (Monday) 

The Genesis (beginning) had now come ! It was 
1 : 00 in the afternoon when all of the participants 
gathered, met each o ther, and held an orientation a t  
the O kinawa International Exchange and Human 
Resources Development (OIHF).  After that, we went 
to Hotel Sen-in Kaikan where we will be s taying for 
two nights wi th o ur designated roommates. When i t  
was already 5 :30 ,  we had our interchange program 
and welcome party at 7 :00 in the evening, where 
Trisha and I performed a Philippine Folk Dance 
enti tled "Leron Leron Sin ta" especially for all the 
participants. We were so overwhelmed by all of their 
applause and their picture taking with us wearing o ur 
Filipiniana costume. It was so fun! Then 1 0 : 00 in the 
evening came for the bed time. 
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July 22 (Tuesday) 

As a daily routine, we woke as early as 7 : 00 in 

the morning and have our breakfast 30  minutes after. 

We left the hotel at exactly 8 : 30  to visit the Okinawa 

Prefectural Government (Kencho) . We had 

a brief orientation there where we learned a lot of 

things about our second homeland, Okinawa. After 

that, we went to Kokusai-dori, where you can see lots 

of "yasui" stores to do some window shopping. 

Then have our lunch at 1 : 00. At 3 : 00 in the afternoon, 

we went to Peace Prayer and Memorial Park. We had 

some briefing there by the staffs of the Peace 

Memorial Museum, watched a video clippings, and 

tour of the Cornerstone of Peace (Heiwa no Ishij i) and 

in Peace Prayer and Memorial Hall where we ma血

some Origami. We went back to the hotel again, have 

our dinner at 7 : 00, then did some recreation before 

bed time. 

July 23 (Wednesday) 

What a great day to start with a smile ! Because, 

it's Patricia Regina's tanjobi ! We were so excited 

celebrating her birthday at the Shurijou Castle, where 

we had a little knowledge about the kings of the 

Ryukyu Dynasty, many centuries have passed by. 

Then we went to Ryukyu Mura, where we learned 

Okinawan Traditional Arts. We had a class there 

where we wi11 be choosing one from Sanshin, Buyo, 

or Karate. I chose Buyo, an Okinawan Dance. 

Then each of the class performed on stage. 

This time, we went home to a different hotel, at 

Pension Carolina, where we will be staying for three 

nights with new sets of roommates. After having our 

dinner, we had a little surprise party for the birthday 

girl, Trisha. It was truly a surprise because it was the 

only two of us who didn't know about the surprise 

party. Trisha was very happy even though she wasn't 

able to celebrate it with her family. But it was worth it, 

because a11 of us were able to fulfill the missing space 

she had felt. So it was still fun! 

July 24 (Thursday) 

Here we go…the most tiring day of the activities. 

At 1 0 :00 in the morning, we went to Yanbaru Ecology 

Tour. There we have an orientation first then have our 

longest walk to reach the beautiful Hijiotaki 

Waterfalls . It was the first time I had climb a forest, 

ever ! I swear, I felt like I can't afford to stand and 

walk for a month. But still, it was exciting though. 

Then we went to Bankokushinryokan where the G8 

Summit was held last year. It was very relaxing place 

surrounded by the harmonious sunset and invigorating 

blue-green ocean. We went back again to the lodge 

and just rest, rest, and rest for the whole night. 

July 25 (Friday) 

What a tiring morning ! But sti ll we're so excited 

for the last activity. We went to Ocean Expo Park, the 

second most largest aquarium in the world, where we 

handed a real starfish, saw different marine resources 

of Okinawa and witnessed an exciting dolphin show. 

After that, we had a recreation at the beach, where 

some of us spent a very hot and sticky swimming 

moment with each other. Then we dropped by the 

Pineapple Park before going back at the lodge. We 

had our unique last supper in a barbeque theme. Then 

have our campfire after where we had lots of games 

and danced. Before night ended, Trisha and I gave 

some piece of memorabilia to all of the participants as 

a token of "Thank You" for all of them. Some of us 

spent the night full of fun with their close friends until 

3 : 00 dawn. 

July 26 (Saturday) 

Lack of sleep. But still gotta move for the fun is 

all over and we will be parting different ways now. 

We left the lodge wearing two-mask: a 'smile' and a 

'sad' face.  Quite teary, at the same time glad. But we 

never loss hope, for there is till yet the Farewell Party 

we've been waiting for. 

July 27 (Sunday) 

Holding back our breathe, we still went at 

Miyako Hotel to have our Farewell Party together 

with our families. Governor Keiichi Inamine hand us 

our certificates respectfully. Then a sneak preview of 

our enjoying experiences was shown to the visitors . 

Once again, Trisha and I danced the "Leron Leron 

Sinta" (the same dance we performed at the welcome 

party), where everybody did really appreciate and 

loved our performance.  

Until the saddest fear did not escaped the fact. the 

time when we have to split out the most unwanted 

word, not goodbye, but "Farewell " .  For we believed 

that we'll still be meeting each other. We don't know 

exactly when and where, but we'll always be looking 

forward for it ! Most of us cry and couldn't hide their 

feelings of longing for each other inside. But as we 
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always say: "Keep in To uch ! " .  Well, neither do I 
couldn't hide the words I can not keep to myself: "I ' l l  
s urely miss them all ! "  

July 2 8  (Monday) 

The finale scene is now on air… I thought I was 
so excited coming back home to my real family in the 
Philippines. B ut then, I felt like there was something 
holding me back, and I felt like saying: "Can I extend 
my stay here in Okinawa?" .  For I realized that the 
place has now a space in my heart, it now became a 
special part of me. I've already loved the fantastic 
island of Okinawa. 

Few minutes before the departure time, we spent 
o ur last precio us laughs, smiles, and exchange of 
Thank Y ou's to each other… Until we have to hug and 
kiss them now for the last time and say again the word 
"Farewell " .  As I walk inside and leave them, I couldn't 
control what I really felt inside. it really made me cry. . .  
Then again I said t o  myself the words I cannot keep 
inside of me: " I'LL SURELY MISS THEM 
ALL ! ！ ！ "… ＂I ' l l  be coming back here again and once 
meet you all someday ! ". then smiled, waving to them 
for the last time… 

ACKNOWLEDGEMENT: 
I wo uld like to send my sincere "Thank Yo u" to 

all the following people who now became a special 
part of me and who made all of these possible : 

• Maj ikina Family (Nob uko, Miyuki, Akiko, 
Kimiko, Genichi, etc .)  

• Gov. Keiichi Inamine of Okinawa Pref. Govt. 
• Staff and crew of Junior Study Tour 2003 
• Mr. and Mrs . M unetaka Hirakawa 
• Philippine Okin awan Society 
• all the participants of the Junior Study To ur 

2003 

"THANK YOU SO MUCH" for everytihng ! 
Truly, it's from the bottom of my heart… Domo 
Arigato Gozaimasu ! ！ ！ ！ … • 
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パ ト リ シア レ ジー ナ ノ セ ダ ロ ペス

Patricia Resyna Noceda Lopez 
1 7 歳 3 世
フ ィ リ ピ ン Philippines 
フ ィ リ ピ ン沖縄県人会

号

心 ， 釘

『沖縄発見の 1 0 日 間』
いつ も 自 分の中の 日 本人の部分に興味を持っていま

した。 私の父 と 祖母は沖縄で生まれま した。 沖縄は ど
んな所かな ？ フ ィ リ ヒ゜ンの よ う なのかな ？ な ど、 絶え
ず私の心には疑問が あ り ま した。
父や祖母の故郷を知 る こ と を夢見ていま した。

7 月 1 8 日 9 : 0 0 、 も う 一人の参加者 ミ コ リ ェ ゴ
と 、 引 率者の コ ー ラ アセルデン さ ん と 共に、 フ ィ リ
ピンか ら沖縄へ。 飛行機は福岡に少 し立ち寄 り 、 そ し
て、 4 : 0 5 に那覇空港に到着 しま した。 そ こ では、
ツアーのス タ ッ フ と 、 親戚が私達を出迎えて く れま し
た。 ミ コ は、 親戚の真境名 さ んに会 う のは初めてで、
驚いていま した。 私達の到着をテ レ ビカ メ ラ が撮影に
来ていたので、 ま る でス ーパース タ ーの よ う で した。
ホームステイ は、 真境名 さ ん、 平川 さ んフ ァ ミ リ ー と
一緒に過 ご しま した。 ホス ト の ご家族の皆 さ んは、 と
て も親切で、 時間 を割いて、 私達を色々 な所へ連れて
行っ て く れま した。
ま た、 いろいろな 日 本の食べ物 も作っ て く れま した。
銘苅 さ ん と 彼のお母 さ んには、 ミ ハマ に連れて行っ て
も ら い、 お昼を ご馳走にな り ま した。 観覧車に も乗っ
て、 と て も晴れた 日 だっ たので、 美 しい景色を見る こ
と が出来ま した。
オ リ エ ンテー シ ョ ンで、 参加者全員 と 初めてあった時
は、 不安でいっ ぱいで した。 友達出来る かな ？ ど う や
っ て コ ミ ュ ニケーシ ョ ンを取る のかな ？ プロ グ ラ ム で
ぎっ し り の一週間 を乗 り 切れる かな ？ これか ら 、 何が
待ち受けてい る のかな ？
毎 日 様々 な体験が あ り 、 新 しい発見 も あ り ま した。 平
和祈念公園 を訪れた時は、 戦争に よ る破壊や人々 の苦
しみを思い起 こ させま しに 平和の灯は、 人類の恒久
平和への願いを表 しています。
ゃんばる でのエ コ ツアーは、 沖縄の豊かな動植物を垣
間見る こ と が出来ま したが、 本当 に疲れま した。 比地
大滝の眺めは、 長い道の り を終えた ご褒美の よ う で し
た。
海洋博では、 サメ や珊瑚やマ ンタ 、 今ま でに見た こ と
のない生物な ど、 海の生き物を身近に感 じま した。
ナ ゴパイ ナ ッ プルパー ク では、 パイ ナ ッ プルか ら作っ

た様々 な製品 を試食する こ と が出来ま した。 ま た、 名
護は私の父の生まれた場所だっ たので、 私に と っ て名
護の訪問は特別で した。
プロ グラ ム の余典 と して、 ウ ェルカ ムパーテ ィ ーで民
族衣装を着て、 私 と ミ コ でフ ィ リ ヒ゜ンダンス を披露で
き て う れ しかっ たです。
琉球村では、 舞踊の基本を学びま した。 テ レ ビの取材
で、 フ ィ リ ヒ°ンダンス と の違いをイ ンタ ビュ ー さ れた
ので、 彼 ら にフ ィ リ ヒ゜ンダンス のステ ッ プを少 し見せ
てあげま した。
私達は、 サ ヨ ナラパーテ ィ ーで も 、 ホス ト フ ァ ミ リ ー

の真境名 さ ん と 平川 さ んフ ァ ミ リ ーの為に夢中で踊 り
ま した。 その後、 私達の衣装を参加者の二人に思い出
と して プ レゼ ン ト しま した。
7 月 2 3 日 は私に と っ て忘れ られない 日 と な り ま した。
その 日 は、 私の 1 7 歳の誕生 日 で、 初めて家か ら離れ
て過 ご しま した。 首里城への訪問は、 私に と っ てプ レ
ゼ ン ト と な り ま した。 琉球村では、 自 分へのプ レゼ ン
ト と して、 美 しい琉球着物を着て、 記念撮影を しま し

た。 こ の写真は、 祖先の土地への初めての訪問 と して、
思い出 と な る で し ょ う 。
その夜、 夕食後にツアーのス タ ッ フ皆 さ ん と 参加者の
皆が、 一生の思い出 と な る 日 を作っ て く れま した。 私
の新 しい家族の よ う なみんなが、 誕生 日 の歌を歌っ て
く れま した。 たっ た 2 日 前に会っ たばか り なのに、 私
にプ レゼ ン ト を く れま した ！ なんだか、 も う 一つの家
族 と 自 分の家にい る よ う に感 じ ま した。
私の沖縄での滞在は 目 覚めの旅で した。 沖縄は、 その
豊かな文化遺産や温暖な気候、 そ して人々 の温かい心、
と て も フ ィ リ ヒ°ン と 似ています。 言葉の壁があ っ たに
も かかわ らず、 た く さ んの友だちができ ま した。 そ し
て ま た、 参加者それぞれの文化を知 り 、 色々 な国の文
化や習慣の違いや似ている 点が分か り ま した。
沖縄発見の こ の素晴 ら しい 1 0 日 間に、 沖縄県、 ツ ア
ーのス タ ッ フ ・ ボ ラ ンテ ィ アの方々 、 フ ィ リ ヒ゜ン沖縄
県人会、 そ して、 私の大学に こ のツ アーに参加でき た
こ と を感謝 しています。 真境名 さ ん、 平川 さ んフ ァ ミ
リ ーには、 本当 にた く さ んのお も て な し に感謝申 し上
げます。 第二のお母 さ ん ・ 引 率者の コ ー ラ さ ん、 友達
以上になれた ミ コ ヘも感謝 しています。
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短い滞在で、 た く さ んの思い出ができ ま した。 いつか、
ま た戻っ て き たいです。
しか し今の と こ ろ、 私は 自 分のJV-ー ツ を辿 り 始めた事
を誇 り を持っ て言えます。

DISCOVERING OKINAWA IN TEN DAYS 
I have always been fascinated by the fact that I am 
part Japanese. My paternal grandmother and my 
dad were both born in Okinawa. Many questions 
keep nagging my mind. How does Okinawa look 
like? Is it like the Philippines? I dream of 
discovering the place that Grandma and Papa used 
to call home. 

The answers started to come on July 18, 9 am when 
I left for Okinawa on board Philippine Airlines 
together with my co-delegate, Micko Llego and our 
chaperone, Tita Cora Acerden. After a brief 
stop-over at Fukuoka we touched down at the Naha 
airport at 4:05 pm. Here, we had our first taste of 
Japanese hospitality. The tour organizers and staff 
plus our host families were at the airport to 
welcome us. Micko had a surprise of her life when 
she met for the first time her paternal relatives, the 
Majikinas. We felt like "superstars" upon seeing a 
TV crew and some photographers taping our arrival 
on the land of our ancestors. 

Our homestay was spent with either the Majikina 
or Hirakawa families. Our host fam山es were ve巧
accommodating and spent so much time in bringing 
us to Kokusai dori, Jusco and Ryubo malls, Naha 
beach, a sticker facto巧 and to the night flea 
markets for some shopping. They also made sure 
that we tried different varieties of Japanese food 
and delicacies. Mr. Mekaru Taishin and his mom 
went out of their way to bring us to M加ma for a 
sumptuous lunch and a ride on the giant Ferris 
wheel. On that clear sunny day, we had a 
magnificent view of Naha City. 

When I met the other participants for the first time 
at the orientation, I had my apprehensions. Will I 
gain new friends? How do can we communicate 
with each other? Will I survive one week of hectic 
activities? What's in store for us? 

Everyday was a learning experience. With each 
activity, there was something new to discover and 
explore. A visit to the Peace Memorial Museum 

re:rrrinds everyone of the ill effects and destruction 
caused by wars. The Flame of Peace justifies man's 
quest for lasting peace. The Yambaru ecology tour, 
though exhausting, gave us a glimpse of Okinawa's 
rich flora and fauna. The sight of the Hiji waterfalls 
is a welcome reward to an hour-long trek through 
bridges, never-ending stairs, rocks and stones 
covered with ferns and moss. At the Ocean Park 
aquarium, I · felt so close to the unde四ater
creatures like the whale sharks, the sch⑲s of fishes, 
corals, manta rays and other forms of marine life I 
have never seen before. The trip to the Nago 
pineapple park allowed us to taste the different 
delicacies made from pineapple. Moreso, the visit to 
Nago is for me a sentimental journey because this is 
where my Papa was born. 

I am glad that Micko and I prepared and practiced 
a Philippine dance as our contribution to the 
program. Dressed in our native costumes. We 
perlormed at the welcome party at Hotel Senin 
Kaikan. During a visit to the Ryukyu Mura where 
we learned the basics of the Buyo dance, a television 
crew interviewed us. We were asked to compare 
Philippine folk dances and Okinawan dance steps. 
We responded by showing them a few steps of a 
Philippine dance. At the farewell party at Miyako 
Hotel, we enthusiastically danced again as the 
Majikinas and Hirakawas, together with other 
homestay hosts, were special guests in the party. 
That night, we happily gave away to two of our 
delegate-friends our native costumes for them to 
remember us by. 

July 2沢 was a very memorable day for me. It was 
my 17th birthday and my first time to celebrate it 
away from home. It gives me a different high that I 
am celebrating it by visiting the Shuriju castle 
where kings of the Ryukyu Dynasty held important 
events many years ago. At the Ryukyu Mura, I 
gifted myself with a rare treat. I rented a beautiful 
yellow �yukyuan kimono and had my picture taken. 
This photograph will constantly remind me of the 
time I first came to the land of my ancestors. 

Later that evening, after dinner, the tour organizers 
and participants made sure this day would be 
unforgettable for me. Accompanied by the sounds of 
drums, my new-found family sang Happy Birthday 
as I blew my cake. People I have met only two days 
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ago gave me gifts! It felt like being at home only 
with a different family. 

My stay in Okinawa is an awakening trip. Okinawa 
is very much like the Philippines with its rich 
cultural heritage, warm weather, pineapple farms, 
flea markets, malls, extensive shoreline and the 
genuine hospitality of its people. In spite of the 
language barrier, I made a lot of friends and gained 
a deeper insight on the different cultures of the 
delegates. I am awed at the similarities and 
暉erences of the traditions and culture of people 
around the world. 

For ten wonderful days of discovering Okinawa, I 
would like t.o thank the Okinawan Government, the 
t.our organizers, staff and volunteers, the Philippine 
Okinawan Society and my school, De la Salle 
University, for allowing me t.o participate in this 
exchange program. To the Majikina and the 
Hirakawa families, my gratitude for their 
unmatched hospitality and generosity. To Tita Cora 
for being a second mom while I am away from home. 
And t.o Micko for being more than a friend. 

I have many fond memories of my t.en-day sojourn to 
Okinawa. Someday, I wIBh to go back to rekindle ties and 
to add to my experiences. But for now, I can proudly say I 
have started to trare my root.s. 
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レ ドナ ジェ ニ フ ァ ー 祐紀

Redona Jennifer Yuki - -
1 5歳 3世
グア ム Guam,U.S.A. 
グア ム沖縄県人会

私 と しては、 こ のジュニアス タディ ー ツ アーの さ んかは、 初めて な も のだっ たので、 少 し き んち ょ う ぎみで し
た。 と 、 同時に ワ ク ワ ク した気持ちでいつ ばいで した。 「 と も だちでき る のかな ？ 」 と か、 そ う い う 気持ち も あ り
ま した• • • さ い し ょ の う ち は で も 、 その さ い し ょ の 日 の夜、 ルーム メ イ ト た ち と す ぐになかよ く な り 、 あん しん
し ま した。

ス ケジュ ールその も のはスパルタ 式 と 言 う か、 ハー ド と 言 う か、 キッかっ た け ど も のす ご く 楽 し めま した。 と
言 う よ り 、 グア ム ではあま り 山のぼ り と か、 国際通 り 歩き と か しないので· • よ そ う 以上に楽 しかっ たです。 引率
していた人た ち も思っ ていた と お り の き び しい人た ちではな く 、 お も しろい人た ち ばか り で した。

色んな沖縄のすがたが見れて う れ しかっ たです ！ やっ ば り 一番楽 しかっ たのは、 山 の ぼ り と すいぞ く かんで
す ！ 山のぼ り は も のす ご く き っかっ た し、 つかれま したけ ど、 い ざ滝の冷た～い水に さ わっ た と たんにいや さ れ
ま した。 やっ ぱ り 滝は好き です ！ と 言 う よ り 、 私は 自 然大好き っ子なのですご く う れ しかっ たです。

すいぞ く かんの方は個人的にはすご く 楽 しかっ た し、 お も し ろかっ たです。 グア ムでは見れない魚やいき も の
た ち を見る こ と ができ た し、 何よ り も 大好き なイ ルカ に も会えて う れ しかっ たです ！ 海では ざんねんなが ら と も
だち と 泳 ぐ こ と ができ な く て、 大変かな しかったです。 で も 、 それで も 、 と も だち と いっ し ょ にい る だけでお も
し ろ い し、 う れ しかっ たです ！

し ょ う じき言って、 私がイ メ ージ していた こ の ツアーはちがっ ていま した。 私がイ メ ージ していた も の は も っ
と ・ • こ う ・ · き び しい様な、 つま ら ない （ コ ラ） 様な も のか と 思っ ていま した。 で も 、 よ そ う は外れていてま さ に
交流会ですね ！

県内 さ んか しゃ の皆は優 しかっ た し、 お も しろい人たち ばか り で した ！ 他の国か ら来た人たち も皆、 思っ てい
た よ り ふつ う で案外話 しやすかっ たです。 た く さ んの と も だち も で き た し、 こ の ツアーに さ んかする こ と ができ
て大変皆 さ んにはかん しゃ しています ！

ま ぁ ・ ・ 一番き つい と 思っ たのは沖縄の 「あっ さ 」 で したね。 私の よ そ う では、 グア ム と 同 じ く ら いのあっ さ
だ と 思っ ていま したが、 こ んな に も あついなんて、 思っ て も いませんで した。 さ い し ょ の内は何 と も なかっ たん
ですが、 日 が過ぎてい く につれ、 だんだん と あっ く な り は じ めま した。 で も 、 皆にはめいわ く かけた く なかっ た
し、 何 と かた え る よ う に したんですが、 あつが り な私はす ぐ ダ ウ ン して しまいま した。 ごめいわ く をおかけ して
本当 にすみませんで した ！

で も 、 ま ぁ … と も だち と い る こ と でその 「あっ さ 」 に も た え られる こ と にな り 、 楽 しいツアー と しておわっ た
こ と に う れ しいです。 う ～ん…行 く と こ ろすべて楽 しかっ た と は言えませんが、 本当 に本当 に楽 しいツアーで し
た。 今ま で、 こ んな楽 しい思い出 と かはなかっ た も ので、 大切に こ の き お く の 中 に と っ ておき ます ！ たぶん、 ほ
かの皆 も そ う 思 う で し ょ う 。 と 言 う か、 そ う してほ しいです ！

他に も いつ ばいかき たい こ と はあ る のですが、 ど う やっ て言葉に あ ら わせればいいか、 ち ょ っ と 分か ら な く て
… と にか く 色んなば し ょ に行 く こ と ができ て、 沖縄の楽 し さ を あ じわ え る こ と ができ ま した。 「沖縄っ て こ んなば
し ょ だっ たんだな一」 と 思いつつ、 これか ら も 沖縄に遊びに行き たいです ！ と 言 う よ り は、 も し、 でき ればま た
こ の ツ アーに さ んか したい と 思っ ています ！ いえ、 はっ き り と ね ！ 本当 に楽 しいツアーで した し、 ま た こ んなに
楽 しい思いができ る のな ら 、 どんな に き つい こ と で も た えて見せる っ ！ ！ てな感 じで • •ぜひ、 ま た さ んか したい
と 思っ ています ！

も ち ろん、 できればま た 同 じ人た ちで • •そ う した ら と も だち と も 再会でき る んだけ ど• • • さ すが にそれはム リ で
すね ！ で も 、 本当 に こ の ツアーはお も し ろかっ た し、 私の楽 しい思い出の 1 つ と な り ま した ！ も ち ろん、 それに
は皆 さ んにはかん しゃ しています ！ 心か ら かん しゃ しています ！ 他の人た ち に もぜひ、 こ の ツアーの楽 し さ を じ
っ かん さ せて も ら いたい も のです ！ ！ ！ 
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比嘉 淳子

Higa Junko 

八 重 山農林高校 3 年

『国 際交流』

こ の ツア ー に参加できて、 私 は本 当 に 良 かっ た と思い
ます。

参加 のきっかけ は学校 に届 いた募集要項でした。 今ま
でこんな行事があることを知 らなかっ た 私 は 、 ” 国 際交流II という言葉 にひかれて応募しました。 参加が決定し
た時はとても嬉しかっ た反面 、 普段 はあまり使うことのない英語 に 自 信 がなかっ たことも あ り 、 ちゃんと交流できな
かっ た ら ど う しよう という 不安も あ り ました。 それに、 離 島からの参加者 1 人 ということもあっ て 、 とても 緊 張し 、 当 日
を迎えました。

初 め はどう していいかわからず 、 笑顔を交わすことく ら い しかできなかっ たけれど 、 徐 々 にゲ ー ムなどを通 して
少 しずつ 打ち と け 、 仲 良 くなる こ と が できました。 実際 、 ツア ー が お わ っ てみる と 、 長 い よ う で短かっ た 5 泊 6 日 の
日 程は 、 不安だっ たことを忘れる ほど楽しく 、 充実していて、 あっという 間 に過ぎていった様 に思えます。
ツア ー で は 、 沖縄本島の様々 な場所を訪れ、 沖縄の 文化や歴史 について学び、 また、 自 然 に触れた り と普段

あまり できないような多く の事を色 々 と体験する事ができました。 琉球村、 エコ ツア ー 、 美 ら海水族館な ど 、 どれも
心 に残る思い 出 ができました。

また、 自 由 時間 にも みんなでバ レ ーボールをした り 、 部屋でゲー ムやお しゃ べ り をした り 、 本場ブラジルの ”サ
ンバ II を教えても らったり して、 とても 楽しく過ごしました。

ツアー 中 、 海外参加者と 1 対 1 になっ た場面では 、 思っ たこ と が う まく伝わらず 困 っ て しまったこともたく さ んあっ
て 、 もっ と勉強してお け ば良かっ たと何度も後悔しました。 しかし、 相 手 が一 生懸命 聞いてくれたことも あっ て 、 身
ぶ り 手ぶ り を交えな が ら で はあっ た け ど 、 何とか気持ち を伝えられる よ う にな り ま した。 例 え言葉が通じな く ても 、
心を込め て接すれば、 交流はできるも のなんだという ことを実感しました。

ジュニアスタディー ツアー に参加 して、 多く の友達ができ 、 とても多く のことを学びました。 また、 今までよ り も さ ら
に 国 際交流への 関心も 高まり ました。

最後 に 、 このよう なすてきなプログラムを計画し、 私たち のため に頑張っ てく れたスタッフ の皆さん に心から感謝
し、 これからもこのツアー で体験したこ と 、 学んだことをも と に色 々 な事に挑戦し、 みんなとも 交流を続けていきた
いです。

このジュニアスタディツアー に参加させて下さいまして、 心から感謝します。

吉村 苑華
『もっ と英語を勉強 したい』

Yoshimura Sonoka -—̀ ;;夏--3
-
-̀
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名 しか選 ばれな い と 聞 いていたので無理だろう な と思っ
ていました。 結果がくる 日 は 、 朝から休み 時間ごと に職員 室へ確かめ に行き 、 自 分が選 ばれたと 聞いた時にはと
ても びっ く り しました。

そ して 、 ツア ー に行く の が と ても 楽しみでした。 海外からく る人達の 国 を紹介する資料が 届 い て 、 中 を見た時、
こんな に 多く の 国から来る と は思っ ていなかっ たのでとても驚きました。 英語を母 国語と しない 国からの参加者も
いたので、 どうやってコミュニケー ショ ンをとろうかと 心配でした。

当 日 にな り 、 参加者の多さ に驚きました。 一 日 目 、 二 日 目 には 、 夜 にレクリ エ ー ショ ンがあったので 、 それを通 し
て会話をすることができてとても 良い機会 になり ました。

三 日 目 、 四 日 目 になる と 、 だんだん 打ち解 けてきて 、 ち ょ っ かいをした り 、 気軽 に話しかけるこ とができるよう に
な り ました。 五 日 目 に行っ た海では 、 一緒 にはしゃいでバ レー をした り 、 とても 楽しい 時 間 を過ごすこ と が できまし
た。 ペンショ ンヘ帰っ てから の夜は、 ブラジルからの参加者と一 緒に初めてのサンバ を踊 っ た り 、 バ レ ー をしたり
と 、 一 日 、 一 日 が過ぎ最後 の夜になりました。 最後 の夜は、 沖 尚 の人達が企画してく れたグループごとで対決す
るレクリ エ ー ショ ンがあり 、 よ り 一 層 みんなと仲 良 く なれました。 あと 一 週 間 でも 二 週 間 でも 一 緒 にいたい という気
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持ちでした。
さよならパ ーティ ーも 色 々 なパフォ ーマンスがあり 、 とても 楽しく て今 日 でお別れという気が全く しませんでした。 も
う 二度 と 会 う こ と が できない人も いるだろ う な と思う と 、 とても 悲 しく な り ました。 最後 は 、 みんなと抱き合っ て泣きま
した。 今でも 、 あの人 は今どう しているかな と 、 よく 考えることがあ り ます。

スタディ ー ツアー に参加して 、 他 の 国 の 文化を知る事、 英語でコ ミュニケー ショ ンをとる事の楽しさを知ったと 同
時 に 、 自 分の英語力 の無さ、 コ ミュニケー ショ ンをとる事の難しさ を再認識すること ができました。 これから 、 も っ と
英語を勉強して、 みんなの 国へ遊び に行っ た時 に驚かれるぐらい話せるよう にな り たいなと思いました。

本 当 にも の すごく 楽しい六 日 間 で した。 こ の ツア ー で知 り 合っ たみんなと は 、 ずっ と 、 一 生 の 友達でいたいで
す。

このツア ー を支えてくれたスタッフの皆さん、 本 当 にあり がとうございました。

高 良 南

Takara Minami 

球陽高校 3 年

『これが私 の 出 発点だ』

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し た 一週 間 は 、
自 分が ま だ ま だで あ る こ と も 感 じ ま し た が 、 と て も
楽 し く て 充 実 し 、 も っ と 英語や ス ペイ ン語を勉強 し

た い 、 み ん な の 国 の こ と を 知 り た い と い う 意欲 が わ い た 一週 間 で し た。
緊 張 も な く 迎 え た初 日 。 パ ン フ レ ッ ト と 名 札 を 配 る と き に 「英語 と ス ペイ ン語の パ ン フ レ ッ ト 、 ど っ

ち が い い ？ 」 「名 前 は何です か ？ 」 と い う 私 の 英語で の 問 い か け に 、 み ん な が 笑顔 で答 え て く れ る の を
見 て 、 前 に海外旅行 を し た と き の初 め て 英語が伝わ っ た嬉 し さ を 思い 出 し て 、 と て も ワ ク ワ ク し て い ま
し た。

グルー プ リ ー ダー に も な り 、 さ ら に意気込 んだ二 日 目 。 • 国 際取 り 散策 の ホ ス ト をぜひ と も ス ペイ ン語
で紹介 し た い と 思い 、 カ ロ リ ー ナ に話 し か け た私。 し か し彼女 に 、 「 ワ カ ラ ナ～ イ 。 」 と 言 われ、 ツ ア ー

早 々 シ ョ ッ ク を 受 け ま し た。 後 に な っ て プ ラ ジル はポル ト ガル語だ と 気付 き 、 二つ は ラ テ ン語か ら き て
い る か ら 似 て る と い う こ と を 聞 い て い た け ど 、 同 じ漢字文化で も ほ と ん ど わ か ら な い 中 国語 と 日 本語の
関係 と 同 じ な ん だ と 思い 込 ま せ 、 いつ も よ っ ち ゃ ん の 近 く に い て ス ペイ ン語 を 聞 け る よ う に し て い ま し
た。

私 が 最 も 心 に 残 っ て い る の は 、 ず っ と 同部屋だ っ た ナ オ ミ と の 交流 です。 最初 は他の 人 を 交 え て も ほ
と ん ど話 し ら し い こ と が で き な か っ た の ですが 、 三 日 目 、 二人 っ き り に な っ た と き の こ と 。 シ ャ ワ ー浴
び る か ら 夕 食で部屋 を 出 る と き に 時 間 を 教 え て 欲 し い と 言 われ、 と て も 緊 張 し 、 早 く 終 わ ら な い か な 、
終 わ っ て か ら 夕 食 の 誘 い が 来 た ら い い の に と さ え 思 っ て い ま し た。 し か し運命 の 瞬間 は訪れ、 勇気 を 出
し て ス ペイ ン語で、 「 七時十分前だ よ 。 レ ス ト ラ ン に先 に行 く ね。 」 と 話 し か け る と 、 ナ オ ミ の テ ン キ ュ
ー と い う 言葉 が 返 っ て き た の です。 初 め て 会話 ら し い ス ペイ ン語が話せ、 本 当 に嬉 し か っ た の を 覚 え て
い ま す。 そ の後 、 英語で は あ る けれ ど ち ょ っ と 話せ る よ う に な り 、 自 分の顔が笑顔 に な っ て い る の を感
じ ま し た。 再び部屋 に 二人 の 時が あ り 、 ナ オ ミ の 持 っ て い た 南米 の ミ ュ ー ジ シ ャ ン の CD が お も し ろ そ
う で 『 関係代名 詞』 を 使 っ て CD と 歌手 を 尋ね る と 、 ？ な顔 さ れ、 私 は戸惑 っ て し ま い ま し た。 で も 私
が 何 を 言い た い の か を 聞 い て く れ よ う と し 、 オ ム ニバ ス だか ら どれが 好 き と 言 う 彼女 の優 し さ に と て も
感動 し ま し た。

伝 え た い こ と が あ る な ら 、 単語で も 、 聞 い て 欲 し い 、 言 い た い こ と が あ る ん だ と い う こ と を 表す こ と
が 大切 な ん だ と 思 い ま し た。 言葉 を超 え た優 し さ に触れた り 、 積極的 に 、 笑顔 に なれた分だ け夢に近づ
け た よ う な気が し て い ま す。 こ の 出発点 を 忘れず、 私 は で き る と い う 気持 ち で前 に 進 ん で い き た い と 思
い ま す。
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玉城 幸

『沖縄が前 よ り もっと好きにな り ま した』
Tamashiro Miyuki 

初 め に 日 程表を見たとき はも の すごく 長 い 感 じ が し
た け ど 、 時 間 がた つ の は早いも のであっ と い う ま に終わ
っ てしまいま した。 最初は 日 本人 にも 話しかけ られなく

て根暗全開だったけど、 なおこが 隣に座っ て色 々 お話をしたのでよかっ たです。 なおこは 自 分よ り年下な の に人
に話しかける勇 気があっ てすごいですね。 見習 います。 そ してバス に乗り 込 む と き に が ん ばっ てこなみ に話しか
けました。 船員 会館に着いたらまた、 部屋の人達は知 らない人だら けでした。 でも みんな普通 に会話していてす
ごいなぁと思いました。 沖 尚 の人のテンショ ンの 高 さ にはびっ く り しました。 だけどそのおかげで盛り 上がれた感じ
だったからよかっ たです。 そ してご飯がおいしかったです ！ 首里城 は駐車場が完備されてて近代的な城でした。
暑くて坂がきつく て大変でした。 恩納村までの道は長かっ たです。

浦添高校 3 年

み ゆ き が一 番 はじけた の はパイナップルパ ー クです。 目 に写るすべてのも の を試食 しまく り ま した。 パイ が ち ょ
ー ー おいしく て何回も食べました。 おなかが 出 る ほ ど食べたのであとで気持ち悪く なり ました。 たぶんあんな に食
べたく せ に何も 買 わなかっ たからだと思います。 万 国 津梁館からの景色 はすごく きれいだっ た け ど 、 パイ ン に は
勝てませんでした。 あと、 比地大滝は歩く のがかな り きっかっ たです。 年を感じました。 だけど、 滝 に足をつ けたら
も う 全部 忘れてしまいました。 泳いでる人がとっても気持ち よさそうでう らやましかっ たです。 いつか泳ぎ に行きた
いです。

三線が体験できたこと はかな り う れしかっ たです。 しかも 前 に友達に習 ったとき は全然ひけなかったので、 島 唄
がちょっ とできるよう になっ たから家でまたひいてみました。 でも本 当 にすこししかわからないから 自 分でも っ と勉
強しようと思いました。

こ のツアー で 、 沖縄が前よ りもっ と好き にな り ました。 そして人 間 が大好き になり ました。 今まではただ 、 英語が
好きだから通訳とか 日 本語教師 にな り たかっ た け ど 、 沖縄のこと とか人 間 同 志のかかわ り 合い の 中 でた く さん学
ぶことがあったから今 は 、 前よ りもこの仕事に就きたいなぁっ て思う よ う になり ました。 それに、 英語だけじゃ な く て
スペイン語とかも勉強して世界を飛 び 回 り たいです。 フィリピンにお 買 い物 に行きたいです。 あ と 、 自 分 はいちお
サブリ ーダーっ ぽかったの に何も しないでアシュリ ー が 一人でかなり ちゃんとやっ ていました。 申 し訳ないです。

またみんなで踊 り たいです。 だから 、 もあいしましょう ！ 第二回；；ァ ー 開催しましょう。 みんなとずっ と仲よしでい
たいです。 絶対また逢いましょう 斉ではまた今度。

安次富 紗綾香

Ashitomi Sayaka 

浦添商業高校 2 年

『ジュニアスタディーツアーが終わって』 ．

私 は 、 こ の ツア ー に参加する こ と ができてとても嬉しく
思いました。 なぜな ら 、 英語を母 国語とする 人 、 英語以
外 の 言葉を母 国語とする人達と 一 週 間 、 一 緒 に過 ご し
色 々 な体験をするこ と が できたからです。 沖縄に住んで

いるの に知 らないこともあったり して再発見もできました。 確か にハ ー ドなスケジュ ールだっ たと思う し、 比地大滝
まで登っ ていったの は辛かったけど、 そ の お 陰で 、 仲 が深まったんじゃないかなと思います。

今 は 、 学校の 友達 にこ のツア ー のこ と を教えてあ げたり 、 再発 見 したことなどを教えてあげた り しています。 意
外 に皆も 知 らなかっ た り する の で • • • そして、 国外参加者の皆が帰っ てしまった今 はメ ールや手紙を送っ た り して
連絡を取 り 合っ ています。 世界のいろんな所に友達ができてとても嬉しいです ！ また皆 に会える 日 が来るといい
なと思いな が ら 、 英語を勉 強しています ！ こ の ツア ー に参加 して英語以外の言葉が母 国語とする人達と 、 英語
で会話をしてる時に、 英語の勉強が必要だと思ったからです ・ ・ ・

こ の ツア ー は 私 に と っ て 、 とても 良い経験 に な り ま した。 そして、 こ の ツア ー を成功させてく れた 引 率の 方達や
財団 の方達、 ボランティアで参加 して盛 り 上 げてくれた沖 尚 の人達あ り が とう ございました ！ この経験を生かして
国 際交流の橋渡し役などができたらいいなと思います。 あ り がとうございました。
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比嘉 こ な み

Higa Konami 

首里高校 3 年

『言葉ではなく心で通じ合う こと』

こ の ツ ア ー に 参加す る こ と で 、 沖縄 を 縦断 し 、 た
く さ ん の 場所 を 回 り 、 沖縄の 中 味 を 味 わ う こ と が 出
来 ま し た。 平和学習 で は戦争の 悲惨 さ や爪痕 な ど 、

＿ 忘れて は い け な い こ と を 再び学び、 考 え さ せ ら れ ま
し た。 自 然学習 で は比地大滝 の す ご さ や、 達成感 を 味 わ い ま し た。 美 ら 海水族館 も 初 め て 訪れて と て も
感動 し ま し た。
そ の 中 で も 特 に 、 人 と 人 と の 繋が り を深 く 学び ま し た。 「 言葉の壁」 は心配 し て い た 通 り 、 と て も 厚 く 、
壊す こ と が と て も 難 し か っ た です。 そ の 結果、 自 分の英語力 の 不十分 さ 、 積極力 さ が な く 、 自 分か ら 話
し か け る こ と が で き な く て 、 雰囲気 が 悪 く な る こ と も あ り ま し た。 ま た 、 英語で話 し か け ら れ て も 、 何
を 言 っ て い る の か理解 出 来 な か っ た り 、 答 え方が分か ら な か っ た り と 、 苦戦 の連続で し た。 し か し 、 一

緒 に 行軌 し て 、 一つ の こ と を 考 え た り す る と 、 言葉で は な く 心 で通 じ合 う こ と が 出来て 、 少 しずつ距離
が 縮 ま っ て き ま し た。 す る と 会話 を 多 く 交 わ し 始 め 、 よ り 一層 仲 良 く な る こ と が で き ま し た。
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加す る こ と が 出 来 て 本 当 に よ か っ た です。 と て も 充実 し た も の に な り ま
し た。 自 分 を 知 り 、 相 手 を 考 え る こ と が 出 来た こ の 出 会 い と 経験 は 、 一 生 の 宝物 に な る と 思い ま す。 こ
れ か ら の 自 分の 糧 に し て 、 夢 に 向 か っ て進んで行 き た い です。

安里 み ち ょ
『次は私が世界へ飛び立ち 、 文化を学びたい』

Asato Michiyo 
私が こ の ツ ア ー に 申 し 込 ん だ理 由 は 、 得意 な英語

、 ュ ニ ケ ／ ヨ ／ を と り た い首里東高校 3 年 •Fr .. を使 っ て 外国人 と コ ミ — ミ
な 、 と い う 単 な る 好奇心か ら で し た。

し か し 、 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 日 、 海外参加者 は 、 ア メ リ カ 合衆 国 だ け で は な く 、 南米 で あ る ブ ラ ジ
ルや 、 ペルー か ら も 来て い て 、 ま た 、 厳 し い審査の 中 か ら 選 ばれて き た事 を 知 っ て 驚 き 、 こ の ツ ア ー を
有意義 に 楽 し も う と 強 く 思い ま し た。

実際、 海外参加者の 子達 と 話 し て み る と 、 南米での母国語は ポル ト ガル語 と い う こ と が わ か り 、 最初
は意思の疎通 を は か る の が 困難で し た。 私 自 身 も 、 英語は得意 な はず だ っ た の に 、 い ざ外国人 を 目 の 前
に し て 話す と 、 な か な か単語が 出 て こ な か っ た り し て 、 思 う よ う に話せま せんで し た。

で も 、 朝起 き る と き の あ い さ つや、 寝 る と き な ど 、 ち ょ っ と し た会話で も コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が と れ
る 事が わ か り ま し た。 た っ た 一 つ の 単語で、 気分を 良 く し 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る 事が い か に 楽 し
く て 、 大事か と い う 事 を 学び ま し た。 日 が た つ につれて 、 会話 も 成 り 立 っ て き て 、 女 の 子 同 士 で は ア ク
セ サ リ ー な ど の お し ゃ れの 話 を し た り 、 男 の子 と は 、 音楽の話な ど を し て 盛 り 上が り ま し た。

こ の ツ ア ー に は 、 約 八 カ 国 も の国 か ら 参加者は来て い た け ど 、 全 く 言葉 の 壁 を感 じ る 事 は あ り ま せん
で し た。 パ ー テ ィ ー で は グルー プ対抗 の ゲー ム を 楽 し み 、 琉球村では沖縄の伝統工芸 の 紅型 を 作 っ た り 、
ま た 、 伝統芸能 を 習 い 、 比地大滝 で の エ コ ツ ア ー 、 そ し て 、 ビー チ な ど 、 言葉が 通 じ な く て も 、 同 じ気
持 ち で楽 し む こ と が で き ま し た。

こ の ツ ア ー を 通 し て 、 沖縄の歴史、 文化 、 芸能 を 学習 し 、 再確認す る こ と が で き ま し た。 ま た 、 私 自
身 の 課題で あ っ た 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン も 得 る 事が で き 、 良い勉強 と な り ま し た。 そ し て 、 友達の輪が 、
県外だ け で は な く 、 国外 ま で と 広 が り 、 素晴 ら し く 、 貴重 な 体験 を す る 事が で き 、 と て も 良 か っ た と 思
い ま す。

こ の ツ ア ー で学ん だ事 を 忘れず に 、 こ れか ら の 生活 に役立て 、 一 生の財産 と な る 世界 中 の 友達 と 繋が
り を持 ち 続 け 、 次は私が世界へ と 飛び立 ち 、 文化 を 学ん で こ よ う と 思い ま す。
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で の 思 い 出 は 、 か け が え の な い大切 な も の と な り ま し た。 本 当 に 楽 し か っ た
です。 あ り が と う ご ざい ま し た。
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新垣 怜子
『 多 く の 人達と 出 会えた』

Arakaki Reiko 
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一 日 目 は み ん な 人見知 り を し て い た の か、 と て も ぎ く し ゃ く し て い る よ う に感 じ ま し た。 船員会館で
は桃香、 カ オ リ と 同 じ 部屋で 、 三人で浴衣 を 着 て 写真 を撮 っ た り し ま し た。 船員会館で の ご飯 は お い し
く て 、 私 は た く さ ん食べて た の ですが 、 海外参加者の 子 は あ ま り 食が 進 ま な か っ た よ う で し た。 そ れ を
見 て 、 日 系 で も 育 っ て き た環境で 日 本食 が 口 に 合 わ な く な る ん だ な ぁ と 実感 し ま し た。

二 日 日 、 三 日 目 ま で は ゆ っ た り と 時間 が過 ぎ て い た の に 、 四 日 目 ぐ ら い か ら 急激 に 時 間 が過 ぎ て い く
感 じ が し ま し た。 そ の 頃 に は私た ち も 打 ち と け 、 仲 良 く な っ て い た の で最後 の夜 の キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー

は と て も 盛 り 上が り ま し た。
私 が こ の ツ ア ー に参加 し て 学ん だ事 は た く さ ん あ り ま す。 沖縄 に 住 ん で い て も 行 っ た こ と が な い場所

が い っ ぱい あ り 、 特 に 四 日 目 のや ん ば る エ コ ツ ア ー で比地大滝へ行 っ た 時 、 那 覇 で は 見 ら れ な い 大 自 然
を 目 の 前 に し て た だ驚 く の み で し た。 ア ッ プ ダ ウ ン の 激 し い道 の り を 歩 き 終 え 、 辿 り 着い た 比地大滝の
水 は と て も 気持 ち よ か っ た です。 普通 に過 ご し て い た ら 体験で き な い こ と ばか り で し た。 そ し て こ の ツ
ア ー に参加 し て 一番 に 良 か っ た と 思 っ た こ と は 、 多 く の 人達 と 出 会 え た事 です。 海外参加者 の み ん な は
も と よ り 引 率者 の 方 々 、 ス タ ッ フ の み な さ ん 、 そ し て 県 内参加者、 県外参加者の 三人 と 会 え て 良 か っ た
です。

こ の よ う な機会 を 与 え て 下 さ っ た 人材育成財団や こ の ツ ア ー を 支 え て 下 さ っ た銘 苅 さ んや新屋 さ ん 、
祐子 さ ん ま た 、 引 率者 の 方 々 に と て も 感謝 し て い ま す。 そ し て ツ ア ー を 盛 り 上 げ て く れた沖 尚 の 人達 に
も 感謝の気持 ち で い っ ぱい です。

私 は 高校三年生で受験 な の で ツ ア ー の 頃 に 比べて勉強ばか り の 日 々 が 苦 し い けれ ど 、 ツ ア ー で 出 会 っ
た人達か ら ち ょ く ち ょ く メ ールが く る の で と て も 励 ま さ れま す。 こ れか ら も みん な と 連絡 を と り あ っ て
十年後 、 二十年後 に で も 、 同 窓会 を 開 き た い です。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は と て も 楽 し く て と て も い い経験 に な り ま し た。 参加 で き て 良 か っ た です。

新崎 奈央

Arasaki Nao 

那 覇高校 3 年

大変貴重な経験 と な り ま し た。

『 ウチナーンチュネッ ト ワ ークに貢献したい』

今 回 、 私 は こ の ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し た こ と で 、
今 ま で に な い 、 素敵な夏休みの ス タ ー ト を切 る こ と
が で き ま し た。 多 く の 新 し い友達 と 一緒 に 、 沖縄の
あ ら ゆ る こ と に つ い て 学習 す る こ と は 、 私 に と っ て 、

私 は 、 今 ま で外 国 に住む人 と の接点 が 少 な く 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 取 り 方 に 不安が あ っ た の です が 、
日 本語 を使 え た り 、 聞 き 取れ る 人 が 結構い て 、 会話す る 内 に だん だ ん 打 ち 解 け て い く こ と が で き ま し た。
ま た そ う で な い人 と は 、 自 分の 英語力 を試すい い チ ャ ン ス と な り ま し た。 案外み ん な す ぐ に 親 し く な れ
た よ う に 思 い ま す。 私 は こ こ で 「 イ チ ャ リ バテ ョ ー デー 」 の精神 が 各 々 か ら 発揮 さ れて い た よ う に感 じ
ま し た。 や は り 、 み ん な に は沖縄の 血 が 流れて い る の だ と 実感 し ま し た。

ま た 、 沖縄の 自 然、 歴史、 文化 を 学習 す る に あ た っ て 、 沖縄 に 住 ん で い て も 、 今 ま で訪れ る 機会 の な
か っ た場所 に行 く こ と が で き た の で 、 大変嬉 し か っ た です。 今 回 の 学習 を 通 し て 、 初 め て 知 っ た こ と も
多 く 、 今 ま で の 知識が い か に 浅 は かだ っ た か、 と い う こ と に気付か さ れ ま し た。 生 ま れ育 っ た 沖 縄 に つ
い て 、 ま た 、 自 分 自 身 に つ い て も 、 新た に 見 つ め 直す こ と が で き て 、 と て も 良 か っ た です。 私 は こ れか
ら も さ ら に 知識 を 深 め 、 多 く の 人 に伝 え て い き た い です。 ス タ デ ィ ー ツ ア ー の 参加者の 皆 さ ん も 、 沖縄
で肌で触れて 学 ん だ こ と を持 ち 帰 り 、 各地で継承 し て い っ て ほ し い です。

今 回 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し て 、 私 が 一番嬉 し か っ た こ と は 、 県 内 や本土、 そ し て海外
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に ま で 、 多 く の 友達が で き た こ と です。 五 泊 六 日 を 共 に過 ごす こ と で 、 私た ち は深い絆 を 築 き 上 げ る こ
と が で き 、 ま た 、 楽 し く 学習 す る こ と が で き ま し た。 メ モ 帳 に は 、 一 人一 人 メ ッ セ ー ジ を書い て も ら っ
た り 、 E メ ー ル ア ド レ ス を 交換 し た り し ま し た。 メ ールのや り 取 り を 中 心 に 、 い つ ま で も 交流 を 続 け て 、
さ ら に 、 世界 に 広 が る こ の l ウ チナ ー ン チ ュ ネ ッ ト ワ ー ク 」 に貢献で き る よ う 努 め て い こ う と 思い ま す。
そ し て 先人 た ち が 渡 っ た 地へ、 私 も いつ か 出 向 い て み た い です。

最後 に な り ま し た が 、 沖縄尚学裔校 の 国 際交流 ク ラ ブ の 皆 さ ん 、 ウ ェ ルカ ム パ ー テ ィ ーや、 キ ャ ン プ
フ ァ イ ヤ ー な ど の プ ロ グ ラ ム を 楽 し く 演 出 し て 下 さ り 、 ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た。 そ し て 、 銘苅
さ ん 、 新屋 さ ん 、 ゆ う 子 さ ん 、 そ の他大勢の ス タ ッ フ の 皆 さ ん 、 ス タ デ ィ ー ツ ア ー で、 た く さ ん の思い
出 を 作 る こ と が で き 、 私 に と っ て 、 と て も 良 い経験 と な り ま し た。 こ の よ う な 素晴 ら し い企画に参加 さ
せて 頂 き 、 本 当 に あ り が と う ご ざい ま し た。
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『これぞ、 いち ゃ り ばち ょーで一 ！ ！ 』

Maeda N amiko 

那覇 国 際高校 3 年

こ ん な に も 愉快な 仲 間 達 に 出会 っ た こ と は今 ま で
に な い。 こ ん な に も 沖縄 を満喫 し た 夏 は今 ま で に な
い。 こ ん な に も 短 く 感 じ た 一週 間 は今 ま で に な い ・ ・

と い う く ら い楽 し く て 有意義 な 一週 間 を過 ごす こ と
が で き た。 た と え言葉や住 ん で い る 場所が 違っ て も 、

皆お ん な じ う ち な 一 ん ち ゅ 。 不思議 と 親近感 が わ き 、 県 内 、 県外、 海外 問 わず皆 と 仲 良 く なれた。 こ れ
ぞい ち ゃ り ば ち ょ ー で一 ！ ！人懐 っ こ い皆 に う ち な 一 ん ち ゅ ス ピ リ ッ ト を感 じ た。

こ の 仲 間 と 共 に 一週 間 を過 ごせて本 当 に 良 か っ た。 色 々 な 国 の こ と を 聞 け た し 、 直 に 聞 く ス ペイ ン語、
ポル ト ガル語、 タ ガ ロ グ語は 私 に と っ て は未知 の 世界 で か え っ て興味が湧いた。 ま た 、 海外参加者 の 方
が 強 く 沖 縄 を想 っ て い る よ う に感 じ ら れ、 海外 に住む彼 ら に 沖縄の 良 さ を 教 え ら れた よ う な 気 が し た。
県 内 か ら の 参加者は私 と 同 じ よ う に 交流 を 通 し て 英語力 を 身 に つ け よ う と い う 目 的 を 持 っ て い た の で 、
共 に英会話 に 奮闘 で き て 楽 し か っ た。 英語が 達者 な 子 、 ガイ ド も 十分で き そ う な く ら い沖縄の こ と を 良
く 知 っ て い る 子 な ど に は心か ら 尊敬 し た。 それか ら 挙 げた ら き り が な い く ら い た く さ ん の個性 に 出 会 っ
て た く さ ん の 刺激 を 受 け た。 そ ん な皆 と 踊 り ま く っ た キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー 、 寝食 を 共 に し た こ と 、 沖縄
に つ い て 学べ た こ と は本 当 に 素晴 ら し い思い 出 だ。 こ の 一週 間 は天気が 良す ぎ て 、 暑 さ に耐え切れ な い
子 も い た けれ どや は り 沖縄は夏 が 一番 だ。 県外、 海外参加者 に は こ の 暑 さ も 含 め て よ き 思い 出 だ と 思 っ
て く れた ら い い な と 思 う 。

英語はず っ と 好 き で学ん で き た の で 、 参加す る 前か ら た く さ ん話そ う と 張 り 切 っ て い た 。 そ の お か げ
で 、 気 が つ け ば英語で雑談 を し た り 、 海外の子 に 通訳 を 求 め ら れ た り し て いた。 海外参加者 と 接す る な
かで、 た と え片言で も 恥ずか し い な ん て 思わずに 自 分の意思 を伝 え よ う と い う 気持 ち で頑張れ ば、 コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン は十分可能 だ と い う こ と を 学ん だ。

こ の ツ ア ー が 私 に と っ て意義深い も の に な っ た 理 由 が も う ひ と つ あ る 。 そ れ は 、 生 ま れて 初 め て “ リ
ー ダー ’' と い う 役割 に就 い た と い う こ と だ。 あ り が た い こ と に F グルー プは優秀 で 、 集合 も 早 く 誰 も が
リ ー ダー の よ う な グルー プだ っ た。 い つ も 列 の 一番後 ろ に い る よ う な リ ー ダー だ っ た け ど 、 協力 ＆ 慕 っ
て く れた F グルー プ の み ん な本 当 に あ り が と う 。

外 国 に 友人 を 作 る た め WEB 上か ら ペ ンパル を探す人 も い る が 、 私 は世界 8 カ 国 に 19 人 、 同 じ 県 内
に 2 1 人 、 県外 に 3 人 も の友人 を 作 る こ と が で き た ！ ！今沖縄に い る 2 1 名 で さ え も いつ か は県外へ 出 て行
く か も し れ な い。 そ れで も 、 参加者全員 の ふ る さ と が こ の 小 さ な沖縄な の だか ら き っ と ま た こ こ で再会
で き る 日 が 来 る だ ろ う 。 そ の 時 はみん な何語で会話 し て い る の だ ろ う か … ？ 私 はそ の 時 に は英語は完全
に ス ペイ ン語 も ま あ話せ る と い う 風 に な ろ う と 思 う 。

最後 に 、 ツ ア ー 関係者 の 皆様 、 素晴 ら し い 体験 を あ り が と う ご ざい ま す。

i '!"'-·• 
ヽ 事ヽ 疇‘` 
9 ' --
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大本 紗哉

Ohmoto Saya 

那 覇 国 際高校 2 年

『ジュニアスタディーツアーで得たもの』

私 は 今 回 初 め て こ の ツ ア ー に 参加 す る こ と が で き
て と て も 光栄 で し た。 そ し て こ の ツ ア ー に 参加 で き
た お かげで、 本 当 に 沢 山 の 事 を 学べた と 思い ま す。

海外か ら の 参加者 と 共 に 改 め て 学ん だ沖縄の歴史
や文化 に は 、 再発見 で は な く 新発見 も い く つ か あ り ま し た。 沖縄戦 の こ と 、 郷 土 の 芸 能 、 沖縄の 自 然、
今 ま で 当 然 の よ う に接 し て 来 た 私 の 中 の 沖縄 と は 、 少 し違 う 沖縄 を 見 た り 体験す る こ と が 出 来 ま し た。
何度 も 行 っ た こ と の あ る 場所 も 、 よ く 分か っ て い る つ も り な だ け で 、 そ の場所が 伝 え た い も の を 私 は し
っ か り と 感 じ て い な か っ た よ う に 思 え ま す。 今 回 、 沖縄につい て あ ま り 知 ら な い参加者 も い る 中 で 、 い
つ も と は違 う 環境で沖縄に接す る こ と が で き 沖縄 に 住 ん で い る か ら 沖縄 を よ く 知 っ て い る と は 限 ら な
い 、 か え っ て 日 常的 に接 し て い る 私達が知 ら な い こ と の 方が 多い の か も しれ な い と 気付 き ま し た。 そ こ
で 、 英語 を 使 っ て海外の人 と 交流 を し た い と 思 っ て い る 私 が 、 自 国 日 本、 ま し てや沖縄の こ と す ら 知 ら
な い の で は 、 少 し 情 け な い よ う な気 が し ま し た。 外 国 の 方 に 沖縄や 日 本 に つ い て 聞 かれた時、 私 は し つ
か り 答 え ら れ る で し ょ う か。 答 え る 事が 出 来 な か っ た ら 、 そ の 方 は そ ん な 私 を ど う 思 う で し ょ う か。 そ
う 考 え る と 、 今 の 自 分 の 現状が と て も 恐 ろ し く な り ま し た。 こ の 国 際化 の 時代 、 海外で生活 し て 活躍 し
た い と 願 っ て い る 私が 、 そ ん な風 で は 、 と て も 交流 な ん て 出 来 な い と 思 い ま す。 い ま 私達が学ぶべ き こ
と は 、 言語だ け で は な く 、 自 国 の歴史、 文化だ と 思い ま す。

ま た 、 海外か ら の 参加者 と 話 し て気付い た の です が 、 私 は 中 南米 の 国 を 始 め 、 参加 国 の ほ と ん ど の 国
に つ い て 大 し た 知識が あ り ま せ ん で し た。 彼 ら に 聞 く ばか り で、 私 が知 っ て い る 事 を 話す こ と は滅多 に
あ り ま せ ん で し た。 自 分の 国 の こ と を 相 手 が 知 ら な い と い う 時、 ど ん な 風 に 思 う で し ょ う か。 決 し て嬉
し い こ と で は な い で し ょ う 。 少 な く と も 私 は悲 し む と お も い ま す。 私 は他 を 知 ら な い く せ に 、 自 分の 事
は知 っ て い て 欲 し い な ん て 、 た だ の わ が ま ま です。 私 は 自 分 の 国 の 事 を わ か る こ と と 同様 に 、 世界 の あ
ら ゆ る 国 に 目 を 向 け て そ の 国 の 事 を 学ぶべ き で も あ る と 感 じ ま し た。 そ う す る こ と で、 互 い の 文化 の 交
流 も 出 来 、 更 に 分か り 合 う こ と が 出 来 る と 思 い ま す。

だか ら 、 私 は 自 分 の 夢 を 叶 え る 第一 歩 と し て 言語 を 学び、 自 国 と 他 国 の歴 史 ・ 文化 を よ り 深 く 学びた
い と 思い ま す。

ま た 、 こ の ツ ア ー に参加 し て 多 く の 外 国 の 方 と 仲 良 く な り 、 友達 に な る こ と が で き ま し た。 こ の 友人
達 は 、 私 の か け が え の無い大切 な 人 に な り ま し た。 彼 ら と 過 ご し た 日 々 は忘れ る 事の 出 来 な い 貴重 な 思
い 出 です。 始 め は ち ゃ ん と 会話 が 出 来 る か不安 だ っ た けれ ど 、 誠意 を 持 っ て 話せ ば私の伝 え た い こ と も
相 手 の伝 え た い こ と も ち ゃ ん と 伝 わ る と 思い ま し た。 不格好 な が ら 、 私達はお互 い に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン を と る こ と が 出 来 ま し た。 大切 な の は、 完璧 な外国語ばか り で は な く て 、 話そ う と す る 意欲 、 下手で
も 伝 え よ う と 努力 す る こ と で は な い で し ょ う か。 こ の ツ ア ー に参加す る ま で は 、 話 し た い と 思 っ て も 自
分 か ら 話 し か け る こ と が 苦手で し た。 自 分 の英語力 に 自 信 が な い の で 、 通 じ な か っ た ら ど う し よ う と か、
恥ずか し い と か思 っ て し ま い な か な か
上手 く 話せま せ ん で し た。 で も こ の機会 を き っ か け に私 の 中 で外 国人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の と り 方
の 考 え方が変 わ り ま し た。 自 分 の 考 え が 変 わ っ た と い う だ け で も 、 こ の ツ ア ー に参加 し た意義 が あ っ た
と 思い ま す。

こ れか ら は ど ん な チ ャ ン ス も 逃 さ ず に 自 分 に 出 来 る だ け の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を し た い と 思い ま す。
言語力 の 向 上 と 、 歴史 ・ 文化 の 学習 や 自 分 に 自 信 を 持つ こ と を 目 指 し て こ れか ら も 勉強 に励み た い です。
こ の ツ ア ー で は本 当 に 沢 山 の 事 を 学ぶ こ と が 出 来 ま し た。 こ こ で学んだ こ と を い つ ま で も 忘れず に こ れ
か ら も 国際交流の場で活動 し た い です。
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金城 美菜

Kinjo Mina 

那 覇商業高校 2 年

っ た り 本 当 に最高 の 一週 間 で し た。

『今まで知 らなかった沖縄を発見』

私 は 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加す る 事が
で き て と て も う れ し か っ た です。 普段学校 で は 学べ
な い よ う な 事 を 学 ん だ り 、 い ろ ん な 国 の 人達に 出 会

最初 は 、 那覇商業か ら の 参加者が私一 人 だ け だ っ た の で 、 友達が で き る か と て も 心配で し た。 で も 、
み ん な フ レ ン ド リ ー でい い人達ばか り で し た。 初 め の う ち は他 の 高校 ・ 中 学校 の人達 と し か し ゃ べ ら な
か っ た け ど 、 沖縄尚 学高校 の 生徒 さ ん達が企画 し て く れたパ ー テ ィ ー で 、 ダ ン ス やゲー ム を 通 し て海外
か ら の 参加者の人達 と も 話す事が で き た の で 良 か っ た です。 ま た 、 海外か ら の 参加者の 中 に は 日 本語 を
話せ る 人 が い た の で少 し は気持 ち が 楽 に な り ま し た。 あ と 、 三味線や ダ ン ス 、 ヒ゜ ア ノ の演奏な ど も 見 て
い て 楽 し か っ た です。

ま た 、 2 日 目 か ら は 県庁や沖縄の観光名 所な ど を め ぐ り 、 今 ま で知 ら な か っ た沖縄を 発見す る 事が で
き ま し た。 実際、 首里城 は家か ら 車で、 1 0 分 ぐ ら い の 所 に あ る の に 、 首里城 の 正殿 に入 っ た の は初 め
て で 、 琉球村 も 小学生 の 時以 来だ っ た の で 、 と て も う れ し か っ た です。 そ し て 、 琉球村 で は 、 伝統芸能 ・
工芸 を 体験 し た り 、 発表会 を し た り と い ろ ん な 思い 出 を 作 る 事が で き 、 琉球舞踊 を 教 え て く れ た お ば あ
ち ゃ ん が 、 頭 に 一 升瓶 を のせ て 踊 っ て い た の に は 、 び っ く り し ま し た。

美 ら 海水族館 で は 、 大好 き な ジ ンベエ ザ メ に 会 え て う れ し く て 写真 ま で撮 り 、 オ キ ち ゃ ん も か わ い く
て 一 目 惚れ し て し ま い ま し た。

で も 、 時 間 は ど ん ど ん過 ぎ て い っ て い つ の 間 に か、 お別れパ ー テ ィ ー の 日 に な っ て い て 、 「 み ん な と
こ れでお別れ な ん だ な。 」 と 思 う と さ み し か っ た です。 そ れ で も 、 思 い 出 を つ く つ て 楽 し く す ご そ う と
思 い 、 い ろ ん な 人達 と 写真 を と っ た り 、 話 を し た り と 楽 し い 時 間 を過 ごす事が で き て よ か っ た です。

最初は見知 ら ぬ 同 士だ っ た け ど 、 一週 間 後 に は 、 本 当 の 家族 に な っ た と 思い ま す。 ま た 、 最後みん な
が泣い て い た の を 見 て 、 「本 当 に 楽 し か っ た ん だ な ぁ 。 」 と 感 じ る 事が で き た し 、 私 自 身本 当 に 楽 し か っ
た です。 今 は み ん なバ ラ バ ラ だ け ど 、 い つ か ま た 会 え る 日 を 楽 し み に し て い ま す。 そ し て 私 は み ん な が
大好 き だ し 、 そ の み ん な と 出 会 わせて く れた ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に は と て も 感謝 し て い ま す。

大城 桃香

Oshiro Momoka 
- - - - - - -

沖縄尚 学高校 2 年

,, ·"'瓢l

一
『お互いを知 ろうという気持ち が大事』

ジュニアスタディ ー ツア ー の 一週 間 という期 間 は 、 長い
ようでとても 短かっ たです。 でも 、 とても多く の経験を得
たと思います。

私がこのツアー のことを知ったきっかけは部活でした。
私の入っている部活ではジュニアスタディ ーツアー のボランティアスタッフをしていたのです。 去年私はスタッフと
して参加していませんでしたが、 話を聞いたり ビデオを見たり してすごく 興味を持っ ていたので、 その点では他の
参加者のみんなよりこのツアー に馴染みやすかっ たと思います。

ツアー が始まる と一 日 がとても早く過ぎていきました。 まず始め に感じたの が 、 私の英語力 の無さです。 スペイ
ン語やポルトガル語圏 の人でも ほとんどの人が流暢に英語を話していました。 中 には 日 本語も話せる人も いまし
た。 それでも 、 つたない英語でコミュニケー ションがとれました。 同 室の子とは特に仲 良 く なれました。 や は り 共通
語は大事だけど 、 お互いを知ろう という気持ち があれば言葉があま り 通 じなくても友達になること ができるんだと
いうことを実感しました。

日 が経つ につれてみんな仲 良くなっ ていったので、 さよならパーティ ー の後別れる の が とてもつ らかったです。
私 は泣かないだろう となんとなく 思っ ていましたが 、 いざ別れの 時 間 が迫ってくると涙がとまりませんでした。 あま
り 話せなかっ た人も いましたが 、 みんなの心が何かで結 ばれているよう に感じました。
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また私 は参加者という視点だけでなく 、 スタッフという視点からもこのツアー を体験することができました。 部活
の みんながああだこうだどソアー を盛り 上 げるため にいい企画を作ろう と頑張っ ている ところも 見てきたし、 休みの
日 も使ったり してリハ ーサルも 一 生懸命していました。 表 立っ て楽しむこと はないけれど 、 役 に立つことができた
喜びや経験は 、 参加 して得られる経験と 同 じぐらい素晴らしいも のだったと思います。

このツアー では世界の沖縄人のつながりや、 沖縄に住んでいる私も よく知 らなかっ た沖縄の芸能文化 、 歴史な
ども知ること ができました。 このツア ー で得た経験は一 生忘れないと思います。

最後 に、 ジュニアスタディ ーツアー のスタッフのみなさん、 色 々 わがままも 聞 いても らっ てすいませんでした。 こ
のツア ー の成功 はみなさんのおかげです。 ぜひ今後もこのツアー を続けていっ てほしいです。 この経験をいかし
てこれからも頑張っていこう と思います。 本 当 にあ り が とうございました ！ ！ 

真栄城 智恵美

Maeshiro Chiemi ｀□-冨校 2 年
―- -

『他国 の 言語を学びたい』

こ の 時期 、 私 は ア メ リ カ ヘ 1 年留学 を す る 準備 の
盲 自六 つ 取 中 で し た。 い え 、 何 を 準備 し て い い の か ま っ
た く わ か ら ず、 戸惑 っ て い た 時期 で も あ り ま し た。
沖縄の 事 を 質 問 さ れて も ど う 答 え て 良 い の かわ か ら

ぬ ま ま ア メ リ カ で過 ごす の か ・ ・ ・ 迷 っ て い た 時期 で も あ り ま し た。 それが 、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー

ツ ア ー に応募 し た き っ か け だ っ た の だ と 思い ま す。
初 め て 全員集合 し た 日 、 恥ず か し さ と た く さ ん の期待でい っ ぱい で し た。 そ の 時、 一 人 目 の 外 国 人 、

ア シ ュ リ ー が 入 っ て き ま し た 。 話 し か け よ う と 思 い 立 ち 上 が り 、 戸惑い な が ら 精一杯 の 笑顔 で 、 ’'Hi!
What's your name?’' と 聞 い た 日 の こ と 、 今 で も 忘れ ま せ ん。 そ れか ら ぞ く ぞ く と 各 国 か ら の ジ ュ ニ ア
と 引 率者達が入 っ て き た 時 の 緊 張感 、 それが た っ た 1 週 間 で あ ん な に仲 良 く な る な ん て 思 い も し ま せん
で し た。

沖 尚 の 国 際 交流 ク ラ ブ が バ ッ ク ア ッ プ し て く れ て 交流 プ ロ グ ラ ム や ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー で恥ずか
し が っ て い た み ん な の顔が笑顔 に な っ て ゆ く の を感 じ て 、 と て も う れ し く 思い ま し た。

初夜、 ミ ド リ と い う ブ ラ ジル 出 身 の 子 と 同 じ部屋だ と 知 り 、 あ の 子 は 一人 で 日 本人 に 囲 ま れて 大丈夫
か と 心配 に な り ま し た。 し か し 、 部屋 に入 っ て 私 の お ぼつ か な い英語で話 し か け る と 、 “ 日 本語 の 方 が
い い ” と 言 われ ビ ッ ク リ し て し ま い ま し た。 彼女は英語 も 少 し 出来 て 、 日 本語 も 話せて 、 も ち ろ ん ポル
ト ガル語ま で話せ る の か ？ と 私 も 、 な お さ ん も ビ ッ ク リ し て し ま い ま し た。 日 本で は 、 い え 、 私 に と っ

て 、 英語が話せ る な ん て す ごい と い う イ メ ー ジが あ っ た の に 、 ミ ド リ に よ っ て 、 そ れ を ぶ ち こ わ さ れた
気 が し ま し た。 同年代 の 子 が 3 カ 国語 も 話せ る ？ そ れ は普通 の こ と な の か ？ ま た 、 ミ ド リ を訪ね に 来た
チエ ミ と い う ブ ラ ジル 出 身 の 子 も 3 カ 国 語 を 話す こ と が 出 来 る と い う の です ！ そ れ は 私 に と っ て 大 き
な シ ョ ッ ク で し た。 それ と 同 時 に 、 他 国 の 言語 を 学びた い と い う 思い も わ い て き ま し た。

た っ た 1 週 間 で あ ん な に み ん な と 仲 良 く な っ て 盛 り 上が っ た キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー 、 そ し て 、 最後 の 夜、
修 了 証書 を も ら っ て こ れで最後 だ と 実感 し た さ よ な ら パー テ ィ ー 、 本 当 に み ん な と 会 え な く な る と 思 う
と 、 涙が止 ま ら な く な り ま し た。 翌 日 の 見送 り に は行 け な い と 思 っ て い た け れ ど 、 学校 の 後 す ぐ飛行場
に行 く と ま だ何人 かい て 、 バ イ バ イ を言 え る こ と が 出 来 て 良 か っ た。 こ れ か ら も 、 お互い に 連絡 を 取 り
合 っ て い き た い と 思い ま す。

こ の ツ ア ー に よ っ て今 ま で住み慣れて い る 沖縄 に い て 、 見 た こ と の 無 か っ た 県庁 の ゲ ス ト ルー ム 、 こ
の 歳 に な っ て 改 め て 知 る 平和祈念資料館や首里城、 沖縄に住 ん で い る 動植物 た ち 。 知 っ て い る つ も り で
知 ら な か っ た 沖縄の こ と を 知 り 、 海外か ら の 参加者 と 共 に 体験す る こ と が 出 来て本 当 に と て も よ い体験
に な り ま し た。 こ の プ ロ グ ラ ム を企画 し て 陰 で見守っ て い て く れた皆 さ ん 、 本 当 に あ り が と う ご ざい ま
し た。 こ の ツ ア ー は本 当 に 大成功 だ と 思い ま す ！ こ の ツ ア ー に 参加 で き て 良 か っ た です ！ ！ 
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稲福 陽香

Inafuku Haruka 

典南高校 1 年

『みんな大切な友達』

こ の ツ ア ー に 参加 し て 本 当 に よ か っ た です。 今 ま
で に 5 泊 6 日 が こ ん な に早い と 感 じ た こ と は あ り ま

ヽ せん。 と て も 楽 し く て 時間 が過 ぎ る の が と て も 早か
っ た です。 一 生 に 一度 し か で き な い と て も い い 体験

を さ せ て く だ さ っ て あ り が と う ご ざ い ま し た。 沖縄に い て も め っ た に で き な い 県庁 内 見学や平和学習 、
伝統工芸体験、 伝統芸能体験 、 比地大滝の エ コ ツ ア ー な ど を し て 、 と て も 勉強 に な り ま し た。 県庁の構
造の意味 な ど こ の ツ ア ー を 通 さ な けれ ば一 生知 ら な か っ た か も しれま せん。 自 分で色 を選んで塗 る 紅型
は本 当 に 楽 し か っ た です。
伝統芸能で禾Lは三線 を選びま し た。 最初、 指使 い が と て も 難 し か っ た け ど何回 も 練習 す る に連れて だん
だ ん で き る よ う に な り ま し た。 み ん な の 前で披露 し た と き 、 練習 よ り も よ く で き て と て も う れ し か っ た
です。 比地大滝 は急な階段 を 登 っ た り 降 り た り し て と て も 疲れた け ど 、 広大 な 自 然 の 滝 を 見 た と た ん に
疲れは吹 っ 飛びま し た。 比地大滝 は と て も す ご く て こ こ に 来 る ま で は 大変 だ っ た け ど本 当 に 来 て よ か っ
た な ぁ と 思い ま し た。

平和学習 で戦争 を 二度 と お こ し て は い け な い こ と 、 平和 が ど ん な に大切か、 私た ち が ど ん な に幸せな
の か を 再び実感 し ま し た。

最初、 海外組 と 仲 良 く なれ る か と て も 心配 だ っ た け ど 、 み ん な と て も い い人で 日 本語 も 上手 で思 っ た
よ り 早 く 仲 良 く な り ま し た。 言葉 も 片言 と か ジ ェ ス チ ャ ー で言 っ た 時 も 通 じ て 言菓 の壁 は な い な ぁ と 思
い ま し た。 言葉 を 知 ら な く て も 心 は通 じ あ う と い う こ と はす ば ら し い と 思、 い ま し た。 み ん な と 仲 良 く な
っ て と て も 楽 し か っ た です。 ブ ラ ジルの真 由 美 と カ ロ リ ー ナ と 沖縄の梨華子 と 私 の 四 人で crazy group 
を 作っ た り 四 人 同 じ キ ー ホ ル ダー を 買 っ た り と て も 仲 良 し で こ れか ら も 一 生友達です。 こ の キ ー ホ ル ダ
ー も 一 生 の 宝物 です。 琉球村 で ア ルゼ ン チ ン の ミ ド リ と ペルー の マ ー ビー と ブ ラ ジル の カ ロ リ ー ナ と 私
で と っ た プ リ ク ラ も 一 生 の 宝物 で一生友達です。 ハ ワ イ の ケ テ ィ ー も 一緒 に 洗濯 を し た り 、 ダ ン ス を し
た り し て と て も 仲 良 く な り ま し た。 一生友達です。 フ ィ リ ピ ン の デ ィ ナマ エ と パ ト リ シア か ら も ら っ た
ア ク セ サ リ ー も 一生 の 宝物 です。 こ の ツ ア ー に 参加 し た み ん な 大好 き で み ん な 大切 な友達です。
別れは本 当 に 辛 か っ た です。 ま た み ん な と 会 い た い です。

国 際交流 を 計画 し て く だ さ っ た ス タ ッ フ の み な さ ん本 当 に あ り が と う ご ざい ま し た。 み ん な と 仲 良 く
なれて と て も 楽 し か っ た です。 一 生 の 思い 出 に な り ま し た。 本 当 に こ の ツ ア ー に 参加 し て よ か っ た です。
ま た み ん な で会 い ま し ょ う ！

村吉 梨華子

Murayoshi Rikako 

『交流ってす ばら しい』

私 は 、 こ の ツ ア ー で い ろ い ろ と 学ぶ こ と が で き ま
し た。

典南高校 1 年 初 日 は 、 友達が で き る か ・ • と か、 言葉 が 通 じ る か
• • な ど い ろ い ろ な 不安が あ り 、 1 週 間 が長 く 感 じ る

ん だ ろ う な 、 と 思 っ た り し た け ど 、 実際 は平和 ・ う ち な 一 の伝統芸能 を 学ぶ こ と が で き て 、 そ れ以 上 に
国際交流 が で き る 私 に と っ て 良 い 1 週 間 で 、 と て も 短 く 感 じ ま し た。

外 国人 と い っ て も 、 う ち な 一 の 2 世 • 3 世や 4 世の 人達だ っ た の で と て も 親近感 が あ り ま し た。 日 本
語 を 話せ る 人 と か結構い た の で ビ ッ ク リ し ま し た。

ウ ェ ルカ ム パー テ ィ ー で は沖縄 尚 学 高 の 人 た ち が い ろ ん な ゲー ム を 準備 し て く れて 、 み ん な を盛 り 上
げて く れ ま し た。 と て も 楽 し か っ た です。 琉球村で は紅型 を 染 め た り 、 体験学習 で三線 を 教 え て も ら い
ま し た 。 三線 の練習 は 4 0 分 く ら い し か な か っ た の に み ん な 息 が び っ た り で上手 に 出 来 た と 思い ま す。
三線 に 少 し興味が あ る の で こ れ を機会 に家でや り た い です。

平和祈念公 園 で は 、 戦争の 恐 ろ し さ を ビデオや本 な ど を通 し て 知 る こ と が で き ま し た。 平和 の礎 を 見
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て 改 め て 亡 く な っ た 人 の 多 さ に ビ ッ ク リ し ま し た。
キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー の周 り でみ ん な でサ ンバ を 踊 っ た り 、 チ ー ム 同 士 の ゲー ム は本 当 に楽 し か っ た で

す。 バ ッ ゲー ム の ” し り 字II は と っ て も はずか し か っ た です。
さ よ な ら パー テ ィ ー で は 、 ま ゆ み が 三線 を 弾い て 「安里屋ユ ン タ 」 を 歌い ま し た。 全員 で写真 を 写 し

た り 、 ツ ア ー で も ら っ た T シ ャ ツ に み ん な に名 前 を 書い て も ら っ た り 、 と っ て も 思い 出 に残 っ て い ま す。
こ の 1 週 間 でみ ん な と 仲 良 く なれて本当 に う れ し い です。 国 際交流のすば ら し さ を 体験で き た し 、 た

く さ ん の 思 い 出 も つ く れた の で こ の ツ ア ー に参加 で き て よ か っ た と 思い ま す。
こ れ か ら も み ん な と メ ールや手紙な ど で 交 流 を 続 け て い き た い です。
こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を勧 め て く れた先生や ツ ア ー の ス タ ッ フ さ ん 、 ど う も あ り が と う ご ざ

い ま し た。

宮本 詩織

Miyamoto Shiori 
- - - - -
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『最高 の 日 々 を あ り がとう』

＂ 
あ っ と い う 間 の 5 泊 6 日 の ツ ア ー。
初 日 は 、 自 分 は 1 番年下で、 ま し て 言葉が 通 じ る

かな ど 、 不安な気持 ち で い っ ぱい で し た。
で も 、 す ぐ に何人 か の 人 が 話 し か け て 来 て く れて

友達に なれた の で嬉 し く て 、 あ っ と い う 間 に不安は消 え て い っ て し ま い ま し た。 で も さ すが に 、 外 国 か
ら 来た人 た ち と は ホ テ ル に 着い て か ら し か話す事が で き な か っ た の で 、 も っ と 早 く 声 を か け て みれ ば よ
か っ た 、 み ん な 楽 し い人 ばか り な の に な ん て 思 っ て い ま し た。

ホ テル の 部屋 に戻 っ た後 も 、 ルー ム メ イ ト の 人達 と 夜 中 ま で 自 分 の 国 の話 と か し て 、 次 の 日 は寝坊 を
し て ツ ア ー の み ん なや、 ス タ ッ フ の 方 に 迷惑 を か け て し ま い ま し た。 で も 私 に と っ て は 、 語 り 合 っ た 時
間や、 寝坊 し た事 も 、 大切 な最高 の 思 い 出 と な り ま し た。

又 、 沖縄に住 ん でい な が ら 知 ら な い 事 も た く さ ん あ っ て 、 沖縄の伝統や文化 を 学ぶ事 が で き て 本 当 に
良 か っ た です。

そ の 中 で も 三味線 の練習 は 、 と て も 楽 し か っ た です。
ア ルゼ ンチ ン か ら 来た み ど り さ ん に 教 え て も ら っ た ス ペイ ン語、 み ん な で踊 っ た ブ ラ ジルの ダ ン ス に

海洋博で の ビー チバ レ ー 、 最後 の夜 に みん な で Al l n ight で話 し た こ と 、 都 ホ テル で の サ ヨ ナ ラ パ ー

テ ィ 、 今 で も 目 を 閉 じ る と 浮 かん で き ま す。
「み ん な 、 最 高 の 日 々 を あ り が と う ！ 」 We are best friends forever! ! ! ! !  

そ し て 私 は 、 こ の ツ ア ー で学んだ事、 国 際交流 と は 、 同 じ 一 人一 人 の 人 間 同 士が 「 心 で 、 気持 ち で交
わ る 事」 だ と い う 事 を 絶対忘れ ま せん。

い つ か今度 は 、 私 も 、 こ の 交流のお手伝い が 出 来れば と 思い ま す。
み ん な の 国 に い つ か行 く か ら 、 み ん な待 っ て て ね ！
最後 に 、 陰 で支 え て く れ た 、 新屋 さ ん を 始 め ス タ ッ フ の み な さ ん本 当 に ぁ り が と う ご ざい ま し た。
こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー に参加 さ せて 下 さ い ま し て 、 心 か ら 感謝 し ま す。

口
口
"-
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島袋 希

Shimabukuro Nozomi 

『 こ の 5 日 間 で大きく成長できた』

私 は 、 こ の ツ ア ー に 参加 し て 、 と て も い い経験 に
な り ま し た。

首里 中 学校 3 年 ツ ア ー の 前 は 外国 の 人 と 話せ る か な と か、 友達が
i で き る か、 と て も 心配で あ ま り よ く 眠れ ま せん で し

た。 し か し 、 実際 に ツ ア ー に 参加す る と 、 み ん な と 普通 に話せ る し 、 す ぐ に友達 も で き て 、 前 日 ま で の
不安が う そ み た い で し た。

ツ ア ー の最初 の 頃 は 、 沖縄の人 と はす ぐ友達に なれた け ど 、 外 国 の 人 と は 、 緊張 し て あ ま り 話せ ま せ
ん で し た。 し か し 、 2 日 目 ぐ ら い か ら は 、 ルー ム メ イ ト の ア ルゼ ン チ ン か ら き た ミ ド リ と は夜遅 く ま で
い ろ い ろ な事 を 話す ぐ ら い仲 良 く な り ま し た。

私 は 、 ミ ド リ と 友達 に な れ て か ら 、 ど ん ど ん話 し か け れ る よ う に な り ま し た。 今 ま で 、 ず っ と 外国 の
人 に 話 し か け ら れ な い と い う 自 分が 変 われた様な感 じ が し ま し た。

私 は こ の ツ ア ー に参加 し て 、 た く さ ん の友達が で き て 、 今 ま でず っ と 近 く に あ り す ぎ て 興味が な か っ
た け れ ど ツ ア ー で い ろ い ろ 体験 し て 、 今 ま で と は違 う 沖縄 を 知 る 事が で き 、 こ の 沖縄の 文化や歴史 を ち
ゃ ん と 残 し て お き た い と 思い ま し た。

こ れか ら た く さ ん の 人 に 、 こ の ツ ア ー に参加 し て も ら っ て 、 外 国 の 人 と 交流や沖縄の 事 に つ い て 知 る
良 さ を ぜひ味 わ っ て ほ し い と 思い ま し た。

き っ と こ の ツ ア ー に 参加 し た 人 は み ん な 良い思い 出 を つ く る 事が で き る と 思い ま す。
め っ た に で き な い こ の 交流 ツ ア ー に 参加 で き て 、 私 は こ の 5 日 間 で大 き く 成長 で き た と 思い ま す。
私 は こ の ツ ア ー に参加す る 事が で き て と て も よ か っ た です。
最後 に 、 こ の ツ ア ー 中 ず っ と い て く れた ス タ ッ フ の銘苅 さ ん 、 上原 さ ん 、 照屋 さ ん 、 新屋 さ ん 、 津覇

さ ん 、 白 さ ん あ り が と う ご ざ い ま し た。

山城 貴徳

Yamashiro Takanori 

糸 満 中 学校 3 年

『 自 分の 国 の ことも 多 く の 国 の 人 に伝えたい』

僕 は兵庫県 の 高校三年生 の 上原勝也 さ ん と す ぐ友
達に な り 、 ほ と ん ど一 緒 に い ま し た。 家 に 帰 っ て き
て 「 貴徳、 な ん か し ゃ べ り かた が 変 に な っ て る よ 。 」
と 言 われ、 笑われて し ま い ま し た。 僕 は 「 多分ず っ

と 一緒 に い た 、 と て も お も し ろ いセ ンパ イ か ら う つ っ た の か も し れ な い。 」 と 言 い ま し た。 す る と 、 母
が 「 貴徳は外 国 に 行 っ た ら 日 本語 を 忘れ て 、 英語が 上 手 に な る か も ね。 」 と 言 われ、 僕 も 「 そ う か も し
れ な い。 」 と 相 づ ち を う ち ま し た。

ツ ア ー初 日 、 僕 は外 国 人 の 多 さ に ビ ッ ク リ し ま し た。 こ ん な に た く さ ん の 他 国 の 人 と 友達に なれ る チ
ャ ン ス が あ る と は 、 と 胸 を ワ ク ワ ク さ せ ま し た。 し か し 、 最初 は遠慮 し て し ま う も の です。 僕達は 日 本
語の通 じ る 県 の メ ンバ ー だ け で く つ つ い て い ま し た。 す る と 、 「 コ ン ニ チ ワ 。 」 と 気 を つ か っ て く れた の
か、 か た こ と の 日 本語で話 し か け て き ま し た。 僕 も かた こ と の英語で し ゃ べ り か え し ま し た。 す る と ど
う で し ょ う 、 彼 は 言葉 を返 し て く る の です。 僕 は言葉が 返 っ て く る 度 に 「少 しずつ、 少 し ずつ だ け ど僕
の言葉、 気持 ち が伝 わ っ て い る 。 」 僕 は う れ し く 同 じ事 を 何度 も 言 っ た り 聞 い た り し ま し た。 初 め 、 僕
は上手 に し ゃ べ ろ う 、 上手に し ゃ べ ろ う と か っ こ つ け て い た の か も し れ ま せん。 し か し 、 気持 ち が あれ
ばかた こ と で も 通 じ る じ ゃ な い か、 と と て も 感動 し て し ま い ま し た。 僕 は 自 分 の 分 か る あ り っ た け の 言
葉 を使 っ て 話 し か け る よ う に し ま し た。 外 国 の 人 と し ゃ べ っ て い る と 、 自 分 も 外 国 の 人 に なれた気分 に
な る の です。 「 も っ と 最初 か ら 話 し か け て いれ ば よ か っ た な ぁ 。 」 と 思い ま し た。

今 、 僕 は こ の ツ ア ー で友達 に な っ た何人かの外国人 と メ ールのや り と り を し て い ま す。 も ち ろ ん英語
です。 は っ き り っ て 、 こ の メ ール を う つ の は僕 に と っ て かな り 大変 な も の です。 で も 、 相 手 の 国 の こ と
も 知 り た い し 、 自 分の 国 の こ と も 多 く の違 う 国 の 人 た ち に伝 え た い。 だか ら 僕 は英語 を も っ と 勉強 し て
こ の ツ ア ー で友達 に なれた彼等 の母国へ必ず行 き た い と 思 っ て い ま す。

僕 は 今 、 英語、 いや世界 に と て も 興味が あ り ま す。
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比屋根 安 尚

Hiyane Yasunao ----------------

南星 中 学校 2 年

『最高 の 思 い 出 ジュニアスタディーツアー』

今 回 の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は僕 に と っ て 初
め て の 国 際 交流体験 で し た。 県 内 、 海外 に も た く さ
ん の 友達が で き 、 今 で も メ ー ルや手紙な ど でや り と
り を し て い ま す。 海外 の友達に は英語で の メ ール な

の で 、 は た し て 僕 の 言 い た い こ と が 相 手 に伝 わ っ て い る の か心配ですが 、 会話が し た い 一 心 で 、 な ん と
か頑張 っ て メ ール を 送 っ て い ま す。 世界 に 向 け て メ ール を発信 し て い る と 考 え る と 自 分で も す ごい こ と
だ と 思い ま す。 こ れ も ツ ア ---; に 参加 で き た お か げです。

ツ ア ー で は 、 み ん な と 一緒だ と 毎 日 が 楽 し く 新鮮 で 、 色 々 な事 を 学び、 吸収す る こ と が で き ま し た。
沖縄の伝統芸 の で あ る 棒術に も チ ャ レ ン ジ し た り 、 平和学習 で は 、 かな し い歴史、 沖縄戦の こ と を 学び、
改 め て 戦争の悲惨 さ 、 人 間 の命 の 尊 さ 、 そ し て 平和 の 大切 さ に つ い て 考 え ま し た。

ビー チ レ ク リ エ ー シ ョ ン 、 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー な ど で 、 ま す ま す、 み ん な の 心 が 一つ に な っ た様な気
が し ま し た。

で も 、 あ っ と 言 う ま に 一週 間 が過 ぎ 、 み ん な と の別れ の 時 は 、 と て も つ ら く て 悲 し く て 、 空港で の 見
送 り の 時 は思わず泣い て し ま い ま し た。

僕 は 今 、 み ん な の 写真 を 見 る と 思い 出 し ま す。 僕 に は じ め て 英語で話 し か け て き た ハ ワ イ の タ イ 君 、
僕達が お し え た 日 本語 を 覚 え 、 何度 か言 っ て い た ア シ ュ リ ー と ケ イ テ ィ ー 。 大好 き な サ ッ カ ー を 一緒 に
楽 し ん だ コ リ ン君、 僕 に ス ペイ ン語 を 教 え て く れ た 、 ペルー の よ っ ち ゃ ん 、 み ん な 僕 の 大切 な 仲 間 た ち
です。 み ん な に 出会 え て本 当 に よ か っ た。 み ん な の こ と は一 生忘れ ま せ ん。

ス タ ッ フ の み な さ ん 、 僕 を ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の メ ンバ ー と し て選び、 貴重な体験 を さ せて く
だ さ っ て 、 心 か ら 感謝 し て い ま す。 あ り が と う ご ざい ま し た。

ツ ア ー に参加 し て 僕 は ま す ま す 国 際 関係 の仕事 に つ き た い気持 ち が 強 く な り ま し た。
こ れ か ら 僕 は ウ チナ ー ン チ ュ と し て の誇 り を 持 っ て 、 ツ ア ー で学ん だ こ と を 生 か し て い き ま す。
み ん な 、 僕 に 最 高 の 思 い 出 を本 当 に あ り が と う 。

長嶺 ー 司

Na gamine Kazushi 

南星 中 学校 2 年

『 一 生忘れられない思い 出 』

沖縄 は 、 戦前 ・ 戦後 と 多 く の 人 々 が 安定 し た 暮 ら
し を 求 め て 、 他 国へ と 旅 立 っ て い っ た。 当 時沖縄は、
経済的 な 理 由 で 、 海外移民 を よ ぎ な く さ れ た の で あ
る 。

僕が こ の ツ ア ー に 参加 し た 理 由 の 一 つ に は 、 沖縄か ら 移民 し た 人 た ち の 二世、 三世が 、 今世界で 、 ど
の よ う な 生活 を し て い る か興味を持 ち 、 知 り た か っ た か ら で あ る 。 ま た 、 去年、 僕 はハ ワ イ ヘ の ホ ー ム
ス テ イ ヘ参加 し 、 そ の 時 にす ご く お世話 に な り 、 今 回 の ツ ア ー は外国 に い る 日 系 人 の 人 た ち が 沖縄 に 来
る と い う こ と で 、 去年 と は逆 に 、 僕 が 沖縄の こ と を い ろ い ろ 教 え て あ げ よ う と 思 っ た か ら で あ る 。

「Hi, My name is Daniela Kaori Nakamoto. Nice to meet you! 」 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 会場で、 ペ

ルー 出身の ダニ エ ラ さ ん に話 し か け ら れた。 い き な り 声 を か け ら れて び っ く り し た 僕 は 、 ど う に か コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と ろ う と 、 わ か る 英語でい ろ ん な 事 を 話 し て み た。 す る と 彼女 は 、 僕 の 話 し た こ と を
理解 し て く れ た ら し く 、 自 分 の プ ロ フ ィ ールな ど を話 し て く れた。 そ こ で僕 は 、 ど う に か話 を つ な げ よ
う と 、 沖縄の こ と に つ い て 話 し て み よ う と 思 っ た。 し か し難 し い 単語が 出 て こ な か っ た り 、 ま た 、 分か
っ て る はずの沖縄の事 を 、 知 っ て い る はずで知 ら な か っ た り な ど 、 沖縄 に つ い て の 知識が か け て い る こ
と に気付か さ れた。 逆 に 、 彼女 の 方 が 沖縄 に 対す る 知識が豊 富 で 、 沖縄 に つ い て 知 ら な か っ た 自 分が は
ずか し か っ た。 僕 は 、 こ う い う 話 を 通 し て 、 彼女た ち が い か に 沖縄 に つ い て 学ん で い る の か と い う こ と
を 実感 し 、 向 こ う に 住 ん で い な が ら も 、 自 分 のふ る さ と 沖縄 に 関心 を持 っ て い る 彼女た ち に驚か さ れた。

ツ ア ー が 始 ま っ て ま も な い こ ろ 、 部屋の割 り 当 て で 、 僕 は 、 カ ナ ダ 出 身 の オ リ バ ー君 と 、 ワ シ ン ト ン
出 身 の コ リ ン君 と い っ し ょ に と ま る こ と に な っ た。 「 ど う し よ う 。 日 本人 が い な い。 」 僕 は こ れか ら ど う
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や り あ っ て い け ば よ い か不 安 に な っ た。 し か し 、 そ ん な 不安 も 一 瞬 に し て 消 え去 っ た。 そ の 日 行われ た 、
ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー で 、 交流 を 深 め る こ と が で き 、 い ろ ん な話 を し て 盛 り 上が っ た。 こ の 時の思い で
は 、 僕 に と っ て 一 生忘れ ら れ な い思 い 出 と な っ た。

ツ ア ー が 山 場 を 迎 え よ う と し た 頃 、 僕 は外 国 人 の 友 だ ち も た く さ ん で き 、 い ろ ん な 人 と コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を と る こ と が で き た。 そ ん な 中 で 、 僕 が 特 に し た し く な っ た 人 は 、 ニ ュ ー ヨ ー ク 出 身 の ア シ ュ リ
ー さ ん だ。 彼女 は と て も ひ ょ う き ん な性格 で 、 カ ー ド ゲー ム が う ま く て 、 僕 に 「 ゴー フ ィ ッ シ ュ 」 と い
う ゲー ム を 教 え て く れた。 そ の ほ か に彼女は と て も 気前が よ く て 、 自 分の 買 っ て き た パ イ ナ ッ プル を 切
っ て み ん な に 差 し 出 し た り す る な ど 、 と て も お も し ろ い 人 だ っ た。

彼 ら と の 交流 の 中 で 、 僕 は い ろ ん な こ と を 知 る こ と が で き た。 彼 ら は 、 同 じ ウ チナ ー ン チ ュ で も 、 世
界 の ど こ に住 ん で い る か に よ っ て 沖縄 に 対 し て の 考 え 方が ち が う と い う こ と で あ る 。 し か し 、 彼 ら に 共
通 し て い る こ と は 、 み ん な性格 が お だや か で 、 と て も ひ ょ う き ん だ と い う こ と で あ る 。 こ れ は ま さ に 、
ウ チナ ー ン チ ュ を 象徴す る も の で は な い だ ろ う か。

僕 は 、 こ の ツ ア ー で沖縄 に 来 た 団 員 の 一 人一人 が 、 こ の 体験 を 通 し て 学ん だ こ と を 、 母国へ帰 っ て も 、
本 当 の ふ る さ と 沖縄の こ と を 思 い 出 し 、 誇 り を 持 っ て 生 き て ほ し い と 思 う 。

僕 は 、 海外 に い る ウ チナー ン チ ュ を と て も 誇 り に 思 う の だ。
最後 に な り ま し た が 、 僕 た ち に こ の よ う な機会 を あ た え て く だ さ っ た 国 際交流課 の み な さ ん あ り が と

う ご ざ い ま し た。

古波蔵 直子

Kohagura Naoko 

南星 中 学校 3 年

『来年 はボランティアで参加 したい』

七月 二十一 日 か ら 二十六 日 の約五 日 間 、 私 は ジ ュ
ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し ま し た。

二十一 日 の ツ ア ー初 日 の 日 、 那覇市の東町会館で
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン が あ り ま し た。 私 は そ の 日 、 お

母 さ ん の 前 で あ ま り 緊 張 し て い な い 風 を よ そ お い ま し た。 普段、 あ ま り 緊 張 し な い 私 で も 、 さ すが に 五
日 間 も 初対面 の 人達 と 過 ごす と な る と 、 と て も 緊張 し ま し た。

東町会館 に着い て も 少 し マ イ ナ ス 思考 ぎ み の 私 は 「五 日 間 も 誰 と も 話せず過 ご し て し ま っ た ら ど う し
よ う ・ ・ ・ 誰 か話 し か け て く れ な い か な ぁ ・ ・ ・ 。 」 と 変 な 事 を 考 え て い ま し た 。 で も 私 は 、 提 出 し た
作文 に 「人 と 話す の が好 き 」 な ん て 事 を 書 い て し ま っ た の を 思 い 出 し て し ま い ま し た。 だか ら 私 は 、 隣
の席 に座 っ て い た 高校生、 幸 さ ん に話 し か け ま し た。 初 め て 話せ た 時 は本 当 に嬉 し か っ た 事 を 今 で も は
っ き り 覚 え て い ま す。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン も 終わ り 、 ロ ビー でバ ス を待 っ て い た 頃 、 私 は 幸代 さ ん と 話
し ま し た。 バ ス の席 も 隣 に座 っ て な ん だか、 少 し ずつ友達が増 え て い く 様で嬉 し く て 、 少 し 照れま し た。
二十一 日 ・ ニ十 二 日 の宿泊 先 で は 、 美菜 さ ん と ア メ リ カ か ら 来た ア シ ュ リ ー と 同 室で し た。 初 日 は ウ ェ
ルカ ム パ ー テ ィ ー も 有 り 沖 尚や去年の参加者 の ボ ラ ンテ ィ ア の 人達 と も 仲 良 く なれて 、 た っ た 一 日 で 随
分た く さ ん の 人 と 仲 良 く な り ま し た。 二 日 目 か ら 班行動が 多 く な り ま し た。 私 は グルー プの 県 内 参加者
に 一 人 も 中 学 生 が 居 な か っ た の が 、 も の す ご く 不 安 で し た 。 だ か ら 意 地 で も 誰 か と 仲 良 く な っ て や
る ！ ！ と 思 っ て 、 私 は フ ィ リ ピ ン か ら 来た パ ト リ シ ア に話 し か け ま し た。 パ ト リ シ ア は班行動 の 時 、 ず
っ と 仲 良 く し て く れ て 、 バ ス で は二 人 で 国 の言葉 を た く さ ん教 え 合 い ま し た。 パ ト リ シ ア は 3 歳年上だ
っ た けれ ど 同 じ年の様 に接 し て く れ ま し た。

三 日 、 四 日 と 一 日 一 日 過 ぎ る ご と に 一 人一 人話せ る 人が増 え ま し た。 み ん な と 仲 良 く な っ た ら 別れ る
の が 、 も のす ご く 淋 し く な り そ う で 、 ち ょ っ と 悲 し か っ た です。 私 は最後 の 日 に 、 初 め て し ゃ べ っ た 人
も い ま し た。 「 も う ち ょ っ と 前 に話 し と け ば 良 か っ た 」 と す ご く 後 悔 し ま し た。 だか ら 、 さ よ な ら パ ー

テ ィ ー で た く さ ん し ゃ べ り ま し た。 私 は 、 パ ト リ シ ア か ら フ ィ リ ヒ° ン ダ ン ス の 衣装 を も ら い ま し た。 ち
ょ っ と 泣 き そ う で し た。

私 は 、 こ の ツ ア ー に 参加 で き て 本 当 に 良 か っ た です。 先 生 が ツ ア ー に行 く 事 を すす め て く れ た か ら 、
私 は み ん な と 仲 良 く なれた と 思 っ て い ま す。 夏休み に こ ん な に い い体験が で き て ラ ッ キ ー だ な と 思い ま
し た。 と て も 充実 し て過 ごせた ん じ ゃ な い か な と 思 い ま す。 こ れか ら も 、 ツ ア ー で仲 良 く な っ た人達 と
は少 しずつ交流 も 取 ろ う と 思い ま す。

来年 あ た り は ボ ラ ンテ ィ ア と し て 参加 し た い です。
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小 山 奈未

Koyama Nami 

日 本福祉大学附属 高校 3 年

『みんなと の 出 会 い に乾杯 ！ ！ ！ 』

時は 7 月 2 1 日 、 月 曜 日 。 天気 は梅雨 と 言 っ て お こ
う 。 体調 は 不 良 （全身 じ ん ま し ん） 。 ま さ に 出 だ し 不
調 で あ る 。 名 古屋空港か ら の 一 人旅 、 る る る る る ぅ
～ 。 出発前 日 、 部活の 引 退試合が あ り （ ボ ロ 負 け ）

泣。 ド タ バ タ で超ハ ー ド ス ケ ジ ュ ール だ っ た 私。 自 分 は売れ っ 子芸能人 な の か ！ ？ 並み な ノ リ だ っ た。
だか ら 、 正直サ ン グ ラ ス な ん かか け て ス タ ー気取 り し た か っ た。 な ぁ な ん て ね （笑） 。 も ち ろ ん機 内 は
疲 労 の た め爆睡。 zzz . . .

そ も そ も 、 最初 は沖縄へ行 く こ と を嫌が っ て い ま し た。 忙 し い し 、 遊びた い し 、 つ て 理 由 。 で も 、 一

番 に挙 げ ら れ る の は沖縄に対 し て 好感 を持 っ て い な か っ た こ と 。 母 が 沖縄 出 身 で 、 私 の 幼 い 頃 は沖縄の
”お，， の 字 も 口 に 出 さ な か っ た母が 、 1 9 9 5 年 の少女 レ イ プ事件 を き っ か け に 、 人 が 変 わ っ た よ う に

沖縄の歴史 の こ と 、 戦争の こ と 、 平和へ の願 い を 語 り 始 め ま し た。 毎 日 の よ う に語 り 、 沖縄へ旅行 に行
け ば、 毎 回 同 じ コ ー ス で回 り 、 歴史や平和 ツ ア ー だ っ た。 だか ら か、 沖縄へ行 っ て も 観光す る 訳 じ ゃ な
か っ た か ら 、 私 は沖縄 に 対 し て かた い イ メ ー ジ を持 っ て い た し 、 そ れ と 同 時 に そ ん な母 の 気持 ち を 理解
し よ う と も 出 来ず、 沖縄へ行 く 楽 し さ も 知 ら な か っ た の だ。

そ ん な複雑な気持 ち で沖縄行 き の飛行機 は 沖縄へ到着 し た 。 「 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 」 つ て な ん
だ ろ う ・ ・ ・ 。 ツ ア ー の こ と も あ ま り 把握せず、 や っ て 来 て し ま っ た。 な ん だかんだで、 沖縄へ到着 し 、
第 一歩 を踏み し め た。 「 あ あ 、 な ん て 天気 が 良 い ん だ ろ う 。 愛知 県 は梅 雨 も 明 けず ム シ ム シす る の に こ
の 晴天 ！ ！ 」 す ば ら し い天気 だ っ た。 メ ン ソ ー レ 、 沖縄。 ハ イ サイ 、 沖縄。

空港で は 、 淳子 と 合流 し た。 と に も か く に も 緊 張 し て い た の で 、 ク ール を 装 う つ も り だ っ た が 、 逆 に
ソ ワ ソ ワ し て し ま っ た。 が っ く し。

淳子の長い ま つ げ に ビ ッ ク リ し つ つ 、 皆 と の初対面 が 近づ く 。 ド キ ド キ ＊
会館へ入 り 、 ぞ く ぞ く と 皆様集 ま っ て い る 様子。 誰 も 知 ら な い （泣） 。 唯一 、 ま つ 毛 の 長 い 石垣 島 の 淳
子 ち ゃ ん だ け が た よ り だ。 そ ん な初 め て 出会 う 人 ばか り で名 前 も 知 ら な ければ、 雰囲気 も 様 々 な の で異
国 に 来た感 じ に な り 、 孤独感 に ひ た っ て い た。 さ み し か っ た。 あ ん ど 、 プ ラ ス 体調不 良 だ っ た の でテ ン
シ ョ ン も 下 が り っ ぱ な し だ っ た。 早 く 帰 る こ と ばか り 考 え て い た。 で も 、 デモ 、 DEMO 、 や っ ば り こ こ
は 、 ” ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー，， ですね。 一 時 は体調 不 良 か ら リ タ イ ア を 考 え た が 、 お 見事体調 回復
＊ キ ラ リ ー ン＊＊＊＊イ エ ェ ー ス ！ ！ 

伝統芸能 の 空手 も 体験 し た。 紅型 も 自 分の好みの も の を 作 っ た。 や ん ば る の森に も 出 か け た。 マ ジ素
晴 ら し い 自 然 と ふれ あ っ た。 サ ミ ッ ト 会場へ行 き 、 おぶ ち さ ん の像 と 記念撮影 も し た。 イ ルカ シ ョ ー で
イ ルカ の お き ち ゃ ん た ち と 出 演 し た。 ス ゴイ ！ ！ タ コ ラ イ ス も 食べ た ！ 一 人 で ホ テ ル に も 泊 ま っ た。 国
際通 り の 達人 に な っ た。 た っ く さ ん思い 出 が あ り す ぎ る ぅ ～。 で も 、 一番 の 思 い で はや っ ば り 、 友達が
た っ く さ ん 、 た っ く さ ぁ ん で き た こ と ですね。 も お 、 友達百人 出 来 る か な ぁ P っ て 勢い だ っ た ！ ！ 
み ち よ と そ の か と はチ ャ ー リ ー ズエ ン ジ ェ ル を 気取 っ た。 み ゆ き と は無邪気 に遊ん だ り 、 国 際通 り の 楽
しみ方を伝授 し て も ら っ た。 ち え み （ ボ ス ） と は 、 炭水化物 の 素睛 ら し さ を熱 く 語 り 合 っ た。 そ し て ”

ボ ス ，， と し て 、 し た っ た。 こ な み と は 、 名 前が 似 て た か ら 笑い を 分か ち 合 え た気 がす る 。 淳子 は第一 友
人 な の で 、 初 め 、 慣れ な い 私 を 支 え て く れた優 し い先パイ 的存在 だ っ た。 ま だ ま だ皆様 と も 素敵 な 思 い
出 が あ り す ぎ て 書 き き れぬ ぅ あ ～ い ！ ！ ！ サ ン キ ュ ー 、 ラ ブ リ ー 、 み ん な ぁ ！

こ の 夏 の 旅 は素晴 ら し い 体験 が 出 来た。 国 際人 に な っ た。 イ ン タ ー ナ シ ョ ナルだ あ あ い。 ア メ リ カ ン
ジ ョ ー ク な ら ぬ ジ ャ パ ニ ー ズ ジ ョ ー ク が ア シ ュ リ ー に う け た こ と が な に よ り も イ ン タ ー ナ シ ョ ナル に
な っ た 証拠で ご ざい ま す。

2 0 0 3 年 も あ と わず か。 が ん ばれ 、 受験生諸君 ！ ！ こ ん な あ た い も 花 の女子高生。 プ ロ フ ィ ー ルで
は 1 0 3 歳 で し た が 1 8 歳 で ご ざい ま す。 高校生 も あ と 少 し 、 こ の 夏 の 思 い で はデカ イ ！ ！ I  love 沖縄
ぁ ～ ＊ ま た行 く ね っ 。 ま た会 お う ね っ 。 ま た遊 ぼ う ね っ 。

2 0 0 3 年、 夏 の 思 い で は小 さ く し よ う と も 宝箱 に は入 り き ら な い だ ろ う な ぁ 。 楽 し い 夏 を 、 ト ロ ピ
カ ル な思 い 出 を あ り が と う 。

ラ プ リ ィ ー 、 ” ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー，， み ん な 友達 ぃ P 素敵 な 仲 間 ぁ P
み ん な と の 出会 い に 乾杯 ！ ！ ！ ！ ！ 
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上原 勝也

Uehara Katsuya 

兵庫県 立宝塚裔校 3 年

『本来 の 自 分』

私が 、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し た
き っ か け は 、 宝塚支部部長 さ ん か ら の誘 い で し た。
こ の よ う な ツ ア ー が あ る こ と を 一番 に 教 え て く だ さ
い ま し た。 小 さ い 頃か ら の憧れだ っ た綺麗な海 の あ

る 沖縄 に 行 け る チ ャ ン ス だ っ た の ですが 、 私 は受験生 な の で初 め 参加す る こ と に 正直迷 い ま し た。 し か
し 、 沖縄の 文化や歴史 が 学べ 、 それ に海外か ら の 参加者 も い る と い う 二度 と な い こ の チ ャ ン ス を逃すわ
け に は い か な い と 思 い 、 参加す る こ と を決意 し ま し た。

自 分 は積極性が無 く 内 気 な性格な の で 、 初 め は な か な か団体行動 の 中 で 自 分か ら 行動す る と い う こ と
が 出 来 な か っ た の です が 、 沖縄で 出来た友達の 協力やそ の場の雰囲気 か ら 積極的 に行動 で き る よ う に な
り 、 本来の 自 分 を 出す こ と が 出 来 ま し た。

こ の よ う な 素晴 ら し い友達を持て て す ごい幸せです。 地元沖縄か ら の 参加者た ち は 、 兵庫の 宝塚か ら
来 た 私 に 興 味 を 示 し て く れてす ぐ に 仲 良 く なれ ま し た。 も ち ろ ん 、 海外か ら の 参加者た ち と も 初 め は言
葉 の壁 と い う も の が あ り 、 な か な か う ま く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 取れ な か っ た の です が 、 ス タ ッ フ の
方 々 の 手助 けや ス ポ ー ツ を 通 し て お互い分か り 合 え 、 仲 良 く なれま し た。 が 、 一番助 か っ た こ と は皆 さ
ん が 日 本語 を勉強 し て き て く だ さ り 、 さ ら に話 し掛 け て き て く れた こ と で し た。 ま た 、 ボ ラ ン テ ィ ア と
し て 参加 し て く だ さ っ た 沖縄尚学高校の 皆 さ ん に は 、 交流会 な ど の イ ベ ン ト を 用 意 し て い た だ き 、 そ れ
を 通 し て 私た ち 参加者 同 士 の 絆 を深 め合 う こ と が 出 来 ま し た。 さ ら に 、 沖縄 尚 学高校 の 皆 さ ん と も 親 し
い仲 に なれた こ と に と て も 嬉 し く 思い ま す。 感謝 し て ま す。

沖縄で は 、 い ろ い ろ な 貴重な体験 が で き ま し た。 県 内 の観光名 所だ け で な く 、 自 然や人 々 の 出 会 い か
ら 今 ま で 生 き て き た 中 で感 じ る こ と の 出 来 な か っ た も の を感 じ る こ と が 出 来 ま し た。 ま た 、 ホ ー ム ス テ
イ で は 、 生 ま れ て 初 め て 出会 う 親戚 の 方 々 に と て も 親切 に し て い た だ き 貴重 な 時間 を過 ごす こ と が 出 来
ま し た。 あ り が と う ご ざい ま し た。

こ の ツ ア ー で 、 学ん だ こ と や 出 会 っ た友達、 人 々 の こ と は決 し て 忘れ ら れ ま せん。 私 は 、 第 二 の 故郷
の 沖縄 に つ い て 何 も 知 ら な か っ た こ と を 申 し訳 な い と 思い ま し た。 今後 、 沖縄を訪れ る 時 に は今回学ん
だ こ と に加 え て さ ら に勉強 し て訪れ る こ と を約束 し ま す。 自 分 に 沖縄の血が流れて い る こ と を誇 り に 思
い ま す。 こ の ツ ア ー に は 、 是非一人 で も 多 く の方た ち が 参加 し 私 の よ う な貴重な体験 を 通 し 、 沖縄の 素
晴 ら し さ を感 じ て ほ し い です。
こ の ツ ア ー に 関 わ っ た 皆 さ ん に本 当 に感謝 し て い ま す。
ど う も あ り が と う ご ざい ま し た。
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金城 幸代

Kinjo Sachiyo ---------- ---
兵庫県立宝塚市立
高 司 中 学校 3 年

『たくさんの 思 い 出 を あ り がとう』

私 は 、 こ の ジュニアスタディ ー ツア ー で い ろ い ろ な 事
を学びました。 沖縄の伝統文化や歴史 、 平和 の 大切 さ 、
沖縄の 自 然。

平和学習 で は 、 戦争の恐ろ し さ を 改 め て感 じ ま した。
伝統芸能体験で は 、 初 め て三線を弾き ました。 時 間 が無 く て ち ょ っ と しか 出 来なかっ た け ど楽しかっ たです。 自
然学習 では海 にも行きました。 沖縄の海と空は、 とてもきれいでした。 この 7 日 間 とても楽しかっ たです。

そして私 は 、 このジュニアスタディ ー ツアー を通じてたく さ ん の 思い 出 とた く さ ん の 友だちができました。 初 め は
友だち ができるか不安だっ た けど、 日 を重ねていく につれみんな親しく なっていき 、 最後 に はたくさんの人と友だ
ち になること ができました。 みんなと一緒 に 、 いろんな体験をしたり 、 ごはんを食べたり 、 キャンプファイヤー をした
り 、 夜おしゃべり をしたり ・ • 。 本 当 に楽しかっ たです。

私 は 、 このジュニアスタディーツアー に参加できて本 当 に 良かったと思います。
この 7 日 間 は長いようで、 あっという 間 に終わっ てしまいました。 兵庫 に帰ってきた時、 みんな と離れてすごく 寂

しくなって、 も っ と 一緒にいたかっ たなぁと思いました。
今 はみんな別 々 の場所にいる けど、 こ の 7 日 間 の思いではみんなの心の 中 に刻 み込まれたと思います。
この ツア ー に参加 してなかっ た ら 、 こんな貴重な経験ができなかったし、 みんな にも 出 会 えなかったと思います。

こんな体験ができて本 当 に幸運です。
このツア ー の 準備やツアー 中 お 世話 になったスタッフの皆さん 、 引 率者の方々 、 この ツア ー に 関 わっ たすべて

の皆さん、 このツアー を盛り 上 げてくれた沖 尚 の皆さん本当 に心から感謝しています。
そして、 ツア ー に参加 したみんな 、 たく さんの思い 出 をあ り がとう。
またいつか会お う ね。
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屋富祖 正一

Yafuso Masakazu 
1 世

--

フ、 一 、 、 、フ ンル Brazil 
カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県人会

私 は ま だ ウ チナ ー ン チ ュ な の だ ！

私 は 日 系 一世 で現在、 ブ ラ ジル共和 国 、 マ ッ ト グ ロ ッ ソ ド ス ル小卜1 、 カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県人会理
事会 の 一員 です。

今 回 、 カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県人会 か ら ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の 引 率者 と し て こ の よ う な 私 を推薦
し て い た だ き 、 沖縄県へ感謝の言葉 を 送 り た い と 思い ま す。 ま た 、 計画的 な観光 プ ロ グ ラ ム や交流の場
を 用 意 し て い た だ き 、 誠 に あ り が と う ご ざい ま し た。

4 3 年ぶ り に 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を 通 し て 、 故郷で あ る 沖縄に 再び訪れ る こ と が で き ま し た。
機 内 か ら 降 り 、 沖縄の 土 を踏む こ と に よ っ て 、 大 き な 喜び と 感動 が 心 の 奥 か ら ．（ あ あ 、 私 は ま だ ウ チナ
ー ン チ ュ な の だ ！ ） と 誇 り を持 っ て感 じ る こ と が で き ま し た 。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し 、 7 月 2 1 日 か ら 2 8 日 の 1 週 間 、 沖縄でた く さ ん の 市 の 学校 に
通 う 学生や多 く の海外留学生参加者 と 交流す る こ と に よ っ て 私 も 若返 っ た よ う な気が し ま し た。 今 回 の
機会 を 通 し て観光や文化 に つ い て 学ぶ こ と が た く さ ん あ り ま し た。 ま た 、 引 率者 と し て 、 沖縄県人会理
事会 の 皆様方や多 く の 留学生 と 交流 が で き た こ と は ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の お か げです。

私 の 意見 と し て 、 こ れか ら も ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の よ う な機会 を 通 し て 、 多 く の 参加者、 引 率
者 が 両親や祖父 た ち の 故郷 で あ る 沖縄に訪れ る こ と が で き れ ば と て も 嬉 し く 思い ま す。 こ の よ う な 交流
を 通 し て 文化や新た な 友情 を作 り 上 げて く れ る こ と を願 っ て い ま す。
沖縄県 の 皆様方 に 心 か ら 御礼 を 申 し 上 げ ま す。
ど う も あ り が と う ご ざい ま し た。
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安座間 平敷 フ ァ ン 喜勝
-------------

Azama Heshiki Juan Yoshikatsu 
3 世
ペルー Peru 
ペルー 沖縄県人会

素晴 ら し い JUN IOR STUDY TOUR (JST) 

先 ず始 め に 僕 の 人 生 の ひ と コ マ を 語 っ て み た い
と 思い ま す。
僕 の御祖父 さ ん は安座間樽吉 （ た る き ち ） 、 そ し
て御祖母 さ ん は マ ツ と い い ま す。 二人 と も 日 本は
戦争 に負 け て い な い と 信 じ て い ま し た。
そ ん な 訳 で御祖父 さ ん と 御 祖拇 さ ん は 3 6 年 間
ペルー と 言 う 異 国 で の 出稼ぎ生活 を 終 え 、 錦 を飾
っ て 母 国 へ 引 揚 げ る と 言 っ て 家族 8 人 で （祖父
母、 父母、 兄弟 4 人 、 僕 が 長 男 ） 沖縄へ渡 り ま し
た。
時 は 1 9 6 2 年の 7 月 5 日 で し た 、 3 日 後 の僕 の
誕生 日 は台風で、 雷、 暴風、 大雨 、 家 の揺れや軋み
の 音 が ハ ッ ピ ーバ ー ス デー を奏で 、 歓迎 し て く れ
ま し た。 そ の 上沖縄は ア メ リ カ ユ ー で し た。
そ の 頃 は 那 覇 に 住 ん で い て 泊 小 学校 の 五年 生 で
し た。 翌年 コ ザ市に移 り 、 北谷小学校 に転校 し て
6 年生 を 終 え ま し た。
沖縄滞在 1 年 8 ヶ 月 後 、 1 9 6 4 年 2 月 2 9 日 ペ
ルー に 帰 り ま し た。 十 四 オ で し た 。
2 0 0 3 年 7 月 1 8 日 午後 9 時 3 0 分、 3 9 年ぶ
り の 来 沖 で 、 最初 に 驚い た の は那覇空港で し た。
ロ ス か マ イ ア ミ の 空 港 か と 思 わ せ る 程 の 大 変 モ
ダ ン な 建 築 で し ば ら く は ポ カ ー ン と し て 浦 島 太
郎 の よ う な 気 持 ち で 何 だ か 始 め て 都 会 に 出 た 田
舎者の よ う で し た。 気 を 取戻 し渡慶次マ リ ア ガブ
リ エ ー ラ 、 仲本 ダニエ ー ラ と 一緒 に 出 迎 え に来 ら
れ た 親 戚 の 方達や J S T の 代表者 と の 初 対 面 で
す。 皆興奮 し て い て旅 の疲れ は ど こ へ と や ら す っ
飛 ん で 行 き ま し た。
ホ ー ム ス テ イ は仲宗根喜栄お じ さ ん の 家 で し た 。
着 い た 翌 日 の 朝 5 時 3 0 分 に セ ミ 達が 「お は よ う
ご ざい ま す」 と い っ せい に 鳴 き だ し 、 そ し て 「お
っ す、 沖縄だ よ う 」 と 目 覚 め ま し た。
それか ら は 、 毎朝 5 時 に 起床す る 癖 が つ き ま し て 、
そ の お 蔭で ツ ア ー 中 、 部屋 を御一緒 し て い た他 の
引 率者 も ち ょ っ と 迷 惑 だ っ た と 思 い ま す の で こ
こ でお詫び 申 し 上 げ ま す。
J S T は 予 定 通 り 2 1 日 月 曜 日 の 午 後 1 時

に始ま り ま し た。
O I H F で ツ ア ー の 打 ち 合せが済み、 宿 泊 先 の 船
員 会館 で 尚 学 裔 校 の メ ン バ ー に よ る レ ク リ エ ー

シ ョ ンや催 し が あ り 、 国 内や外国 か ら 来た 参加者
達 が ず っ と 前 か ら の 知 り 合 い で あ る か の よ う な
雰囲気 を 作 っ て く れ ま し た 。 ツ ア ー最後 の 金曜 日
の夜 も 、 そ し て さ よ な ら パ ー テ イ ー も 全部素晴
ら し か っ た です。
尚 学高校 の ボ ラ ン テ ィ ア の 皆様有 り 難 う 御座い
ま し た。
県庁表敬、 県庁 内 見学、 平和祈念資料館、 首里城、
琉球村、 比地大滝、 や ん ば る エ コ ツ ア ー 、 海洋
博記念公園 、 最後 に海水浴 に行 き ま し た。 いずれ
に し て も 全部初体験で 、 前 に も 述べ ま し た よ う に
本 当 に ’'浦島太郎，1 で し た。
JST は大変勉強 に な り 、 又 同 時 に 新 し い 友 を 作
る 機会 に も な り ま し た。
引 率者 の 皆様本 当 に あ り が と う 御座 い ま し た。
最後 に な り ま す が 僕 が 幼 い 頃 JST は も ち ろ ん
あ り ま せん で し た。
今 こ の文章 を御読み に な っ た 大 人 の 方達、 も う 一

度 子 供 に 返 り た い と 思 っ た 事 は あ り ま せ ん か ？
僕 は あ り ま す。 だか ら JST に 参加 し た少年 、 少女
達 と 過 ご し た 一 週 間 は子 供 に 返 っ た 気 分 で 勉 強
し た り 遊ん だ り 、 大変楽 し ま せて 頂 き ま し た。 も
ち ろ ん 気 が つ け ば も と の 引 率者 に 早変 わ り 七 変
化 の 繰 り 返 し で し た け ど 振 り 返 っ て 見 れ ば こ
の 素晴 ら し い J UNIOR STUDY TOUR と い う
企画 を 考 え ら れ て 遂行 な さ っ た 方 々 や サ ポ ー タ
ー の皆様方 に 敬意 を表 し感謝致 し ま す。
ホ ー ム ス テ イ で御世話 に な り ま し た 仲 宗根 喜 栄
お じ さ ん、 鈴子お ば さ ん誠 に あ り が と う 御座い ま
し た。
ペル ー 沖 縄 県 人 会 赤嶺会 長 始 め 幹部 の 方 々 あ
り が と う 御座い ま し た。
そ し て 、 僕 の親兄弟始 め妻や子供た ち に も 本 当 に
感謝 し て い ま す。

安座間 フ ァ ン 喜勝 （ よ し かつ）
ペルー 沖縄県人会 組織部長

ペルー 北 中城村人会 会長
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MARA VILLOSO JUNIOR STUDY TOURS 

Antes de empezar quisiera contarles en forma breve 
parte de mi historia. 
Mis abuelos Tarukichi A zama y Matsu A zama siempre 
tuvieron la idea de que Jap6n NO PERDIO LA 
GUERRA. Entonces luego de permanecer como 
DEKASEGUI durante 36 afios en Peru decidieron 
regresar a su TIERRA NATAL llevandolos junto a 
ellos a toda la familia (mis padres, a mi y a mis 3 
hermanos).  

El 5 de Julio de 1 962 llegamos a Okinawa 3 dias 
antes de mi cumpleafios y un TIFON me canto el 
HAPPY BIRTHDAY dandonos una tremenda 
RECEPCION con TRUENOS, VIENTOS 
HURACANADOS,  una LLUVIA TORRENCIAL y la 
CASA SE MOVIA. Fue una experiencia totalmente 
nueva para mi y encima Okinawa se encontraba bajo 
la Administraci6n de los  EEUU. 
Al comienzo viviamos en la ciudad de NAHA e iba a 
la escuela TOMARI cursando el 5 ° de Primaria, y al 
afio siguiente nos mudamos a KOZA y termine el 6° 

en la escuela CHATAN。
Luego de permanecer l afio y 8 meses, el 29 de 
Febrero de 1 964 regresamos al Peru entonces tenfa 
1 4  afios.  
Volvi a Okinawa el 18 de julio de 2003 a las 9 :30pm 
luego de 39 afios y mi primera sorpresa fue ver el 
aeropuerto de NAHA completamente diferente y 
modemo, pense estar en el aeropuerto de LA o de 
MAIAMI. La verdad es que me senti como 
URASHIMATARO (personaje de un cuento Japones) 
o como un provinciano que por primera ve z Bega a la 
capital, estaba como atontado por un momento, 
reaccione rapidamente y junto con las dos nifias Maria 
Gabriela Tokeshi y Daniela Nakamoto fuimos al 
encuentro con los familiares, amistades y los STAFFS 
del JST, estabamos tan emocionados que hasta el 
cansancio de! viaje se habia desvanecido por 
completo. 
Me hospede en la casa de mi tio Kiei Nakasone. 
El dia siguiente a las 5 : 30am las CIGARRAS 
(insecto de verano) empe zaron a can tar al unisono 
diciendome j BUENOS DIAS !  lo que me despert6 y 
entonces levantandome de la cama dije  i hey estoy en 
OKINAWA ! ,  Desde ese dfa y durante todo el TOUR 
me levantaba a las 5 : 3 0am. Por este motivo creo que 
he causado algunas molestias a mis compafieros de 
cuarto por lo que les pido las disculpas del caso. 

El programa del JST se inici6 tal como lo previsto el 
dia Junes 2 1  a la 1 pm. 
Luego de hacer las coordinaciones en la OIHF fuimos 
a nuestro lugar de hospedaje, el SEN-IN KAIKAN. 
Allf, los j6venes voluntarios de! SHOGAKU KOKO 
REALIZARON actividades recreativas 
(DINAMICAS) con las cuales lograron integrar a los 
j6venes del JST como si  se conocieran desde siempre . 
Esto se repiti6 tanto en el ultimo dia del TOUR como 
en el SAYONARA PARY, todos fueron 
magnificamente logrados .  
Desde estas lineas mi mas sincero agradecimiento a 
estos j6venes voluntarios. 
Durante el TOUR fuimos a saludflr al Prefecto de 
Okinawa, visitamos la Gobernaci6n, el Castillo de 
Shuri, la Aldea Ryu Kyu, la Cascada de Hiji ,  hicimos 
Eco-Turismo por las montafias de Yambaru, fuimos al 
Acuario (Segundo mas grande del mundo), y 
finalmente a la Playa i Que hermosa playa ! 
En el JST !ogre muchas amistades. Aprovecho para 
saludar a todos los Tutores del JST 2003 y 
agradecerles por su amistad. 
Antes de terminar quisiera preguntarles a las personas 
mayores que esta leyendo esta composici6n, si es que 
alguna vez en su vida i_,No pensaron volver a ser 
ADOLECENTE?, Pues yo si, de modo que los dias en 
que estuve junto con los j6venes del JST me diverti 
tremendamente, claro esta que cada vez que me daba 
cuenta volvia a mi situaci6n de Tutor y asi 
sucesivamente, con lo que Jes quiero decir que la 
pase muy bien. 
Aprovecho la oportunidad para felicitar y agradecer a 
la 6 las personas que tuvieron la feli z idea de crear el 
JST, asi mismo a los que apoyan y colaboran con esta 
magnifica organi zaci6n, mi mas profundo respeto . 
Un agradecimiento muy especial a mis tios Kiei y 
Suzuko de Nakasone por darme hospedaje, al sefior 
Mitsuhiro Akamine Presidente de la Asoc. 
Okinawense de! Peru y a su Junta Directiva por 
haberme designado como Tutor, y por ultimo a mis 
Padres, mis hermanos, a mi querida esposa y a mis 
hijos por todo el apoyo que me brindaron para ahora 
poder decir j MISION CUMPLIDA ! .  

Juan Yoshikatsu Azama Heshiki 
Nikkei Peruano de Tercera Generaci6n 
Secretario de Organi zaci6n de la Asoc. Okinawense 
de! Peru 
Presidente de Peru Kitanakagusuku Sonnj inkai 
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比嘉 次雄
----------------------
Higa Tsugio -- ----------- --- -------------- - ---- - - -------- - --- ------

1 世-- -------------------------------------------------------------------
ボ リ ビ ア Bolivia --------- ----
ボリ ビア沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の 引 率 と し て

平成十五年度 国 際交流課主催 の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー ヘ参加 す る 青少年二人 を 引 率 し て 沖縄県
ま で行 く 話が あ っ た 時 は 、 と ま ど い の 心境で あ っ た。 無事サ ン タ ク ルス ま で連れて く る 責任が 心配だ っ
た。

旅先で迷子 に な る の で は な い か、 考 えれ ば不安 な 思 い が 募 る ばか り だ っ た。
出発 の 時 、 参加 し た 女 の 子 の 母親 は 、 「 私 の 大事 な 娘です。 必ず無事 に連れて き て 」 と 泣い て 頼 ま れ

た の が 印象 的 だ っ た。
サ ンパ ウ ロ の 空港でア ルゼ ン チ ン の ジ ュ ニ ア ニ人、 ブ ラ ジルか ら の 四 人 と 合流 、 予定通 り の便 で東京

へ 出発。 成 田 か ら 羽 田 空港ヘ リ ム ジ ンバ ス を利用 し た。 国 際線 と 国 内線 の 空港が別 々 な の で と て も 不便
さ を感 じ る 。

も し迷子 に な る な ら 、 こ こ 羽 田 空港の 可能性が最 も 高 い と こ ろ で あ る 。 待 ち 時間 が 長 い ばか り か、 人
間 も 多い所で気 に な る 空港だ。 沖縄行 き の飛行機へ乗 っ た 時 は ホ ッ と し た の も だ っ た。

機 内 の 沖縄民謡 を聴 く と 、 い よ い よ 故郷 か と 思 え た。 サ ン タ ク ルス 市 を 出 て 、 す で に 三十時間 も 経過
し て い た 。 移住者た ち は地球の反対側 ボ リ ビ ア 、 ペルー 、 ブ ラ ジル、 ア ルゼ ン チ ン 、 一世紀前か ら よ く
も 行 っ た も の だ と つ く づ く 感心 し た。 自 分 の 場合 は 七歳 で気 が つ い た ら ボ リ ビ ア で生活 し て い た の だ。
当 時の大人 た ち は と て つ も な い 大 き な 夢 を い だい て い た の だ ろ う と 想像 し て い る う ち 、 飛行機 は那覇空
港へ着陸 し た。

夏 の 沖縄 は初 め て で 、 と て も 熱 く 感 じ た。
オ リ エ ンテ ー シ ョ ン は各 国 の ジ ュ ニ ア 及び引 率者 の 自 己紹介か ら 始ま っ た。
ス ペイ ン語、 ポル ト ガル語、 英語、 日 本語、 ウ チナ ー グ チ 、 どれが母国語だ ろ う 、 各 国 の ジ ュ ニ ア の

日 本語の 乏 し さ に淋 し い 思い が し た。 ウ チナ ー グ チ を 話せ る ジ ュ ニ ア は少 な い よ う だ。 日 本語 の 大切 さ
が感 じ ら れた。 子弟 に は も っ と 日 本語の大切 さ を伝 え 、 小学生か ら も っ と 学ばせ る 必要性 を感 じ た。

我 々 大人 は ど う すれば、 日 本、 沖縄の文化 を 後 生へ 引 き 継 ぐ こ と が で き る の か大 き な課題、 責任 を感
じ た。

歓迎パ ー テ ィ ー で は 、 雰囲気 が だいぶ和 ら い で き た。 こ れが本 当 の 国 際 交流 に 思 え た。

訪 問 と 見学
ま ず沖縄県庁 と 知事室の表敬訪 問。 県庁 の 大 き な雄々 と し た建造物 を な が め る と ウ チナ ー ン チ ュ と し

て 心強 く 感 じ る も の だ。 首里城、 昔か ら ウ チナ ー ン チ ュ は海外 を め ざす民族 だ っ た よ う だ。 最近、 す ば
ら し く 復元 さ れ、 沖縄の シ ン ボルの よ う だ。

戦跡公 園 、 二度 と 戦争 を し て は い け な い 事 を訴 え て い る よ う だ。
ペ ン シ ョ ン で の 共 同 生活マ ナ ー の 大事 さ 、 山 登 り は最後 ま でや り と げ る 達成感 の 大事 さ 、 国 際 交流課

か ら の メ ッ セ ー ジの よ う に 思 え た。
今 回 の ジ ュ ニ ア 達は 、 な に か を 感 じ た はず、 将来沖縄の 良 さ を語 り 又 、 ウ チナ ー ン チ ュ を 誇 り に持つ

こ と で し ょ う 。
こ の制度 を今後 も 続 け て 下 さ る こ と を 望み ま す。
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上間 大兼久 ホルヘ

Jorge uyema 0ganeku -----------------
2 世
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ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー ヘ の 参加 は 、 私 に と っ
て 夢 が 現実 と な る も の だ っ た。 初 め て の 沖縄訪問
で 、 忘れ ら れ な い経験 と な り ま し た。
沖縄に到着 し た 日 は 、 ツ ア ー の ス タ ッ フ の 方 々 か
ら の歓迎 を 受 け 、 と て も う れ し く 思い ま し た 。 そ
こ に は私 の 親戚 も お り 、 知 っ て い る 顔 も 、 ま たず
っ と 会 っ て み た い と 思 っ て いた親戚 も い ま し た。
早い う ち に 沖縄に 来 る こ と が 出 来た の で 、 親戚の
家で ゆ っ く り 過 ごす時間 が あ り 、 彼 ら と 一緒 に 5
日 間 を過 ごす こ と が 出 来 ま し た 。 そ の お か げで彼
ら の 生活 を 知 り 、 特 に 会話 を 通 し て彼 ら の 事 を も
っ と よ く 知 る こ と が 出 来 ま し た。
2 1 日 、 ツ ア ー は プ ロ グ ラ ム の説 明 と 、 各 国 の ウ
チナ ー ン チ ュ 達の 自 己紹介か ら 始 ま っ た。 そ の 後
は 、 交流 プ ロ グ ラ ム が あ り 、 ゲー ム や歓迎会 が 行
われ、 お互い を 知 る こ と が 出 来 ま し た。
2 日 目 は 県庁 を 表敬す る 機会 に恵 ま れ ま し た。 県
知 事 に 私達 を 沖 縄 に 招 待 し て 下 さ っ た こ と に 感
謝 し た い と 思い ま す。 ま た 、 こ の ツ ア ー を 実現 し
て 下 さ っ た 方 々 に も 感謝 の 気 持 ち を 送 り た い と
思 い ま す。
こ の 一 週 間 は 、 た く さ ん の 興味深い場所 を訪れた
内容 の濃 い 一週 間 で し た。 平和祈念公 園 で は 、 ビ
デオ を鑑賞 し 、 実物 の 大砲や戦車、 多 く の犠牲者
を 見 た 時 は ま る で 戦 時 中 に い る よ う に 感 じ ま し
た。 本 当 に と て も 悲 し い 出 来事です。 平和 の 灯や、
2 3 万 人 も の 犠牲者 の 名 が 彫 ら れ た 平和 の 礎 は
と て も 典味深 く 、 ま た祈念堂 の 1 2 メ ー ト ル も の
仏像 は と て も 印象 に 残 っ て い ま す。 こ の像 は 、 平
和 の シ ン ボル と し て 作 ら れ、 世界 中 か ら の訪問者
が 平和 を 祈願 し て 折 っ た 千羽 鶴 が 周 り を 埋 め 尽
く し て い ま す。 私 も そ こ に 折 り 鶴 を 一 つ 折 り 、 飾
っ て き ま し た。
首里城で は沖縄の歴史 を 学び ま し た。 琉球村で は 、
工芸 品 作 り や空手や舞踊 の 体験 を 通 し て 、 沖縄の
文化や伝統 芸 能 に 少 し だ け 触 れ る こ と が 出 来 ま
し た 。
ゃ ん ば る で の エ コ ツ ア ー は 、 専門 ガイ ド の方 の 案
内 で 、 比地大滝 ま で の 道 の り 、 植物や動物 の観察
も で き ま し た。 森や、 青 く 、 透 明 な海、 白 い砂浜

な ど 自 然の 豊 か さ を 目 の 当 た り に し ま し た。
海洋博記念公 園 で は と て も 楽 し む こ と が 出 来 ま
し た。 巨 大 な 水 槽 に 様 々 な海洋生物 を 見 ま し た。
そ の夜 、 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー と 最後 の 夕 食が あ り
ま し た。 沖縄の若者 と 各 国 の ウ チナ ー ン チ ュ が 共
に 体験 し 、 交流 を 深 め 互 い に 分か ち 合 っ た 一 週 間
と の 悲 し い お別れで し た。
ず っ と 昔 か ら の夢で も あ っ た 両親 の 故郷、 沖縄 を
訪れ る 機会 を あ た え て 頂 き 、 本 当 に感謝 申 し 上 げ
ま す。
あ り が と う ご ざい ま し た。

La Gira Juvenil de Estudios ha sido para mi 
como convertir un suefio en realidad. Es la 
primera vez que visito Okinawa y ya es una 
experiencia inolvidable. 

Fuimos los primeros participantes en llegar a 
Okinawa. Desde nuestra llegada el dia 16 de 
julio · nos sentimos muy contentos por el 
recibimiento por parte de los organizadores del 
evento, tambien estaban presentes nuestros 
familiares de los cuales conociamos algunos y a 
los otros estabamos deseosos de conocer desde 
hacia mucho tiempo. Como fuimos los primeros 
uchinanchus participantes en llegar a Okinawa 
tuvimos la suerte de hacer un homestay mas 
largo, asi pasamos los primeros cinco dias junto 
a la familia, pudimos saber como viven, que 
hacen y sobre todo conversar mucho y 
conocerlos mejor. 

El lunes 2 1  comenzaron las activiadades de la 
Gira Juvenil de Estudios del afio 2003 con la 
explicaci6n del programa y la presentaci6n de 
los uchinanchus de distintos paises. El primer 
encuentro fue a traves de un programa de 
intercambio, juegos en equipos y una fiesta de 
bienvenida. 
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El segundo dia tuvimos la oportunidad de 
conocer al Sr.Keiichi lnamine gobernador de la 
Prefectura de Okinawa, a quien quisiera 
expresar mi mas profundo agradecimiento por 
esta invitaci6n, tambien quiero dar las gracias 
a los coordinadores de este evento que hicieron 
posible el exito de este encuentro . 

Durante esta semana muy bien programada 
fuimos a muchos lugares de interes historico, 
cultural y recreativo . Visitamos el Parque 
Conmemorativo de la Paz, donde participamos 
de la proyecci6n de un video, tuve la sensaci6n 
de estar en la guerra cuando veiamos aquellos 
cafiones, tanques de guerra y tantos 
fallecidos,todo era muy triste. Fue muy 
interesante ver la Flama de la Paz y la Lapida 
de la Paz (Heiwa no Ishiji) en cuyos bloques 
estan esculpidos los nombres de mas de 230,000 
personas victimas de la Guerra. Me causo una 
gran imprensi6n la estatua del Buda de 12 
metros que se encuentra en el Templo 
Conmemorativo de la Paz. Este buda simboliza 
la Paz y a su alrededor visitantes de todo el 
mundo colocan grullas hechas con el tradicional 
origami en apoyo a la paz mundial, me siento 
muy orgulloso de haber hecho y colocado una 
grulla junto a esa estatua. 

La visita al Castillo de Shuri nos permiti6 
conocer sobre la historia de Okinawa y el paseo 
por Ryukyu Mura, su taller de artesania y la 
practica de baile Eisa, Karate y Buyo nos 
acercaron a la cultura y artes tradicionales 
okinawenses. 
El ecoturismo por Yanbaru, foorte de Okinawa) , 
con ayuda de g直as especializados hizo posible 
que apreciaramos la flora y fauna hasta llegar a 
la cascada de Hijiotaki de 25 ,  7 metros de largo, 
que enriquece la naturaleza tanto como los 
bosques, selvas y playas con sus aguas 
cristalinas y azules y sus arenas blacas. Fue 
muy facil tomar fotos en estos lugares para 
recordarlos siempre. 

Fue maravilloso disfrutar del Ocean Expo Park 
y observar en sus gigantescas peceras la gran 
variedad de especies marinas que se exponen, 
asi como el espectaculo como sus vinos .  

Por ultimo tuvimos una fogata y cena para la 
triste despedida despues de haber pasado una 
semana llena de actividades que nos permiti6 
compartir e intercambiar ideas con 
uchinanchus de diferentes lugares y con 
okinawenses. Conocer Okinawa, la tierra de 
mis padres era algo que habia deseado desde 
hace mucho timpo y estare eternamente 
agradecido por esta posibilidad que me han 
dado. 

Muchas gracias a todos. 
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- --- - - - -

Tarantini Hiroko Jean Iha --------------------------- -------------------------· 

1 世
ア メ リ カ U.S .A. 
北米沖縄県人会

私 は 7 月 2 1 日 か ら 2 7 日 ま で ツ ア ー 参加 の 玉城 由 美 さ ん （北米沖縄県人会） と 柳 田 コ リ ン さ ん
（ ワ シ ン ト ン州 沖縄県人会） の 北米沖縄県人会代表 の 引 率者 と し て 参加 し て き ま し た。
十八 日 午後 十時 （財） 沖縄県国 際交流財団 の銘苅奈真、 新屋美智代、 御 両氏 を は じ め 五～六人の ス タ

ッ フ の 出 迎 え で無事那覇空港到着。
初 日 は ウ ェ ルカ ム パ ー テ ィ ー か ら 始 ま り 、 県 庁 内 見学、 国 際通 り 散策 、 平和学習 （平和祈念公 園 、 平

和 の礎、 平和祈念堂） 、 歴史学習 （首里城） 、 嘉手納基地通過 、 伝統工芸、 芸能体験、 自 然学習 （ 山 ー や
ん ば る 、 野生生物保護セ ン タ ー ） 、 社会学習 （海 ー 海洋博記念公園 、 ビー チ レ ク リ エ ー シ ョ ン） 、 B B Q 、
キ ャ ン プ フ イ ヤ 最後 の夜は沖縄都 ホ テ ル l - て ”サ ヨ ナ ―フ ハ プ イ II で幕が し ま り ま し た。

今 回 の ツ ア ー で感動 し た こ と は平和 国 家 で武器 よ り も 歌サ ン シ ン こ そ 君子 の た し な み で 知 ら れ た 琉
球独 立 国 家 が （慶長 1 4 年 ー 1 6 0 9 年） 、 薩摩藩 に侵攻 さ れ （現、 鹿児 島） 植民地 に な り 、 日 本鎖 国
時代 の物語で 1 8 4 1 年土佐の ウ ミ ン チ ュ （漁師） 万次郎 1 4 歳 が 嵐 に あ っ て遭難 し ア メ リ カ の捕鯨船
に助 け ら れ 1 0 年後 の 1 8 5 1 年 に 琉球 に 上 陸 し 、 す ぐ薩摩 の役人 の 毎 日 毎夜 の 取 り 調べの 中 、 切支丹

（ キ リ ス ト 教） ご法度 の 厳 し い監視 の も と 8 年間滞在 し 、 前十年間 は米国 で英語で学んだ ”市民平等II

民主主義 と 後 八年 間 は ウ チ ナ ー グ チ で身 に つ け た ” イ チ ャ リ バ チ ョ ー デー ／／ 友愛主義 を 学び薩摩ヘ
護送 さ れ、 の ち に米国 と 日 本の 架 け 橋役 の 国 際人 ” ジ ョ ン 万次郎 II は 米 国 と 琉球で学んだ事 を 人材 の 育
成 に 貢献 し な が ら 国造 り の 陰 の 力 と な り 、 波 乱 に満 ち た 生涯 を 終 え 、 ま た第二次世界大戦 で激戦地 と な
っ た 沖縄の歴史が あ っ た に も かかわ ら ず苦 し み 、 悲 し み 、 楽 し み を沈黙 し清 ら かな七色の輝き の琉球の

’'黄金の海，， を 何千年、 何万年 も 変 わ り な く 保 ち 続 け る ”黄金の海，， の神秘的な底力 に熱 く な っ た胸 の
中 で真 実 の 人 間 の 心 の 姿 が 見 え る よ う で し た。 私 も 米 国 に 来て さ ら に ’' ウ チナ ー ン チ ュ ，， と し て 生 ま れ
た 事 を 最 高 の名 誉 だ と つ く づ く 思 い ま し た。

- 82 -

ァ ー



曽 野 知雄

Sono Tomoo ----
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み ん な で写 し た 1 枚 の 写真。 お揃い の 純 白 の T シ ャ ツ を着 て 、 カ メ ラ に 向 か う み ん な の顔。 か ら だ全部
か ら 、 心の芯か ら 、 微笑み が込み上げて き ま す。 こ の 時、 み ん な は ま だ 出 会 っ た ばか り 。 それが 1 週 間
後 に は 、 昔 か ら の 仲 間 の よ う に涙 し て い た。 沖縄の ま ば ゆ い真 夏 の 太 陽の も と 、 そ よ 風 に 吹 かれ 、 2 0
0 3 年 ジ ュ ニ ア ・ ス タ デ ィ ・ ツ ア ー は 県庁訪問 か ら 始 ま り ま し た。

は じ め て の母 国 、 は じ め て の合宿、 は じ め て の飛行機 … 。 言葉の壁、 習慣の 違い か ら 県 内 外 の ジ ュ ニ ア
達 を 見事 ほ ぐ し て く れた の は 、 ツ ア ー 前夜 に 沖 縄 尚 学高校が 用 意 し て く れ た オ リ エ ンテ ー シ ョ ン。 同校
そ し て 地元 ボ ラ ンテ ィ ア の 方 々 は 、 小 グルー プに別れて の那覇市内観光、 最後 の夜の キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ
ー で も パ ワ フ ル に ツ ア ー を盛 り 上 げて く れ ま し た。 参加者か ら は 、 も っ と 一緒 に 時間 を過 ご し た か っ た
と い う 声 も 。 あ り が と う 。

平和祈念公園 、 首里城、 琉球村での 文化体験 ・ ・ ・ 、 と 進む ツ ア ー を 先導 し て く れた ス タ ッ フ の方 々 。 そ の
あ ま り の数の少 な さ に は驚か さ れ ま し た。 い ち 引 率者 と し て も 準備 に は 四 苦八 苦 し て い た だ け に 、 そ の
努力 は並大抵の も の で は な か っ た はず。 後 半 で は 、 足 を ひ き ず り 、 遠 く を 見 る よ う な 目 に な っ て い る 場
面 も 。 そ れで も 、 エ コ ツ ア ーや ビー チ ま で 、 最後 ま でひたむ き に皆 の よ り よ い充 実 を 目 指 し 、 文字 ど お
り 身 を 粉 に し て誠心誠意、 と に か く 一 生懸命 に 奔走 し て く れ ま し た。 準備段階か ら の親身の配慮、 夜遅
く の到着 に も 関 わ ら ず、 空港で歓迎 く だ さ っ た 心遣い も 忘れま せん。
見廻 り や通訳 を 分担 し た 引 率者の 中 に は 、 4 0 年ぶ り 、 も し く はそれ以上の歳月 を 経て は じ め て 沖縄の
地 を訪ねた “ う ん じ ゅ ’' 達 も い ま し た。 ツ ア ー を 支 え な が ら 写真 を撮 り 、 各所を ま わ り な が ら 見せ る 表
情 、 海 で は し ゃ ぐ様子 … 。
ツ ア ー そ し て 沖縄 に 寄せ る ス タ ッ フ と 引 率者の想い。 部屋 を 共有 し 、 ツ ア ー 中 に話が で き た わず か な 時
間。 自 分 に と っ て 一番 心 に残 り 、 響い て く る 時間 か も し れ ま せ ん。 あ り が と う 。

限 ら れ た 時間 の 中 で 、 許 さ れ る 行動範囲 の 中 で 、 ジ ュ ニ ア 達は精一杯 こ の 夏 を 吸収 し よ う と し て い ま し
た。 本 当 に 良 か っ た な ぁ 、 と 心温 も る 場面 が た く さ ん あ り ま し た。 ハ イ キ ン グ途 中 で倒れた子 の 傍 に 、
自 分の飲み水 を 置い て ゆ く 子供達。 見廻 り に行 く と 、 互い の連絡先や メ ッ セ ー ジ を 黙 々 と ノ ー ト に 書 き
込み合 っ て い る 子供達。 控 え め な子 を遊びに誘 っ て い る 光景。 共 同 部屋 で シ ャ ワ ー を浴び る 時 間 が な い
と 言 っ て い た 子供達が 、 一 つ し か な い洗濯機 を 一緒 に使 う こ と を 学び、 宿舎 の 前 に ず ら り と 並 ん だ洗濯
も の。 朝早 く か ら 、 一 人 ま た 一 人 と 、 空港に友達の 出発 を 見送 り に現われた子供達。 そ れぞれ の 報告文
を 楽 し み に し ま し ょ う 。

こ の ツ ア ー は 、 こ の 夏一度 き り の た だ楽 し い ツ ア ー で は あ り ま せん。 N Y か ら 参加 し た ア シ ュ リ ー は こ
の 夏 の 経験 を 、 切 り 抜 き や言葉 を 添 え た 可愛 ら し い ア ルバ ム に収 め 、 友達か ら 、 も う 1 0 0 回 も 見せ ら
れ た 、 と 言われ る く ら い そ の 素晴 し さ を分 か ち 合 っ て い ま す。 友達 と 連絡 を と り な が ら 、 5 年後 に 皆 と
沖縄で再会す る ん だ、 と は し ゃ い で い ま す。 2 年前 に N Y 沖縄県人会 か ら ツ ア ー 参加 し た ホ ク ト と ご家
族 も 、 ア シ ュ リ ー の ツ ア ー 参加 を応援 し て く だ さ り 、 ア ドバ イ ス な ど力 に な っ て く れ ま し た。 ホ ク ト は
既 に 立派 な リ ー ダー に 育 っ て い ま す。
自 分 ま で ツ ア ー 終 了 後 、 今 で も ジ ュ ニ ア 達か ら 連絡 を も ら え る の は有難い こ と です。 友達 と 連絡 を 取 り
合 っ て い る 様子 、 ま わ り の 人 に ツ ア ー の 話 を し た様子 、 自 分の し た い こ と や近況な ど を 知 ら せて く れ ま
す。 一人一 人の感動 が 、 ツ ア ー の 成果 が 、 県 内外そ し て 世界各地か ら 、 ま わ り の 人達へ と 広 ま り 続 け て
い ま す。
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こ れ ほ ど ま で に 、 多角 的 に 意義深い ツ ア ー は そ う な い で し ょ う 。 そ れ は 、 地域、 世代 、 時間 を超 え て織
り な し 、 広 が る 波。 県 内 外 か ら 集 ま っ た ジ ュ ニ ア 達 は 同 世代 と の 異文化共 同 生活 を 体験 し な が ら 、 と も
に過去か ら 今 に 至 る 自 分 自 身 の ウ チナ ー ・ ルー ツ の歴史 ・ 文化 ・ 風土 を 学び、 感 じ た。 新た な 自 分 を発
見 し 、 海外か ら の 参加者 は 、 ツ ア ー前 と ツ ア ー後 半の親族 と の ホ ー ム ス テ イ で 、 世代 を 超 え た 出会い も
し ま し た。 参加者 に 留 ま る こ と な く 、 こ の ツ ア ー は周 囲 の者達に も 幸せ を 与 え 、 鼓舞 し て く れ る 。 ツ ア

ー で 生 ま れ た 平和 の 波 は 、 “ か な ” の 心 と と も に 大 き く 成長 し た 県 内外 の ジ ュ ニ ア 達 、 そ し て ツ ア ー に
携わ っ た者全員 の 心 か ら 、 未来へ と 語 り 継がれて ゆ く こ と で し ょ う 。

こ れ ほ ど素敵 な企画 を 実現 さ せて く だ さ っ た 沖縄県、 県外 出 身 に も 関 わ ら ず 引 率者 に推薦 し て く だ さ っ
た N Y 沖縄県人会ー 同 は じ め 与那覇 ト ゥ ー シ一 定子会長 、
ツ ア ー の意義 を 尊重 し 重要 な 大会欠席 を 許 し て く れ た サ ン ダーバ ー ド の 仲 間達、 現地受入人 と な っ て
く れた石原智子 さ ん ほ か 、 多 く の 方 々 に感謝が尽 き ま せん。

豊 か に 流れた 2 0 0 3 年夏 の 1 週 間。 2 0 0 3 年 ジ ュ ニ ア ・ ス タ デ ィ ・ ツ ア ー に感謝す る と と も に 、 そ
の 永続 と よ り 一層 の 充実 を 心 か ら 願い ま す。

ウ チナ ー ・ ジ ュ ニ ア 、 チバ リ ヨ ー ！ ！ 
心 か ら イ ッ ペー ニ フ ェ ーデー ビ タ ン
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島袋 カ オル ネ ーデ ィ ー

---
Shimabukuro Kaoru Na dine 
2 世
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ハ ワ イ Hawaii,U.S .A. 
ハ ワ イ 沖縄連合会

7 月 1 7 日 （木） 、 私 は ホ ノ ルル空港でハ ワ
イ 沖縄連合会 か ら 参加者で あ る キ ャ サ リ ン ・ 城
間 と タ イ ・ コ バ シガ ワ と 会 い 、 大 阪 の 関西空港
経 由 で沖縄へ と 向 かい ま し た。

ホ ノ ルル か ら 大 阪 ま で の 飛行 時 間 は 8 時 間
以上かか り ま し た。 関西空港で は、 入 国 手続 き
を 済 ま せ ロ ビー に 出 る と 、 沖縄県庁 が 手配 し て
く れた空港職員 が私達を待 っ て い て 、 ガイ ド し
て く れま し た 。 そ の後 、 沖縄行 き の搭乗手続 き
を 済 ま せ、 空港内 を散策す る と と も に 、 レ ス ト
ラ ン で軽い食事 を 取 り ま し た。 タ イ は 明 太子 ス
パ ゲ ッ テ ィ を キ ャ サ リ ン は ミ ー ト ソ ー ス ス パ
ゲ ッ テ ィ を 注文 し 、 今 ま で飲ん だ こ と の な い メ
ロ ン ソ ー ダ も 注文 し て い ま し た。

大阪か ら 沖縄 ま で の飛行時間 は 2 時間 と 、 ハ

ワ イ か ら 大 阪 ま で の 航 路 と 比 べ て と て も 短 く
ち ょ う ど 良 い く ら い で し た。 午後 4 時に那覇空
港 に 到 着 し た 後 、 ロ ビ ー に 出 る と 私 達 の 親戚
や、 沖縄国際交流 ・ 人材育成財団 の新屋 さ ん 、
津覇 さ ん が 私達 を 待 っ て い ま し た。 新屋 さ ん は
沖縄 に到着 し た私達に 、 オ リ エ ンテ ー シ ョ ン に
つ い て 等 、 大 ま かな説明 を し て く れ ま し た。 そ
の 日 の夜、 私達はそれぞれ親戚宅 に て宿泊 し ま
し た。

7 月 2 1 日 （月 ） 、 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン が 開
催 さ れま し た。 そ の 中 で 、 私達は 自 己紹介や ツ
ア ー 内容 の確認 を し ま し た。 そ の後 、 私達はバ

ス で ツ ア ー 前 半 の 拠点 と な る 沖 縄船員 会館 に
向 かい ま し た。 船員会館 に着 き 、 少 し の休憩後 、
2 階 の ホ ー ル で 全員 の 緊 張 を 解 く た め の ダ ン
ス やゲー ム 等 を織 り 交ぜた 交流会 が 実施 さ れ、
そ の後 、 正式な ウ エルカ ム パ ー テ ィ ー が あ り ま
し た。 こ の 日 は と て も 長 い 一 日 で、 最終的 に は
1 0 時頃 に就寝 し ま し た。

7 月 2 2 日 （火） 、 私達は沖縄県庁 を訪問 し
た後 、 国 際通 り と 壺屋 を 散策 し ま し た。 残念 な
が ら 、 土産物店で買 い物 をす る こ と は で き な か
っ た の です が 、 ア イ ス ク リ ー ム パ ー ラ ー の前で
休息す る こ と が で き ま し た。 そ の ア イ ス ク リ ー

ム の 味 と い っ た ら ・ · • 最高 で し た。 国 際通 り
散策 を 終 え て 、 県庁 に 戻 る 前 に 、 “ 四 つ竹” と
い う レ ス ト ラ ン で、 沖縄 ソ バ と ジ ュ ー シー の 昼

食 を と り ま し た。 そ の後 、 私達は南部 の 平和祈
念 公 園 へ 向 か い そ こ で 、 資 料館 で の ビ デ オ鑑
賞 、 平和 の礎、 平和祈念像 を と お し て 1 9 4 5 
年 に起 こ っ た 沖縄戦 に つ い て 学習 し ま し た。 そ
の 日 は と て も 暑 く 、 と て も 疲れま し た。 夕 食 を
食べた後 、 翌 日 の チ ェ ッ ク ア ウ ト の た め の 準備
を し な ければな り ま せん で し た。 そ の 日 の就寝
時間 は 1 0 時で し た が 、 参加者達は 1 1 時か ら
1 1 時半ま で は起 き て い た と 思い ま す。

7 月 2 3 日 （水） 朝食 を 済 ま せ、 船員会館 を
チ ェ ッ ク ア ウ ト し 、 そ の 後 、 私達は首里城の 見
学 を し ま し た。 そ し て 、 恩納村に あ る 琉球村へ
と 移動 し ま し た。 琉球村で沖縄 ソ バ の 昼食 を 取
っ た後 、 琉球村 内 を散策 、 ま た 参加者全員 、 紅
型 と 空手、 三線、 舞踊等 の 沖縄伝統文化 の 体験
学習 を行い ま し た。 皆、 そ れぞれの 体験学習 を
楽 し そ う に 行 っ て い ま し た。

そ の後 、 恩納村のペ ン シ ョ ン キ ャ ロ ラ イ ナ で
3 泊 し ま し た。 そ こ での部屋 は 4 名 か ら 8 名 を
収容 で き る 部屋で、 ベ ッ ド が な い畳 だ け の 日 本
式の部屋で し た。 ハ ワ イ か ら の参加者で あ る タ
イ の部屋 に は 8 名 が 、 キ ャ サ リ ン の 部屋 に は 5
名 が宿泊 し て い ま し た。 当 初、 私の 部屋 に は 4
名 の 引 率者が宿泊 す る 予定で し た が 、 エ ア コ ン
が故障 し て い た た め 、 フ ィ リ ヒ゜ ン か ら の 引 率者
の コ ー ラ さ ん と 私 は別 の 素 晴 ら し い 部 屋 が 割
り 当 て ら れ ま し た。 そ の部屋 に は 、 ベ ッ ド が備
え 付 け ら れて あ り 、 台所や大 き め の バ ス タ ブが
設置 さ れて い る な ど と て も 快適 な部屋で し た。
そ の 日 の 夕 食 は 、 ゴー ヤ ー チ ャ ン プルー と 魚 の
ト マ ト ソ ー ス 和 え と ご飯、 ス イ カ が デザー ト と
し て あ り ま し た。

7 月 2 4 日 （木） は 山原 の 自 然の 中 で エ コ ッ
ア ー と 比地大滝 の 沢登 り を行い ま し た。 比地大
滝 の 沢登 り は と て も ハ ー ド な の で 、 私 は残念 な
が ら 登 る こ と を 断念 し ま し た。 ま た 、 私 は 虫 が
特 に 毛 虫 が 大嫌い な の で 良 か っ た と 思 い ま す。
皆 が 沢登 り を し て い る 間 、 私 と フ ィ リ ピ ン の 引
率者 コ ー ラ さ ん は バ ス の 中 で 昼寝 を し た り し
て い ま し た。 2 時 4 5 分頃、 参加者達は戻 っ て
き ま し た が 、 バ ス の 中 で は 、 皆 ク ス ク ス と 笑 っ
て い た の で 、 滝 で何が あ っ た の だ ろ う か ？ と 疑
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問 に思 っ て い ま し た。 ペ ン シ ョ ンヘ戻 る 前 に 、
私達は名 護市の 万国津梁館 を訪問 し ま し た。 本
来 な ら 、 そ の 日 に は名 護パ イ ン 園 に行 く 予定で
し た が 、 ス ケ ジ ュ ー ルの 変更 で行か な い こ と に
な っ て い た の で 疑 問 に 思 っ て い ま し た 。 夕 食
後 、 み ん な疲れて い る と 思 っ て い ま し た が 、 私
の 隣の部屋の男 の子達は、 元気 に 走 り 回 っ て い
ま し た。 ま た 、 上 の 階 の女 の子達 も お し ゃ べ り
を し て い る の が 聞 こ え ま し た。

7 月 2 5 日 （金） 朝食後 、 私達は沖縄海洋博
記念公 園 へ と 行 き ま し た。 そ こ に行 く 途 中 、 バ
ス の 中 で職員 の銘苅 さ ん か ら 、 ビー チ を 早 く 切
り 上 げて 、 名 護パイ ン 園 に行 く と い う 連絡が あ
り ま し た。 そ の 瞬間 なぜか沖縄県 内 か ら の参加
者 か ら も 大 き な歓声 が 上 が り ま し た。 そ の様子
を 銘 苅 さ ん は び っ く り し た 様 子 で 見 て い ま し
た。

2 0 0 2 年 の 1 1 月 に 開 館 し た 美 ら 海水族
館 を 見学 し た後 、 私達はエ メ ラ ル ド ビー チヘ と
移動 し ま し た 。 そ の 日 は と て も 日 差 し が 強 く 暑
い 日 で あ っ た た め 、 私 と 他 の 女性引 率者達は生
徒達 と と も に海 に入 り た い気分で し た が 、 海辺
の 日 陰 で 心 地 よ い 海風 に 当 た り な が ら 座 る こ
と で落 ち 着 き ま し た。

海洋博記念公園 を 出 た後 、 私達は名 護パイ ン
園 へ と 行 き ま し た。 生徒達は色 々 な種類のパイ
ンや商品 を 味見 し て い ま し た。 そ こ で 、 海外か
ら 参加 し た 多 く の 生徒 達 は お 土産やハ ロ ー キ
テ ィ ー の 沖 縄版 を 買 っ て い ま し た 。 話 に よ る
と 、 彼 ら が親戚宅 に い る と き に は遠慮 し て 、 お
土 産 を 買 い に 行 く こ と が で き な か っ た ら し い
です。

ペ ン シ ョ ン で の 最後 の夜 は B B Q 、 ソ バ と お
に ぎ り で し た。 皆が こ の料理 を 美 味 し く い た だ
い た の です が 、 特 に 男 の子達は、 牛 肉 の 味付 け
を 気 に 入 っ て い ま し た。 そ の後 、 近 く の駐車場
で キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー を 行 い ま し た 。 そ の 時
に 、 フ ィ リ ピ ン か ら の参加者 2 名 が 私 に近寄 っ
て き て 、 キ ー ホ ル ダー と ハ ン ド メ イ ド の ブ レ ス
レ ッ ト を プ レゼ ン ト し て く れま し た。 ま た 、 キ
ュ ー バ か ら 参加 し て い る ア レ マ ン 君 は キ ュ ー

バ の キ ー ホ ル ダ ー を プ レ ゼ ン ト し て く れ ま し
た。 お返 し と な る お 土産 を 準備 し て い な か っ た
の で 、 恥ずか し く 思い ま し た。 キ ャ ン プ フ ァ イ
ヤ ー の 場所 に し ば ら く い た の です が 、 部屋 に 戻
り 過 ぎ去っ た 5 日 間 の こ と を 考 え な が ら 、 明 日
の チ ェ ッ ク ア ウ ト の 準備 を し ま し た。

7 月 2 6 日 （ 土） 朝食後 、 数名 の ホ ス ト フ ァ
ミ リ ー がペ ン シ ョ ン に 来 て い ま し た。 そ こ で 、
何人 か の 参加 者 は ホ ス ト フ ァ ミ リ ー 宅 へ と 向

か い 、 残 り は北谷や東町会館でそ れぞれの ホ ス
ト フ ァ ミ リ ー と 合流 し ま し た。 私 は那覇市 の那

覇セ ン ト ラ ルホ テ ルで宿泊 し ま し た。
7 月 2 7 日 （ 日 ） 沖縄で の最後 の夜は、 首里

の 那 覇都 ホ テ ル で 修 了 式 と さ よ な ら パ ー テ ィ
ー が行われま し た。 そ こ に は 、 ツ ア ー 参加者全
員 と 、 そ の ホ ス ト フ ァ ミ リ ー が招待 さ れ、 参加
者達は修了証書 を 受 け 取 り ま し た。 パ ー テ ィ ー

が 終わ る 前 に 、 私達はお互い に お 土産 の 交換 を
し た り 、 写真 を 取 り 合い ま し た。

7 月 2 8 日 （月 ） 沖縄 を 去 る 日 で し た。 県 内
か ら 参加 し た 比屋根安 尚 君 と 長 嶺 ー 司 君 が タ
イ や他 の 海外参加者達へ お 土産 を 渡 す た め に
来て い ま し た。 彼 ら が 来て く れた こ と は と て も
素晴 ら し く 感動 的 だ と 思 い ま し た。

On Thursday, July 18th, I met Katharine 
Shiroma and Ty Kobashigawa, our two 
representatives from Hawaii for the very first 
time at the Honolulu Airport for our flight 
bound for Okinawa, Japan via Osaka on United 
Airlines . 

It took a little over eight hours to get to Osaka 
Airport. Upon arrival at Osaka Kansai 
International Airport, we went through 
immigrations and customs. As we exited 
customs, we were met by the airport personnel 
who was carrying a sign with our names on it . 
He was asked by the Okinawa Prefectural 
Government (OPG) to make sure that we did 
not miss our connecting flight to Okinawa. 
After checking in our baggage at All Nippon 
Airways, we had some time to browse around 
the Osaka Airport and to grab a snack to eat 
prior to boarding our flight. Katie had 
spaghetti with meat sauce, Ty had mentaiko 
spaghetti, and they each had a melon soda 
which was something new. 

Our flight from Osaka to Okinawa took little 
over two hours which was a nice and short 
flight in comparison to the flight from Honolulu 
to Osaka. We landed in Naha Airport on Friday, 
July 19th around 4:00pm. After getting our 
baggage, we were greeted by Ms.Shinya and 
Ms.Tsuha of the . OPG and our relatives .  
Ms.Shinya · gave us  instructions and reminded 
us to meet on Monday, July 2 1st �t 
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Higashi-Machi Kaikan, ninth floor between 
12 :30pm- 1 :00pm. Until Monday, we were on 
our own and stayed with relatives .  

On Monday, July 21 st, orientation took 
approximately two hours introducing each 
other and reviewing changes to our itinerary. 
After introducing orientation, we boarded the 
motor coach for a short ride to Senin Kaikan, 
our sleeping headquarters for two nights 
located in Tomari, Naha City. After a short rest, 
we went to the second floor to participate in 
special program to get to know each other with 
games and mixed dances .  After the program, 
we attended a welcome party at the hotel. It 
was a very long day for everyone so bedtime 
was at 10 :00pm. 

Tuesday, July 22nd, we visited the Okinawa 
Prefuctural Government(Kencho) and took a 
walking tour of Kokusai Doori until the 
Tsuboya area. 

During the walking tour, we could not make 
any stops or go into any shops along the way 
however, we were allowed to take a break at the 
Foremost Ice Cream Parlor for delicious ice 
cream. That sure tasted so good… …umm. 

Before going back to Kencho, the group had an 
Okinawa soba teishoku(Okinawa soba with 
juushi) lunch at "Yotsudake" on Kokusai Doori. 
After lunch, we left Kencho around 2 :00pm and 
headed to ltoman City, to learn about the 
Battle of Okinawa, that took place in 1945.  At 
the Peace Memorial Museum, we saw the video 
of the war that was taken by the U.S .  Army. We 
also went to the Heiwa no Ishiji (Cornerstone of 
Peace) and the Peace Prayer and Memorial 
Hall. We arrived back at the hotel around 
6:00pm. Everyone was exhausted especially 
with the muggy weather. 
Dinner was Katsu·Curry and it was not bad at 
all. After dinner, we all had to get our baggage 
ready for tomorrow's checkout. Although 
everyone was to go to bed by 10 :00pm, I don't 
think anyone slept until 1 1 :00pm· 11 : 30pm. 

Wednesday, July 23rd, breakfast was served 
from 7:ooam- s:ooam, then we had to checkout 

from the Serrin Kaikan by 8:20am. Our tour 
started with Shurei no Mon and Shuri Castle, 
then we headed north to Ryukyu Village 
located in Onna-son. In Ryukyu Village, we had 
Okinawa soba for lunch and toured the village. 
Everyone had a chance to paint Bingata and 
learned culture and performing arts like 
Sanshin, Buyo(Okinawa dance) and Karate. All 
the students enjoyed the lessons and had fun 
doing it too . 
We left Ryukyu Village to check in to Pension 
Carolina for three nights . Pension Carolina is 
located in Onna-son and is similar to a 
dormitory (Bed and Breakfast) . Most of the 
rooms can occupy four- eight people to a room 
and most are all Japanese atyle tatami rooms 
with no beds . Ty's room had eight people and 
Katharine's room had five people . My room was 
suppose to have four people but because our air 
conditioners wasn't working, Cora(a chaperone) 
from the Philippines and I were given a room 
with a loft, two twin beds and with two 
separate air conditioners . I felt very lucky that 
I was given a condo style room with our own 
kitchen and a western style bathroom that had 
a nice size bathtub and shower area. Dinner 
was at 7:00pm. On the menu for dinner was 
Goya champuru, calamari sauteed in tomato 
sauce, fried chicken, rice and watermelon for 
dessert. 
Thursday, July 24th, was day to Yanbaru 

where we went on a Ecology tour and to Hiji 
waterfall. I was told that walking through the 
forest is hard and long so I declined to go. I also 
do not like insects, especially caterpillars and 
also the weather was very hot. While the rest 
went on the Ecology tour; Cora, the bus driver, 
the bus guide and I stayed in the air 
conditioned bus and took a nice . cool nap . By 
2 :45pm, everybody got back safely telling us 
that I was really hot and the walk was very 
steep but they all made it. Once the students 
were in the bus, they were giggling and 
laughing and I was thinking what a day that 
they had! Before getting back to the lodge, we 
made one more stop at Bankoku Shinryokan in 
Nago City where the G8 Kyusyu Summit took 
place back on July 2 1 -23 ,  2000. We boarded the 
bus to go back to the lodge. · Everyone in the bus 
was wondering why we did not go to Nago 
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Pineapple Factory as originally scheduled on 
the itinerary. My thought was that the students 
and the other chaperones thought that the 
Pineapple Factory would have been a great 
place to visit and nice change of pace. After 
dinner, I thought everyone was tired but the 
boys next door were running around and 
washing their clothes until late at night. I am 
sure the girls staying upstairs were also up but 
I could not hear them. 

Friday, July 25th, was a day of sunshine and 
fun. After breakfast, we were on our way to the 
Ocean Expo Park in Motobu Town. We were 
told of a slight change of plans in our itinerary 
today. We had to cut back on time at the beach 
to less than one hour to make a stop at the 
Nago Pineapple Factory before heading back to 
the lodge. When Mekaru-san of International 
Exchange mentioned the change while we were 
on the bus, surprisingly the local Okinawa 
students were so happy that they were jumping 
in the bus with joy. Boy was Mekaru-san 
surprised to see those overjoyed faces! 

The first stop was the Churaumi(Aquarium) 

that opened last year in November. Then we all 
went to Emerald Beach for a swim. Since it was 
a very hot and humid day, all four female 
chaperones(including myself) was very tempted 
to go into the water with the students buy we 
ended up sitting in the shade with hardly any 
breeze. I had cold zensai with shaved 
ice…perfect for a hot and humid day. 

Finally the last stop was the Nago Pineapple 
Factory! Everyone had an opportunity to 
munch on fresh pineapples and sample all 
different kinds of pineapple baked goods such 
as pie, castella, pound cake, wine cake, manju, 
cookies and etc. Many foreign students bought 
a lot of omiyage and Hello Kitty items(Okinawa 
version). The students told me that while they 
were home staying they could not ask the host 
family to take them shopping to buy omiyage 
for their friends and families. 

Our last dinner at the lodge was barbeque 
style with noodles and · omusubi. Everyone 
enjoyed the food, especially the bots. They liked 
the barbeque beef. The finale was a bonfire in 
the parking lot near the lodge. Two 
students(Dina and Patricia) from the 
Philippines came· over and gave me a souvenir 

key holder of his country. They made me so 
happy but I was very surprised and ashamed 
because I did not have anything to give them in 
return. I went to the bonfire for a while then 
decided to go back to my room to start packing 
for our departure. How fast five days have 
passed. 

Saturday, July 26th, after breakfast, host 
families came to the lodge to pickup the 
students. The rest of the group got on the bus to 
drop off the second group of students in Cha tan 
and the third group of students in Naha at the 
Higashi Machi Kaikan. There were two· more 
days left in Okinawa with the host families. I 
went back to Naha and stayed at the Naha 
Central hotel for the two nights. 

Our last night in Okinawa was spent at the 
Miyako Hotel in Shuri. We had an award 
ceremony and a farewell party with the 
participants of the Junior Study Tour, the 
chaperones, host families and with everyone 
who put the Junior Study Tour together. Before 
the party was over, we exchanged pictures and 
gifts. 

Monday, July 28th was our departure day. 
Yasunao Hiyane and Kazushi Nagamine, 13 
year old students who participated on the tour 
came to the airport to see us off and gave a 
omiyage to Ty, Katharine and to the other 
students. How thoughtful of them to come to 
the airport to see us off. 

It was a very smooth flight back-to Honolulu 
and wonderful to be back home. 
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ア セ ルデ ン マ リ ア コ ラ ソ ン エバ ンヘ リ オ

Maria Corazon Ev_a匹elio Acerden 
2 世
フ ィ リ ヒ゜ ン Philippines 

フ ィ リ ピ ン沖縄県人会 J
 

ーマ ニラ

私 は フ ィ リ ピ ン か ら 引 率者 と し て ジ ュ ニ ア
ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 同行 し た コ ー ラ ・ ア セ ルデ
ン です。

こ の ツ ア ー に 招 待 し て い た だ い た 沖 縄 県 に
は 心 よ り 感謝 し て い ま す。 ツ ア ー を 通 し て 沖縄
の 歴 史 や 文 化 等 多 く の こ と を 学 ぶ こ と が で き
ま し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加す る 前 は 、
沖 縄 県 は 日 本 の 他 県 と 大 き な 違 い は な い と 思
っ て い ま し た。 し か し 、 ツ ア ー に参加 し て 首里
城や琉球村、 山 原 の エ コ ツ ア ー 等 の プ ロ グ ラ ム
を と お し て 県 内 を巡 る こ と に よ り 、 沖縄の歴史
や文化、 言葉、 踊 り 、 音楽や食べ物 に つ い て 知
る こ と が で き 、 そ し て 日 本本士 と は違 う こ と に
と て も 驚 き ま し た。 ま た 、 他 の 国 々 か ら の参加
者や引 率者達 と 友達に な る こ と が で き ま し た。

皆様 に は ツ ア ー の 手配 か ら 期 間 中 ま で お 世
話 に な っ た こ と に 対 し て 大 変感謝 し て お り ま
す。

I'm Cora from Manila. 
I j oined the Junior Study Tour 2003 last 
summer, and I want to thank the Government 
of Okinawa for giving me this opportunity to 
join this project of yours . 

I learned a lot. I did not know that Okinawa has 
its own history, culture, language, dance, music 
and foods. All I knew is that Okinawa is 
Japan, and that's it. But I was so surprise to 
know that it was so different. 
I visited the beautiful places like Shurijo, 
Ryukumura, the Yambaru eco-tour, the big 
aquarium and the beautiful beaches. I also 
made so many friends from other countries .  It 
was so nice and exciting study tour. 

A million thanks to you all and I really 
appreciated what you have shown us. More 
power to you ! 
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奥濱 レ ドナ 悦子

Okuhama Redona Etsuko - - -

1 世 ------

グ ア ム Guam,U.S .A. 
グ ア ム 沖縄県人会

7/2 1 ~ 7/26 の 間 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の 引 率者 と し て グ ア ム か ら 参加 さ せて 頂 き ま し た。
沖縄生 ま れ 、 沖縄育 ち の 私 自 身 も 行 っ た こ と が な い よ う な 、 体験 し た 事が な い よ う な こ と を さ せて も

ら っ て本 当 に感謝 し て い ま す。 あ り が と う ご ざい ま し た。
日 程表 を も ら っ た 時は娘の ジ ェ ニ フ ァ ー よ り も 私 の 方が ワ ク ワ ク し て 、 彼女 は い た っ て ク ール だ っ た

の で は ？ あ ま り の無反応 さ に 「 ツ ア ー の メ イ ン は あ な た な の よ 、 み ん な と う ま く や っ て い け る の ？ 」
と 心配 し た ほ ど です。 が 、 内 心 ジ ェ ニ フ ァ ー も 楽 し み に し て い た よ う で 、 参加 中 友達 も 出来、 仲 良 く お
し ゃ べ り も し て い た の で “ ホ ッ ” と し て い た と こ ろ です。

今 ま で子供た ち を連れて何回 か沖縄へ帰省 し ま し た が 、 私 の 沖縄に対す る 思い と 子供た ち が感 じ る こ
と と は全 く 違 う と 思 う の で 、 今 回 ジ ェ ニ フ ァ ー が ツ ア ー を 通 し て ど う 沖縄 を感 じ て も ら っ た か、 と て も
興味が あ り ま す。

友達 も 数多 く つ く れた よ う だ し 、 手紙か E ー メ ールのや り と り で交流 を深 く し 、 そ こ か ら も っ と も っ
と 沖縄 に 対 し て 思い を 強 く し て い っ て く れた ら と 思い ま す。

ホ ー ム ペー ジ を検索 し た り メ ールで「青報 を入手 し た り し て 、 こ れか ら ど ん どん沖縄 に つ い て 関 心 を深
め て い っ て ほ し い も の です。

せ っ か く バ イ リ ン ガル と し て 育 っ て き た の ですか ら 、 将来そ の 力 を 生 か し た職 に つ く な り 、 又 は それ
が 沖縄県の た め に何かお手伝 い が で き る よ う に なれ ばい い です よ ね。

グ ア ム で は 県人会 の歴史 も 浅 く 、 メ ンバ ー の方た ち が 「移民」 と い う よ り は 、 結婚 を機 に 沖縄 を 離れ
た と い う 方た ち が 多 いせい で し ょ う か、 あ ま り 活動 も 活発 で は あ り ま せん。

2 世、 3 世 の 時代 と も な る と ま す ま す沖縄 と の 関係 も 薄れて く る こ と で し ょ う 。 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー

ツ ア ー の よ う な活動 を 通 し て 、 た く さ ん の 子供た ち が少 し で も 沖縄 に 関心 を持 っ て く れれば、 そ し て ネ
ッ ト ワ ー ク が広が っ て親世代 で は な く 、 子供世代 で交流 が はず め ば県人会 も 続 け て い け る の で は 、 と 思
い ま す。

そ の た め に も 、 ぜひ ツ ア ー を 続 け て 下 さ い。
前 回 の ツ ア ー 日 程が分か ら な い の で比べ ら れ な い け ど 、 かな り ハ ー ド ス ケ ジ ュ ールで し た。 特 に 前半、

炎 天 下 の 中 を 歩 き 回 る と い う の は ど う か な 、 と 思い ま し た。 運動不足 の 私 に し て みればかな り キ ツ か っ
た です。 1 0 代 の娘で さ えバテ気味で し た。 ツ ア ー の 参加者は体力 が 第一条件 だ と 知 り ま し た。

ツ ア ー の感想 ？ 「沖縄は暑か っ た 」 の 一言 です。 見学 コ ー ス が 多か っ た よ う です け ど 、 も う 少 し 地元
の 方 た ち の お 話 を 聞 く と か、 あ る い は子供た ち 同 士 の 意見交換み た い な場が あ っ た り 、 一緒 に セ ミ ナー

を 受 け る よ う な事 を し た り 、 も っ と 体験的 な こ と が お も し ろ い な と 思い ま し た。
な ん だかんだ言 っ て も 、 と て も 楽 し く 参加 さ せて も ら い ま し た。 ジ ェ ニ フ ァ ー に 沖縄の子供た ち の 友

人 が で き た こ と が 一番 の 成果です。 グア ム に 帰 っ て さ っ そ く 手紙 を書い て い る の を 見 る と 、 う れ し い も
の です。

先 に も 書 き ま し た が 、 こ の ツ ア ー が ず っ と 続 く こ と を願い ま す。
ス タ ッ フ の み な さ ん 、 ご く ろ う 様 で し た。
あ り が と う ご ざい ま し た。
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◇受入実績

◇平成 1 5年度参加者名簿

◇平成 1 3年度 • 平成 1 4年度参加者名簿

◇協力 団体

◇制作物

◇参加 申 込書

◇パ ー テ ィ ー 式次第

◇評価 と 反省 ・ 要望点

◇新聞 記事

◇世界で活躍す る ウ チ ナ ー ンチュ

c

 u

 



I 受 入 実 績 I 
( 1 ) 海外参加者 ・ 引 率者の 国別内訳 【 （ ） は そ の う ち 引 率者 の 人数】

国:-�
度 H l 3  H14  H l 5  

（りチナーンチュ大会）

ボ リ ビア 5 ( 1 )  2 3 ( 1 )  

ブ ラ ジル 7 ( 1 )  3 ( 1 )  2 

}} （カ ン ポ グ ラ ンデ） 3 ( 1 )  1 2 ( 1 )  

ア ルゼ ン チ ン 5 ( 1 )  3 ( 1 )  2 

ペルー 5 ( 1 )  3 ( 1 )  3 ( 1 )  

ベネ ズエ ラ 2 ( 1 )  ゜ ゜
メ キ シ コ 3 ( 1 )  ゜ ゜
キ ュ ーバ ゜ 2 ( 1 )  2 ( 1 )  

フ ラ ン ス 2 ( 1 )  ゜ ゜
イ ギ リ ス 2 ( 1 )  ゜ ゜

ドイ ツ 2 ( 1 )  ゜ ゜
米国 （ハリイ） ゜ 2 3 ( 1 )  

" ( ク ゞ ァム ） 1 ゜ 2 ( 1 )  

II (本土） 20 (4) 6 (2) 5 (2 ) 

カ ナ ダ 6 (2) 2 ( 1 )  1 

フ ィ リ ヒ° ン 4 ( 1 )  3 ( 1 )  3 ( 1 )  

シ ン ガポー ル ゜ 2 ( 1 )  ゜
計 67 ( 1 7 ) 29 (9) 28 (9) 

( 2 ) 海外参加者の世代別 内訳

国：
＼

＼
＼

＼
：度

H l 3  H14  H l 5  
（ りチナーンチュ大会）

2 世 26 5 6 

3 世 2 1 8 1 0 

4 世 3 7 3 

計 50 20 1 9 

( 3 ) 県 内 ・ 国 内 参加者内訳

国：
＼

＼
＼

＼：度
H13 Hl4  H l 5  

（ りチナーンチュ大会）

小学生 ， ゜ ゜
中学生 24 1 3 7 

高校生 1 7 1 1  1 8 

計 50 24 25 

- 9 1 -

計

10 (2) 
1 2 (2) 
6 (2) 

1 0 (2) 
1 1 (3 ) 
2 ( 1 )  
3 ( 1 )  
4 (2) 
2 ( 1 )  
2 ( 1 )  
2 ( 1 )  
5 ( 1 )  
3 ( 1 )  

3 1  (8) 
9 (3) 

1 0 (3 ) 
2 ( 1 )  

1 24 (35) 

計

37 
39 
1 3  

89  

計

， 
44 
46 
99 



1 平成 1 5年度 参加 者 名 簿 l 
県 内

氏 名
年 性 ← 子 校 名齢 別

1 比嘉 淳子 Higa Junko 1 8  女 八重山農林高校

2 吉村 苑華 Yosh imura Sonoka 1 7  女 読谷高校

3 高 良 南 Takara M i nami 1 8  女 球陽高校

4 玉城 幸 T amaki M iyuki 1 7  女 浦添高校

5 安次富 紗綾香 Ash itomi Sayaka 1 6  女 浦添商業高校

6 比嘉 こなみ Higa Konami 1 7  女 首里高校

7 安里 みち ょ Asato M ich iyo 1 7  女 首里東高校

8 新垣 怜子 Arakaki Re iko 1 7 女 那覇高校

， 新崎 奈央 Arasaki Nao 1 7  女 那覇高校

1 0  前 田 那美子 Maeda Namiko 1 8  女 那覇国際高校

1 1  大本 紗哉 Ohmoto Saya 1 6  女 那覇国際高校

1 2  金城 美菜 Kinjo M ina 1 7  女 那覇商業高校

1 3  大城 桃香 Oshiro Momoka 1 6  女 沖 縄 尚 学高校

1 4  真栄城 智 恵 美 Maesiro Ch iemi  1 6  女 沖 縄 尚 学高校

1 5  稲福 陽香 Inafuku Haruka 1 5  女 興南高校

1 6  村吉 梨華子 Murayoshi  Rikako 1 5  女 興南高校

1 7  宮本 詩織 Miyamoto Sh iori 1 2  女 港川 中 学校

1 8  島袋 希 Shimabukuro Nozomi 1 5  女 首 里 中 学校

1 9  山 城 貴徳 Yamash iro Takanori 1 4  男 糸 満 中 学校

20 比屋根 安 尚 Hiyane Yasunao 1 3  男 南星 中 学校

2 1 長嶺 ー 司 Nagamine Kazushi 1 3  男 南星中 学校

22 古波蔵 直子 Kohagura Naoko 1 4  女 南星 中 学校

県 外
＇ 』． 

氏 名 年 性 ...... 子 校 名齢 別

1 小 山 奈未 Koyama Nami 1 8 女 愛 知 県

2 上原 勝也 Uehara Katsuya 1 7  男 兵庫 県立宝塚高校

3 金城 幸代 Kinjo Sachiyo 1 5  女 兵庫県立 宝塚私立高 司 中 学校
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K

am
iya P

edraza N
aom

i 
ボ

リ
ビ

ア
ボ

リ
ビ

ア
沖

縄
県

人
会

， 
比

嘉
浩

二
17

 
男

2
世

H
iga Koji 

1 0 
ア

レ
マ

ン
レ

オ
ナ

ル
ド

ホ
ル

ヘ
エ

ル
ネ

ス
ト

14
 

男
4

世
キ

ュ
ー

バ
キ

ュ
ー

バ
沖

縄
県

人
会

A
lem

an Leonard Jorge Ernesto 
キ

ャ
サ

レ
ン

ア
ー

ヌ
シ

ロ
マ

15 
女

4
世

I 
11 Katharine A

nne S
hirom

a 
ハ

ワ
イ

沖
縄

県
人

会
1 2 

タ
イ

ジ
ン

コ
バ

シ
ガ

ワ
15

 
男

4
世

T
y Jin Kobashigaw

a 

13 
玉

城
由

美
1 6 

T
am

ashiro Y
um

i 
女

2
世

ア
メ

リ
カ

北
米

沖
縄

県
人

会

14
 柳

田
コ

リ
ン

タ
ケ

シ
14

 
男

2
世

ワ
シ

ン
ト

ン
州

沖
縄

県
人

会
Y

anagida C
olin T

akeshi 

15
 ア

シ
ュ

リ
ー

フ
リ

ッ
ク

14
 

A
shley Frick 

女
3

世
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
沖

縄
県

人
会

1 6 
仲

原
オ

リ
バ

ー
竜

司
1 6 

N
akahara O

liver Ryoji 
男

2
世

カ
ナ

ダ
カ

ル
ガ

リ
ー

沖
縄

県
人

会

17
 デ

ィ
ナ

マ
エ

エ
ロ

イ
リ

ェ
ゴ

17
 

女
3

世
U

ego D
inahm

ae Eroy 
フ

ィ
リ

ピ
ン

フ
ィ

リ
ピ

ン
沖

縄
県

人
会

1 8 
パ

ト
リ

シ
ア

レ
ジ

ー
ナ

ノ
セ

ダ
ロ

ペ
ス

1 7 
女

3
世

Lopez P
atricia R

esyna N
oceda 

レ
ド

ナ
ジ

ェ
ニ

フ
ァ

ー
祐

紀
門

R
edona Jennifer Y

uki 
15

 
女

3
世

ア
メ

リ
カ

グ
ア

ム
沖

縄
県

人
会

引
率

者
氏

名
年

齢
性

別
世

代
国

名
県

人
会

名

1 
屋

富
祖

正
一

5 2 
男

1
世

ブ
ラ

ジ
ル

カ
ン

ポ
グ

ラ
ン

デ
沖

縄
県

人
会

2 
安

座
間

平
敷

フ
ァ

ン
喜

勝
53 

男
3

世
ペ

ル
ー

ペ
ル

ー
沖

縄
県

人
会

3 
比

嘉
次

雄
50 

男
1

世
ボ

リ
ビ

ア
ボ

リ
ビ

ア
沖

縄
県

人
会

4 
上

間
大

兼
久

ホ
ル

ヘ
62 

男
2

世
キ

ュ
ー

バ
キ

ュ
ー

バ
沖

縄
県

人
会

5 
タ

ラ
ン

テ
ィ

ニ
裕

子
伊

波
53 

女
1

世
北

米
沖

縄
県

人
会

6 
曽

野
知

雄
3 5 

男
2

世
ア

メ
リ

カ
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
沖

縄
県

人
会

7 
島

袋
カ

オ
ル

ネ
ー

デ
ィ

ー
4 6 

女
2

世
ハ

ワ
イ

沖
縄

連
合

会

8 
ア

セ
ル

デ
ン

マ
リア

コラソン
エ／＼ ・ンヘ

リオ
4 9 

女
2

世
フ

ィ
リ

ピ
ン

フ
ィ

リ
ピ

ン
沖

縄
県

人
会

， 
奥

濱
レ

ド
ナ

悦
子

4 2 
女

ア
メ

リ
カ

グ
ア

ム
沖

縄
県

人
会
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I 平成 1 3年度 参加 者 名 簿 I 
第3 回世界の ウチナーンチュ大会 県 内

氏 名 学年 性別 子p 校 名
1 知 名 倫 子 Rinke China 小学4 年 女 宜 野 座 小 学 校
2 仲 田 尚 仁 I Naoh ito Nakada 小学4年 男 南 風 原 小 学 校
3 又 吉 椎 菜 I Shi ina Matayoshi 小学5年 女 漢 那 小 学 校
4 平 良 久美子 Kuln iko Taira 小学5 年 女 志 真 志 小 学 校
5 仲 本 達 郎 Tatsuro Nakalnoto 小学5年 男 城 西 小 学 校
6 新 垣 史 織 Shiori Arakaki 小学5年 女 知 念 小 学 校
7 目 取真 輔 T asuku Medoruma 小学5年 男 北 玉 小 学 校
8 城 間 祥 大 Shoudai Shiroma 小学6年 男 若 狭 小 学 校
， 照 屋 寛 佳 Hiroyoshi T eruya 小学6 年 男 城 南 小 学 校
1 0  玉 城 匠 Takumi Talnaki 中 学 1 年 男 コ ザ 中 学 校
1 1 知 念 鈴 奈 Suzuna Chinen 中 学 1 年 女 伊 江 中 学 校
1 2  仲 間 良 成 Yoshinari Nakama 中 学 1 年 男 越 来 中 学 校
1 3  牧 山 禾

木
I J 紗 Risa Makiyama 中 学 1 年 女 沖 縄 尚 学 中 学 校

1 4  仲 程 祐 介 Yusuke Nakahodo 中 学 1 年 男 古 蔵 中 学 校
1 5  成 底 徹 T oru Narisoko 中 学 1 年 男 港 川 中 学 校
1 6  仲 里 彩 夏 Ayaka Nakazato 中 学 1 年 女 知 念 中 学 校
1 7  屋嘉比 梢 Kozue Yakabi 中 学 1 年 女 東 風 平 中 学 校
1 8  玉 城 彩 衣 Ai Tamaki 中 学 1 年 女 那 覇 中 学 校
1 9  松 本 佳 子 Yoshiko Matsulnoto 中 学 1 年 女 那 覇 中 学 校
20 東 江 真理子 Mariko Agarie 中 学 2 年 女 伊 江 中 学 校
2 1 与那嶺 悠 Haruka Yonamine 中学2年 男 伊 良 波 中 学 校
22 古 謝 ち ひろ Chih iro Koja 中 学2 年 女 嘉 手 納 中 学 校
23 比 嘉 紗 苗 Sanae H iga 中 学 2 年 女 鏡 が 丘 養 護 学 校
24 仲 程 若 菜 Wakana Nakahodo 中学2年 女 古 蔵 中 学 校
25 平 田 吉 郎 Yoshiro H irata 中学2年 男 佐 敷 中 学 校
26 比 嘉 彩 賀 Ayaka H iga 中学2年 女 松 城 中 学 校
27 比 嘉 亜 樹 Aki H iga 中学2年 女 興 南 中 学 校
28 古 堅 葵 Aoi Furugen 中 学 3 年 女 安 田 中 学 校
29 佐久川 俊 介 Shunsuke Sakugawa 中 学 3 年 男 沖 縄 尚 学 中 学 校
30 謝 花 千 夏 Chinatsu Jahana 中 学 3 年 女 宮 里 中 学 校
31  普天間 一 樹 Kazuki Futenma 中 学 3 年 男 小 禄 中 学 校
32 玉 那覇 優 香 Yuka Tamanaha 中 学 3 年 女 西 原 東 中 学 校
33 宮 城 鮎 子 Ayuko Mayagi 中 学 3 年 女 西 原 東 中 学 校
34 高 田 真奈美 Manami T akada 高校 1 年 女 小 禄 高 等 学 校
35 翁 長 里 美 Satomi Onaga 高校 1 年 女 小 禄 高 等 学 校
36 上 原 恵理佳 Erika Uehara 高校 1 年 女 昭和薬科付属高校
37 与那覇 恵 禾

木
1 』 Eri Yonaha 高校 1 年 女 石 川 高 等 学 校

38 徳 里 麗 華 Reika T okuzato 高校 1 年 女 石 川 高 等 学 校
39 中 村 晴 枝 Harue Nakamura 高校 1 年 女 那 覇 国 際 高 校
40 伊 計 美 希 Miki Ikei 高校2年 女 宮 古 高 校
41  仲宗根 智 世 T omoyo Nakasone 高校2年 女 宮 古 農 林 高 校
42 佐 久 田 智 世 T omoyo Sakuda 高校2年 女 宮 古 農 林 高 校
43 J I I  口 真 未 Marni Kawaguchi 高校2年 女 首 里 東 高 等 学 校
44 ・ 池 原 理 一 Ri ich i  Ikehara 高校2年 男 普 天 間 高 校
45 宝蔵寺 祐 司 Yuj i  Hozoji 高校2年 男 普 天 間 高 校
46 仲 間 明 奈 Akina Nakama 高校3 年 女 宮 古 高 校
47 茶 畑 美 加 Mika Chabata 高校3年 女 小 禄 高 校
48 新 崎 舞 Mai Arasaki 高校3 年 女 小 禄 高 校
49 比屋根 恵 美 Megumi  Hiyane 高校3 年 女 南 風 原 高 校
50 真 謝 絵 美 Emi Maja 高校3年 女 名 護 高 校
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I 平成 1 3年度 参加 者名簿 ー
^.., 、9 レー一、 に― `'9 9 9 9 一 、 大会 海外

氏 名

1 与儀 エ リ カ
ERIKA YOGI 

2 太 田 ヂオゴ
DIOGO TAKAKE OTA 
知花 ムリ ロ

3 
MURILLO CHIBANA 

4 諸見里 春美
KARINEHARUMI MOROMIZA TO 

5 
崎間 ビクトル 達 由 鯉
VI CT ORT A TSUYURI SAKIMA 

6 宮里 昌 宏
MARCELO MASAHIRO MIYAZATO UETA 

7 宮城 ガストン
GASTON MIYASHIRO 

8 
比嘉 フェルナルド
FERNANDO EZEQUIEL HIGA 
玉那覇 ノルベルト
NORBERTO TAMANAHA 

1 0  大城 ノエ リ ア
NOELIA OSHIRO 

1 1  伊芸 ヘラルド
GERALDO IGEi KOHATSU 

1 2 
亀 甲 マサル
MASARU ARTURO KAMEGO 

1 3  
山城 イサベル
!SABEL YAMASHIRO NAKACHI 

1 4  比嘉 盛繁
HECIOR ALEXANDER HIGA SHIROMA 

1 5  比嘉 恵理子
ERIKO CAROLINA HIGA YAMASHIRO 

1 6  大城 ニカ リ
NIKARI OSHIRO MURARA 

1 7  中 田 弘喜
FERNANDO HIROKI NAKATA 

1 8  仲 村 美恵子
1 MIEKO NAKAMURA SOKEI 
伸 I村 ミツオ1 9 
JOSE MITSUO NAKAMURA OROZCO 

20 仲 村 ヤスヒ ロ
YASUHIRO NAKAMURA OROZCO 

21 
島 田 バグネル 和 良
WAGNER KAZUYOSHI SHIMADA 

22 具志堅 ノブユキ
ANDERSON NOBUYUKI GUSHIKEN 

23 古謝 景士
RAUL KEISHI KOJA 

24 
宜保 亜 由 美 カ レン
A YUMI KAREN GIBO 

25 嶺丼 真実
MELISSA MAM! MINE! 

26 金城 茜
MARGARET AKANE KINJO 

27 目 取真 ジャネル ミホコ
JANELLE MIHOKO MEDORUMA 

年令 性別 国 名 県 人 会 名 引 率 者

1 3  女

1 5  男

1 3  男
ブラジル ブラジル沖縄県人会 松堂 ひろみ

1 4  女

1 4  男

1 6  男 ! 

1 6  男

1 4
I 

男
アルゼンチン 在亜沖縄県人連合会 安里エステラ アレハンドラ

1 4 男

1 1  女

1 4  男

1 7  男
ペルー ペルー沖縄県人会 仲宗根 吉修

1 0  女

1 7  男

1 4  女

1 0  女
ボ リ ビア ボリ ビア沖縄県人会 安谷屋 敬

1 2  男

1 4  女

1 4  男
メキシコ メキシコ沖縄県人会 中 村 イルマ ヌネス

1 3  男

1 7  男
ブラジル カンポグランデ沖縄県人会 具志堅 弘

1 6  男

1 5  男 ベネズエラ ベネズエラ沖縄県人会 古謝 いそえ

1 4  女
バンクーバー沖縄友愛会 仲宗根 功

1 7  女
カナダ

1 4 女
レスブリッジ沖縄県人会 浦崎 ジョ ージ

1 4  女
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平成 1 3年度 参加 者名 簿
第 3 回 世界 の ウ チナーンチュ大会 海外

名 年令 性別 国 名 県 人 会 名 弓 I 率 者

28 玉栄 チャ ルズ
CHARLES MASA TOMO T AMAE 

1 1 男 北米沖縄県人会

29 
ジョセフ ジョ ーンズ

1 5  男 前 田 洋子
JOSEPH FREDRIC JONES 

サンディエゴ 沖縄県人会 （北米沖縄県人会）

30 
ブフイアン デイビス

1 6 男
BRYAN KIYOSHI DAVIS 

ュタ州沖縄県人会

3 1  
デイビット レイモンド
DAVID RICHARD RAYMOND 

1 0  男 ワ シントン沖縄県人会クラブ トシコ バー トリ ー

32 
ア リ シア 恵子 ブレンズ
ALICIA KEIKO BERENZ 

1 6  女 シカゴ沖縄県人会

ナイル リチャーズ
33 

DALE KAORU RICHARDS 
1 6  男 遊友会

丁イフアー一 フィドラー

34 
TIFFANY FIEDLER 

1 4  女 オハイオ 沖縄友の会
洋子 サンダ リ ン

3 5  比嘉 龍児
1 6  

RYUJI HIGA 
男 米 国 東海岸沖縄県人会

（シカゴ沖縄県人会）

落合 北斗36 
HOKUTO GREIG OCHIAI 

1 7  男 アメリカ ニューヨーク沖縄県人会

ロ バー ト ファンチェス
37 

ROBERT JAMES FUNCHES 
1 5  男 ワ シントン D C沖縄県人会

ケイフ ケンプ
38 

KAYLA RENEE CAMP 
1 4  女 ア トランタ沖縄県人会

39 
アンディー フイダー

ANDY KIYOSHI RIDER 
1 2 男 D FW沖縄県人会

キム ビセット
40 

KIM BISSETTE 
1 5  女 ジャクソンビル沖縄県人会

ルイス 高江洲 佳代子
マイケル ハーカ ー

41  
MICHAEL ALAN HARKA 

1 7  男 フェイエットビル沖縄県人会
（ア トランタ沖縄県人会）

ク リ スタ ル スワ ンソン
42 

CRYSTAL LYNN SWANSON 
1 1 女 ペンサコ ーラ沖縄県人会

丁レサ マ リ コ モー トン
43 

TERESA MARIKO MORTON 
1 8  女 フ ロ リ ダ沖縄郷友会（がじまる会）

44 ク リ ス トファー ポーアイン
1 8  

CRISTOPHER PORTIN 
男 グアム沖縄県人会 引 率者無し

45 マ リ ア ジェイ リ ン ディキアッコ
1 5  女

MA JAYLYNC DIQUIATCO 

46 
チヨミ サンタ ロ ーサ フンセス

1 4  
CHIYOMI S T  A. ROSA RANCES 

女 フィリ ピン フィリ ピン沖縄県人会 トヨコ照屋エリ セオ

47 嶋崎 妙恵美 1 2 女
T AEMI SHIMAZAKI 

48 知 念 賢吾
KENGO CHINEN 

1 6  男 フランス フランス沖縄県人会 知念 睦子

49 
石垣 優児 1 3  
YUJI JOE ISHIGAKI 

男 イギリス イギリス沖縄県人会 石垣 栄康

50 
松川 ルカ

1 0  
LUCA TOM MUSASHI MATSUKAWA 

男 ドイツ ドイツ沖縄県人会 松川 カ
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I 平成 1 4年度 参加者 名 簿

県 内

氏 名
年 性
齢 別

1 宮城 聖里香 Serika M iyagi 1 7  女

2 大城 奈津紀 Natsuki Ohsh iro 1 6  女

3 山城 夢乃 Yumeno Yamash iro 1 5  女

4 宮里 あすか Asuka Miyazato 1 7  女

5 嵩本 哲也 T etsuya Takemoto 1 6  男

6 西筋 理奈 Rina Iri suj i  1 5 女

7 玉城 智 佳 Chika Tamaki 1 8  女

8 國場 雄作 Yusaku Kokuba 1 6  男

， 又吉 香穂利 Kahori Matayosh i  1 5  女

1 0  石 井 雄大 T akeh iro Ish i i  1 7  男

1 1 宮里 諒哉 Ryoya M iyazato 1 5  男

1 2 奥間 友里恵 Yurie Okuma 1 4  女

1 3  興那城 美姫乃 Mikino Yonash iro 1 2  女

1 4  伊良波 一 美 Kazumi Iraha 1 4  女

1 5  嘉数 真菜 Mana Kakazu 1 3  女

1 6  比嘉 麻 臣 Asami H iga 1 3  女

1 7  平敷 綾 Aya Hesh iki 1 5  女

1 8  山城 信裕 Nobuh i ro Yamashiro 1 4  男

1 9  杉 山 星河 Seika Sugiyama 1 2  女

20 川 平 一 之 Kazuyuki Kawahira 1 4  男

県 外

氏 名 年 性
齢 別

1 川 崎 麻奈美 Manami  Kawasaki 1 3  女

2 金城 香奈 Kana K injo 1 3  女

3 糸洲 久美子 Kumiko Itosu 1 7  女

4 輿那嶺 美香 Mika Yonamine 1 2  女
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子,.,,, 校 名

辺土名 高校

石 川 高校

美里高校

宜野湾高校

西原高校

那覇高校

沖縄女子短大附属高校

豊見城高校

糸満高校

八重山高校

名 護市立大宮 中 学校

金武町立金武 中 学校

沖縄市立安慶 田 中 学校

沖 縄市立 山 内 中 学校

浦添市立浦西 中 学校

那覇市立松城中 学校

那覇市立小禄中 学校

与那原町立与那原 中 学校

豊見城市立伊良 波 中 学校

城辺町立福嶺 中 学校

学 校 名

鶴見 中 学校

鶴見 中 学校

明 浄学院高校

大阪市立天下茶屋中 学校
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1 平成 1 4年度 参加者 名 簿

海 外
, r• � • • 

氏 名 年令 性別 世代 1 国 名 県 人 会 名
当 間 銅栄 マウ リ シオ 1 4 男 4世

ブラジル
1 

Mauric io Shie i  Touma 
沖縄県人会画 良 グフウシャ ネンシ

1 6  女 3世 ブラジル2 
Glaucia Nency Takara 

カンポグランデ志良堂 ジャケ リ ネ 1 6 女 4世 沖縄県人会3 
Jacquel ine Shirado 
米須 トマス 1 7 男 2世

在亜沖縄県人
4 

Tomas Komesu 
アルゼンチン 連合会島袋 エ リ アーナ ビルヒ ーア 1 7  女 3世5 

El iana Virgin ia Shimabukuro 
広 中 山城 ルイス フェルナンド 1 4 男 4世

ペルー
6 

Luis Fernando Hironaka Yamagusuku · ペルー

沖縄県人会ゴンザレス 平 良 ハイメ 1 8  男 3世7 
T ' Jaime Gonzales a,ra 

仲里 秋奈 1 7 女 2世
ボリ ビア

8 
Akina Nakazato 

ボリ ビア 沖縄県人会ロ ー ヴェレス 真栄城 1 6  男 3世9 
h' Reny Velez Maes 1ro 

． キュ バナリ マン ピー ヤ フォン丁 1 7  女 4世 キュ ハ 沖縄県 人会1 0  
Narryman Pina Fonte 
清本 ・ 伊舎 良 マッシュー 誠 1 5 男 4世

ハ ワ イ
1 1  

Matthew Makoto Kiyomoto lsara 
沖縄連合会伊良波 クリストファー マイケル 1 6  男 4世12 

Christopher Michael lraha 
北米比嘉 クリ ス丁イン ミヨシ 1 7  女 4世 沖縄県人会

1 3 Cristan M iyoshi Higa 
アメリカ

ワ シン トンD.C.バウチャー 飛鳥 1 7 女 2世 沖縄会1 4 
Asuka Christine Boutcher 

アトランタジョナサン サンダース 1 5 男 3世 沖縄県人会
1 5 

Johnathan David Saunders 
北加1 6  ジョセフ リ ー バザー ド 1 5 男 3世 沖縄県人会Joseph Lee Buzzard 
ト ロ ン ト藤田 エリ ザベス 由 利 子 1 7  女 2世 カナダ 球陽会1 7 . F "ta El izabeth Yuriko UJ I 

ミシェル アベダ ア ペベ— ト 1 8  女 3世
フィリ ピン

1 8  
Michel le Abedania Pebenito 

フィ リ ピン 沖縄県人会ジョネ ロ ベス コ メ ロ ス イグナシオ 1 7  女 3世1 9  I . Jonerobeth Comeros gnac10 
照屋 なつ子 1 5 女 2世 シンガポ ル 星琉会20. 

k T Natsu o eruya 
引 率 者

氏 名 年齢 性別 世代 国 名 県 人 会 名

1 具志堅 ジーナ 美千代 32 女 2世 ブラジル ブラジル沖縄県人会

2 新里 ダニエル エステバン 32 男 2世 アルゼンチン 在亜沖縄県人連合会

3 赤嶺 光 弘 56 男 1 世 ペルー ペルー沖縄県人会

4 エステル タマキ トーレス 35 女 3世 キューバ キューバ沖縄県人会

5 呉屋 君子 60 女 1 世
アメリカ

北米沖縄県人会

6 大城 順市 37 男 1 世 北加沖縄県人会

7 藤田 みどり 53 女 1 世 カナダ ト ロ ン ト球陽会

8 エステーラ ア レホ アドルフォ 48 女 2世 フィリ ピン フィリ ピン沖縄県人会， 橋本 真理 37 女 1 世 シンガポール 星琉会
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協 力 団 体 l 
ご協力 あ り がとう ございました。

名 称
体験学習 琉球村

歴史学習 沖縄県観光ボランティアガイド友の会

平和学習 県立平和祈念資料館
ff 平和祈念堂

自 然学習 国頭村エコツーリズム協会

ボランティア 沖縄 尚 学高校地域国際交流クラブ

制 作 物 I 
●募集要項
● ウェルカ ムボ ー ド
●横断幕
●ネ ームプレ ー ト
● 学習 ツ ール

ジュニアスタディ ーツアーTシャツのプリ ント

平成 14年度県費留学生

●各国ガイドブック
●記念アルバムビデオ
●修了証
●Tシャツ

• Bolivia 
ヘルナンデス エミ子 マリアさん （北米） がデザイン

ジ ュ ニ ア ス タ ディー

園心lor 紐y Tar 2OO3 i n OK i mma 

ふ心‘a

［
ダ

te/
· United ゞ

t

フロント バック
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I 参加 申 込書 · 調 査票 I 
第2号様式

2003年度ジュニアスクディーツアー 2003生＿邑 日

ふ り が な

バスポート氏名
（漢字 ・ カタカナで

正確に）

FAMILY NAMES 
（アルフが9に大文字で）
GIVEN NAMES 
(7ルフ1ペヮト大文字で）

生 年 月 8

学 年

血 液 型

世 代

13 本栢 · 聞くカ
（書号に〇をつける）

日 本1!i ・ 話すカ
（●号に〇をつける）

現 住 所
（現地の言栢 ・ 活字体で

丁寧に記入）

E-mail 

得意な事 ・ 趣味
人前で披露できる事

沖縄県内連絡先

（親戚 ・ 知人）

氏 名
保

本人との続柄

護
連絡先

（電話薔号）

者 恒護者の同置

傭 考
（鋼気稟・貪事 ・ その飽）

様式2号

書 | 県人会名

年 月 日 (200
年

24. 1時
齢

点）

日 系 世

0 · 1 · 2 · 3 · 4  

できない 中級 よくできる
0 · 1 · 2 · 3 · 4  

できない

住 所 I
氏 名 1

中縁 よくできる

（国書号から記入）

性 別

国 籍

沖縄に来るのは

バスポート有無

パスボート期限

1電 琵

出 身市町村

（今回で）

写 真

（纏4cm X 横3cm)

カラー ・白●どちらでも可

才

M • F 

回 目

有 ・ 無

年 月 まで有効

私は、 上記の者 （被保護者） が「2003年度ジュニアスタディーツアー」 に参加する事に
同意いたします。

暑名

平成1 5年度ジュニアスタディーツアー 平成1 5年 月 日

県 内 参 加 者 申 込 書
ふ り が な

氏 名

(1ルファベヮに大文字で）

学 校

生年月 日 （鵡●で記入）

性 別

住 所

電 括

E-mail （襴壽メール可）

特技 ・ 資格

趣昧・
人前で被露できる事

外国籍が話せる

保
護

， 氏 名

電 話

保護者の同璽

● 考
(-..I:.r：：ついて ・霞 貪事事）

写 真

（織4cm X 横3叩）

カラー ・ 白●どちらでも可

，，， 年

年 月 日 年 令

男 ・ 女 血液型

F A X  

英籍 ・ スペイン騒 ・ ポルトガル藷 ・ （ ） 

本人との続柄

携帯電話

私は、 上記の看 （禎保護者 ） が「平成1 5年度ジュニアスタディーツアー」 に参加する事
に問意いたします．

暑名 印

第3号様式
2003年度ジュニアスタディーツアー 2003年 月 日

ふ り が な

パスポー ト氏名
（漢字カタカナで

正確に）

FAMILY NAMES 
(7””:9卜大文字で）
GIVEN NAMES 
(7ル9が 9卜大文字で）

生 年 月 13

性 別

世 代

日
書号

本
に
I〇吾

・
を聞

つ
くカ

（ ける）

日 本語 ・ 話すカ
（書号に〇をつける）

使 用 言 I吾
{Qをつける）

現 住 所
（現地の言籍 ・ 活字
体でT寧に記入）

連絡先

（電話看号）

FAX蓄号

E-mail 

沖縄県内運絡先

（親戚 ・ 知 人 ）

履 歴 事 項
（簡潔に）

引率者の同意

儀 考
｛鋼気菓 ・ 貪事その飽）

様式2号

年 月

M · F 

表 I 

日 年 齢

国 籍

県人会名

写 真

（纏4cm X 横3cm)

カラー·a●どちらでも可

才

日 系 世 沖縄に来るのは （今回で） 回 目
0 • 1 · 2 · 3 · 4 

できない 中縁 よくできる
0 · 1 · 2 · 3 · 4  

できない 中縁 よくできる

パスポート有撫

パスポー ト期限

英栢 ・ スペイン梧 ・ ポルトガルIt ( 

（国書号から記入）

（国書号から記入）

住 所 I
氏 名 I I電 話
（職歴）

有 ・ 無

年 月 まで有効

） 

私は｀ 「2003年度ジュニアスタディーツアー」に引平者として参加し、 ツアー期 間 中 、
引 率者としての業務に積極的に貢献することに同意します．

暑名

2003年度ジュニアスタディーツアー 2003年 月 日

県 外 参 加 者 申 込 書
ふ り が な

氏 名

（アル91^•9卜大文字で）

学 校

生年月 13

性 別

住 所

電 話

E-mail{携帯メール可）

特技・ 資格

趣麻・
人前で披露できる事

外国籍が話せる

（沖ホー縄ム県ス
内ァ三イ絡受先

入
が可能な蠣虞・ 知

人）

氏 名
保

護
電 店

者 保
の霞問

看

意

● 考
（厩往重・藁・倉事・饒）

写 真

（纏4cm X 横3cm)

カラー・白●どちらでも可

学 年

年 月 日 (200
年

3.◄. 1令時点） 才

男 ・ 女 血液型

F A X  

英II ・ スペインI§ ・ ポルトガル腿 ・ ドイツ籍・ フランス11 · 1 ） 

住 所 1
氏 名 I I電 話

本人との続柄

携帯電話

私は、 上記の看 （複保護者） が「2003年度ジュニアスタディーツアー」 に参加する事に
問意いたします．

暑名 印
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1 平成 1 5年度 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー ウ ェ ルカ ムパ ー テ ィ ー 式次第 ―- |
日 時： 平成1 5年7月 21 日 （月 ） 19 :00"-'20 :30
場所： 船員会館 2階会議室
司会 ： （財） 国際交流・人材育成財団

国際交流課長 西原 健
1 開 会
2 歓迎のあいさつ 沖縄県文化環境部長 屋嘉部 長市
3 乾 杯 （財） 国際交流・ 人材育成財団理事長 津嘉山 朝祥

～ 食事・懇談 ～

4 余
＇

興
(1) ピアノ演奏
(2) ピアノ演奏
(3) 三味線演奏
(4) ダンス

（司会 ： 沖縄尚学院高等学校）
渡慶次山城マリアガブリエラ （ペルー）
仲本山城ダニエラ （ペルー）
新城真由美 （ブラジル）
ディナマエ エロイ リェゴ （フィリピン）

パトリシア レジーナ ノセダ ロベス （フィリピン）
(5) ウズンビーラ （沖縄伝統芸能） 沖縄尚学院高等学校

( 5 閉 会

I 平成 1 5年度 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー サ ヨ ナ ラ パ ー テ ィ ― | 

（
 

平成1 5年7月 27 日 （ 日 ）
沖縄・都ホテル 綾羽の間

修了式(1 8 : 30,...,_, 1 9  : 00) 
司会 ： 沖縄県国際交流課長 知念 英信

1 開式
2 主催者あいさつ … • 知事 （代読沖縄県文化環境部部長）
3 修了証授与
4 感謝状贈呈
5 閉式

サヨナラパーティー ( 19 : 05,...,_,20 : 30)
司会 ： （財） 沖縄県国際交流・ 人材育成財団国際交流課長

1 開会
2 乾杯の音頭・ ・ （財） 沖縄県国際交流・ 人材育成財団理事長 津嘉山 朝祥
3 歓談
4 ジュニアスタディーツアー 「思い 出のアルバム」
5 余興 （司会 ： 沖縄尚学高等学校）

(1) 台湾の踊り ： 地域国際交流クラブ
(2) 「エル ディア ケ メ キエラス」 諸喜田マリネ 井 ロ セシリアみどり （アルゼンチン）

安座間平敷ファン喜勝（ペルー）
(3) 「安里屋ユンタ」 新城真由美 （ブラジル） 安里みちよ 稲福陽香 村吉梨華子
(4) 「コンドルは飛んでいく」 仲本山城ダニエラ （ペルー）
(5) 「ビルヘネス デル ソル」 渡慶次山城マリアガブリエラ （ペルー）
(6) 「レロン レロン シンタ」 ディナマエ エロイ リェゴ、

パトリシア レジーナ ノセダ ロペス （フィリピン）
(7) 「花」 「ハイサイおじさん」 安座間平敷ファン喜勝（ペルー）

6 閉会
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l 評価 と 反省 · 要望点 I 

〇評価点

( 1 ) 様々な プ ロ グ ラ ム を通して 沖縄の歴史・ 文化・ 自然等を学んでいくことによ り 、 海外参

加者・国内参加者間で言葉を超 え た コ ミ ュニケ ー シ ョ ンができ、 大変意義深いツアー となっ

た。

( 2 ) 昨年、 一 昨年に引き続き沖縄尚学高等学校地域国際交流 クラ ブの方々には大変お世話に

なった。 彼らの レ クリ エ ー シ ョ ンのお陰で参加者間の緊張も溶 け、 大変盛 り 上がることが

できた。

( 3 ) 今年度から比地大滝、 海洋博でのビ ーチ レ クリ エ ー シ ョ ンでは、 養護教員派遣を教育庁

にお願 い した。 安全面等におい て 大変心強かったので今後も続 けたい。

〇反省・ 要望点

(1 ) 来沖前に、 各県人会におい て ホ ー ム ス テ イ 先の親戚との調整を行っ て おい て ほ しい。

また、 ホ ー ム ス テ イ 先ではおみやげ購入な どを一緒に行っ て もらう よう お願 い する。 （ツ

ア ー 期間中はお土産を購入する時間があま り ないので。 ）

( 2 ) 海外県人会推薦の参加者につい て はできる限 り 、 男 女のバ ラ ンスを考慮 し て もらう 。

( 3 ) 海外参加者はせめて日本語能力 3 級 レ ベルがほしい。 県内参加者等とのコ ミ ュニケ ー シ ョ

ンがむつかしい。 とれず、 母国語が日本語組、 スペ イ ン語組、 英語組と別れて しまう ので。

( 4 ) 那覇空港では現地通貨から日本円への両替ができないので、 国内の空港等に到着次第、

各自で両替を行っ て もらう よう 事前に参加者に伝 え ておく必要がある。

( 5 ) 日中大変暑くなるので学習ツー ルにう ち わを入れるとよい。

( 6 ) 海外参加者の出身地 ・ 国の紹介をしてもらう プ ロ グ ラ ム を日程に組み込 むとお互 いの理

解がよ り 深まると思われる。

- 1 02 -



新 聞 記 事 I 

の
工
夫
や 、
入
試
で
読
田
体
し 、
体
験
学
誓
を
通
し
て
沖

験
を
評
価
す
る
こ
と
な
と
を
縄
と
の
き
ず
な
を
深
め
る
ニ

提
言 。
「
図
占
館
に
行
く
時
0
0
三
年
度
の
ジ
ュ

ニ
ア
ス

間
が
確
保
で
き
な
い」
と
指
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー

の
歓
迎
セ

摘
し 、
教
育
活
動
に
「
読
田
レ
モ
ニ
ー

が
二
十
二
日
午

の
時
間」
を
設
け
る
こ
と
も
前 、
県
庁一
階
県
民
ホ
ー

ル

検
討
す
る
よ
う
求
め
た 。

で
開
か
れ
た
11

写
真 。
今
年

は
プ
ラ
ジ
ル
や
ア
ル
ゼ
ン
チ

ノ 、
ペ
ル
ー 、

ボ
リ
ビ
ア
な

8
カ
国
か
ら
19
人

と
八
カ
国
か
ら
十
九
人
の
子

県
系
子
弟
が
来
沖

、

28
日
ま
で
交
流
体
験

弟
が
来
沖 。
国
内 、
県
内
の

海
外
県
系
子
弟
を
招
待
中
高
校
生
二
十
四
人
と
と
も

に 、
沖
縄
の
自
然
や
歴
史 、

文
化
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
交

流
を
深
め
る 。

同
事
業
は 、
二
0
0一
年

の
第
三
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー

ン
チ
ュ

大
会
の
プ
レ
イ
ベ
ン
プ
リ
エ
ラ
さ
ん
と
仲
本・
山

ト
と
し
て
実
施
さ
れ 、
海
外
城・
ダ
ニ
エ
ラ
さ
ん
が
「
沖

沖
縄
県
人
会
の
要
望
に
応
え
縄
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
勉
強

て
毎
年
継
続
し
て
い
る 。

し
な
が
ら
多
く
の
人
と
友
違

ペ
ル
ー

か
ら
参
加
し
た
渡ー
に
な
り
た
い」
と
抱
負
を
語

慶
次・
山
城・
マ
リ
ア・
ガ
っ

た 。

。

ー1
0
1＼ー

0

琉球新報 7 月 23 日

年
生
と 、
神
谷
ナ
オ
ミ
さ
ん

(―
巴
h

サ
ン
タ
ク
ル
ス
市
在

庄 、
ア
メ
リ
カ
ン・
ス
ク
ー

ル
八
年
生
11

写
真
11

の
二
人

が
参
加
す
る 。

同
ツ
ア
ー

は
七
月1
+―

日
か
ら
二
十
ヒ
日
ま
で
の
日

程
で
実
施
さ
れ
る 。
ポ
リ
ビ

ア
か
ら
は
毎
回
参
加
し
て
お

り 、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
体
験

で
き
て 、
人
と
の
ふ
れ
あ

い 、
考
え
方
な
ど
を
学
ぶ
こ

【
山
城
淳
通
信
員】
沖
縄
と
が
で
き
た
と
好
評
を
博
し

県
が
海
外
の
歴
系
子
弟
を
招
て
い
る 。

待
し 、
媒
内
の
中
学
生
と
さ

比
嘉
さ
ん
は
「
す
べ
て

の
こ
と
を
体
験
し 、
新
し

＼
 

、
人
た
ち
と
出
会
い 、
交

んさ
し

II
I

流
が
深
ま
れ
ば
と
思
う 。

ま
た 、
日
本
の
長
所
を
ポ
リ

令’

ふ
才

な
面
で
活
用
し
た
い」
と
話

C、,
0
:

介‘
い
ろ
い
ろ

ま
ざ
ま
な
体
験
学
習
プ
ロ
グ
し
た 。

ラ
ム
を
行
う
ジ
ュ

ニ
ア
ス
タ

神
谷
ナ
オ
ミ
さ
ん
は
「
体

デ
ィ
ー

ツ
ア
ー

に 、
今
年
も
験
で
き
る
い
ろ
い
ろ
な
も
の

ボ
リ
ビ
ア
か
ら 、
比
嘉
浩一

1

を
吸
収
し
て
き
た
い 。
沖
縄

さ
ん(-
七）
J

オ
キ
ナ
ワ
第一

は
海
が
と
て
も
き
れ
い
と
聞

移
住
地
在
住 、
サ
ン
フ
ラ
ン
い
て
い
る
の
で
海
を
見
た

ン
ス
コ
・

ハ
ビ
エ
ル
商
校
四
い」
と
語
っ
た 。

県 の 招待で
2 人 が訪沖

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

ボ
リ
ビ
ア

＠
 

沖縄 タ イ ム ス 7 月 1 9 日
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1 新 聞 記 事 I 

一 ム 二 2003年 （平成 ］ 5 年） 7 月 20 日 日 曜 日 1 版 社 会 22 

掌鱈総え警 禍 臨い調 に

亡 き 母 の 親類捜す

縄
へ
の
思
い
が
弾
く
な
っ[
か
ら
な
い

f ヽ
亡
V
な
っ
た
U

た。
沖
縄
で一
家
は
那
覇
市
と
な
と
報
告
し
た
い」
。
母

古
波
蔵
か
楚
辺
に
住
ん
で
い
の
残
し
た
ア
ル
バ
ム
を
持
っ

た。
父
親
は
「
家
の
前
の
坂
て、
親
類
の
知
ら
せ
を
待

母
が
日
本
人
と
知
っ
た
の
の
途
中
に
は
風
呂
屋
が
あ
っ゚

は
大
学
生
の
こ
ろ。
日
本
語
り、
裏
は
山
だ
っ
た」
と
話

を
学
ん
で
い
た
コ
ー
ラ
さ
ん
し
て
い
た
と
い
う。

に、
父
の
エ
キ
ス
ケ
ル
さ
ん

コ
ー
ラ
さ
ん
は、
本
年
度

が
「
あ
な
た
の
お
母
さ
ん
も
の
県
国
際
交
流
課
の
ジュ
ニ

曰
本
人
な
ん
だ
よ」
と
明
か
ア
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
の
引

一
し
た。

率
で
二
十
八
曰
朝
ま
で
滞

年
齢
は
四
十
歳
ぐ
ら
い
だ
っ
ン」
と
呼
ば
れ
て
い
た
た
め

九
九
年
に
父
も
死
去。
年
在。
「
母
が
沖
縄
の
家
族
と

を
唇
る
に
つ
れ、
母
と
沖
連
絡
を
取
っ
て
い
た
か
も
わ
．

た
と
い
う。

一
戸P

マ
ニ
ラ
で、
ト
シ
コ
さ
ん
i

は
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
障

し、
中
田
人
と
説
明
し
て
い

米
平
属
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
た。
当
時、
フ
ィ
リ
ビ
ン
で

っ
た
コ
ー
ラ
さ
ん
の
父
親
は
太
平
洋
戦
争
の
旧
日
本
軍

が、
在
沖
米
車
基
地
に
勁
籾
の
加
杏
行
為
を
批
判
す
る
映

し
て
い
た
ト
シ
コ
さ
ん
と
出
画
が
多
く、
日
本
人
は
差
別

会
い
篇。
一
九
吾一
年
に
や
憎
し
み
を
込
め
て
「ハ
ポ

畏
女
の
コ
ー
ラ
さ
ん
が
生
ま
…••,
．,．．
 
，
•
9
,
 ..
.
 ，．;，
9
9
9
,
•

…
…•,＇
 

れ
た。
一
家
は、
五
七、
八
左
の
女
性
が
母
親
の
「
フ
ル
ゲ

年
U
ろ
渡
比。
六
六
年
に、

ン
ト
シ
コ」
さ
ん。
中
央
の
少

ト
シコ
さ
ん
は
二
女
を
出
痒
女
がコ
ー
ラ
さ
ん
(
1
9
5
7

し
た
ニ
カ
月
後
死
亡
し
た。

年
C
ろ、
沖
縄
で
撮
影）＇

 

ヽ
ーー ，

r,
`

 

フ ィ リ ピ ン の コ ー ラ さ ん

45
年
ぶ
り
沖
縄
の
地
に

米
軍
匹
だ
っ
た
フィ
リ
ピ
ン
人
の
父
と、
沖
細
出
身
の
母
の
間
に
生
ま

れ
た
マ
ニ
ラ
在
住
の
女
性
が
こ
の
ほ
ど
来
沖、
亡
く
な
っ
た
母
親
の
親
類

を
捜
し
て
い
る。
コ
ー
ラ・
ア
セ
ル
デ
ン
さ
ん（四
と
だ。
母
親
の
名
前
は

・
「
フ
ル
グノ
ト
シ
コ」
。
四
十
五
与ふ
り
に
沖
縄
の
地
を
踏
ん
だ
コ
ー
ラ

さ
ん
は
「
祖
父
母、
母
の
き
ょ
う
だ
い
が
い
れ
ば
ぜ
ひ
会
い
た
い。
母
が

と
ん
な
人
だ
っ
た
の
か
を
聞
い
て
み
た
い」
と、
思
い
を
募
ら
せ
る。

沖縄 タ イ ム ス 7 月 20 日
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た こ が 市 を ‘ 詈
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コ
ー
ラ
さ
ん
親
類
と
対
圃

沖縄 タ イ ム ス 平成 7 月 21 日
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1 
新

聞
記

事
I 

【ア
メ

リ
カ

】
玉

城
由

美
さ

ん
沖

縄
へ

／
ス

タ
デ

ィ
ー

ツ
ア

ー
／

父
の

郷
土

で
体

験
学

習

言
号己号喜り

引
率

者
の

伊
波

祐
子

・タ
ラ

ン
テ

ィ
ー

ニ
さ

ん
と

一
緒

に
7

月
中

旬
に

沖
縄

入
り

し
、他

の
参

加
者

18
人

と
合

流
、

1週
間

行
動

を
共

に
す

る
。

2
1

日
か

ら
2

8
日

ま
で

の
1週

間
で

、世
界

有
数

の
海

を
誇

る
自

然
学

習
、首

里
城

な
ど

の
歴

史
学

習
、伝

統
芸

能
な

ど
の

文
化

学
習

、平
和

資
料

館
な

ど
の

平
和

学
習

、
県

庁
や

米
軍

基
地

な
ど

の
沖

縄
の

社
会

学
習

と
、び

っ
し

り
の

日
程

だ
。

玉
城

さ
ん

は
オ

レ
ン

ジ
郡

フ
ァ

ン
テ

ン
・バ

ー
リ

ー
高

校
3年

生
で

、将
来

は
料

理
士

を
夢

見
て

い
る

。浦
添

市
牧

港
出

身
の

父
親

・正
行

さ
ん

と
東

京
出

身
の

母
親

•あ
や

こ
さ

ん
と

の
間

に
生

ま
れ

た
二

世
。

U
C

LA
に

通
学

す
る

大
学

生
の

姉
と

4
人

家
族

。
「1歳

の
時

に
両

親
に

連
れ

ら
れ

て
沖

縄
を

初
め

て
訪

れ
た

。今
回

、沖
縄

で
は

で
き

る
だ

け
多

くの
人

々
に

接
し

、そ
の

生
活

状
況

、沖
縄

の
文

化
、

自
然

な
ど

を
観

察
し

て
き

た
い

」と
抱

負
を

語
る

。
「10

歳
ぐ

ら
い

の
時

、琉
球

國
祭

り
太

鼓
グ

ル
ー

プ
の

一
員

と
し

て
、二

世
ウ

イ
ー

ク
で

沖
縄

県
人

会
・芸

能
部

の
琉

球
舞

踊
に

交
じ

っ
て

リ
トル

東
京

を
パ

レ
ー

ド
し

た
思

い
出

が
あ

る
。

自
分

を
選

ん
で

くれ
た

沖
縄

県
人

会
の

方
々

、ツ
ア

ー
·

メ
ン

バ
ー

を
受

け
入

れ
た

沖
縄

県
庁

の
皆

さ
ん

に
感

謝
の

念
で

胸
が

い
っ

ぱ
い

、そ
の

日
が

待
ち

遠
し

い
」と

語
っ

た
。

（当
銘

貞
夫

・北
米

通
信

員
）

琉
球

新
報

・
世

界
の

ウ
チ

ナ
ー

ン
チ

ュ
・

ネ
ッ

ト
2003/7/14 

【ペ
ル

ー
】

ジ
ュ

ニ
ア

研
修

終
了

し
帰

国
／

渡
慶

次
さ

ん
ら

2
人

沖
縄

県
の

第
3

回
ジ

ュ
ニ

ア
・ス

タ
デ

ィ
ー

ツ

ア
ー

に
ペ

ル
ー

か
ら

参
加

し
た

渡
慶

次
マ

リ
ア

さ
ん

(
1

4
)と

仲
本

ダ
ニ

エ
ラ

さ
ん

(
1

5
)が

、

研
修

を
終

え
こ

の
ほ

ど
ペ

ル
ー

に
戻

っ
た

。

渡
慶

次
さ

ん
ら

2
人

は
沖

縄
を

は
じ

め
カ

ナ

ダ
、

米
国

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

、
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
、

ポ
リ

ビ
ア

な
ど

各
国

か
ら

の
参

加
者

と
交

流
し

友
好

を
深

め
た

。

2
人

は
「沖

縄
で

は
と

て
も

お
世

話
に

な
っ

第
3

回
ジ

ュ
ニ

ア
・ス

タ
デ

ィ
ー

た
。

各
国

か
ら

の
参

加
者

は
、

以
前

か
ら

の
友

ツ
ア

ー
に

参
加

し
た

渡
慶

次
マ

リ
ア

さ
ん

（左
）と

仲
本

ダ
ニ

達
の

よ
う

で
、

イ
チ

ャ
リ

バ
兄

弟
の

こ
と

わ
ざ

を

エ
ラ

さ
ん

肌
で

感
じ

た
」と

話
し

た
。

（松
田

マ
ヌ

エ
ル

・ペ
ル

ー
通

信
員

）

琉
球

新
報

・
世

界
の

ウ
チ

ナ
ー

ン
チ

ュ
・

ネ
ッ

ト
2003/9/16 

【ペ
ル

ー
】

県
ス

タ
デ

ィ
ー

ツ
ア

ー
に

参
加

／
渡

慶
次

さ
ん

、
仲

本
さ

ん

ペ
ル

ー
沖

縄
県

人
会

（赤
嶺

光
弘

会
長

） は
沖

縄
県

の
第

3
回

ジ
ュ

ニ

ア
ス

タ
デ

ィ
ー

ツ
ア

ー
参

加
者

に
渡

慶
次

マ
リ

ア
さ

ん
(

1
4

)と
仲

本
ダ

ニ

エ
ラ

さ
ん

(
1

5
)を

選
出

し
た

と
発

表

し
た

。
こ

の
ほ

ど
開

か
れ

た
同

県
人

会
主

催
の

宴
会

の
席

上
、

山
城

晃
文

化
・

演
芸

部
長

が
2

人
を

紹
介

し
た

。
2

人
ジ

ュ
ニ

ア
ス

タ
デ

ィ
ー

ツ
ア

ー
に

参
加

す
る

渡
慶

次
マ

リ
ア

さ
ん

（左
）と

仲
本

ダ
ニ

は
「沖

縄
の

歴
史

、
文

化
、

自
然

な
ェ

ラ
さ

ん
（中

央
）

ど
の

体
験

学
習

を
通

し
て

母
県

沖
縄

と
の

き
ず

な
を

強
く

し
た

い
」と

胸
を

躍
ら

せ
て

い
る

。

（松
田

マ
ヌ

エ
ル

・ペ
ル

ー
通

信
員

）

名〗

多化]p

:

上＿＿一[

f',
t

]
' 

r‘』

琉
球

新
報

・
世

界
の

ウ
チ

ナ
ー

ン
チ

ュ
・

ネ
ッ

ト
2003/7/22 

-
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に基づく県 人数の推計。

世界で活躍するウ



�
 

d
"
 

平成 1 5年度 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 報告書

（平成 1 6年 2 月 発行）

発 行／沖縄県文化環境部 国 際交流課
〒 900-8570 那覇市泉崎 1 -2-2
TEL 098-866-2479 FAX 098-869-9073 

財 団 法 人 沖縄県 国 際交流 ・ 人材育成財 団
〒 900-0085 那覇市東町 1 - 1 那覇市東町 開 館 7 階
TEL 098-94 1 -6755 FAX 098-94 1 -6812  

編 集／財 団 法 人 沖縄県国 際交流 ・ 人材育成財 団

印 刷 ／ 有 限会社 金 城 印 刷
〒 90 1 -0305 沖縄県糸満市西崎町5-9- 1 6
TEL 098-995-000 1 FAX 098-994-9886 
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